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た季節のう

モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
表
通
り
の
に
ぎ
わ
い
も

裏
通
り
に
入
る
と
、
意
外
と
ひ
っ
そ
り
と

　
静
か
で
す
。

ユ
ト
リ
ロ
も
こ
の
町
を
愛
し
ま
し
た
。

　
傑
作
を
沢
山
制
作
し
て
い
ま
す
。

彼
の
絵
は
画
家
の
母
親
が
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を

　
直
す
た
め
絵
を
描
か
せ
ま
し
た
。

ア
マ
チ
ュ
ア
的
な
要
素
の
あ
る

　
フ
ォ
ル
ム
と
明
る
い
色
彩
は
、
独
特
な

パ
リ
の
情
感
と
モ
ダ
ン
な
感
じ
の
絵
に
な
り
ま
し
た
。

　
モ
ン
マ
ル
ト
ル
も

1
1
月
に
な
る
と
、
戸
外
は
寒
く

　
カ
フ
エ
か
ら
は
、
音
楽
と
さ
ざ
め
く
音
が

明
け
方
ま
で
き
こ
え
て
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
沢
　
茂
）



rtkftftrtktrtkrtk“ik±kkkk“kikikSrkikkkrtkkfrk
k
’｝ftr

・Jac・

k
けと庭あ
で　つの　る

はて変　。
’も貌そ

＿レゾ　　　　　、　　　i　1．　　　（

　での　うむて
こは家にか例こ
とな庭創い外の
にい登りつでこ
　”　AN　rt＋　一　LV　1

さこ共彼
せのに文意
た事あはは
＿　　　血　　　　　　　　　　t　　　　　　、

’，aer

k
’JA（’

巻

頭
言

家
庭
科
を
変
え
る
の
は
あ
な
た

　
私
は
、
彼
等
と
共
に
泣
き
、
ま
た
共
に
笑
っ
た
。

彼
等
は
た
だ
私
と
共
に
あ
り
、
私
は
た
だ
彼
等
と

共
に
あ
っ
た
。
…
…
こ
の
世
の
誰
よ
り
も
私
ほ
ど
、

こ
の
事
業
に
、
不
適
当
な
者
は
い
な
い
。
そ
れ
を

さ
せ
た
の
は
愛
で
あ
る
。
（
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
）

　
こ
の
こ
と
の
真
実
は
、
家
庭
科
教
育
で
も
、
決
し

て
例
外
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
い
ま
男
女
共
融
に

む
か
い
つ
つ
あ
る
家
庭
科
教
育
の
在
り
方
を
ど
の
よ

う
に
創
り
出
し
て
い
く
か
は
、
ま
さ
に
、
｝
人
｝
人

の
家
庭
科
の
先
生
方
の
手
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
と
に
い
ま
日
本
の
社
会
は
急
激
に
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
社
会
の
変
数
と
も
い
え
る
家

庭
の
変
貌
は
い
ち
じ
る
し
い
。
高
齢
化
社
会
ひ
と
つ

と
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
い
ま
ま
で
の
常
識
や
情
報
だ

け
で
は
、
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
態
を
う
み
出
し

一
番
ケ
瀬

康
子
★
★
★
★
★
★
★
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

て
い
る
。
と
も
働
き
の
増
加
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

一
方
離
婚
の
増
加
、
子
育
て
の
混
乱
な
ど
数
え
あ
げ

れ
ば
き
り
が
な
い
。
そ
の
な
か
で
人
々
の
孤
立
化
は
、

い
や
お
う
な
し
に
深
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
は
何
よ
り
も
、
生
徒
自
身
敏
感
に
感
じ
て
い
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
現
実
に
し
っ
か
り
と
た
っ
て
、

人
間
ら
し
く
生
き
ぬ
く
た
め
の
在
り
方
を
、
心
情
や

技
術
も
ふ
く
め
て
、
総
合
的
に
教
育
で
き
る
の
は
、

お
そ
ら
く
家
庭
科
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
生
徒
の
生
活
そ
の
も
の
を
し
っ
か
り
認
識
し
、
そ

の
思
い
に
と
も
に
た
っ
た
広
い
視
野
で
情
報
を
提
供

し
つ
つ
、
と
も
に
考
え
る
よ
う
な
家
庭
科
教
育
が
、

い
ま
ぐ
ら
い
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
新
し
い

家
庭
科
を
創
り
だ
す
の
は
、
ま
さ
に
あ
な
た
自
身
な

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
女
子
大
学
）
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1986年11月号新しい家庭科

家庭科一どう変える、どう変わる

〈
巻
頭
言
〉
　
家
庭
科
を
変
え
る
の
は
あ
な
た
・

一
番
ケ
瀬
康
子

1

　
じ

藷　

?
蜩
蛛
?
I
胴

集
　
　
　
－
中
学
校
で
は
．
．
－

　
　
　
　
　
職
員
室
、

一一一
Z特

　
　
　
　
　
　
　
地
域
に
共
学
を
呼
び
か
け
る
…
：
く
：
佐
川
加
寿
子

　
　
　
技
術
科
教
師
も
意
見
を
述
べ
る
…
…
…
…
…
…
後
藤
　
　
強

－
高
等
学
校
で
は
一

　
　
　
い
ま
私
た
ち
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
…
湯
沢
静
江

　
　
　
男
女
平
等
の
原
則
を
貫
く
思
想
を
確
立
す
る
…
中
野
　
慧
エ
」

　
　
　
自
信
の
も
て
る
内
容
を
作
る
…
…
：
…
…
…
…
・
福
留
美
奈
エ
・

　
　
　
生
徒
自
身
の
内
発
的
要
求
を
引
き
出
す
…
…
…
蔵
本
　
佳
子

、
　
小
学
校
で
は
展
覧
会
パ
ー
ト
ー
六
年
生
の
．
平
和
し
の
イ
メ
ー
ジ
…
村
田
　
尚
子

翻
學
校
で
は
、
「
お
仕
着
せ
の
制
服
・
を
着
て
い
て

脚
騒
　
　
　
　
　
被
服
で
何
を
学
ぶ
の
？
…
…
－
…
…
…
…
・
礒
部
幸
江

講
　
高
等
学
校
で
は
男
女
共
学
履
修
に
向
か
っ
て
（
上
）
…
：
：
…
：
立
山
ち
づ
子

一一〇発言Q一

28　2636　34　32　303948　44

学
習
の
主
人
公
た
ち

　
こ
ん
な
家
庭
科
な
ら
い
い
な
…
八
尾
市
立
竜
華
中
学
校
三
年
の
生
徒
た
ち
　
6
6

　
こ
ん
な
家
庭
科
な
ら
い
い
な
：
：
…
宮
城
県
仙
台
西
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
　
6
9

OWeになんでも言おう　なんでも聞こう　76　　0私からあなたに　90

0Weの読者会だより　88　0編集室からあなたに　38
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〈
レ
ポ
ー
ト
〉

　
　
今
、
評
価
を
問
い
直
す
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
竹
見
智
恵
子
　
7
2

　
　
家
庭
科
の
中
身
を
ど
う
作
る
？
…
…
…
…
…
…
・
…
：
宮
崎
世
津
子
　
7
4

載◎一一一一＿　
季
節
の
う
た
…
：
…
…
…
…
：
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
・
田
沢
　
　
　
茂

ゾ
研
究
ノ
ー
ト
”
性
〃
　
　
性
差
一
女
と
男
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
（
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
と
男
の
関
係
を
考
え
る
会
・
楠
崎
ル
リ
コ
、
善
積
京
子

一〇連 教
育
の
な
か
の
心
理
学

教
室
の
窓

い
ま
中
学
校
で

読
書
つ
れ
づ
れ
草

荊
冠
の
中
に
輝
く
星

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

近
代
日
本
女
子
教
育
史

詩季
節
の
お
べ
ん
と
う

赤
か
ぶ
だ
よ
り

経
済
の
目

C
M
の
中
の
女
と
男

登
校
拒
否
〔
4
）
…
…
…
…
…
：
・
：
…
…
…
…
…
…
小
沢

〃
母
”
と
出
会
う
…
…
…
…
－
…
…
・
…
…
…
…
…
…
植
垣

健
康
っ
て
何
だ
ろ
う
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
：
：
：
仲
野

地
下
室
（
承
前
）
…
…
：
：
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
武
田

「
同
和
」
は
「
同
化
」
と
よ
く
似
て
い
る
…
…
…
…
…
吉
田

保
守
反
動
政
策
と
女
子
教
育
：
…
…
：
…
…
・
：
…
－
秋
枝

食
卓
…
：
…
：
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
：
：
…
…
羽
生

イ
カ
の
唐
揚
げ
と
ト
0
口
こ
ん
ぶ
…
…
…
…
…
…

障
害
者
だ
け
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
…
酒
井

円
高
差
益
…
…
…
…
…
：
：
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
：
福
島

か
わ
い
い
お
婿
さ
ん
に
な
れ
る
か
な
？
…
…
…
…
吉
田

小
林
力
ツ
代

　
　
　
和
子

　
　
　
澄
香

　
　
　
清
彦
清澄和ツ槙蒲和秀暢一牧京
彦香子代：子子子夫子彦子子
59　54　85　84　82　81　80　78　64　62　60　55

oアンテナ　94　　0十字路　92

0泉　71　　0‘“We”EDITOR’S　NOTE　96

O
情
報

。
波

O
ひ
と

今
回
の
「
総
理
府
調
査
」
信
じ
な
い
で
　
2
0

家
庭
科
の
授
業
行
脚
、
始
ま
り
始
ま
り
－

酒
井
和
子
さ
ん
　
7
5

半
田
た
つ
子
　
8
6

表
紙
デ
ザ
イ
ン
　
加
藤
由
葵
子

　
目
次
イ
ラ
ス
ト
　
馬
場
洋
子

　
本
文
イ
ラ
ス
ト
　
編
集
部

（3）



灘驚等
〈
ア
ン
ケ
ー
ト
〉

家
庭
科
を
変
え
る
の
は
私

家
庭
科
教
師
は
答
え
る

繋

　
女
子
の
み
必
修
の
家
庭
科
の
時
代
は
終
わ
り
ま
し

た
。
七
月
九
日
、
文
部
省
の
教
育
課
程
審
議
会
総
会

は
、
男
女
と
も
必
修
と
す
る
方
向
を
決
め
、
い
よ
い

よ
家
庭
科
を
男
女
共
に
学
ぶ
時
代
が
到
来
す
る
の
で

す
。　

こ
の
“
方
向
”
を
家
庭
科
の
先
生
方
は
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
ら
れ
た
か
一
。

　
　「
W
」
の
読
者
を
中
心
に
全
国
一
二
三
四
名
（
中
学

型
名
・
高
校
㎜
名
）
の
方
に
七
月
二
二
日
、
資
料
と

と
も
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
し
ま
し
た
（
回
収

率
1
9
％
）
。
さ
ら
に
、
夏
季
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
1
8
名
、

輪
さ
が
み
の
会
で
7
名
の
協
力
を
得
、
全
体
で
躍
名

の
回
答
者
と
な
り
ま
し
た
。

　
回
答
の
第
一
便
は
二
八
日
。
は
が
き
回
答
で
す
が

「
そ
の
他
」
の
空
白
欄
を
も
書
き
つ
く
す
ほ
ど
の
熱

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
は
、
家
庭
科
男
女

共
修
へ
方
向
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
喜
び
を
、

金
国
に
散
在
す
る
家
庭
科
の
先
生
方
と
共
有
す
る
場

に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
他
教
科
、
退
職
者
、
　
一
般
の
方
た
ち
を
「
そ
の

他
」
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
）

（4）

計

23

V
0
5
4
1
6
4
2
0
3
1
6
1
1
2
1
6
7
2
2
3
3
1
0
6
5
4
5
5
1
5
1
7
3
1
2
1
1
7
1
0
1
1
0
5
2
4
4
7
2
6
1
1
4

脚

他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
1
1
　
　
　
1
2
　
　
　
　
1
3
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
136

高

11

U
　
　
4
4
　
　
3
2
2
　
　
3
1
3
7
1
4
7
2
2
2
2
8
4
2
2
3
4
1
0
1
2
3
　
　
1
　
　
　
3
1
　
　
1
1
　
　
2
1
1
2
3
2
4
1

蜘

中

11

@
　
　
　
1
　
　
　
　
1
2
　
　
　
　
　
2
1
1
2
　
　
　
　
　
1
1
2
2
3
2
2
1
5
5
　
　
1
1
1
1
3
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
3
1
4
　
　
2

65

京
道
森
手
城
田
形
開
城
木
馬
玉
葉
梨
中
帯
山
川
井
野
岡
知
阜
重
曹
都
国
庫
良
山
中
根
山
島
口
島
川
半
知
岡
賀
崎
本
野
崎
島
星
明
　
海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
東
北
青
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
黒
埼
千
山
神
新
胃
石
福
長
茅
草
岐
三
滋
京
大
兵
糧
皇
軍
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
田
長
草
大
宮
鹿
里
門

計
合



〈
質
問
項
目
＞

L
、
こ
の
“
方
向
”
を
ど
う
受
け
と
め
ら
れ
ま
し
た

　
か①

女
子
だ
け
の
家
庭
科
必
修
に
終
止
符
が
打
た
れ

　
　
う
れ
し
い

②
女
子
だ
け
の
家
庭
科
必
修
に
終
止
符
が
打
た
れ

　
　
残
念
だ

　
③
ど
う
変
わ
る
の
か
戸
惑
い
、
不
安
を
抱
く

④
そ
の
他

2
、
そ
う
受
け
と
め
ら
れ
た
の
は
、

ら
で
す
か

ど
ん
な
理
由
か

3
、
い
よ
い
よ
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
準
備
期
間
に
、

　
あ
な
た
は
ど
ん
な
販
り
組
み
を
し
ょ
う
と
お
考
え

で
す
か

①
男
女
共
修
の
観
点
か
ら
現
行
の
内
容
や
教
材
を

　
洗
い
直
す

②
教
育
内
容
に
つ
い
て
共
修
の
実
践
例
に
も
学
び

　
　
力
を
つ
け
る

③
校
内
の
態
勢
を
整
え
て
、
一
年
で
も
早
く
実
施

　
　
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
る

④
早
期
実
現
に
む
け
て
、
自
治
体
教
育
委
員
会
に

　
　
研
修
な
ど
の
条
件
整
備
を
要
求
す
る

⑤
そ
の
他

4
、
今
回
出
さ
れ
た
方
向
で
、
な
お
、
問
題
と
し
て

1．“方向”をどう受けとめたか（名）

① ② ③ ④ ①③ 計

全
　
　
　
体

20代

R0代

S0代

T0代

U0代

s明

17

T7

T4

Q2

O
1
6

0
0
0
0
0
0

10

P5

P5

U
0
7

2
3
4
3
1
2

4
3
2
3
0
1

33

V8

V5

R4

P
2
6計 166 0 53 15 13 247

中
　
　
学

20代

R0代

S0代

T0代

8
1
6
9
7

0
0
0
0

6
5
6
1

2
2
1
0

0
1
0
1

16

Q4

P6

X

計 40 0 18 5 2 65

高
　
　
　
　
校

20代

R0代

S0代

T0代

U0代

s明

8
3
7
4
2
1
3
0
0

0
0
0
0
0
0

3
1
0
9
5
0
0

0
1
3
3
1
1

4
2
2
2
0
0

15

T0

T6

Q3

P
1計 100 0 27 9 10 146

そ
　
の
　
他

20代

R0代

S0代

T0代

s明

1
4
3
2
1
6

0
0
0
0
0

1
0
0
0
7

0
0
0
0
1

0
0
0
0
1

2
4
3
2
2
5

計 26 0 8 1 1 36

残
っ
た
こ
と
は
何
で
し
よ
う
か

5
、
中
学
の
先
生
へ
一
三
領
域
以
上
を
生
徒
の
興
味

　
関
心
に
応
じ
て
選
択
履
修
す
る
場
合
、
ど
ん
な
領

域
を
お
考
え
に
な
り
ま
す
か

　
　
高
校
の
先
生
へ
1
男
女
共
に
教
え
た
い
と
思
わ

　
れ
る
科
目
は
何
で
す
か
　
①
家
庭
｝
般
　
②
生
活

技
術
③
生
活
一
般

1
、
“
方
向
”
を
ど
う
受
け
と
め
た
か

　
圧
倒
的
に
「
う
れ
し
い
！
」
　
だ
が
、
中
学
の
2
0

代
、
4
0
代
の
人
は
、
他
に
比
べ
「
不
安
」
「
う
れ
し

い
が
不
安
」
が
目
立
つ
。

2
、
①
「
う
れ
し
い
」
と
受
け
と
め
た

　
　
理
由

く
中
学
校
V

。
家
庭
生
活
は
男
女
の
合
意
に
よ
る
創
造
的
な
営
み

　
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
学
ぶ
義
務
教
育
の

　
時
期
に
男
女
別
内
容
別
学
と
い
う
の
で
は
、
よ
い

　
生
活
者
は
育
ち
ま
せ
ん
。
や
っ
と
、
公
的
に
共
学

　
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
（
岐
阜
・
橋
本
登
志
子
）

・
私
た
ち
1
5
年
前
か
ら
そ
の
必
要
性
を
生
徒
の
現

　
状
、
家
庭
の
現
状
、
社
会
の
現
状
か
ら
考
え
て
、

（5）



ま籍
し　じ

た　’

。周

1．“方向”をどう受けとめたか

　　O　20　40

100％

鄭
80604020

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
全
　
　
中
　
　
　
高

　
　
　
　
　
「
1
2
0
代
一
」

　
　
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
共
学
を
進
め

　
　
　
い
つ
の
日
か
今
日
の
よ
う
に
認
め
ら

れ
る
日
が
き
っ
と
く
る
と
思
っ
て
頑
張
り
ま
し
た

の
で
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
分
・
河
野
恭
子
）

／

＼

100％80604020

656

f／Xs．

5．75

80 100％

＠　tioo
9翼癬：

604020

③
、

O　65

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
中
高
　
全
中
高
　
全
中
高

r
－
1
3
0
代
l
I
L
　
　
　
　
　
「
1
1
4
0
代
I
I
一
一
　
　
　
　
「
1
5
0
代
l
I
」

。
中
学
教
師
と
し
て
六
年
目
！
　
小
学
校
経
験
が
長
　
　
科
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
男
女
が
学
べ

　
く
、
中
学
へ
来
て
は
じ
め
て
家
庭
科
が
ど
ん
な
現
　
　
る
と
い
う
方
向
は
、
と
て
も
嬉
し
い
も
の
で
す
。

　
状
で
あ
り
、
ど
ん
な
見
方
、
考
え
方
が
さ
れ
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
・
丸
山
洋
子
）

　
る
か
が
わ
か
っ
た
。
生
き
る
と
い
う
こ
と
を
今
の

　
子
ど
も
達
に
教
え
る
こ
と
の
で
き
る
教
科
は
家
庭
　
　
。
民
主
的
な
家
庭
人
を
育
て
る
本
来
の
家
庭
科
の
姿

＼　’藤
78

・
　
灘
圃

＿ノ’ ^ご”

（6）



に
も
ど
せ
そ
う
な
気
が
す
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岐
阜
・
小
森
正
子
）

。
差
別
撤
廃
条
約
の
批
准
等
の
闘
と
情
勢
の
変
化
の

中
で
文
部
省
も
男
女
必
修
を
打
ち
出
さ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
き
た
の
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
文
部

省
の
構
想
に
は
、
男
女
平
等
教
育
の
理
念
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
よ
り
巧
み
な

方
法
で
の
男
女
「
役
割
」
固
定
化
を
狙
っ
て
い
る

は
ず
、
そ
う
さ
せ
な
い
た
め
に
ば
、
我
々
の
今
後

の
運
動
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
う
。
先
ど
り
の
形

で
共
学
を
今
す
ぐ
開
始
す
る
学
校
が
増
え
て
ほ
し

　
い
。
し
か
し
…
…
運
動
を
す
す
め
る
主
体
で
あ
る

は
ず
の
家
庭
科
教
師
自
身
の
自
己
変
革
こ
そ
ネ
ッ

ク
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
（
東
京
・
根
津
公
子
）

。
共
学
の
分
野
を
広
げ
る
た
め
に
、
教
材
に
工
夫
し

た
り
、
先
進
校
に
学
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
指
導
要
領
、
技
術
教
師
と
の
連
け
い
な

ど
、
問
題
点
を
か
か
え
て
な
か
な
か
進
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
て
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
兵
庫
・
乾
　
早
百
合
）

。
小
学
校
の
家
庭
科
は
男
女
共
学
で
学
習
し
て
い
る

の
に
、
中
学
校
に
な
る
と
学
習
内
容
も
異
な
り
、

別
学
で
の
学
習
に
な
り
、
家
庭
科
は
女
子
が
学
ぶ

も
の
と
い
っ
た
形
で
あ
っ
た
か
ら
、
終
止
符
が
う

た
れ
て
う
れ
し
い
。
も
う
一
つ
は
、
民
主
的
な
家

庭
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
て
る
教
科
で
あ

れ
ば
、
男
生
徒
に
も
女
生
徒
に
も
平
等
に
取
り
組

ま
せ
て
い
き
た
い
か
ら
。
　
（
滋
賀
・
岩
井
茂
美
）

・
乗
り
入
れ
で
男
子
が
食
物
1
、
女
子
が
木
工
1
を

履
修
し
て
た
時
の
目
の
輝
き
を
思
い
出
す
。
男
女

別
の
個
性
で
は
な
く
、
一
人
一
人
の
個
性
が
生
か

さ
れ
る
範
囲
が
広
が
る
。
　
（
広
島
・
古
井
智
子
）

〈
高
校
〉

。
私
は
教
師
に
な
っ
て
五
年
位
ま
で
、
家
庭
科
で
安

全
な
手
づ
く
り
の
食
事
を
と
か
、
自
家
製
衣
服
を

と
い
い
つ
づ
け
る
こ
と
は
、
女
性
を
家
庭
に
し
ば

り
つ
け
る
こ
と
だ
と
い
う
思
い
で
悩
み
ま
し
た
。

そ
の
後
家
庭
科
の
あ
り
方
を
自
分
な
り
に
納
得
し

た
り
で
意
義
を
認
め
ま
し
た
が
、
や
は
り
共
修
で

は
じ
め
て
本
当
の
家
庭
科
が
出
来
る
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
・
小
野
塚
美
代
子
）

。
高
校
の
家
庭
科
が
男
女
と
も
に
必
修
の
教
科
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
戦
後
4
0
年
間
の
家
庭

科
教
育
の
歴
史
の
中
で
画
期
的
な
こ
と
で
す
。
教

科
と
し
て
や
っ
と
市
民
権
を
得
た
と
い
う
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
　
　
　
　
（
滋
賀
・
中
野
慧
子
）

。
こ
れ
ま
で
共
著
に
向
け
て
非
常
勤
で
は
あ
る
け
れ

ど
、
努
力
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
し
、
で
き
る

と
こ
ろ
が
ら
と
い
う
の
で
選
択
食
物
で
の
男
子
を

受
け
入
れ
て
や
っ
て
き
た
。
将
来
き
ち
っ
と
し
た

授
業
が
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
・
間
瀬
昭
子
）

。
私
は
教
師
に
な
っ
て
か
ら
三
年
目
の
か
け
出
し
で

す
が
、
担
任
の
男
子
生
徒
な
ど
、
二
年
生
に
な
っ

て
か
ら
も
“
ど
う
し
て
家
庭
科
な
い
の
？
　
家
庭

科
や
り
た
い
よ
”
と
い
わ
れ
、
と
て
も
セ
ツ
ジ
ツ

で
す
。
ま
た
、
男
女
半
々
の
共
学
校
の
中
で
、
女

子
に
だ
け
教
え
る
こ
と
に
対
し
、
、
内
容
に
よ
っ
て

は
か
な
り
矛
盾
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
か

え
っ
て
男
子
を
差
別
し
て
い
る
の
で
は
と
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
（
埼
玉
・
西
田
京
子
）

。
男
女
平
等
、
女
性
解
放
と
い
う
歴
史
的
課
題
に
一

歩
近
づ
い
た
と
思
・
ワ
か
ら
、
ま
た
家
庭
科
教
育
が

学
校
教
育
の
中
で
基
本
教
科
（
普
通
教
育
の
教

科
）
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
・
柴
田
栄
子
）
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。
一
般
教
養
と
し
て
の
学
習
内
容
に
男
女
差
が
あ
る

の
は
不
自
然
。
ま
た
、
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
学

科
と
し
て
必
修
で
あ
る
べ
き
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
・
伊
達
淳
子
）

。
こ
れ
ま
で
（
女
子
差
別
撤
廃
条
約
批
准
の
前
か

ら
）
自
主
教
研
家
庭
科
部
分
の
中
で
も
次
代
を
担

う
こ
ど
も
達
の
た
め
に
、
将
来
家
庭
科
の
男
女
共

修
が
是
非
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
学
習
を

深
め
、
一
部
の
学
校
で
は
実
施
の
段
階
ま
で
こ
ぎ

　
つ
け
ま
し
た
。
我
々
の
研
究
の
中
身
が
ま
ち
が
い

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
大
変
う
れ
し

　
い
。
今
後
ま
す
ま
す
自
信
を
持
っ
て
、
こ
の
問
題

に
対
処
し
て
い
き
た
い
。
（
沖
縄
・
小
嶺
代
志
子
）

。
私
達
の
県
の
状
況
か
ら
男
女
共
修
に
な
る
と
は
最

後
ま
で
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
県
で
．

は
う
け
と
め
る
カ
が
弱
い
の
で
、
し
っ
か
り
し
た

内
容
を
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
い
と
大
変
な
こ

と
に
な
る
と
思
う
。
　
　
　
（
富
山
・
中
本
敦
子
）

。
女
子
必
修
の
家
庭
科
へ
の
逆
行
し
た
指
導
が
府
教

委
か
ら
さ
れ
る
と
い
う
京
都
府
に
お
い
て
、
私
達

の
共
農
家
一
の
方
向
性
の
確
か
さ
が
内
外
に
明
瞭

に
な
り
元
気
が
出
る
。
又
、
全
国
の
仲
間
と
共
に

歩
め
る
意
味
は
大
き
い
。
そ
し
て
何
よ
り
行
動
を

制
限
さ
れ
て
き
た
女
性
に
と
っ
て
も
生
活
自
立
を

奪
わ
れ
て
き
た
男
性
に
と
っ
て
も
歓
迎
す
べ
き
方

向
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
・
竹
森
培
子
）

。
自
分
が
家
庭
科
を
受
け
て
い
る
時
か
ら
「
な
ぜ
女

子
だ
け
が
？
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
男

女
で
つ
く
る
家
な
の
に
、
女
が
責
任
者
で
、
男
は

助
け
る
と
い
う
の
で
は
お
か
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
為
に
は
、
男
女
と
も
に
と
い
う
の
が
当
然
。

た
だ
教
え
る
立
場
の
今
、
戸
惑
、
不
安
も
ま
た
あ

る
と
い
う
の
も
本
音
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
分
・
鶴
峰
郁
子
）

・
よ
う
や
く
他
教
科
並
に
な
れ
る
、
と
同
時
に
家
庭

科
を
男
女
で
学
べ
ば
男
女
役
割
分
担
を
く
ず
す
大

き
な
力
と
な
る
か
ら
。
男
も
女
も
と
も
に
平
和
と

人
権
の
確
立
を
め
ざ
す
カ
に
な
る
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
・
宮
崎
世
津
子
）

。
う
れ
し
い
と
思
う
の
で
す
が
、
本
校
は
女
子
高
ゆ

え
、
大
き
な
影
響
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本

校
の
大
き
な
柱
で
あ
る
「
や
さ
し
い
女
性
」
い
わ

ゆ
る
「
男
性
に
つ
く
す
女
性
」
を
め
ざ
し
て
い
る

今
、
さ
み
し
い
思
い
を
し
て
い
る
た
め
、
や
は

り
、

う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
島
・
大
野
み
ど
り
）

。
教
師
に
な
っ
て
以
来
、
教
壇
か
ら
呼
び
か
け
て
、

も
う
少
し
で
3
0
年
に
な
り
ま
す
。
や
っ
と
、
と
い

う
思
い
の
方
が
強
い
で
す
。

　
『
女
性
の
地
位
向
上
』
の
た
め
に
、
ど
う
し
て
も

必
要
な
こ
と
だ
か
ら
。
家
庭
生
活
は
『
男
女
で
築

く
も
の
』
と
い
う
趣
旨
か
ら
し
て
当
然
の
こ
と
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
北
海
道
・
万
城
マ
キ
）

。
日
本
の
場
合
、
法
律
や
条
件
が
整
わ
な
い
と
、
新

し
い
こ
と
が
や
れ
な
い
し
、
定
着
し
な
く
、
国
民

の
意
識
の
転
換
も
難
し
い
。
こ
れ
で
や
っ
と
人
間

と
し
て
の
教
育
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
期

待
が
で
き
た
。
　
　
　
　
　
（
岩
手
・
及
川
英
子
）

。
従
来
の
女
子
の
み
必
修
は
役
割
固
定
、
再
生
産
の

教
育
で
あ
っ
た
（
学
ば
ぬ
男
子
に
よ
り
大
き
な
影

響
が
あ
っ
た
）
。
と
に
角
、
男
女
共
々
に
よ
っ
て
、

役
割
固
定
が
否
定
さ
れ
る
の
で
嬉
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
静
岡
・
岡
本
康
子
）

。
教
職
1
2
年
に
な
り
ま
す
が
、
家
庭
科
教
員
を
め
ざ

し
た
時
か
ら
、
男
女
共
融
を
考
え
続
け
て
お
り
、
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現
実
に
は
共
修
の
考
え
を
お
く
び
に
も
出
せ
な
い

現
場
の
中
で
、
教
員
を
や
め
な
い
こ
と
だ
け
が
、

唯
一
私
の
闘
い
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

具
体
的
な
実
践
の
方
策
へ
と
考
え
が
進
め
ら
れ
る

の
で
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
奈
良
・
匿
名
）

。
私
た
ち
の
描
く
家
庭
像
を
創
造
で
き
る
男
女
が
育

　
っ
て
い
く
た
め
の
具
体
的
方
法
の
一
つ
と
し
て
大

変
喜
ん
で
い
ま
す
。
人
間
の
基
本
的
な
営
み
に
か

か
わ
る
学
習
が
男
女
共
に
、
同
一
の
基
盤
で
学
べ

る
こ
と
に
な
る
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
分
・
重
石
美
代
子
）

。
“
家
事
労
働
匹
女
性
の
仕
事
”
と
い
う
考
え
方
を

変
え
て
い
く
に
は
、
ま
ず
教
育
か
ら
、
と
い
う
気

が
す
る
が
、
そ
の
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
と
思
う

か
ら
。
　
　
（
輪
ざ
が
み
の
会
・
他
教
科
）

。
「
女
子
の
み
」
と
い
う
言
葉
が
消
え
て
く
れ
る
だ

け
で
も
偏
見
か
ら
回
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
家
庭
科
の
イ
メ
ー
ジ
直
し
に
一
助
し
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
の
実
現
に
向

け
て
我
々
の
努
力
が
問
わ
れ
る
時
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
W
さ
が
み
の
会
）

2
、

③
「
不
安
」
と
受
け
と
め
た
理
由

〈
中
学
校
〉

。
共
修
は
う
れ
し
い
が
、
単
純
に
喜
ん
で
よ
い
も
の

か
、
内
容
が
ま
だ
ま
だ
本
当
の
常
習
で
は
な
い
上

に
、
完
全
実
施
が
七
年
先
と
は
条
約
違
反
も
甚
し

　
い
。
「
戦
争
へ
の
道
」
ま
っ
し
ぐ
ら
の
よ
う
な
体

制
の
時
、
本
気
で
真
の
男
女
平
等
を
考
え
て
い
る

と
は
思
え
な
い
。
均
等
法
し
か
り
。
そ
の
た
め
、

内
容
が
ど
ん
な
形
で
出
て
来
る
か
、
油
断
で
き
な

　
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
神
奈
川
・
青
山
禎
子
）

。
必
修
領
域
が
食
物
、
家
庭
生
活
だ
け
で
は
大
変
に

不
満
で
す
。
衣
服
を
着
る
こ
と
は
、
住
居
に
住
む

こ
と
も
男
子
に
も
関
係
あ
る
こ
と
、
是
非
学
習
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
保
育
に
至
っ
て
は
、
絶

対
に
父
親
に
な
る
も
の
と
し
て
、
又
は
母
親
、
女

性
を
理
解
す
る
上
で
も
学
習
さ
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
神
奈
川
・
柿
沼
入
重
子
）

。
「
男
女
追
修
」
に
向
け
て
一
歩
前
進
で
は
あ
り
ま

し
ょ
う
。
し
か
し
、
方
法
に
よ
っ
て
は
、
「
や
は

り
男
女
共
修
は
ダ
メ
だ
」
と
い
う
論
を
起
こ
さ
せ

な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
内
容
が
全
く
不
安
定
で

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
ど
う
し
た
ら
、
今
回
の
改

訂
が
前
進
に
な
る
か
不
安
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
・
木
附
美
紗
恵
）

。
同
じ
「
食
物
」
領
域
に
し
て
も
、
自
分
で
食
事
を

整
え
る
立
場
に
な
る
と
い
う
自
覚
の
薄
い
と
思
わ

れ
る
男
子
に
対
し
て
教
え
る
と
な
れ
ば
、
そ
れ
な

り
の
導
入
や
授
業
展
開
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
時
間
数
も
減
る
だ
ろ
う
し
、
は
た
し
て
充
実

し
た
授
業
が
展
開
で
き
る
の
か
、
現
在
の
空
き
時

間
の
少
な
さ
を
思
う
と
、
教
材
研
究
の
面
で
非
常

に
不
安
だ
。
　
　
　
　
　
　
（
静
岡
・
荻
野
幸
代
）

〈
高
校
〉

。
夜
間
定
時
制
勤
務
な
の
で
、
年
齢
の
高
い
男
生
徒

に
教
え
る
の
は
、
荷
が
重
い
気
が
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
・
江
藤
ヤ
エ
子
）

。
大
き
な
時
代
の
流
れ
に
ど
の
よ
う
に
変
え
さ
せ
ら

れ
て
い
く
の
か
、
「
う
れ
し
い
」
と
い
う
よ
り
不

安
に
、
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。
「
う
れ
し
い
」
で
は
、
あ
ま
り
に
も
お
人
好

し
で
す
。
　
　
　
　
（
北
海
道
・
板
倉
ま
う
み
）

。
大
学
入
試
課
目
以
外
の
授
業
は
女
子
の
み
で
も
か

な
り
や
り
に
く
い
の
に
、
男
子
が
ど
う
と
ら
え
る

（9）



か
不
安
で
あ
る
。

（
香
川
・
橋
本
恵
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
、
④
「
そ
の
他
」

。
今
は
、
女
子
校
勤
務
な
の
で
、
内
容
が
著
し
く
変

化
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
う
が
、
共
学
校

　
へ
転
勤
し
た
富
合
に
、
す
ぐ
そ
れ
に
対
応
で
き
る

か
、
現
在
の
自
分
の
カ
で
は
自
信
が
な
い
。
た
だ

し
、
自
分
の
子
（
男
の
子
）
に
も
家
事
能
力
、
家

庭
に
対
す
る
考
え
は
…
…
と
も
思
う
の
で
う
れ
し

　
い
気
も
す
る
。
ど
う
授
業
を
く
み
た
て
て
い
っ
た

ら
よ
い
の
か
…
…
。
　
　
　
（
千
葉
・
山
本
明
子
）

。
均
等
法
制
定
過
程
も
、
平
等
法
要
求
を
残
業
規
制

の
「
弾
力
化
」
と
称
し
、
よ
り
働
く
女
や
男
た
ち

の
生
活
関
与
を
外
的
条
件
を
困
難
化
し
た
ケ
ー
ス

を
最
近
体
験
し
た
ば
か
り
な
の
で
、
今
の
教
課
審

　
の
動
き
か
ら
み
て
、
「
両
論
併
記
」
の
恥
の
望
ま

な
い
所
に
結
果
と
し
て
落
ち
つ
き
か
ね
な
い
気
が

す
る
の
で
。
　
　
　
（
恥
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
）

〈
中
学
校
〉

。
現
在
で
も
教
材
を
選
び
進
め
る
こ
と
に
、
少
々
疑

問
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
の
に
、
新
し
く
か
わ
っ

て
、
本
当
に
社
会
人
と
な
る
子
ど
も
た
ち
が
学
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
し
ぼ
り
き
る
こ
と

に
不
安
を
感
じ
ま
す
。
　
　
（
千
葉
・
小
柳
葉
子
）

〈
高
校
〉

。
共
修
実
践
を
し
て
き
た
者
と
し
て
大
変
嬉
し
い

が
、
文
相
発
言
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
、
政
治
（
教

育
）
の
右
傾
化
の
流
れ
の
中
で
、
中
身
を
ど
う
さ

れ
る
の
か
を
考
え
る
と
、
喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら

れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
、
社
会
科
の
「
現

代
社
会
」
の
よ
う
な
「
朝
令
暮
改
」
の
例
も
あ
る

　
の
だ
か
ら
。
　
　
　
　
（
長
野
・
佐
藤
美
枝
子
）

。
家
一
の
他
、
生
活
技
術
、
生
活
一
般
の
選
択
が
で

き
た
こ
と
が
不
安
。
男
子
の
多
い
学
校
、
男
子
校

で
は
、
生
活
一
般
の
選
択
が
多
く
な
る
の
で
は
、

又
生
徒
に
選
択
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
学
校
独
自

　
の
判
断
で
そ
ん
な
に
な
る
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
本
・
守
田
一
子
）

。
家
庭
科
が
男
女
で
協
力
し
て
築
く
も
の
で
あ
り
、

現
状
を
み
る
と
、
金
も
う
け
が
優
先
し
て
、
家
庭

と
か
生
命
と
か
の
破
壊
が
進
ん
で
い
る
。
家
庭
軽

視
の
風
潮
の
あ
る
中
で
、
平
等
法
の
趣
旨
を
本
当

　
に
理
解
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
不
安
を
感
じ

る
。
体
育
で
代
替
す
る
の
は
男
子
校
へ
の
配
慮
と

　
い
う
が
、
準
備
期
間
が
か
な
り
あ
る
の
に
、
今
ま

　
で
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
に
は
な
り
か
ね
な

　
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
・
阿
部
八
重
）

。
前
々
回
の
改
訂
の
時
に
、
こ
の
次
は
男
子
も
家
庭

科
を
と
言
っ
て
、
男
の
先
生
方
が
目
を
む
か
れ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
1
0
年
遅
く
な
っ
た
と
い

う
の
が
実
感
で
す
。
う
れ
し
い
と
い
う
よ
り
大
変

だ
と
い
う
方
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
賀
・
江
「
ロ
ミ
チ
コ
）

。
う
れ
し
い
は
ず
な
の
に
不
安
。
と
い
う
の
も
あ
や

し
げ
な
内
容
が
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
か
ら
。
家
庭

　
一
般
だ
け
で
何
故
い
け
な
い
の
か
。
他
の
教
科
は

こ
れ
か
ら
家
庭
一
般
を
す
す
め
て
い
き
た
い
者
に

と
っ
て
、
家
庭
一
般
が
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
懸
念
が
あ
る
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
輪
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
）
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2
、
①
⑧
「
う
れ
し
い
が
不
安
」
と
受
け

　
　
と
め
た
理
由

。
と
に
か
く
教
育
基
本
法
、
憲
法
に
沿
っ
た
方
向
と

　
し
て
新
し
い
家
庭
科
が
誕
生
し
た
こ
と
は
う
れ
し

　
い
。
但
し
、
内
容
が
技
術
の
み
に
流
さ
れ
る
科
目

　
の
存
在
が
こ
わ
い
。
で
き
れ
ば
、
家
庭
一
般
を
柱

　
に
す
え
た
発
展
学
習
で
あ
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
海
道
・
今
野
恵
美
子
）

。
内
容
に
問
題
を
残
し
て
い
る
が
、
歴
史
的
に
前
進

し
て
き
た
こ
と
を
率
直
に
喜
ん
で
い
る
。
た
だ

し
、
学
習
指
導
要
領
で
教
員
の
自
ら
の
創
意
工
夫

を
せ
ば
め
て
い
く
よ
う
な
や
り
方
で
こ
ら
れ
る

と
、
せ
っ
か
く
の
共
修
も
、
か
え
っ
て
改
悪
に
な

り
か
ね
な
い
。
家
庭
科
教
師
の
力
量
が
早
急
に
問

わ
れ
る
と
思
う
。
　
　
　
　
（
東
京
・
蔵
本
佳
子
）

。
必
修
に
な
っ
た
こ
と
は
非
常
に
う
れ
し
い
が
、
現

場
の
先
生
方
が
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
又
、
対

応
し
て
い
こ
う
と
す
る
人
が
、
ど
の
位
い
る
の
か

疑
問
で
す
。
「
8
年
先
に
実
施
す
れ
ば
良
い
」
と

い
う
解
釈
を
と
っ
て
、
何
も
し
な
い
で
定
年
を
迎

え
よ
う
と
す
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
埼
玉
・
脇
美
智
子
）

＼

5
、
実
施
ま
で
、
あ
な
た
は
ど
ん
な
取

　
　
り
組
み
を

　
中
学
、
高
校
と
も
に
、
内
容
や
教
材
の
洗
い
直
し
、

カ
を
つ
け
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
人
が
多
い
。

〈
中
学
校
〉

。
②
　
教
育
内
容
に
つ
い
て
、
常
に
研
究
、
実
践
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
本
県

は
ま
だ
共
学
の
実
践
校
が
少
な
い
の
で
、
サ
ー
ク

ル
を
通
し
て
み
ん
な
に
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
和
歌
山
・
佐
藤
久
美
子
）

。
②
　
過
去
に
少
々
の
共
学
の
実
践
は
し
た
も
の

の
、
初
め
て
の
学
級
担
任
が
果
た
せ
な
い
自
分
を

鞭
う
っ
て
い
る
今
、
共
学
の
よ
さ
を
ひ
き
だ
せ
る

教
師
に
な
る
た
め
の
自
己
教
育
が
ど
う
し
て
も
必

要
で
す
。
明
日
教
育
課
程
研
究
集
会
で
、
男
性
教

師
（
技
術
科
）
に
も
、
保
育
を
共
修
で
し
ま
し
よ

う
と
呼
び
か
け
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

で
す
。
ど
う
し
て
七
年
も
先
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岐
阜
・
橋
本
登
志
子
）

。
⑤
　
私
た
ち
の
地
域
郡
は
学
校
も
教
育
委
員
会
も

了
解
は
し
て
い
る
の
で
す
が
、
技
術
科
の
姿
勢
が

（11）



今
一
歩
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と
で
文
部

省
が
認
め
た
こ
と
は
私
た
ち
の
言
っ
て
き
た
こ
と

の
方
が
進
ん
だ
考
え
で
あ
っ
た
こ
と
と
し
て
強
く

い
え
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
早
期
実
現
が
県
下

で
行
わ
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
分
・
河
野
恭
子
）

〈
高
校
〉

。
①
②

3．実施まで、あなたはどんな取り組みを（複数回答

　O　20　40　60　80％
先
達
の
実
践
を
自
分
の
も
の
に
出
来
る
だ

63％全

71

：；：中：。：●：・：・：・：・：●：●：・：●：●：。：●：．：9：●：●：●：・：●：　54

4他撃M挙M挙M挙M挙M挙＿4．，4＿噌50

：・：；：’：’：’：’：’：’：’：・：r：’：’：’：’：・：・：一：・：・：・：・：・：Is5

61

70

36

け
の
力
量
を
み
が
い
て
い
き
た
い
。

『
男
女
で
学
ぶ
新
し
い
家
庭
科
』
森
幸
枝
先
生
は

得
が
た
い
励
ま
し
の
書
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
分
・
重
石
美
代
子
）

。
①
②
群
馬
は
男
女
別
学
校
が
多
い
、
私
も
現
在

は
女
子
高
校
勤
務
な
の
で
、
実
際
男
子
に
教
え
る

機
会
が
な
い
、
い
つ
で
も
で
き
る
よ
う
準
備
し
て

い
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
群
馬
・
金
井
英
子
）

舘
　
器
囎

・：・：・：・：・：・：・：｛18

幽

①

26

：r：’：’：’：・：・：・：1　18

②

32

14
4

③

3．実施まで，あなたはどんな

取り組みを （複数回答）（名）

全体 中学 高校 他

① 156 35 103 18

② 151 36 102 13

③ 57 12 37 8

④ 63 12 46 5

⑤ 20 6 8 6

8

瀞9
17

④

⑤

。
②
③
　
自
分
自
身
が
あ
ら
ゆ
る
点
で
（
特
に
感
性

の
上
で
）
ゆ
た
か
な
人
間
に
な
る
努
力
を
す
る
こ

と
で
す
。
音
楽
、
文
学
、
人
間
関
係
、
自
然
な
ど

に
よ
り
深
く
ふ
れ
、
ひ
ろ
い
人
間
に
な
ら
な
く
て

は
通
用
し
な
い
と
い
う
思
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
分
・
上
尾
多
代
）

。
①
②
④
　
県
研
究
会
と
し
て
、
男
女
共
修
実
践
で

き
る
た
め
の
資
料
「
宮
城
県
」
版
を
つ
く
り
た

い
。
男
女
別
学
校
が
多
い
の
で
、
男
女
共
学
校
に

す
る
こ
と
が
先
決
、
そ
の
運
動
も
す
す
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
城
・
西
原
典
子
）

。
①
②
④
　
現
場
の
教
師
が
教
科
の
理
論
や
観
点
を

し
っ
か
り
持
ち
、
家
庭
や
社
会
が
抱
え
て
い
る
生

活
矛
盾
や
課
題
を
克
服
し
て
い
く
方
法
や
力
量
を

つ
け
る
。
　
　
　
　
　
　
（
山
形
・
瀬
尾
隆
子
）

・
①
⑧
④
　
す
で
に
①
を
主
眼
と
し
て
教
育
委
員
会

に
大
学
院
研
修
を
願
い
出
ま
し
た
。
教
委
の
年
齢

構
成
も
高
く
意
識
も
そ
れ
程
で
な
い
の
に
ガ
ッ
カ

り
し
ま
し
た
。
こ
と
あ
る
ご
と
自
身
の
研
修
を
深

め
、
か
つ
周
辺
を
啓
も
う
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
（
神
奈
川
・
関
根
多
欣
子
）

〈12）



。
⑤
　
家
庭
科
の
重
要
性
を
一
層
P
・
R
し
た
い
。

改
訂
案
を
み
て
い
る
と
、
家
庭
科
な
ん
ぞ
…
…
と

い
う
考
え
が
言
外
に
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
家

庭
一
般
と
し
て
、
単
位
を
位
置
づ
け
る
た
め
の

P
・
R
を
ぜ
ひ
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
野
・
佐
藤
美
枝
子
）

。
⑤
自
治
体
教
委
に
早
期
実
施
に
ふ
み
切
ら
せ
る

よ
う
運
動
し
、
働
き
か
け
る
。

④
も
当
然
で
あ
る
が
、
条
件
整
備
が
で
き
て
い
な

　
い
か
ら
と
の
口
実
を
与
え
る
危
険
性
が
あ
る
の
で

実
施
と
同
時
に
整
備
も
さ
せ
て
い
く
と
い
う
よ
う

に
す
る
。
反
対
の
人
た
ち
も
同
じ
口
実
で
④
の
要

求
を
し
て
、
実
施
を
遅
ら
せ
よ
う
と
す
る
だ
ろ

う
。
③
は
⑤
が
伴
わ
な
い
と
現
実
と
し
て
む
ず
か

し
い
。
高
校
の
家
庭
科
は
大
体
一
人
だ
か
ら
。
早

く
し
な
い
と
生
徒
は
ど
ん
ど
ん
入
学
し
、
卒
業
し

て
い
っ
て
し
ま
い
、
私
も
6
0
才
定
年
制
下
、
パ
ー

に
な
る
。
　
　
　
　
　
（
大
阪
・
宮
崎
美
代
子
）

。
①
③
④
　
今
、
私
の
学
校
は
共
融
へ
の
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
が
、
報
道
通
り
6
9
年
ま
で
待
つ
の

意
見
も
出
て
、
こ
れ
を
の
り
切
っ
て
、
6
2
年
度
よ

り
実
施
さ
せ
る
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
海
道
・
今
野
恵
美
子
）

4
、

問
題
と
し
て
残
っ
た
こ
と
は

　
高
校
の
「
生
活
「
般
」
の
代
替
に
体
育
、
技
術
一

般
、
情
報
処
理
を
決
め
る
こ
と
の
お
か
し
さ
を
高
校

や
そ
の
他
の
人
が
指
摘
。
中
学
で
は
新
科
目
の
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
不
明
確
さ
を
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
中
学
校
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
家
庭
生
活
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容
は
ど
う
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
か
（
家
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
、
家
庭
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
営
、
家
族
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
お
り
込
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
か
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
男
子
教
員
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭
系
列
研
修
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
す
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
時
間
数
は
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
か
、
現
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
選
択
な
ど
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
な
る
の
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岐
阜
・
橋
本
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
子
）

4．問題として残ったことは（複数回答）（名）

全体 仲学 高校 他

①代替に体育，技術一般，情報処理を認めるのはおかしい 68 3 53 12

②新科目の内容が不明確 60 18 40 2

③技術・家庭を分離すべき 20 9 9 2

④本来めざすものが媛少化されないか。文部省の真意不明 19 4 15 0

⑤技術的色彩に傾いている（産業界からの要請？） 17 0 15 2

⑥実施時期までが長すぎる。早期実施を 13 4 6 3

。
中
学
校
の
技
術
・
家
庭
科
・
校
内
に
お
け
る
教
師

の
配
分
な
ど
に
よ
り
、
選
択
に
差
が
あ
る
。
特
に

技
術
教
師
の
方
が
多
い
学
校
な
ど
家
庭
科
の
選
択

が
減
っ
て
し
ま
う
。
技
術
科
と
家
庭
科
は
別
々
の

教
科
と
し
て
独
立
し
た
方
が
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
・
礒
部
幸
江
）

。
大
き
な
問
題
は
教
室
の
不
足
で
す
。
今
の
学
校
で

は
一
学
年
が
1
3
ク
ラ
ス
と
大
規
模
な
の
に
、
被
服

室
、
調
理
室
が
一
つ
ず
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
技
術
の
方
は
単
学
級
（
」
ク
ラ
ス
分
の
男
子
）

の
た
め
、
教
室
が
と
て
も
狭
い
の
で
す
。
内
容
検

礫
共
に
施
設
の
設
備
を
岬
讐
難
…

。
地
域
の
人
々
、
家
庭
科
教
師
そ
の
他
の
先
生
の
話

し
合
い
が
全
く
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
非
常
に
理

解
し
て
も
ら
う
の
に
大
変
で
す
。
と
く
に
田
舎
で

は
、
男
女
の
か
か
わ
り
が
男
中
心
で
あ
り
、
そ
こ

の
と
こ
ろ
が
ら
の
理
解
を
少
し
ず
つ
進
め
て
い
く

必
要
も
あ
る
気
が
し
ま
す
。
（
愛
知
・
丸
山
洋
子
）

。
中
学
男
女
必
修
の
「
家
庭
生
活
」
の
内
容
が
ど
ん

な
も
の
か
、
道
徳
主
義
が
入
っ
て
き
た
り
、
男
女

役
割
分
担
が
入
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
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4．問題として残ったことは（複数回答）

　O　10　20　30

①

②

③

不
安
が
あ
る
。
「
保
育
」
が
選
択
と
な
っ
て
い
る

が
、
生
命
の
大
切
さ
、
生
き
方
塔
に
ま
で
内
容
を

深
め
た
も
の
に
作
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
（
自

分
の
実
践
で
）
保
育
こ
そ
、
男
女
必
修
と
し
て
教

え
た
い
内
容
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
・
金
谷
千
枝
子
）

。
必
修
領
域
と
し
て
選
ば
れ
た
内
容
の
う
ち
に
保
育

が
な
い
の
は
残
念
で
す
。
女
の
に
な
っ
て
い
る
家

④

⑤

⑥

事
育
児
を
男
が
抵
抗
な
く
や
れ
る
よ
う
に
な
ら
な

い
限
り
、
平
等
社
会
は
ほ
ど
遠
い
こ
と
。
も
の
づ

く
り
に
終
わ
り
そ
う
な
木
材
加
工
よ
り
保
育
を
必

修
に
し
て
ほ
し
か
っ
た
で
す
。
文
部
省
は
共
修
さ

え
す
れ
ば
条
約
に
反
し
な
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う

で
、
性
別
役
割
分
業
を
根
底
か
ら
か
え
て
い
こ
う

な
ど
と
い
う
気
は
さ
ら
さ
ら
な
い
よ
う
で
す
。
実

施
時
期
に
つ
い
て
も
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
話
で

す
。
　
　
（
神
奈
川
・
他
教
科
・
栗
飯
原
留
里
子
）

〈
高
校
〉

　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ゐ

。
各
学
校
ご
と
に
、
共
修
に
向
け
て
の
準
備
づ
く
り

と
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
が
、
一
人
の
家
庭
科
教

師
の
奮
闘
に
な
っ
て
は
た
い
へ
ん
し
ん
ど
い
と
思

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
兵
庫
・
酒
井
晴
美
）

。
高
校
の
選
択
部
分
は
技
術
一
般
な
ど
で
代
替
し
て

よ
い
と
い
う
「
配
慮
」
は
お
か
し
い
。
男
子
だ
か

ら
、
女
子
だ
か
ら
と
い
う
き
め
つ
け
が
お
か
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
る
時
な
の
に
「
い

　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
へ

ら
ざ
る
配
慮
」
だ
と
思
う
。
（
兵
庫
・
隅
角
美
智
子
）

。
八
年
先
を
待
つ
ま
で
に
現
場
教
師
の
再
教
育
を
。

私
を
含
め
て
、
退
職
の
近
い
者
が
気
が
遠
く
な
る

ほ
ど
課
題
が
大
き
く
、
一
一
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
島
・
池
田
美
枝
）

。
新
科
目
の
内
容
が
金
く
つ
か
め
て
い
ま
せ
ん
。

。
現
実
の
状
況
か
ら
す
る
と
、
教
育
課
程
、
予
算
措

置
、
教
員
確
保
な
ど
、
方
向
と
実
現
の
見
通
し
が

ほ
ど
遠
く
心
細
い
気
が
し
ま
す
。

。
文
部
省
の
家
庭
科
担
当
か
ら
の
話
で
は
、
こ
の
期

に
及
ん
で
も
、
新
生
家
庭
科
の
話
に
は
ふ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
内
容
が
心
配

。
全
体
の
動
き
と
か
か
わ
っ
て
、
道
徳
と
の
つ
な
が

（14）



り
の
家
庭
生
活
や
、
目
玉
と
し
て
の
情
報
処
理
の

押
し
つ
け
や
、
体
育
と
の
か
ら
み
な
ど
、
本
来
の

家
庭
科
教
育
が
十
分
に
生
か
さ
れ
る
の
か
ど
う
か

心
配
で
す
。
　
　
　
　
　
（
東
京
・
福
留
美
奈
子
）

。
新
設
さ
れ
る
「
生
活
技
術
」
　
「
生
活
一
般
」
の
内

容
が
ど
ん
な
も
の
か
わ
か
ら
な
い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
等
を
取
り
入
れ
た
も
の
を
考
え
て
い
る
と
い

う
う
わ
さ
も
あ
り
、
や
は
り
今
回
も
産
業
界
の
要

請
を
反
映
し
た
も
の
に
な
り
そ
う
と
い
う
不
安
あ

り
。
ま
た
男
子
は
2
単
位
分
は
、
他
の
科
目
の
代

替
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
男
女
共
学
の
家
庭
科
に

は
な
り
得
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
心
配
が

残
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
静
岡
・
縣
　
美
佐
子
）

。
「
代
替
し
て
も
よ
い
」
に
不
満
が
残
り
ま
す
。
し

か
し
朝
日
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
熱
心
に
男
女
共

修
、
男
女
共
の
自
立
の
方
向
で
家
庭
科
や
女
性
差

別
、
目
ざ
め
つ
つ
あ
る
男
性
を
と
り
あ
げ
つ
つ
あ

る
の
で
、
世
論
や
国
民
の
意
識
の
ほ
う
が
、
文
部

省
よ
り
も
先
に
高
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
私
た
ち

は
油
断
せ
ず
に
、
互
い
に
よ
り
か
か
り
利
用
し
あ

う
関
係
で
な
い
、
一
人
前
の
男
女
の
よ
い
関
係
を

も
て
る
人
間
を
目
指
す
ア
ピ
ー
ル
を
続
け
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
（
岩
手
・
村
上
裕
子
）

。
生
活
技
術
や
生
活
一
般
で
何
を
教
え
る
か
が
問
題

だ
。
新
聞
報
道
で
み
る
か
ぎ
り
、
教
養
的
な
も
の

づ
く
り
教
科
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
危
険
性
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
共
修
の
実
績
に

も
り
こ
ま
れ
て
き
た
、
く
ら
し
や
生
活
を
み
つ
め

る
視
点
を
、
今
後
各
学
校
の
共
修
に
お
い
て
、
ど

う
内
実
と
し
て
獲
得
す
る
の
か
…
…
、
こ
れ
ら
の

要
求
と
し
て
家
庭
一
般
を
強
力
に
押
し
出
し
て
い

く
と
い
う
の
が
一
番
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
川
・
荒
井
紀
子
）

。
人
間
に
な
る
た
め
の
基
礎
的
な
カ
を
つ
け
る
と
い

う
教
科
内
容
が
、
家
庭
科
の
な
か
で
そ
ん
な
に
色

々
あ
る
は
ず
な
い
と
思
う
。
新
設
教
科
を
作
っ
て

選
択
さ
せ
る
と
い
う
の
は
納
得
し
が
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
岡
・
吉
田
昌
子
）

。
文
化
の
伝
承
と
い
う
意
味
で
の
家
庭
科
の
よ
さ
を

ど
う
残
す
か
…
…
。
　
　
（
長
崎
・
中
村
美
佐
子
）

。
技
術
偏
重
的
な
科
目
や
情
報
処
理
等
、
産
業
界
か

ら
の
要
請
が
う
の
み
に
さ
れ
た
き
ら
い
が
あ
る
。

も
っ
と
家
庭
科
の
本
質
を
、
又
国
民
的
一
般
教
養

に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
に
す
べ
き
で
あ
る
。
実
施
ま

で
の
期
間
が
長
す
ぎ
る
。
　
（
山
形
・
斉
藤
順
子
）

。
中
高
の
関
連
性
。
大
学
教
育
の
あ
り
方
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
本
・
守
田
一
子
）

。
現
任
校
の
実
情
か
ら
判
断
す
る
限
り
で
は
、
男
女

共
に
4
単
位
は
他
教
科
か
ら
猛
反
対
を
受
け
る
こ

と
は
必
定
。
家
庭
科
教
員
を
現
行
よ
り
増
員
し
な

　
い
で
や
れ
る
方
策
を
学
校
と
し
て
は
考
え
る
だ
ろ

う
。
そ
う
な
る
と
、
男
子
は
2
単
位
と
な
り
、
あ

と
の
2
単
位
は
（
普
通
科
の
男
女
共
学
の
進
学
校

で
は
）
体
育
に
ふ
り
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
・
和
田
民
子
）

。
群
馬
の
よ
う
に
男
女
別
学
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
、

男
子
校
で
は
「
家
庭
一
般
」
を
や
る
と
は
思
え
ず

「
生
活
技
術
」
を
や
る
と
思
う
。
そ
れ
も
2
単
位

で
あ
と
は
「
体
育
」
か
「
情
報
処
理
」
で
、
こ
れ
で

は
家
庭
科
を
男
子
に
も
と
い
う
趣
旨
に
は
全
く
あ

て
は
ま
ら
な
い
と
思
う
。
（
群
馬
・
平
沢
千
鶴
子
）

。
3
科
目
の
中
か
ら
選
択
必
修
と
い
う
方
向
は
、
何

と
し
て
も
残
念
。
．
「
家
一
」
に
限
定
し
、
共
学
必

修
と
い
う
方
向
を
切
望
し
ま
す
。
今
回
の
「
方

向
」
の
中
に
は
、
男
女
別
学
が
あ
り
あ
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
分
・
重
石
美
代
子
）
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。
や
は
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
実
が
空
洞
だ
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
。
何
を
ど
う
教
え
る
の
か
、
そ

の
中
身
を
、
先
駆
的
な
共
三
校
に
学
ん
だ
り
、
保

健
や
国
語
や
社
会
の
授
業
と
の
重
な
り
合
う
部
分

か
ら
家
庭
科
の
領
域
に
集
約
さ
せ
て
い
く
努
力
が

必
要
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
（
東
京
・
田
村
悦
子
）

・
今
の
時
点
で
文
部
省
の
真
意
が
不
明
、
臨
教
審
の

　
一
連
の
反
動
的
な
答
申
の
中
で
家
庭
科
問
題
だ
け

が
私
た
ち
が
望
む
よ
う
な
も
の
が
で
て
く
る
も
の

だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
。
　
（
大
阪
・
村
上
昌
子
）

。
家
庭
科
と
し
て
「
生
活
技
術
」
に
何
を
と
り
入
れ

れ
ば
よ
い
か
、
衣
食
住
な
ど
の
立
場
、
中
学
の
技

術
を
含
め
て
の
延
長
の
立
場
、
人
間
関
係
の
領
域

重
視
の
立
場
な
ど
出
て
く
る
と
思
う
が
、
家
庭
科

の
一
貫
性
と
し
て
問
題
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
・
伊
藤
央
子
）

5
、

男
女
共
に
教
え
た
い
も
の
は

　
中
学
で
は
保
育
領
域
、
高
校
で
は
大
部
分
が

庭
一
般
」
を
教
え
た
い
と
し
て
い
る
。

　轡。岡
①校
　v

「
家

男
女
共
学
の
家
庭
科
の
理
念
を
は
っ
き
り
さ

せ
な
い
と
、
産
業
界
（
情
報
処
理
な
ど
ソ
フ
ト
部

門
）
に
利
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
滋
賀
・
中
野
慧
子
）

。
③
　
生
活
一
般
の
内
容
が
具
体
的
で
な
い
の
で
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
家
庭
一
般
の
「
家
庭
」
の
言
葉

5．男女共に教えたいものは

　〈中学＞

　　　　O　200 20 40
6
0
　
■

8
0
　
冒

100％　　　　」

■

181％

155

136

；25

120

117

18

1・5

に
、
女
子
の
み
の
過
去
を
引
き
ず
る
よ
う
で
、
少

々
ひ
っ
か
か
り
を
感
じ
ま
す
。
又
、
家
庭
生
活
に

こ
だ
わ
ら
な
い
で
、
色
々
な
場
面
で
「
人
間
が
生

き
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
男
女
共
に
考
え
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
（
奈
良
・
匿
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

儲
繍
鋸
鋤
鱗
灘
姻
鉦

③生活一般13

0　　20　　40　　60　　80、100％

①葱砺　’雌 亀

他1

T

、

〈高校〉

わからな②生活技術1
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新
時
代
を
迎
え
る
家
庭
科
に
寄
せ
て

〈
中
学
校
家
庭
科
教
師
と
し
て
〉

。
男
女
共
修
が
主
張
さ
れ
て
か
ら
、
や
っ
と
ほ
の
か

な
明
り
が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
先

の
こ
と
で
、
在
職
中
に
実
現
す
る
の
か
と
、
な
さ

け
な
い
気
持
ち
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
・
案
西
イ
ヅ
ミ
）

。
2
0
年
為
難
か
に
思
っ
て
き
た
こ
と
が
や
っ
と
、
と

い
う
明
る
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
同
時
に
2
0
年
も

か
か
っ
て
、
い
ざ
と
い
う
時
の
力
量
が
つ
い
て
い

な
い
自
分
に
責
任
を
感
じ
、
た
じ
ろ
い
で
い
ま
す
。

中
心
に
な
っ
て
運
動
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
が

き
ら
き
ら
ま
ぶ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岐
阜
・
橋
本
登
志
子
）

。
男
女
共
修
の
決
定
が
い
ろ
い
ろ
な
運
動
の
広
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
。
W
が
そ
の
運
動

を
広
め
る
役
目
を
果
た
し
て
く
れ
て
い
る
と
思

う
。
教
師
じ
ゃ
な
い
人
、
い
ろ
ん
な
人
が
、
家
庭

科
を
創
っ
て
い
け
る
の
は
す
ば
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
・
礒
部
幸
江
）

。
文
部
省
の
教
課
審
が
こ
う
い
う
結
論
を
出
さ
ざ
る

を
え
な
く
な
っ
た
の
は
、
私
た
ち
が
団
結
し
て
署

名
な
ど
で
要
求
し
ね
ば
り
強
く
た
た
か
っ
た
か
ら

だ
と
思
う
。
今
後
も
ひ
き
続
き
が
ん
ば
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
・
広
野
秋
江
）

。
熊
野
地
方
で
は
共
学
は
少
な
い
。
教
員
組
織
、
体

育
と
の
関
係
で
や
り
に
く
そ
う
で
す
。
紀
南
も
一

斉
に
共
学
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。
私
の
学
校
は

五
百
名
た
ら
ず
の
学
校
で
す
が
、
一
、
二
年
と
共

学
で
、
三
年
の
み
別
学
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
重
・
谷
口
と
み
子
）

。
も
の
言
わ
ぬ
大
衆
（
教
師
も
含
め
て
）
、
自
民
党
三

〇
四
議
席
の
確
保
、
国
民
へ
の
不
信
感
が
募
る
毎

日
で
す
。
状
況
を
先
取
り
し
、
組
み
こ
ん
で
い
く

中
曽
根
体
制
の
巧
み
な
戦
術
を
、
ど
こ
か
ら
切
り

崩
せ
る
の
か
絶
望
的
で
さ
え
あ
り
ま
す
。
で
も
頑

張
ら
ね
ば
…
…
　
　
　
　
（
大
阪
・
森
　
陽
子
）

。
男
女
共
訳
に
は
“
技
術
教
師
の
協
力
が
な
い
か

ら
”
と
足
踏
み
の
理
由
を
あ
げ
る
場
合
が
多
か
っ

た
が
、
私
自
身
は
長
い
こ
と
“
家
庭
科
教
師
の
意

識
の
不
足
”
が
理
由
と
常
々
思
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
答
申
が
出
さ
れ
た
こ
と
で
共
修
の
幅

が
広
が
っ
た
わ
け
で
す
が
、
私
た
ち
家
庭
科
教
師

の
意
識
の
改
革
と
内
容
精
選
の
学
習
が
必
要
に
思

わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
東
京
・
浅
見
喜
美
）

。
時
代
に
つ
れ
て
、
こ
れ
程
教
科
内
容
の
変
化
の
多

い
教
科
も
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
学

校
の
枠
を
抜
け
出
て
、
あ
ち
こ
ち
に
顔
を
出
し
て

研
修
や
、
父
母
、
社
会
人
の
意
見
や
考
え
を
吸
収

し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
子
供
に
、
本

当
の
意
味
で
力
に
な
る
も
の
を
身
に
つ
け
さ
せ
た

　
い
と
思
い
ま
す
。
兵
庫
の
会
等
、
刺
激
に
な
っ
て

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
　
（
兵
庫
・
乾
　
早
百
合
）

〈
高
校
家
庭
科
教
師
と
し
て
〉

。
男
女
選
択
必
修
と
い
う
形
に
な
る
と
、
こ
れ
に
対

応
す
る
教
員
の
数
や
実
力
に
か
な
り
の
学
校
差
が

出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、
こ
れ
を
解
決
す
る
た

め
の
あ
ら
ゆ
る
学
習
を
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
兵
庫
・
青
木
郁
子
）

。
京
都
府
で
は
行
政
が
、
保
守
政
党
に
な
っ
て
共
修

が
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
か
け
た
時
、
女
子
差
別

撤
廃
条
約
が
成
立
し
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
今
後
の
私
た
ち
の
姿
勢
も
大
事
で
す
。
き

ち
っ
と
し
た
教
科
論
を
築
い
て
ゆ
く
べ
き
だ
と
思

　
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
・
東
城
京
子
）
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・
文
部
省
は
こ
れ
か
ら
順
次
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

作
業
に
入
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
教
育
委
員
会

は
指
導
要
領
を
錦
の
御
旗
と
し
て
ふ
り
か
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も

教
育
現
場
を
ご
指
導
下
さ
る
の
で
す
か
ら
指
導
要

領
に
男
女
共
学
の
理
念
を
正
し
く
位
置
づ
け
て
ほ

し
い
。
京
都
や
長
野
の
実
践
か
ら
学
ぶ
姿
勢
が
あ

っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
（
滋
賀
・
中
野
慧
子
）

。
早
く
家
庭
一
般
の
共
学
が
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
岡
・
吉
田
昌
子
）

。
「
共
修
」
の
決
定
は
大
変
う
れ
し
い
。
し
か
し
、

今
後
は
そ
の
よ
り
良
い
実
現
に
向
け
て
、
色
々
な

情
勢
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
特
に

家
庭
科
の
イ
メ
ー
ジ
を
ど
の
よ
う
に
確
立
し
て
い

く
の
か
と
い
う
こ
と
は
教
え
る
側
も
か
な
り
力
量

を
つ
け
る
必
要
を
感
じ
る
。
（
静
岡
・
梶
原
公
子
）

。
今
、
各
家
庭
で
、
生
活
す
る
カ
を
つ
け
る
機
会
が

減
少
し
、
本
来
の
家
庭
の
能
力
が
著
し
く
低
下
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
こ
の
実

態
を
把
握
し
、
生
活
す
る
カ
を
つ
け
さ
せ
る
機
会

を
、
せ
め
て
そ
の
事
を
考
え
さ
せ
る
…
磯
会
を
つ
く

　
っ
て
あ
げ
た
い
と
、
切
に
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
・
西
田
京
子
）

・
教
育
課
程
審
議
会
の
決
定
が
新
聞
を
賑
わ
す
こ

ろ
、
学
校
内
で
家
庭
科
誤
爆
を
含
め
た
新
し
い
教

育
課
程
の
検
討
を
し
ま
し
た
が
、
と
も
か
く
現
場

を
変
え
る
の
は
一
教
師
の
カ
で
は
む
ず
か
し
い
と

再
び
思
い
ま
し
た
。
た
だ
変
な
こ
と
を
言
い
だ
す

…
…
と
い
う
目
で
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま

し
た
が
…
…
。
と
も
か
く
墨
流
を
め
ざ
し
、
共
修

が
定
着
す
る
の
を
確
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
・
柴
田
栄
子
）

。
こ
れ
か
ら
が
い
よ
い
よ
私
た
ち
の
時
代
。
着
実
に

研
究
し
て
、
生
徒
が
生
き
て
い
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
授
業
を
通
し
て
実
感
さ
せ
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
・
八
島
紀
子
）

。
二
十
代
の
若
い
教
員
（
自
分
達
）
等
が
、
十
年
後

の
現
揚
で
、
本
当
に
新
し
い
教
育
に
対
応
し
て
い

け
る
の
か
、
不
安
が
多
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
・
荒
川
智
子
）

・
女
性
が
一
入
前
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
み
と
め
ら

れ
る
の
に
は
、
男
性
の
三
倍
働
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
時
代
に
サ
ヨ
ナ
ラ
し
よ
う
！
　
民
主
的

な
家
庭
こ
そ
、
幸
福
な
家
庭
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
海
道
・
万
城
マ
キ
）

・
三
重
県
で
は
、
新
し
い
内
容
に
何
を
入
れ
る
か
と

い
う
検
討
に
入
り
は
じ
め
て
い
ま
す
（
研
究
会
と

し
て
）
。
　
　
　
　
　
　
（
三
重
・
千
葉
き
よ
み
）

。
今
年
、
都
家
研
の
総
会
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
文
部

省
視
学
官
が
、
い
き
い
き
と
し
た
家
庭
科
の
授
業

を
ひ
と
り
ひ
と
り
が
す
る
よ
う
に
と
語
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
が
、
つ
ま
ら
な
い
授
業
を
す
る
よ
う
に

と
指
導
し
て
き
た
の
は
、
ど
こ
の
誰
だ
っ
た
か
し

ら
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
相
も
か
わ

ら
ぬ
家
庭
ク
ラ
ブ
や
ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
と
ふ
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
葉
・
久
保
清
栄
）

。
全
然
反
応
を
示
さ
な
か
っ
た
家
庭
科
の
先
生
を
見

て
し
ま
っ
た
反
面
、
一
般
の
婦
人
問
題
講
演
会
で

講
師
の
方
へ
、
こ
の
共
蓋
に
つ
い
て
す
ば
ら
し
い

質
問
を
さ
れ
た
お
母
さ
ん
の
姿
を
見
て
、
か
え
っ

て
学
校
で
の
反
応
の
方
が
に
ぶ
い
の
で
は
？
と
感

じ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
・
脇
美
智
子
）

。
家
庭
科
の
共
修
は
女
性
差
別
を
許
さ
な
い
。
女
子

の
み
必
修
反
対
↓
共
修
な
の
だ
か
ら
、
現
行
課
程

に
て
も
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は

「
共
修
を
」
の
み
で
な
く
、
同
一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（18）



即
ち
、
女
子
の
体
育
増
、
又
は
男
子
の
体
育
減
が

必
要
。
現
行
で
は
、
男
子
1
1
必
修
だ
か
ら
ム
リ
。

要
す
る
に
、
女
子
の
体
育
が
男
子
よ
り
少
な
い
こ

と
を
も
っ
と
問
題
に
す
る
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
・
宮
崎
美
代
子
）

。
家
庭
科
と
い
う
名
称
を
生
活
科
に
変
え
る
方
が
よ

い
か
と
も
思
い
ま
す
。
家
族
の
あ
り
方
に
つ
い
て

生
活
の
様
態
に
つ
い
て
、
男
女
と
も
に
共
通
理
解

が
必
要
と
思
い
ま
す
。
　
　
（
東
京
・
田
村
悦
子
）

〈
家
庭
科
教
師
養
成
の
場
か
ら
〉

。
男
女
共
修
四
単
位
は
願
っ
て
も
な
い
、
私
た
ち
に

と
っ
て
は
、
最
大
限
の
期
待
の
実
現
で
し
た
。
し

か
し
、
喜
ん
で
ば
か
り
い
ら
れ
な
い
の
は
、
三
科

目
を
た
て
、
ぬ
け
道
を
用
意
し
た
と
い
う
こ
と
に

尽
き
ま
せ
ん
。

　
中
学
で
「
家
庭
生
活
」
、
高
校
で
も
家
族
重
視
の

傾
向
が
み
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
自
体
は
望
ま
し
い

　
こ
と
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
背
景

に
家
族
の
変
動
、
さ
ら
に
は
山
畠
壊
の
危
惧
を
か
か

え
て
の
家
族
重
視
な
の
で
す
。
客
観
的
に
家
族
を

見
る
こ
と
な
く
、
家
族
を
強
化
す
れ
ば
、
そ
れ
は

家
庭
科
で
は
な
く
、
家
庭
科
が
道
徳
を
と
り
こ
む

こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
教
科
が
し
っ
か
り
す
る
た
め
に
は
、
家
庭
科
の

な
か
で
よ
く
み
え
て
こ
な
い
家
族
の
領
域
で
も
し

っ
か
り
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
食
物

や
被
服
、
保
育
に
お
け
る
と
同
じ
よ
う
な
努
力
と

成
果
を
、
家
族
関
係
に
お
い
て
も
是
非
実
現
し
て

下
さ
い
。
　
　
　
　
（
茨
城
大
・
酒
井
は
る
み
）

。
ま
だ
ま
だ
問
題
山
積
。
時
代
の
流
れ
か
ら
み
て
、

女
子
の
み
必
修
へ
は
も
う
も
ど
ら
な
い
と
も
思
い

つ
つ
、
臨
教
審
や
文
相
発
言
を
み
て
い
る
や
、
突

拍
子
も
な
い
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
と
も
限
ら
な

い
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
本
番
に
入
っ
て
き
ま
し

た
。
全
て
の
中
学
生
・
高
校
生
に
、
主
体
的
な
生

活
者
と
な
っ
て
い
く
に
ふ
さ
わ
し
い
家
庭
科
教
育

を
、
そ
の
実
践
の
中
で
、
私
た
ち
も
育
ち
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
　
　
　
（
奈
良
教
育
大
・
田
中
恒
子
）

。
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少

な
か
ら
ぬ
家
庭
科
教
師
が
実
践
し
、
あ
る
い
は
し

た
い
と
考
え
て
き
た
共
学
が
、
制
度
的
に
実
現
す

る
見
通
し
と
な
り
、
こ
れ
は
何
よ
り
も
生
徒
に
と

　
っ
て
画
期
的
な
こ
と
で
、
喜
ば
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
家
庭
科
に
は
も
う
」
つ
、
現
代
に
あ

　
つ
た
内
容
と
は
何
か
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

便
利
に
は
な
っ
た
が
安
心
で
き
ず
、
め
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
る
社
会
で
、
生
き
る
術
と
は
何
か
。
民
主

的
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
ま
だ
青
熟
な
人
と
人
と

の
関
係
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
か
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
も
っ
た
上
で
、
教
育
現
場
で
の

実
践
が
、
本
当
に
そ
れ
に
即
し
て
い
る
か
、
生
徒

に
受
け
と
ら
れ
て
い
る
か
が
、
検
討
さ
れ
ね
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
家
庭
科
教
員
を
養
成
す
る
大
学
の
教

育
課
程
に
お
い
て
も
、
同
じ
課
題
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
上
越
大
・
渡
辺
彩
子
）

。
今
か
ら
1
5
年
ほ
ど
前
、
元
の
勤
務
校
で
、
一
年
間

　
に
わ
た
る
熾
烈
な
論
議
の
後
で
、
家
庭
一
般
共
学

が
き
ま
っ
た
時
の
、
あ
の
ず
し
り
と
し
た
重
さ
、

責
任
感
を
、
今
も
っ
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　
家
庭
科
不
要
を
声
高
く
発
言
し
た
同
性
の
先

生
、
マ
ス
コ
ミ
等
外
部
へ
絶
対
発
表
し
て
は
い
け

な
い
と
は
め
ら
れ
た
枷
、
そ
し
て
共
学
を
つ
づ
け

る
た
め
に
、
六
人
の
家
庭
科
教
師
の
連
帯
と
教
材

研
究
以
外
に
道
は
な
い
こ
と
を
、
私
た
ち
は
知
っ

て
い
た
の
で
す
。
　
　
（
岡
山
大
・
武
藤
八
重
子
）
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嘲
　
　
　
　
　
　
　
今
回
の
「
総
理
府
調
査
」
を

　
　
　
　
情
報

　
　
　
　
　
　
　
　
信
じ
な
い
で

　
え
っ
！
　
ま
さ
か
！
　
九
月
一
日
、
新
聞
を
手
に

す
る
な
り
叫
ん
だ
。
デ
カ
デ
カ
と
「
家
庭
生
活
9
割

が
満
足
」
「
子
に
は
人
間
性
期
待
」
「
約
6
割
が
大
家

族
願
望
」
、
そ
し
て
「
洗
濯
・
料
理
は
妻
・
男
女
と

も
約
9
割
」
と
あ
る
。
総
理
府
が
八
月
三
十
「
日
発

表
し
た
今
年
三
月
実
施
の
世
論
調
査
の
結
果
だ
。

　
同
じ
総
理
府
が
、
国
際
婦
人
鹿
野
円
行
っ
て
き
た

世
論
調
査
で
「
男
は
仕
事
・
女
は
家
庭
」
に
同
感
し

な
い
（
四
一
％
）
が
、
同
感
す
る
（
三
六
％
）
を
上

回
っ
た
の
は
一
昨
年
の
話
だ
。
わ
ず
か
二
年
間
で
、

時
代
は
逆
も
ど
り
。
こ
ん
な
こ
と
っ
て
あ
る
？
　
こ

れ
は
｝
体
、
ど
こ
の
国
の
い
つ
の
時
代
の
話
？

　
早
速
、
内
閣
総
理
大
臣
官
房
広
報
室
か
ら
現
物
を

と
り
よ
せ
、
　
「
あ
っ
！
こ
れ
は
！
」
と
ま
た
叫
ん
で

し
ま
っ
た
。
夫
婦
の
役
割
分
担
の
項
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
全
国
三
千
人
の
成
人
男
女
を
対
象
と
し
、

う
ち
既
婚
で
配
偶
者
が
い
る
人
八
五
・
入
％
（
こ
こ

で
は
A
と
す
る
）
、
結
婚
し
た
が
離
・
死
別
し
た
人
陰

・
八
％
（
同
B
）
、
未
婚
六
・
四
（
同
C
）
で
あ
る
。

　
A
の
人
に
は
「
お
宅
で
は
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
な

日
常
的
な
事
柄
は
、
主
と
し
て
ど
な
た
の
役
割
で
す

か
。
こ
の
中
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
尋
ね
、
「
生

活
費
を
得
る
、
掃
除
・
洗
潅
を
す
る
、
食
事
の
し
た

く
を
す
る
…
…
」
を
挙
げ
て
い
る
。

　
B
・
C
の
人
に
尋
ね
た
の
は
、
「
あ
な
た
は
、
一
般

的
に
言
っ
て
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
日
常
的
な
事
柄

は
、
家
族
の
う
ち
主
と
し
て
誰
の
役
割
だ
と
思
い
ま

す
か
。
こ
の
中
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
で
あ
る
。

　
ち
ょ
っ
と
落
ち
つ
い
て
、
二
つ
の
問
い
を
読
ん
で

み
て
ほ
し
い
。
　
「
お
宅
で
は
誰
が
や
っ
て
い
る
か
」

と
、
　
「
一
般
的
に
誰
の
役
割
だ
と
思
う
か
」
の
違
い

が
わ
か
る
は
ず
だ
。
調
査
は
、
そ
れ
を
一
緒
に
く
く

っ
て
数
字
を
出
し
た
。
そ
し
て
「
”
生
活
費
を
得
る
”

に
つ
い
て
は
夫
の
役
割
、
“
掃
除
・
洗
濯
・
食
事
の
し

た
く
…
…
”
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
妻
の
役
割
と

答
え
た
者
が
9
割
」
と
ま
と
め
た
。
多
分
、
男
性
の

新
聞
記
者
は
、
　
「
お
か
し
い
な
」
と
首
を
か
し
げ
る

こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
大
見
出
し
で
報
じ
た
。

　
専
業
主
婦
家
庭
（
五
六
・
四
％
）
で
は
も
ち
ろ
ん
、

共
働
き
家
庭
（
四
〇
・
六
％
）
で
も
、
家
事
は
妻
に

重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
日
本
の
現
実
。
私
な
ら
A

と
B
C
は
別
に
ま
と
め
、
　
「
男
は
仕
事
・
女
は
仕
事

と
家
庭
」
　
「
共
働
き
の
妻
に
こ
の
過
重
負
担
－
・
」
と

い
う
見
出
し
を
つ
け
た
で
あ
ろ
う
。

　
共
働
き
家
庭
で
も
生
活
費
は
「
主
と
し
て
夫
」
と

い
う
の
は
、
夫
婦
の
収
入
格
差
を
物
語
っ
て
も
い
る

の
だ
。
問
題
意
識
の
持
ち
方
に
よ
っ
て
、
数
字
は
幾

つ
も
の
色
を
発
す
る
。

　
読
売
は
「
”
家
事
は
女
の
役
目
”
の
意
識
は
、
む

し
ろ
女
性
の
方
に
強
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
」
と

書
い
て
い
る
。
「
家
事
は
主
と
し
て
私
が
や
っ
て
い

ま
す
」
と
答
え
た
ら
、
「
”
家
事
は
女
の
役
割
”
の
意

識
」
と
と
ら
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、

調
査
さ
れ
た
人
に
文
句
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
総
理
府
の
調
査
に
し
て
は
、
何
と
い
う
ズ
サ
ン
さ

で
あ
ろ
う
。
こ
の
世
論
調
査
は
何
か
の
意
図
を
持
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
か
ん
ぐ
り
た
く
な
る
。

そ
し
て
こ
わ
い
の
は
、
こ
の
数
字
が
、
客
観
性
を
持

躯
羅
後
ひ
－
り
歩
き
セ
む
し
ろ
亜
心
用
…

　
二
目
は
、
総
理
府
の
分
析
と
し
て
、
　
「
生
活
保
守

主
義
」
「
中
流
意
識
」
の
強
ま
る
な
か
で
、
「
家
」
で

は
な
く
「
家
庭
」
を
中
心
と
し
た
「
新
家
族
主
義
」

と
も
い
う
べ
き
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
、
を
伝
え
た
。

　
現
実
の
家
族
・
家
庭
は
ど
ん
ど
ん
様
変
わ
り
が
進

ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
人
間
は
や
っ
ぱ
り
人
が
恋
し

い
。
で
き
れ
ば
年
寄
り
と
と
も
に
く
ら
し
、
子
ど
も

に
は
人
間
性
豊
か
な
生
活
を
と
望
ん
で
い
る
。
こ
の

さ
さ
や
か
な
願
い
を
妨
げ
て
い
る
も
の
、
そ
れ
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
る
世
論
調
査
も
、
ぜ
ひ
実
施
し
て
も

ら
い
た
い
も
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
半
田
）



〈
家
庭
科
1
ど
う
変
え
る
、
ど
う
変
わ
る
〉

高
校
「
家
庭
一
般
」
共
学
実
践
校
の
成
果
を

新
課
程
の
踏
み
台
と
し
て

佐
　
藤
　
慶
　
子

　
今
次
教
課
審
の
教
育
課
程
改
訂
で
、
家
庭
科
は
中
学
校
技
術
・
家
庭

科
の
共
学
領
域
の
推
進
と
、
高
校
に
お
け
る
家
庭
科
目
の
男
女
選
択
必

修
を
行
う
方
向
で
あ
る
。
知
ら
れ
で
い
る
通
り
、
こ
の
改
訂
は
女
子
差

別
撤
廃
条
約
の
実
施
と
、
十
年
に
余
る
家
庭
科
共
学
・
共
稼
運
動
の
成

果
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
共
学
・
耳
鼻
運
動
（
以
下
共
学

運
動
と
表
現
す
る
）
の
途
上
、
い
く
つ
か
の
都
道
府
県
で
中
・
高
と
も

に
共
学
実
践
が
試
行
・
定
着
し
て
き
た
。

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
調
査
は
、
昭
和
六
十
年
度
の
卒
業
研
究
と
し
て
武

田
道
子
（
現
山
形
市
立
第
六
中
学
校
教
諭
）
が
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

類
似
の
調
査
は
他
に
も
あ
る
の
で
、
こ
の
調
査
は
必
ず
し
も
公
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
家
庭
科
の
改

訂
が
必
ず
し
も
は
か
ば
か
し
く
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
、
高
校
で
共
学
必

修
が
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
何
故
共
学
が
重
要
な
課
題

な
の
か
を
広
く
理
解
し
て
も
ら
う
主
旨
で
、
昭
和
六
十
一
年
度
の
家
庭

科
教
育
学
会
で
公
表
し
た
。

　
結
論
的
に
言
え
ば
、
家
庭
科
と
い
う
生
活
教
育
を
学
び
さ
え
ず
れ
ば

よ
い
の
で
は
な
く
、
男
女
が
と
も
に
同
じ
教
育
活
動
を
共
有
す
る
こ
と

こ
そ
が
、
両
性
の
尊
重
と
生
活
的
素
養
を
身
に
つ
け
る
何
よ
り
も
大
切

な
契
機
な
の
で
あ
る
。

一、

ｲ
査
の
概
要

　
こ
の
調
査
は
、
既
に
「
家
庭
一
般
」
な
ど
の
高
校
家
庭
科
を
共
学
実

践
し
て
い
る
学
校
に
、
共
学
の
成
果
を
問
う
も
の
と
し
て
企
画
さ
れ

た
。
調
査
対
象
は
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会
の
会
報
に
採
録

さ
れ
て
い
る
学
校
に
、
家
教
連
の
和
田
先
生
の
把
握
さ
れ
て
い
る
校
名

を
加
え
、
全
国
二
二
七
校
に
依
頼
す
る
こ
と
と
し
た
。
実
際
の
実
践
状
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況
は
予
想
と
は
若
干
違
い
も
あ
っ
た
が
、
回
収
校
＝
一
八
枝
う
ち
有
効

回
収
校
一
＝
二
三
（
有
効
回
収
率
四
九
・
八
％
）
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
文
部
省
は
必
ず
し
も
全
国
の
共
学
校
を
公
表
し
て
い
な
い
の
で
、

回
収
校
は
全
実
践
校
か
ら
見
て
二
割
に
な
る
か
明
言
で
き
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
標
本
の
片
寄
り
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
都
道
府
県
別
の
回
答
数
で
は
、
長
野
二
九
校
、
京
都
二
四
校
、
熊
本

一
六
校
、
東
京
一
三
校
、
大
阪
一
〇
校
、
神
奈
川
七
二
、
北
海
道
五
校
、

そ
の
三
九
校
で
あ
り
、
共
学
実
施
後
の
年
数
は
平
均
六
・
五
年
（
最
長

京
都
十
年
）
に
及
ぶ
。

　
共
学
家
庭
科
の
単
位
は
六
〇
校
（
五
三
・
一
％
）
の
学
校
で
必
修
扱

い
、
二
九
校
（
二
五
・
七
％
）
で
選
択
扱
い
、
他
は
併
用
、
選
択
必
修

で
あ
る
。
配
置
学
年
は
、
必
修
が
一
・
二
年
次
に
多
く
、
選
択
が
三
年

次
、
ま
た
定
時
制
で
は
二
・
三
・
四
年
次
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
領
域
別
の
配
当
時
間
は
、
共
学
家
庭
科
の
単
位
数
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
お
り
、
表
1
の
よ
う
に
2
単
位
で
は
食
生
活
、
家
族
・
家
庭
経
営
が
、

4
単
位
で
は
全
領
域
に
時
間
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

二
、
共
学
実
践
で
最
も
成
果
の
あ
っ
た
点
は
何
か

「
共
学
を
な
さ
っ
て
も
っ
と
も
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
は
」

に
対
し
、
複
数
回
答
で
選
択
肢
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

期
に
家
庭
生
活
に
つ
い
て
男
女
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」

四
％
、
　
「
男
女
の
視
点
を
生
か
し
授
業
に
広
が
り
が
で
き
る
」

の
設
問

「
青
年

五
八
・

五
七
・

表1．領域別の配当時間

家族・家庭経営 衣生活 食生活 住生活 保育

A．北海道
10．3i2・．・ ・i40．・ 37．3i50．0

2．7i10．・ 18．7i20．・

B．東京
　　：
P7。Oi35．0

　　：

V．3i15．0
　　：
Q2．4i30．0

　　：

Q．OiI5，0
　　：
P6，5i35，0

C．神奈川
i20．3

15．3

i
4
4
．
7
，

i20．3
i
2
9
．
3
，

D，長野 　　●P1．3i42．5
　　，
S．Oi35．0 　　，R3．6i37．5 5。2ilO．5 　　：

P2．3i9，5

E，京都 26．1i34．0 0．8i6．7 18．7i24．3 0．7i7．3 16．6i20．3

F，大阪
17．oi　　o 13．8i 31．3i　　， 4．8i　　， 10．oi　　，

G，熊本
12．8i18，・ ・．8i44．・ 35．6i44．・ 63i6．0 9．8i14，0

H．その他
　　：
P8．3i

4．・i
36。1i　　● 4，6i　　● 14．6i　　．

計
18．3i29．2 3．5i21．4 27．4i33，3 2．7i12．3 14．6i18．0

（左の数値が2単位の時間数、右の数値が4単位の時間数）

五
％
、
　
「
女
子

も
男
子
も
協
力

し
て
授
業
を
進

め
る
こ
と
が
で

き
る
」
五
〇
％
、

「
ク
ラ
ス
単
位

で
授
業
が
で
き

る
」
三
八
・
一

％
と
い
う
結
果

が
で
た
。
ど
の

項
目
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、

最
初
の
三
点
は

い
ず
れ
も
半
数

を
超
え
る
評
価

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
男
子
が
家
庭
科
を
学
ぶ
こ
と
に
対

す
る
評
価
で
は
な
く
、
男
女
が
と
も
に
学
ぶ
こ
と
に
対
す
る
意
義
を
表

し
て
お
り
、
教
師
に
は
共
学
前
の
体
験
と
比
較
し
て
明
ら
か
な
手
ご
た

え
の
差
が
実
感
さ
れ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
よ
う
。

三
、
共
学
を
実
施
し
て
問
題
と
な
っ
た
点
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一
方
、
実
施
後
問
題
と
な
っ
た
点
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
回
答

の
あ
っ
た
も
の
は
、
「
男
女
の
能
力
差
が
授
業
に
ひ
び
く
」
一
六
・
入
％
、

「
男
子
が
家
庭
科
の
学
習
内
容
に
興
味
を
示
さ
な
い
」
＝
一
・
四
％
、

「
男
子
に
適
当
な
衣
教
材
が
な
い
」
九
・
七
％
、
「
男
女
が
協
力
し
て
授

業
を
す
す
め
る
雰
囲
気
が
な
い
」
八
％
、
　
「
校
内
で
男
子
の
家
庭
科
に

疑
問
が
生
じ
た
」
七
・
一
％
で
、
特
筆
す
べ
き
点
は
「
父
母
か
ら
共
学

家
庭
科
に
つ
い
て
苦
情
が
き
た
」
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
問

題
点
の
指
摘
は
、
　
「
男
女
の
能
力
差
」
を
の
ぞ
け
ば
一
割
程
度
の
も
の

で
、
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
状
況
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
男
女
の
能
力
差

に
つ
い
て
は
、
中
学
の
共
学
実
施
に
伴
っ
て
解
決
し
て
ゆ
く
の
か
、
そ

れ
と
も
教
育
内
容
を
抜
本
的
に
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
か
、
今
後
見

極
め
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
男
子
が
家
庭
科
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
、
家
庭
か
ら
全

く
苦
情
が
来
な
か
っ
た
、
と
い
う
点
は
、
今
後
の
家
庭
科
共
学
に
大
き

な
は
げ
ま
し
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
い
か
。
世
論
調
査
で
は
、
必
ず

し
も
家
庭
科
の
男
女
共
学
が
一
〇
〇
％
の
賛
成
を
得
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
に
、
い
ざ
わ
が
子
が
家
庭
科
を
学
ん
で
み
る
と
、
反
対
す
べ
き

何
も
の
も
生
じ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

四
、
家
庭
科
の
共
学
を
す
す
め
る
上
で
の
課
題

で
は
、
共
学
家
庭
科
へ
の
課
題
は
ど
の
よ
う
な
点
が
焦
点
と
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。

　
複
数
回
答
が
五
〇
％
を
越
す
の
は
、
　
「
中
学
校
・
高
校
に
お
け
る
家

庭
科
共
学
の
制
度
的
確
立
」
六
二
・
八
％
、
　
「
共
学
家
庭
科
の
教
材
の

研
究
」
五
六
・
六
％
、
　
「
中
学
校
に
お
け
る
教
育
内
容
の
改
善
」
五
〇

％
の
三
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
不
可
欠
な
の
は
共
学
の
制
度

的
確
立
で
あ
り
、
加
え
て
教
材
・
前
段
階
の
教
育
内
容
の
研
究
・
工
夫

が
問
題
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
、
　
「
半
数
学
級
の
編
成
、
教
師
の
増
員
」
三
八
・

一
％
、
　
「
周
囲
（
校
内
・
父
母
）
の
共
学
家
庭
科
に
対
す
る
理
解
」
三

八
・
九
％
、
　
「
共
学
家
庭
科
の
教
育
法
の
研
究
」
三
六
・
七
％
、
　
「
施

設
・
設
備
の
充
実
」
三
二
・
七
％
な
ど
教
育
条
件
の
整
備
や
研
究
・
協

力
体
制
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
表
2
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
傾
向
は
地
域
に
よ
っ
て
や
や
違
い
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
個
々
の
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
共

学
に
な
っ
て
か
ら
の
年
数
や
取
組
ん
だ
組
織
の
差
な
ど
に
依
存
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

五
、
共
学
で
学
ば
せ
た
い
領
域

　
さ
て
、
共
学
の
実
践
を
通
し
て
、
男
女
と
も
に
学
ば
せ
た
い
領
域
を

ど
σ
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
と
質
問
し
た
。
解
答
は
表
3
の
よ
う
で
、

食
生
活
、
保
育
、
家
族
・
家
庭
経
営
の
領
域
が
と
く
に
高
く
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
男
女
一
緒
に
学
ば
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
学
習
効
果
が
上

（23）



共学家庭科の

ｳ材の研究

共学家庭科の

ｳ育法の研究

周囲（校内・父

黶jの共学家庭

ﾈに対する理解

中学校・高校に

ｨける実庭科共

wの制度的確立

半数学級の編成

ｳ師の増員

施設・設備の

[実

全日制　定時制 全日制　定時制 全日制　定時制 全日制　定時制 全日制　定時制 全日制　定時制

1　　　2 0　　　0 1　　　　1 1　　　1 0　　　　0 1　　　0
3 0 2 2 0 1

414 413 412 513 5【3 5　【2
8 7 6 8 8 7

2i1 oI2 2【o 210 2｝1 olo
3 2 2 2 3 0

1711 1311 1312 1813 1511 1Q11
18 14 15 21 16 11

1012 610 611 12【3 411 612
12 6 7 15 5 8

411 311 211 3i1 211 411
5 4 3 4 3 5

7i1 511 511 gI1 610 210
8 6 6 10 6 2

611 2｝o 211 811 210 310
7 2 3 9 2 3

51113 33【8 351g 58113 3617 3116
64 41 44 71 43 37

56．6％ 36．7％ 38．9％ 62．8％ 38．1％ 32．7％

が
つ
た
と
感
じ
ら
れ
る
の
が
、
食
生
活
、

同
様
の
領
域
が
高
く
回
答
さ
れ
て
い
る
。

保
育
、
家
族
・
家
庭
経
営
と

六
、
家
庭
科
共
学
の
も
つ
多
面
的
な
意
義

　
共
学
家
庭
科
で
は
、
家
庭
生
活
に
対
す
る
理
解
や
生
活
技
術
（
技
能
）

の
み
で
は
な
く
、
生
活
を
自
立
的
主
体
的
に
行
え
る
意
識
や
実
践
力
、

あ
る
い
は
男
女
の
平
等
や
社
会
と
家
庭
と
の
関
係
の
認
識
を
深
め
る
こ

と
が
、
最
近
研
究
・
運
動
の
側
か
ら
提
案
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
私
は
、
自
分
自
身
の
東
京
・
神
奈
川
な
ど
に
お
け
る
五
年
余
の
共
学

家
庭
科
の
実
践
体
験
か
ら
、
こ
れ
ら
に
さ
ら
に
次
の
こ
と
を
加
え
て
教

育
的
検
討
を
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
第
一
は
、
家
庭
科
が
「
物
」
を
教
材
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
実
験
・
実
習
授
業
の
過
程
で
、
生
徒
が
絶
え
ず
自
ら
の
「
仮
説
↓

検
証
」
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り
、
思
考
と
実
証
と
の
相
互
的
教
育
活

動
の
機
会
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

　
第
二
に
、
　
「
調
理
実
習
」
の
よ
う
な
授
業
の
中
で
、
生
徒
同
士
が
相

互
の
技
能
的
な
長
所
を
率
直
に
認
め
合
い
、
こ
だ
わ
り
の
な
い
協
力
的

な
活
動
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
友
人
へ
の
理
解
、
男
女
の
協
力

の
楽
し
さ
が
体
験
で
き
る
こ
と
。

　
そ
し
て
、
第
三
に
、
　
「
生
活
」
を
題
材
と
す
る
身
近
で
具
体
的
な
学

習
内
容
が
、
他
教
科
へ
の
関
心
に
波
及
し
、
抽
象
化
や
理
論
化
へ
階
段

を
上
る
こ
と
の
で
き
る
発
達
上
の
契
機
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
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表2．共学家庭科への課題表3．学ばせたい領域

中学校における

ｳ育内容の改善

全日制 定時制

1 o

A．北海道
1

4【4B．東　京
8

211C．神奈川
3

1313
D．長　野

16

1412
E．京　都

16

2． P1
F．大　阪

3

411・G，熊　本
5

311H．その他
4

43113
計

56

50．0％

男女一緒に学ぜたい領域

iぜひ学ばせたい）

男女一緒に学ばせたら学習効果があ

ｪった領域（特に効果があがった｝

a b C d e a b C d e

A．北海道
4
（
1
1

1
（
Q
）

3
（
1
）

1
（
0
）

4
②

3
（
D

1
（
o
）

4
（
2
｝

0
（
0
）

2
（
1
）

B．東　京
ユ1

i3）

6
（
1
）

10

i3）

6
（
1
）

12

i4）

6
（
3
）

3
（
1
）

10

i5）

2
（
2
）

7
（
3
）

C．神奈川
4
（
2
）

2
〔
0
）

4
（
2
）

2
（
0
）

3
（
2
）

1
（
0
）

0
（
0
）

2
（
0
）

1
（
0
）

1
（
0
）

D．長　野
18

i7｝

5
α
）

20

i71

11

i2）

18

i9）

7
（
3
）

4
（
0
）

11

i3／

5
（
1
＞

9
（
5
）

E．京　都
14

ｿ4）

5
（
0
）

20

i11）

9
（
0
）

21

i12）

15

i8）

0
（
0
）

12

i5）

o
（
0
）

13

i7＞

F．大　阪
4
〔
2
＞

0
〔
0
＞

6
（
3
）

3
（
0
）

6
（
3
）

2
（
2
）

0
（
0
）

4
（
1
＞

0
（
0
）

2
（
2
）

G．熊　本
9
（
4
）

2
（
0
）

10

i2）

5
（
0
｝

10

i3）

4
（
2
）

1
（
0
）

4
（
3
）

0
（
0
）

4
（
2
）

H．その他
8
（
2
）

1
〔
o
）

8
ω

2
（
o
）

7
（
5
1

4
（
3
）

0
（
0
）

5
（
1
）

0
（
O
）

4
（
2
＞

計
72

i35）

22

i2＞

81

i30）

39

i3）

81 42

i22）

9
（
1
）

52

S
8
（
3
1

42

i22）

a　家族・家庭経営、b

d　住生活、e：保育

衣生活、c　食生活、

た
い
と
思
う
。

　
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
ま
だ
仮
説
の
段
階
で
あ
る
の
で
、
い
ず
れ
検
証
の

機
会
を
、
持
ち
た
い
と
思
う
が
、
調
査
の
中
か
ら
、
次
の
よ
う
な
事
例
が

見
出
さ
れ
、
私
の
提
案
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
紹
介
し
て

お
き
た
い
。
こ
れ
は
、
共
学
家
庭
科
を
実
践
し
て
、
生
徒
が
変
わ
っ
た

か
ど
う
か
の
実
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
　
「
今
ま
で
学
校

嫌
い
で
欠
席
が
ち
で
あ
っ
た
男
子
が
、
家
庭
科
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ

て
、
家
庭
科
を
大
へ
ん
楽
し
み
に
学
習
す
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
他

の
授
業
に
も
出
席
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
最
後
は
ど
の
教
科
に
も
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
必
ず
し
も
教
育
内
容
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
人
間
関
係
の
側

面
を
含
ん
だ
事
件
の
よ
う
で
あ
る
が
、
家
庭
科
の
よ
う
な
生
活
教
育

が
、
日
常
の
具
体
的
な
生
活
経
験
を
欠
い
た
ま
ま
抽
象
的
思
考
の
み
を

強
い
ら
れ
て
い
る
現
在
の
学
校
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、
児

童
・
生
徒
に
と
っ
て
予
想
以
上
に
大
き
な
教
育
的
意
義
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
人
間
と
人
間
と

の
関
係
を
、
実
験
・
実
習
な
ど
頭
だ
け
で
な
く
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
る
学
習
活
動
の
中
で
深
め
て
ゆ
く
こ
と
は
、
安
定
的
に
学
校
生
活
が

営
め
、
教
育
活
動
全
般
の
効
果
を
高
め
る
方
向
に
働
く
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。
家
庭
科
の
教
育
的
意
義
は
、
共
学
と
い
う
履
修
形
態

に
よ
っ
て
こ
そ
、
そ
の
新
た
な
可
能
性
を
発
揮
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
（
さ
と
う
　
け
い
こ
・
山
形
大
学
）
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〈
家
庭
科
一
ど
う
変
え
る
、
ど
う
変
わ
る
〉

家
庭
科
を
ど
う
変
え
る
か

画

一
中
学
校
で
は
i

職
員
室
、
地
域
に
共
学
を
呼
び
か
け
る佐

　
川
　
加
寿
子

　
本
校
の
完
全
共
学
は
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
完
全
共
学
と
い
う
語

を
使
う
の
は
、
熊
本
で
は
一
領
域
の
共
学
の
み
で
こ
と
足
り
て
い
る
と

そ
れ
以
後
領
域
の
拡
大
に
と
り
く
ん
で
い
な
い
教
師
も
多
い
か
ら
で

す
。　

わ
た
し
は
、
男
女
の
教
育
内
容
に
全
く
差
を
つ
け
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。
一
部
分
で
も
別
学
に
す
れ
ば
、
共
学
の
精
神
は
く
ず
れ
て

し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
家
庭
科
教
師
は
技
術
科
教
師
と
の
意
識
の
一
致

点
が
得
ら
れ
ず
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
二
人
の
個
人
的
な
問
題

と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
仲
間
の
教
師
や
、
職
員
会
議
や
、
父
母

の
要
求
を
聞
く
こ
と
も
な
く
、
　
「
う
ち
の
学
校
で
は
相
手
が
ダ
メ
だ
か

ら
…
…
」
　
「
ま
わ
り
が
保
守
的
だ
か
ら
…
…
」
と
い
う
グ
チ
を
聞
く
こ

と
も
多
い
よ
う
で
す
。
本
校
で
も
技
術
科
教
師
と
意
見
が
一
致
し
て
完

全
共
学
が
実
現
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
を
育
て
る
視
点
の

土
台
が
違
っ
て
い
ま
す
。

　
完
全
共
学
の
反
対
の
理
由
と
し
て
は
、
特
性
に
あ
っ
た
教
育
を
す
べ

き
で
あ
る
。
男
女
は
興
味
関
心
が
ち
が
う
、
女
子
は
電
気
・
機
械
等
に

興
味
を
も
た
な
い
。
技
術
の
専
門
性
を
生
か
し
た
い
と
い
う
も
の
で

す
。
教
育
内
容
に
差
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
程
の
特
性
と
は
い
っ
た
い

何
な
の
か
。
興
味
関
心
が
な
い
な
ら
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
い
て
よ
い
の

か
。
そ
の
よ
う
に
育
て
ら
れ
て
き
た
教
育
内
容
や
、
社
会
機
構
こ
そ
課

題
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
教
育
は
子
ど
も
の
豊
か
な
未
来
を
保
障
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
子
ど
も
の
側
に
立
っ
た
視
点
で
構
築
せ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
、
こ
う
い
う
点
が
意
見
の
不
一
致
点
で
す
。

　
な
ぜ
わ
た
し
が
、
全
く
同
一
の
教
育
内
容
を
男
女
共
に
保
障
せ
ね
ば

な
ら
な
い
と
こ
だ
わ
り
続
け
る
の
か
を
次
に
述
べ
ま
す
。
第
一
に
こ
れ

（26）



ま
で
の
男
女
は
い
び
つ
な
発
達
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
例
え
ば
わ
た
し
は
電
気
や
機
械
の
こ
と
は
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、

興
味
も
関
心
も
わ
き
ま
せ
ん
。
男
性
か
ら
見
る
と
、
常
識
的
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
簡
単
な
こ
と
で
さ
え
、
手
が
で
な
く
不
便
な
思
い
を
し
て
、

周
り
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。
逆
に
自
分
の
着
て
い
る
服
の
始
末
さ

え
出
来
な
い
男
性
が
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

本
来
そ
う
い
う
能
力
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
教
育
を
保
障
さ

れ
な
か
っ
た
ゆ
え
に
能
力
が
発
達
し
て
い
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
こ
の

こ
と
が
、
生
き
方
や
、
興
味
、
関
心
さ
え
も
左
右
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
人
が
一
人
前
の
生
活
者
と
し
て
の
、
身
辺
処
理
能
力

の
全
面
発
達
は
男
女
共
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

　
第
二
に
こ
の
よ
う
に
男
・
女
と
し
て
育
て
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
進

路
さ
え
も
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
将
来
に

夢
や
希
望
を
た
く
し
て
い
ま
す
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
り

た
い
女
の
子
や
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
栄
養
士
に
な
り
た
い
男
の
子
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
未
来
を
保
障
せ
ず
、

生
き
る
世
界
を
限
定
す
る
よ
う
な
教
育
は
し
た
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
第
三
に
一
部
分
で
も
別
学
に
す
れ
ば
、
子
ど
も
や
父
母
の
性
別
役
割

分
業
の
意
識
の
払
拭
は
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
以
前
共
学
の
あ
ゆ
み
も
遅
々
と
し
て
い
た
頃
の
こ
と
で
す
。
わ
た
し

の
意
識
の
中
に
も
男
子
に
縫
う
学
習
へ
の
抵
抗
が
あ
っ
て
食
領
域
の
み

の
部
分
共
学
で
す
ま
せ
て
い
た
十
数
年
ほ
ど
前
、
男
子
生
徒
が
服
の
ボ

タ
ン
が
と
れ
た
の
で
女
子
の
生
徒
に
つ
け
て
く
れ
る
よ
う
に
た
の
み
に

来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し
な
さ
い
と
い
う
女

子
に
む
か
っ
て
、
そ
の
子
は
「
ば
っ
て
ん
ぼ
く
た
ち
は
被
服
は
習
い
よ

ら
ん
よ
。
君
た
ち
は
家
庭
科
で
し
ょ
る
け
ん
、
君
た
ち
の
仕
事
で
し
ょ

う
が
」
と
言
い
ま
し
た
。
ガ
ー
ン
と
頭
を
打
た
れ
た
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。
教
育
の
場
で
性
別
役
割
分
業
の
意
識
を
う
え
つ
け
て
い
る
こ

と
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
男
女
に

同
一
教
育
内
容
を
保
障
レ
な
い
の
は
性
差
別
で
あ
り
、
教
育
権
を
保
障

し
て
い
な
い
こ
と
だ
と
と
ら
え
ま
す
。

　
共
学
推
進
の
第
一
の
要
因
は
、
教
師
自
身
の
や
る
気
と
行
動
力
だ
と

い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
グ
チ
を
言
い
、
言
い
訳
を
す
る
前
に
、

自
分
が
ど
れ
だ
け
、
何
か
を
言
い
、
行
動
し
て
い
る
か
を
問
い
直
す
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
仲
間
に
、
職
員
室
に
、
地
域
の
父
母
に
、
共
学
の
必
要
性
や
、

子
ど
も
の
製
革
を
、
自
分
の
家
庭
科
に
か
け
る
思
い
を
語
り
込
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
か
つ
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
職

員
室
に
い
る
仲
間
に
さ
え
、
技
術
・
家
庭
科
の
履
修
形
態
を
知
ら
せ
き

っ
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
と
思
う
の
で
す
。
技
術
・
家
庭
科
の
教
師
の

個
人
的
な
考
え
方
で
、
子
ど
も
の
教
育
権
を
左
右
す
る
の
で
は
な
く
、

広
く
呼
び
か
け
聞
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
か
え
っ
て
父
母
の
方

が
教
師
よ
り
発
想
の
転
換
が
早
く
、
民
主
的
で
柔
軟
な
考
え
の
方
が
多
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い
こ
と
に
し
ば
し
ば
出
会
い
ま
す
。
わ
た
し
の
学
校
で
共
学
の
火
が
消

え
そ
う
に
な
っ
た
時
、
闘
っ
て
く
れ
た
の
は
仲
間
の
教
師
で
あ
り
、
ひ

ど
い
差
別
の
中
で
生
き
て
き
た
父
母
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
闘
い
の

中
心
は
家
庭
科
の
教
師
で
あ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
で
す
が
。

　
こ
れ
か
ら
の
闘
い
と
し
て
は
、
共
学
に
た
え
う
る
教
育
内
容
を
創
造

し
て
い
く
こ
と
で
す
。
熊
本
で
は
三
年
間
の
共
学
の
内
容
を
サ
ー
ク
ル

で
体
系
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
現
行
で
は
完
全
共
学
に
す
る
と
家
庭
科

も
時
間
が
足
り
ま
せ
ん
。
充
分
な
教
育
内
容
を
保
障
す
る
た
め
に
は
技

術
と
家
庭
科
と
も
に
独
立
し
た
教
科
と
し
、
時
間
数
を
増
や
す
闘
い
を

続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の
か
、
問
い

直
す
時
で
す
。
ち
な
み
に
熊
本
は
日
本
「
の
保
守
県
で
あ
り
、
わ
た
し

の
周
り
は
民
主
的
な
力
に
対
し
て
は
ひ
ど
い
反
動
の
嵐
が
ふ
き
あ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
本
県
甲
佐
町
立
甲
佐
中
学
校
）

i
中
学
校
で
は
一

技
術
科
教
師
も
意
見
を
述
べ
る

　
原
稿
依
頼
を
受
け
、
大
変
悩
み
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
家
庭
科
を

よ
く
知
ら
な
い
技
術
担
当
教
師
が
、
　
「
家
庭
科
を
ど
う
変
え
る
か
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
論
ず
る
な
ど
、
そ
れ
は
大
そ
れ
た
事
だ
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
家
庭
科
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
や
指
導
方
法
に
つ
い
て
人

一
倍
研
究
し
た
わ
け
で
も
な
し
、
た
だ
、
自
分
の
受
け
も
つ
領
域
だ
け

に
つ
い
て
人
並
み
に
い
や
家
庭
科
教
師
に
言
わ
せ
る
と
研
究
不
足
と
批

判
さ
れ
る
よ
う
な
授
業
研
究
し
か
で
き
て
い
な
い
。

　
私
に
と
っ
て
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
体
何
を
述
べ
れ
ば
よ
い

の
か
迷
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
教
課
審
の
基
本
方
針
の
内
容
か
ら
、

後

藤

強

男
女
共
修
（
共
学
）
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
今
、
私
た
ち

が
受
け
持
っ
て
い
る
、
技
術
・
家
庭
科
と
い
う
教
科
学
習
を
め
ぐ
っ

て
、
家
庭
科
担
当
教
師
だ
け
が
「
家
庭
科
を
ど
う
変
え
る
」
と
論
じ
て

は
一
方
通
行
で
あ
る
。
技
術
科
担
当
教
師
も
真
剣
に
考
え
、
ま
た
、
意

見
を
述
べ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
思
い
、
筆
を
取
り
ま
し

た
。　

現
在
本
校
は
、
一
部
を
の
ぞ
き
、
男
女
共
学
で
学
習
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
1
0
年
間
の
経
過
を
ふ
ま
え
な
が
ら
述
べ
て
い
き
ま
す
。

　
1
0
年
前
、
私
が
新
任
教
員
と
し
て
本
校
へ
赴
任
し
た
時
、
技
術
・
家
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庭
科
は
、
男
女
別
に
分
け
て
学
習
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
電
気
1

の
領
域
に
つ
い
て
は
、
男
女
と
も
学
習
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、

県
内
の
公
立
高
校
入
学
試
験
問
題
に
も
、
技
術
・
家
庭
科
の
内
容
が
出

題
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
特
に
電
気
1
の
領
域
は
、
そ
の
対
象
と

し
て
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
家
庭
生
活
に
お
い
て
、
電
気

は
不
可
欠
の
も
の
、
せ
め
て
女
の
子
に
も
、
そ
の
基
礎
的
な
こ
と
は
押

さ
え
さ
せ
よ
う
と
い
う
理
由
で
、
学
習
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
翌
5
3
年
、
家
庭
科
の
先
生
の
共
学
で
電
気
1
を
学
ば
せ
よ
う
と
い
う

意
見
に
答
え
て
、
電
気
1
の
共
学
学
習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
幸
い

本
校
は
、
県
か
ら
の
加
配
教
員
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
多
い
人
数
を
技

術
・
家
庭
科
に
配
当
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
共
学
と
い
っ
て
も
一

ク
ラ
ス
（
単
学
級
）
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
他
教
科
の
学
習
形

態
と
何
ら
変
わ
り
は
な
い
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
男
女
平
等
な
技
術
・

家
庭
科
教
育
が
で
き
た
の
で
す
。
男
女
平
等
と
い
う
と
大
変
進
ん
で
い

る
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
は
、
入
試
を
考
え
て
と
い

う
こ
と
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
本
来
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
、
生
活
に

役
立
て
る
と
い
う
主
旨
か
ら
離
れ
、
他
教
科
と
同
じ
記
憶
学
習
に
他
な

ら
な
い
の
で
す
。

　
共
学
を
始
め
て
か
ら
数
年
、
い
ろ
い
ろ
な
研
究
会
や
指
導
要
領
で
も

『
相
互
乗
り
入
れ
や
共
修
・
共
学
』
と
い
う
こ
と
が
盛
ん
に
言
わ
れ
出

し
、
各
校
学
習
領
域
を
選
択
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
な
る

と
、
こ
の
教
科
は
、
入
試
に
も
採
用
さ
れ
な
く
な
り
、
学
習
形
態
や
内

容
を
再
点
検
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
わ
け
で
す
。
私
自
身
、
数
年
間

共
学
で
電
気
1
を
指
導
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
し
て
「
生
活
に
密
着
し
た
教
科
で
あ
り
、
生
活
に
役
立
つ
よ
う

な
内
容
を
教
え
よ
う
」
と
い
う
考
え
を
主
に
お
い
て
、
毎
年
の
よ
う
に
、

教
材
や
教
具
を
変
え
な
が
ら
学
習
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
時
に
は
、
住

居
と
電
気
1
を
か
ら
ま
せ
て
、
屋
内
配
線
に
力
を
入
れ
た
り
も
し
ま
し

た
。　

5
8
年
に
は
、
食
物
1
．
・
木
工
1
・
製
図
・
電
気
1
を
共
学
で
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
技
術
・
家
庭
科
の
先
生
方
の
年
齢
層
が
低
く
な
り
、
意
欲
を
持

っ
た
人
が
多
く
、
み
ん
な
で
研
究
会
に
参
加
す
る
こ
と
も
多
く
な
り
、

そ
の
中
で
、
本
校
の
技
術
・
家
庭
を
よ
り
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う

ま
と
ま
り
が
で
き
、
指
導
内
容
や
指
導
方
法
に
検
討
を
加
え
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
、
本
校
の
単
学
級
を
生
か
し
な
が
ら
、

男
女
共
学
を
全
領
域
で
行
っ
て
い
く
方
向
で
計
画
を
立
て
て
い
き
ま
し

た
。
さ
て
、
全
領
域
共
学
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
学
習
内
容
の
選
択

を
行
い
、
現
在
の
学
習
領
域
を
カ
ッ
ト
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
①
基
本
的
な
学
習
を
軸
に
、
生
徒
が
興
味
を
持
っ
て
発
展
さ
せ
て
い

く
よ
う
な
内
容
に

　
②
一
年
か
ら
三
年
ま
で
、
一
貫
性
を
持
っ
た
教
材
・
教
具
を
考
え
て

や
る

　
③
や
や
家
庭
科
に
比
重
を
お
き
、
生
活
に
役
立
つ
よ
う
な
学
習
を
行
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っ
て
い
く

　
現
在
二
年
生
で
は
、
木
工
・
被
服
を
学
習
さ
せ
る
の
に
、
同
じ
教
材

を
活
用
し
て
い
る
。
そ
の
教
材
と
は
、
織
り
機
で
あ
り
、
こ
の
機
械
を

つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
木
工
の
基
本
的
な
こ
と
を
学
び
、
ま
た
、
こ
の

機
械
を
使
っ
て
織
り
物
を
し
な
が
ら
、
布
の
性
質
な
ど
を
学
ば
せ
、
被

服
学
習
に
役
立
た
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
教
材
を
、
い

ろ
い
ろ
な
学
習
に
役
立
て
、
子
供
の
視
野
を
広
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
多
様
化
す
る
社
会
の
中
で
、
生
活
に
即
し
た

教
科
と
し
て
非
常
に
大
切
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
技
術
の
教
師
、
家
庭
の
教
師
で
は
な
く
、
技
術
・

家
庭
の
教
師
を
増
や
し
、
男
女
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
幅
広
い
範
囲
で
生
徒

を
指
導
し
て
い
く
、
ま
た
、
本
校
の
よ
う
に
、
単
学
級
で
、
子
供
が
の

び
の
び
と
実
習
で
き
る
よ
う
な
条
件
整
備
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
加
古
川
市
立
志
方
中
学
校
）

一
高
等
学
校
で
は
i

い
ま
私
た
ち
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

湯
　
沢
　
静
　
江

（30）

　
こ
の
七
月
、
教
育
課
程
審
議
会
は
、
家
庭
科
を
男
女
と
も
に
学
ぶ
教

科
と
す
る
構
想
を
呈
示
し
た
。
こ
の
こ
と
は
家
庭
科
教
育
の
歴
史
の
な
、

か
で
、
後
世
に
大
き
な
足
跡
を
残
す
で
あ
ろ
う
し
、
長
年
、
家
庭
科
を

共
学
に
し
た
い
と
望
ん
で
い
た
私
ど
も
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
飛
躍
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
制
度
的
な
実
施
は
六
九
年
度
か
ら
で
、
ま
だ
先
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間
に
、
私
た
ち
現
揚
の
教
師
が
何
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
を
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
の
な
か
で
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
五
七
年
度
の
教
育
課
程
改
訂
の
論
議
を
、
い
ま
の
学
校
で
熾
烈
に
展

開
し
た
時
、
共
学
反
対
の
立
場
の
人
は
、
「
時
期
尚
早
」
「
進
学
に
さ
し

つ
か
え
る
」
と
言
う
論
を
ふ
り
か
ざ
し
た
。
指
導
内
容
に
つ
い
て
は
、

い
ま
ま
で
の
実
践
の
な
か
か
ら
組
み
立
て
、
充
実
さ
せ
た
い
と
い
う
こ

ち
ら
側
に
対
し
て
、
「
生
徒
を
実
験
台
に
つ
か
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み

と
い
う
発
言
ま
で
し
た
。
教
育
の
内
容
を
、
常
に
「
お
上
」
か
ら
押
し

い
た
だ
い
て
い
る
発
想
で
あ
る
。
か
つ
て
の
教
育
の
な
か
で
、
国
策
の

た
め
に
、
国
民
ぐ
る
み
犠
牲
に
さ
れ
た
痛
み
と
苦
し
み
を
、
こ
の
種
の

人
た
ち
は
ど
こ
へ
置
き
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
私
に
と
っ
て
は
驚
き

で
あ
っ
た
。
今
回
の
教
育
課
程
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
、
文
部
省

は
、
や
が
て
具
体
案
を
現
場
の
学
校
に
お
ろ
し
て
来
る
で
あ
ろ
う
け
れ



ど
、
そ
の
案
を
、
こ
れ
か
ら
の
数
年
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
待
ち
受
け
、

県
教
委
主
導
型
の
伝
達
講
習
を
唯
々
諾
々
と
受
け
い
れ
て
い
た
の
で

は
、
ま
た
そ
ろ
「
お
上
」
の
お
達
し
に
従
う
だ
け
に
な
る
と
い
う
の
は

杞
憂
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
後
期
中
等
教
育
の
教
育
目
標
を
、
学
校
全
体
で
作
り
出
し
て

い
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
地
域
の
実
態
に
即
し
た
教
育
の
中
身
を
、

そ
の
目
標
に
そ
っ
て
産
み
出
す
こ
と
で
あ
る
。
教
育
課
程
の
編
成
権

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
全
体
で
確
認
で
き
た
ら
、

家
庭
科
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
教
科
の
あ
り
方
も
、
学
校
教
育
の
内

容
す
べ
て
を
主
体
的
に
構
築
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
長
野
県
で
は
、
四

八
年
度
の
教
育
課
程
改
訂
時
に
、
こ
の
作
業
を
全
県
的
に
実
施
し
た
。

た
と
え
ば
、
職
業
科
の
産
学
連
携
や
多
様
化
を
排
除
し
、
必
修
ク
ラ
ブ

は
導
入
し
な
い
と
い
う
方
向
な
ど
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
他

県
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
職
業
科
の
細
分
化
は
最
小
限
に
く
い
と
め
ら
れ

た
し
、
必
修
ク
ラ
ブ
は
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
設
置
し
な
か
っ
た
。
　
「
家

庭
一
般
」
の
共
学
、
　
「
家
庭
一
般
」
を
履
修
し
な
い
男
子
生
徒
の
「
食

物
」
等
の
選
択
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
作
成
し
た
教
育
課

程
表
を
県
へ
提
出
し
た
歩
合
、
　
「
県
教
委
は
指
導
助
言
は
す
る
が
、
一

方
的
に
変
更
を
さ
せ
る
こ
と
は
し
な
い
」
な
ど
の
確
約
を
、
教
学
指
導

課
と
の
交
渉
で
す
す
め
て
き
た
。
私
ど
も
の
研
究
団
体
で
あ
る
教
育
文

化
会
議
が
、
組
織
と
し
て
県
と
交
渉
を
し
、
約
束
し
た
こ
と
が
、
い
ま

長
野
県
に
、
二
十
数
校
の
「
家
庭
一
般
」
共
学
実
施
校
と
、
四
十
校
近

い
共
学
の
選
択
科
目
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
教
課
審
で
呈
示
し
た
「
家
庭
一
般
」
「
生
活
一
般
」
「
生
活
技
術
」
と

い
う
科
目
が
、
ど
う
い
う
内
容
で
ど
う
異
っ
て
い
る
の
か
、
詳
し
い
こ

と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
ど
れ
を
導
入
す
る
に
つ
い
て
も
、
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
き
ち
ん
と
論
議
を
し
な
い
と
、

形
だ
け
は
共
学
に
な
っ
た
が
、
中
身
で
崩
さ
れ
る
と
い
う
危
険
性
は
十

分
に
あ
る
。
組
織
を
常
に
活
性
化
さ
せ
て
お
く
こ
と
は
む
ず
か
し
い
が
、

個
人
の
力
量
が
い
か
に
豊
か
で
あ
っ
て
も
、
組
織
の
な
か
で
な
け
れ
ば

で
き
な
い
こ
と
が
い
か
に
多
い
か
を
私
た
ち
は
経
験
し
て
き
た
。

　
次
に
、
家
庭
科
教
師
の
問
題
と
し
て
、
共
学
の
家
庭
科
の
内
容
を
ど

の
よ
う
に
組
み
立
て
た
ら
よ
い
の
か
、
教
科
の
成
立
基
盤
、
目
標
な
ど

か
ら
洗
い
出
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
学
習
や
研
究
を
家
庭
科
の

教
師
が
精
力
的
に
は
じ
め
る
こ
と
と
、
す
で
に
出
て
い
る
文
献
や
、
実

践
を
参
考
に
し
て
、
で
き
る
と
こ
ろ
が
ら
実
践
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

現
在
女
子
だ
け
し
か
実
施
し
て
い
な
い
「
家
庭
一
般
」
で
も
か
ま
わ
な

い
。
女
子
だ
け
だ
か
ら
従
来
ど
う
り
の
魅
力
の
な
い
家
庭
科
で
い
い
と

い
う
理
由
は
な
い
。
　
「
家
庭
科
を
勉
強
し
て
よ
か
っ
た
。
こ
う
い
う
勉

強
は
男
子
だ
っ
て
必
要
だ
ね
」
と
い
う
声
が
出
て
く
る
よ
う
な
実
践

を
、
六
九
年
度
ま
で
の
間
に
や
り
続
け
、
教
科
に
対
す
る
力
量
を
つ
け

て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
学
校
と
い
う
組
…
織
の
な
か
で
、
ど
ん

な
分
掌
を
与
え
ら
れ
て
も
や
り
こ
な
す
努
力
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ク

ラ
ス
担
任
は
避
け
て
通
り
た
い
、
な
る
べ
く
楽
な
分
業
を
引
き
受
け
て

（31）



や
り
す
ご
す
姿
勢
で
は
、
教
師
と
し
て
一
人
前
に
な
ら
な
い
。
二
学
期

早
々
、
家
庭
科
の
教
育
実
習
を
し
た
学
生
が
、
私
の
生
活
を
見
て
い

て
、
　
「
教
科
指
導
も
大
変
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
け
れ
ど
、
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
指
導
の
比
重
の
大
き
さ
に
驚
い
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い

た
。
校
務
分
掌
と
教
科
指
導
は
、
直
接
関
連
す
る
こ
と
で
は
な
い
が
、

教
育
に
む
け
る
姿
勢
は
同
じ
も
の
だ
か
ら
補
完
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。　

三
つ
め
に
、
中
学
校
の
家
庭
科
の
内
容
と
の
か
か
わ
り
を
ど
う
す
る

か
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
の
小
・
中
・
高
の
家
庭
科
教
育
は
、
男
女
の
学

ば
せ
方
も
内
容
も
、
ど
こ
を
ど
う
ま
さ
ぐ
っ
て
も
一
貫
性
な
ど
な
か
っ

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
男
女
と
い
う
形
態
に
つ
い
て
は
筋
が
通
る
こ
と

に
な
る
。
中
学
校
の
内
容
に
つ
い
て
は
未
知
数
な
と
こ
ろ
が
多
く
残
さ

れ
て
い
る
が
、
今
回
の
改
訂
を
機
に
小
・
中
・
高
・
大
の
関
係
を
濃
密

に
す
る
こ
と
で
、
教
育
を
受
け
る
側
の
児
童
・
生
徒
に
系
統
だ
っ
た
知

識
と
技
術
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
も
の
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
野
県
立
赤
穂
高
等
学
校
）

i
高
等
学
校
で
は
一

男
女
平
等
の
原
則
を
貫
く
思
想
を
確
立
す
る

中
　
野
　
慧
　
子

（32）

　
個
人
的
な
話
に
な
る
が
、
私
に
は
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
衝

撃
的
な
思
い
出
が
あ
る
。

　
い
ろ
い
ろ
悩
ん
だ
揚
句
、
や
は
り
教
師
の
道
を
選
ぼ
う
と
決
意
を
新

た
に
し
て
大
学
の
先
輩
の
所
へ
相
談
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
中

学
校
の
修
学
旅
行
の
引
率
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
と
い
う
彼
女
の
話
は
、

家
庭
科
の
教
師
の
一
人
が
修
学
旅
行
の
宿
先
で
校
長
の
背
広
の
ズ
ボ
ン

の
寝
押
し
を
任
さ
れ
、
喜
々
と
し
て
そ
れ
を
実
行
し
て
い
た
と
い
う

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
マ

（
寝
押
し
と
い
っ
て
も
若
い
人
た
ち
に
は
経
験
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
ズ

ボ
ン
や
ス
カ
ー
ト
の
搬
を
伸
ば
し
折
目
を
整
え
る
た
め
に
寝
床
の
下
に

敷
く
こ
と
を
い
う
）
。
「
家
庭
科
の
教
師
の
学
校
で
の
位
置
づ
け
は
そ
の

程
度
よ
」
と
語
っ
た
先
輩
に
対
し
て
、
私
が
抱
い
た
怒
り
と
屈
辱
感

は
、
現
在
の
私
の
教
師
と
し
て
の
思
想
を
支
え
る
土
台
に
な
っ
て
い

る
。
生
徒
た
ち
に
男
女
平
等
と
い
う
民
主
社
会
の
原
則
を
教
え
る
立
場

に
あ
る
教
師
が
、
こ
ん
な
屈
辱
的
な
差
別
に
甘
ん
じ
て
い
て
よ
い
の
だ

ろ
う
か
。
こ
ん
な
差
別
が
学
校
現
場
で
許
さ
れ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

「
女
」
と
い
う
被
差
別
の
性
に
生
ま
れ
、
受
験
体
制
の
下
で
市
民
権
す



ら
持
た
さ
れ
て
い
な
い
被
差
別
の
教
科
、
家
庭
科
教
師
の
道
を
選
ん
だ

私
は
、
生
徒
に
は
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
許
さ
な
い
人
間
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
差
別
を
見
抜
く
力
を
つ
け
て
や
り
た
い
と
、
常
々
思
っ
て
い
る
。

　
京
都
に
お
け
る
「
高
校
家
庭
一
般
」
男
女
共
修
へ
の
歩
み
は
、
ま
さ

に
家
庭
科
に
対
す
る
偏
見
と
蔑
視
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
つ
き

つ
め
て
い
け
ば
そ
れ
は
女
性
に
対
す
る
封
建
制
と
の
闘
い
で
も
あ
っ

た
。　

文
部
省
が
「
家
庭
一
般
の
女
子
の
み
必
修
は
男
女
の
特
性
に
応
じ
た

教
育
的
配
慮
で
あ
る
」
と
理
由
づ
け
を
し
て
も
、
公
教
育
に
お
け
る
必

修
の
教
科
・
科
目
と
し
て
女
子
の
み
に
必
要
な
教
科
（
裏
を
返
せ
ば
男

子
に
は
不
必
要
な
教
科
）
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
が
、
憲
法
や
教
育
基

本
法
の
示
す
男
女
平
等
、
教
育
の
機
会
均
等
の
原
則
に
反
す
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
教
育
は
、
日
本
の
封
建
的
土
壌

に
支
え
ら
れ
て
、
戦
後
四
十
年
も
の
間
、
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
と
し

て
定
着
し
て
き
た
。

回
の
基
本
方
向
に
ど
こ
ま
で
盛
り
こ
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
期
待
し

て
い
た
。

　
し
か
し
、
一
方
で
は
戦
後
教
育
の
総
決
算
、
教
育
基
本
法
の
見
直
し

を
旗
印
に
中
曽
根
内
閣
直
属
の
下
で
発
足
し
た
臨
教
審
は
、
老
人
介
護

や
子
ど
も
の
非
行
、
い
じ
め
対
策
に
家
庭
科
を
利
用
し
、
福
祉
切
り
捨

て
の
肩
代
わ
り
と
し
て
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
よ
う
な
内
容

を
家
庭
科
に
期
待
し
て
き
た
。

　
教
課
審
の
基
本
方
向
は
、
多
く
の
問
題
点
が
山
積
し
て
は
い
る
が
、

と
に
も
角
に
も
家
庭
科
が
女
子
必
修
か
ら
男
女
必
修
へ
と
枠
が
広
が
っ

た
こ
と
を
評
価
し
た
い
。
今
後
、
男
女
共
修
と
い
・
う
新
し
い
夜
明
け
を

自
分
た
ち
の
手
で
作
り
出
す
の
か
、
女
子
教
育
の
矛
盾
を
男
子
に
も
拡

大
し
て
い
く
の
か
は
、
家
庭
科
の
教
師
の
ま
さ
に
力
量
に
か
か
っ
て
い

る
。　

さ
て
、
今
回
の
テ
ー
マ
「
家
庭
科
を
こ
う
変
え
る
」
に
つ
い
て
、
私

は
次
の
二
点
を
指
摘
し
た
い
。

（33）

　
今
回
、
教
育
課
程
審
議
会
が
次
期
教
育
課
程
改
訂
に
む
け
て
ど
の
よ

う
な
基
本
方
向
を
示
す
か
に
つ
い
て
は
、
家
庭
科
の
男
女
共
修
運
動
を

進
め
て
き
た
私
た
ち
に
と
っ
て
格
別
な
関
心
が
あ
っ
た
。

　
日
本
と
い
う
国
は
何
に
お
い
て
も
絶
え
ず
外
圧
・
黒
船
を
利
用
し
て

変
革
を
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
　
「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」
の
趣
旨
を

教
育
制
度
や
教
育
内
容
に
ど
こ
ま
で
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
今

　
・
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
男
女
平
等
の
原
則
を
貫
く
思
想
の
確
立
を

　
こ
の
こ
と
は
民
主
主
義
の
課
題
で
、
直
接
的
に
は
教
科
教
育
と
関
り

が
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
家
庭
科
の
男
女
共
学
を
進
め

て
い
く
時
に
は
特
に
重
要
で
あ
る
。
最
初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
家
庭
科

へ
の
偏
見
・
蔑
視
は
、
女
性
へ
の
そ
れ
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と

に
加
え
て
、
教
科
内
容
と
し
て
憲
法
二
四
条
「
婚
姻
な
ら
び
に
家
庭
生



活
に
お
け
る
民
主
主
義
」
の
具
現
化
を
め
ざ
し
て
い
る
私
た
ち
が
、
民

主
主
義
の
原
則
を
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
追
求
で
き
る
か
ど
う
か
が

問
わ
れ
る
。

　
・
教
科
論
の
確
立
を

　
男
女
と
も
に
学
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
家
庭
科
で
何
を
教
え
る
の

か
は
、
教
育
原
則
と
し
て
の
男
女
平
等
教
育
の
実
現
と
と
も
に
重
要
で

あ
る
。
家
庭
科
で
生
徒
に
つ
け
る
学
力
を
整
理
し
、
サ
ー
ク
ル
や
研
究

会
で
集
団
的
に
論
議
し
、
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
く
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。

　
最
近
、
離
婚
や
単
身
赴
任
が
増
え
る
中
で
、
家
族
の
解
体
が
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
生
活
処
理
技
能
を
身
に
つ
け
て
い
れ
ば
い
ざ
と

い
う
時
に
助
か
る
と
い
っ
た
形
で
、
　
「
生
活
自
立
」
と
い
う
こ
と
が
媛

小
化
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
る
。
家
庭
科
は
身
近
な
生
活
を
教
材
化
し
て

い
る
あ
ま
り
、
教
科
内
容
が
経
験
主
義
に
陥
り
や
す
い
危
険
性
を
持
っ

て
い
る
。

　
毎
日
の
授
業
の
実
践
を
交
流
し
、
そ
れ
を
理
論
化
し
、
理
論
を
実
践

す
る
と
い
う
取
り
組
み
の
中
で
教
科
の
科
学
性
も
追
求
で
き
る
。

　
男
女
が
同
じ
教
室
で
、
同
じ
教
科
内
容
を
、
同
じ
教
師
か
ら
、
同
じ

教
材
を
使
っ
て
学
ぶ
と
い
う
教
育
原
則
の
実
現
と
、
生
活
処
理
能
力
の

習
得
と
い
う
ハ
ゥ
・
ツ
ウ
式
の
教
科
教
育
か
ら
脱
皮
し
て
、
民
主
的
な

家
庭
建
設
の
教
科
、
生
徒
が
一
人
の
人
間
と
し
て
豊
か
に
自
立
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

く
こ
と
を
保
障
す
る
教
科
と
し
て
生
ま
れ
か
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
立
撃
沃
高
等
学
校
）

（34）

－
高
等
学
校
で
は
一

自
信
の
も
て
る
内
容
を
作
る

福
　
留
　
美
奈
子

　
①
　
教
課
審
課
題
別
委
員
会
の
審
議
の
ま
と
め
を
読
ん
で

　
社
会
全
体
が
キ
ナ
臭
い
流
れ
の
中
で
、
　
「
良
識
が
通
じ
た
」
安
堵
感

を
持
ち
ま
す
。
し
か
し
、
今
そ
し
て
こ
れ
か
ら
が
家
庭
科
教
育
の
本
舞

台
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
・
「
検
討
の
観
点
」
を
共
通
理
解
、
認
識
に

「
審
議
の
ま
と
め
」
は
、
　
「
男
女
同
一
教
育
課
程
の
確
保
を
要
請
す
る



女
子
差
別
撤
廃
条
約
」
に
端
を
発
し
た
が
、
同
委
員
会
は
、
5
9
年
度
の

家
庭
科
教
育
に
関
す
る
検
討
会
議
の
「
基
本
的
な
改
善
方
向
」
の
提
示

を
踏
ま
え
、
　
『
家
庭
を
と
り
ま
く
現
状
の
変
化
』
に
対
応
し
、
　
『
男
女

が
協
力
し
て
家
庭
を
築
く
と
い
う
観
点
』
の
配
慮
と
、
　
『
国
民
と
し
て

必
要
な
基
礎
的
基
本
的
事
項
の
指
導
』
の
徹
底
や
『
児
童
・
生
徒
の
発

達
段
階
に
応
じ
、
小
・
中
・
高
の
教
育
内
容
の
一
貫
性
』
を
図
る
等
、

家
庭
科
教
育
の
望
ま
し
い
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
日
本
の
家
庭
科
教
育
は
世
界
の
流
れ
の
中
で
、
男
女
で
家

庭
を
築
く
と
い
う
憲
法
の
男
女
平
等
の
理
念
を
実
施
に
移
す
た
め
に

『
国
民
と
し
て
必
要
な
』
教
育
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
小
・
中
・
高
の
教

育
内
容
の
一
貫
性
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
観

点
こ
そ
は
、
今
後
の
家
庭
科
教
育
の
目
標
や
内
容
を
考
え
る
上
で
出
発

点
か
つ
目
標
と
し
て
、
全
て
の
人
々
が
共
通
理
解
し
、
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
・
新
設
科
目
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
、
指
定
席
確
保
を

「
履
修
の
在
り
方
」
で
は
新
設
科
目
の
他
教
科
バ
技
術
科
等
）
が
ら
み

の
提
示
や
体
育
と
の
代
替
な
ど
、
疑
問
・
不
安
点
は
沢
山
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
家
庭
科
を
ど
う
変
え
る
か
と
い
う
展
望
の
中
で
重
要
な
こ
と

は
、
新
た
な
指
定
席
を
安
易
に
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
避

け
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
時
代
に
即
応
し
た
「
家
庭
一
般
」
の

内
容
検
討
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
「
生
活
技
術
」
「
生
活
一
般
」
（
共
に

仮
称
）
が
内
容
項
目
だ
け
で
判
断
し
か
ね
る
に
せ
よ
「
検
討
の
観
点
」

と
方
向
が
異
な
る
点
を
、
も
っ
と
討
議
を
つ
く
し
た
い
で
す
。

　
特
に
「
生
活
技
術
」
に
関
し
て
は
、
生
活
技
術
そ
の
も
の
が
家
庭
生

活
を
支
え
る
一
要
素
で
あ
り
、
　
「
家
庭
一
般
」
の
中
に
今
ま
で
の
実
践

研
究
を
踏
ま
え
精
選
さ
れ
た
内
容
が
当
然
含
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
今
日
の
家
庭
を
と
り
ま
く
現
状
や
課
題
は
、
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
駆
使
す
れ
ば
解
決
す
る
で
し
ょ
う
か
。
家
族
観
や
生
活
観
が
育

つ
中
で
、
人
間
と
し
℃
自
立
す
る
力
と
か
ら
み
あ
っ
て
こ
そ
、
生
活
技

術
は
本
領
を
発
揮
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
又
、
「
生
活
一
般
」

は
履
修
形
態
と
も
か
か
わ
り
、
　
「
家
庭
一
般
」
と
の
相
違
点
が
あ
い
ま

い
で
あ
る
ば
か
り
か
、
本
来
家
庭
科
で
は
な
い
科
目
と
の
代
替
は
、

『
当
分
の
間
』
に
せ
よ
、
現
代
の
進
学
第
一
主
義
の
現
場
の
実
態
等
か

ら
、
現
行
四
単
位
の
な
し
く
ず
し
も
予
想
さ
れ
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
い
ま
だ
に
「
家
庭
科
教
師
に
男
子
生
徒
が
…
…
」
と
云
々

さ
れ
ま
す
。
　
「
未
知
な
る
体
験
へ
」
不
安
を
抱
い
て
い
る
人
も
お
ら
れ

る
で
し
題
う
が
、
私
た
ち
は
、
教
師
・
大
人
・
親
と
し
て
生
徒
を
見
つ

め
る
と
き
、
性
別
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
い
か
に
育
て
て

い
く
か
が
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
初
め
は
と
ま
ど
い
が

あ
っ
て
も
、
自
分
自
身
の
た
く
わ
え
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
の
諸
先
輩
の

実
績
に
支
え
ら
れ
、
授
業
実
践
を
通
し
て
家
庭
科
教
師
自
身
が
、
男
女

共
学
の
素
晴
し
さ
を
認
識
す
る
と
き
、
授
業
も
意
識
も
自
己
変
革
が
自

（35）



ら
お
き
る
と
確
信
し
ま
す
。

　
②
　
チ
ャ
ン
ス
到
来
一
内
実
化
目
指
し
て
今
日
か
ら
、
一
歩
を

　
こ
れ
か
ら
の
家
庭
科
に
お
け
る
家
庭
生
活
に
か
か
わ
る
知
識
・
技
術

と
い
っ
て
も
、
心
情
論
、
目
先
の
実
用
主
義
や
並
列
的
な
方
法
論
等
の

知
識
の
注
入
・
伝
授
で
は
な
く
、
生
徒
が
抱
え
て
い
る
生
活
の
矛
盾
や

問
題
点
を
生
徒
自
身
が
見
つ
め
、
原
理
原
則
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
原

因
・
背
景
、
克
服
す
べ
き
課
題
を
認
識
し
、
取
り
組
む
意
欲
と
実
践
で
き

る
力
を
、
生
活
の
主
体
者
で
あ
る
こ
と
の
認
識
を
培
う
中
で
ど
う
育
て

て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま

ず
家
庭
生
活
は
男
女
で
築
き
、
人
間
の
衣
・
食
・
住
・
保
育
な
ど
全
て

の
営
み
の
前
提
と
し
て
、
民
主
的
な
家
庭
の
創
造
と
健
康
で
文
化
的
な

生
活
の
実
現
を
目
指
し
て
実
践
し
う
る
カ
を
男
女
共
に
つ
け
た
い
も
の

で
す
。
小
・
中
・
高
の
一
貫
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
現
行
の
教
科
書
等

の
見
直
し
や
京
都
や
長
野
に
代
表
さ
れ
る
全
国
の
実
践
に
裏
付
け
さ
れ

た
教
育
内
容
・
教
材
・
指
導
法
等
を
仲
間
と
の
交
流
・
研
究
を
通
し
て

精
選
し
、
現
場
が
自
信
の
も
て
る
内
容
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
緊

急
の
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
し
て
八
年
先
で
は
な
く
、
今
日
の
実
践
か
ら
家
庭
科
教
育
の
「
検

討
の
観
点
」
を
生
か
し
て
い
け
る
は
ず
で
す
。
生
活
に
か
か
わ
る
知

識
・
技
術
は
男
女
と
も
に
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
基
本
的
な

認
識
を
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
教
師
間
さ
ら
に
父
母
た
ち
に
十
分
浸
透

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
サ
イ
は
投
げ
ら
れ
ま
し
た
。
戦
後
新
生
の
家
庭
科
が
中
途
で
方
向
を

変
え
て
し
ま
っ
た
歴
史
を
繰
り
返
す
こ
と
な
く
、
家
庭
科
教
師
が
一
人

の
枠
に
と
じ
こ
も
ら
ず
、
生
徒
の
た
め
、
い
や
全
て
の
人
々
が
民
主
的

な
人
間
関
係
の
も
と
に
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
実
現
し
う
る
社
会

の
一
翼
を
担
い
う
る
教
科
の
確
立
を
目
指
し
て
、
共
に
学
び
共
に
励
ま

し
あ
い
な
が
ら
前
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
立
田
園
調
布
高
等
学
校
）

（36）

1
高
等
学
校
で
は
一

生
徒
自
身
の
内
発
的
要
求
を
引
き
出
す

蔵
　
本
　
佳
　
子

公
立
高
校
で
の
勤
務
も
三
年
目
に
入
り
、
学
生
時
代
に
描
い
て
い
た

こ
と
の
半
分
も
で
き
ず
我
な
が
ら
歯
が
ゆ
い
こ
の
頃
だ
が
、
そ
う
し
た



私
の
思
い
を
よ
そ
に
男
女
共
修
の
実
現
が
目
の
前
に
迫
り
つ
つ
あ
る
。

七
月
九
日
の
新
聞
を
目
に
し
た
時
は
、
く
る
べ
き
も
の
が
き
た
と
い

う
、
世
の
中
の
流
れ
が
急
に
先
ま
わ
り
し
た
こ
と
を
意
識
せ
ず
に
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
同
時
に
内
容
が
ど
う
提
示
さ
れ
て
く
る
か
、
大
き

な
不
安
に
お
そ
わ
れ
た
こ
と
も
た
し
か
だ
。
家
庭
科
が
男
女
を
問
わ
ず

　
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

人
間
が
人
間
ら
し
く
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
育
て
る
教
科
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
内
容
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
実
際
、
学
習
指
導
要
領
と
教
科
書
に
そ
っ
て
授
業
を
し
て
い
る
と
、

多
く
の
疑
問
が
起
こ
っ
て
く
る
。
男
女
共
修
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
の
編

成
は
容
易
で
は
な
い
と
思
う
が
、
望
ま
し
い
家
庭
像
の
お
し
つ
け
で
は

な
く
、
今
自
分
た
ち
を
と
り
ま
く
生
活
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
ど
こ
に

問
題
点
が
あ
る
の
か
、
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
解
決
し
て
い
く
策
は

何
か
、
生
徒
自
身
の
内
発
的
要
求
を
ひ
き
出
し
学
習
で
き
る
手
助
け
を

し
て
い
け
る
よ
う
、
そ
う
し
た
地
域
の
実
状
に
応
じ
た
弾
力
性
を
も
た

せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
私
の
前
任
校
は
八
丈
島
に
あ
る
高
校
だ
っ
た
が
、
そ
こ
で
の
っ
た
な

い
試
み
を
紹
介
し
た
い
。
例
え
ば
住
居
領
域
。
最
初
は
で
き
た
ら
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
島
の
住
居
の
歴
史
、
特
徴
、
人
々
の
住
ま
い

方
、
都
内
と
の
比
較
な
ど
や
り
た
か
っ
た
が
、
時
間
の
調
整
が
困
難
な

こ
と
か
ら
、
断
念
し
た
。
事
実
、
彼
女
た
ち
は
さ
し
迫
っ
た
住
宅
上
の

問
題
は
か
か
え
て
い
な
い
の
だ
が
、
　
「
住
」
は
人
間
の
尊
厳
に
も
か
か

わ
る
重
大
事
だ
け
に
ど
う
切
り
こ
む
か
迷
っ
た
。
や
は
り
「
住
」
の
間

題
を
単
に
平
面
的
知
識
で
通
り
す
ぎ
て
い
く
こ
と
は
避
け
た
か
っ
た
の

で
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
テ
ー
マ
は
住
居
と
健

康
、
住
居
と
子
供
の
成
長
発
達
に
つ
い
て
、
住
ま
い
方
の
具
体
例
な

ど
。
導
入
で
理
想
の
す
ま
い
を
書
か
せ
て
み
て
、
す
ば
ら
し
い
家
を
夢

み
て
い
た
彼
女
た
ち
も
だ
ん
だ
ん
住
居
が
人
間
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え

る
の
か
認
識
し
だ
す
。
そ
し
て
個
人
の
努
力
の
限
界
を
知
り
、
広
く
地

域
社
会
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
く
る
。
す
べ

て
と
は
言
え
な
く
と
も
．
一
年
の
時
書
い
た
家
族
の
レ
ポ
ー
ト
に
比
べ
る

と
、
視
野
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
た
。
彼
女
た
ち

は
や
が
て
都
内
に
出
て
働
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
こ
で
得
た

こ
と
を
少
し
で
も
元
気
よ
く
生
き
て
い
け
る
、
希
望
を
も
っ
て
生
活
し

て
い
け
る
力
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
た
。

　
生
活
と
直
接
結
び
つ
く
教
科
だ
け
に
、
学
ん
だ
理
論
を
ど
う
行
動
に

生
か
し
て
い
く
か
、
又
生
活
の
事
象
か
ら
ど
ん
な
原
理
を
つ
か
み
と
っ

て
い
く
か
、
こ
う
し
た
相
互
作
用
の
中
か
ら
発
見
し
、
考
え
、
よ
り
よ

い
生
活
の
方
向
を
自
ら
生
み
だ
し
て
い
く
。
あ
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、

家
庭
科
だ
か
ら
こ
そ
生
徒
の
内
発
的
要
求
を
引
き
出
し
す
ば
ら
し
い
効

果
を
生
む
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
実
践
例
も
数
多
い
。

　
そ
れ
ら
を
う
か
が
う
た
び
に
思
う
の
は
、
自
分
自
身
が
ど
れ
だ
け
感

覚
を
フ
ル
に
使
っ
て
、
ど
ん
な
理
想
を
も
っ
て
生
活
し
て
い
る
か
、
自

ら
が
そ
の
問
題
に
ど
れ
だ
け
熱
を
注
い
で
い
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
教

師
自
身
の
生
き
る
姿
勢
が
授
業
に
多
大
の
影
響
を
も
つ
の
も
家
庭
科
の

（37）



特
徴
だ
ろ
う
。
た
て
ま
え
の
講
義
が
い
か
に
む
な
し
い
か
、
多
く
の
先

生
方
の
経
験
す
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
自
ら
の

生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
、
生
活
を
と
り
ま
く
全
体
へ
の
視
野
を
広
げ

る
、
連
帯
の
輪
を
広
げ
て
い
く
努
力
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
な
ぜ
な
ら
家
庭
科
は
単
に
身
辺
処
理
の
技
術
、
家
事
技
能
を
具
体

的
に
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
発
達
し
た
産
業
社
会
の
つ
く
り
出
し
た
生
活

様
式
を
ど
う
自
分
な
り
に
使
い
こ
な
す
か
、
又
生
活
様
式
を
あ
ら
た
め

て
人
間
的
な
も
の
に
つ
く
り
か
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
社
会
の
あ
り

方
、
体
制
を
具
体
的
に
探
求
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

　
言
い
か
え
る
な
ら
後
者
に
学
習
が
発
展
し
て
こ
そ
、
生
活
者
と
し
て

前
向
き
に
生
き
て
い
け
る
力
を
育
て
て
い
け
る
の
だ
と
思
う
。
そ
う
し

た
意
味
で
も
現
在
の
教
科
書
は
個
々
の
家
庭
で
の
や
り
く
り
に
埋
没
し

た
傾
向
が
あ
り
、
個
の
限
界
を
こ
え
た
矛
盾
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
。
日
々
の
暮
ら
し
の
知
恵
は
家
庭
を
も
っ
て
か
ら
で
も
生

涯
学
べ
る
と
思
う
が
、
社
会
科
学
と
自
然
科
学
を
ど
う
暮
ら
し
に
生
か

し
て
い
く
か
は
、
家
庭
科
で
な
く
て
は
具
体
的
に
体
験
で
き
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
．
家
庭
科
を
男
女
共
に
必
要
不
可
欠
な
科
目
と
し
て

生
き
か
え
ら
せ
て
み
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
自
己
を
変
革
さ
せ
な
く
て

は
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
立
稲
城
高
等
学
校
）

拓室からあなたに

7月に出した単行本2冊，ともに大好評。

り「男女で学ぶ新しい家庭科」は，まさにい

い時期にいい本が出たと，マスコミ各紙で

紹介されました。森さんが教師になりたて

のころの教え子たちが，出版を祝う会を開

くという心あたたまる話もあります。

V「若いいのちの像」は，9月21日の朝日

新聞に載ったところ，日曜であるにもかか

わらず，8時すぎから電話が殺到。私の子

どもが，うちの級に…という受話器の向こ

うの声に，苦悩し，模索する人の多さを改

めて思いました。翌月曜日は，電話局から

問い合わせがあるほど。編集室はうれしい

悲鳴を挙げました。り「私塾霞国語教室風

景」もしみじみと心を洗う本。まだお読み

でない方，ぜひこの3冊をあなたの座右に！

時まさに読書の秋。著者をお呼びしての読

者会もいかがですか？

単行本，大好評！　ありがとう

　　　　2・3月号にぜひご投稿を

　We2，3月号は「明日一人はみな成熟に向

　かって」

　急拠テーマ変更をしたために，すでにご投

　稿下さっている方，お待たせしています。

　5年目のWeをしめくくる号が「明日」を

　テーマに掲げているのは，すてきですね。

　熱心な読者ではあっても，まだご意見が載

　らない大勢の方たち，思い切って投稿して

　みませんか？　あなたの明日，子どもたち

　の明日，仲間たちの明日，日本の明日，地

　球の明日…。それは果たして成熟に向かっ

　ているのか，どうか？

　●原稿〆切　　「発言」欄には2000字前後

　●〆切　　　11月10日

　●6年目のWeに登場してほしい人，取り

　　上げてほしいテーマ，公開ゼミ，フォー

　　ラムへのご希望など，いつでもはがきで

　　お気楽にどうぞ。待っています。
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肇
勇
冷
冷
湾
浄
海
勇
捉

飛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逼

飛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逼

飛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悩

新しい家庭科を創るために

小学校では

尚子村田

恥悩悩逼］㎜階

パートH展覧会

六年生の「平和」のイメージ

　
　
校
舎
一
階
の
会
議
室
の
入
口
の
壁

㈹　に
、
た
て
約
＝
一
〇
セ
ン
チ
よ
こ
約
一
．

b逼
五
〇
セ
ン
チ
の
し
し
ゅ
う
の
壁
掛
け
が

撫
か
け
て
あ
一
番
そ
れ
は
、
金
年

b
秋
の
校
内
展
覧
会
に
出
し
た
六
年
生
の

劇
毒
作
品
で
キ

悩
　
　
一
年
生
の
教
室
の
隣
り
で
も
あ
り
、

製
ぽ
ξ
ぽ
ξ
ξ
ξ
ξ
ξ
さ
泌
そ
の
前
に
立
っ
て
、
あ
れ
．
流
お
し
や

騨
讐
の
脇
で
も
あ
・
の
で
、
休
み
時

隙
間
や
放
課
後
に
は
。
く
子
ど
も
た
ち
が

べ
り
し
て
い
ま
す
。
　
「
○
○
ち
ゃ
ん
ど
れ
が
い
い
？
　
あ
た
し
は
こ

れ
」
と
か
、
　
「
あ
、
こ
れ
か
わ
い
い
。
わ
た
し
も
作
っ
て
み
た
い
」
と

か
、
「
ね
え
、
ド
ラ
え
も
ん
も
い
る
よ
。
お
も
し
ろ
い
ね
」
な
ど
な
ど
。

そ
ん
な
姿
を
見
か
け
る
た
び
に
、
私
は
「
あ
ら
、
こ
の
壁
掛
け
気
に
入

っ
て
く
れ
た
の
、
う
れ
し
い
な
。
こ
れ
は
ね
、
去
年
の
六
年
生
が
作
っ

た
ん
だ
よ
。
す
て
き
で
し
ょ
」
と
、
ま
る
で
自
分
の
作
品
の
よ
う
に
自

慢
し
て
い
ま
す
。
実
は
、
こ
の
作
品
は
五
年
生
の
作
品
と
共
に
杉
並
区

の
家
庭
科
作
品
展
覧
会
に
も
出
品
し
ま
し
た
。
で
も
、
何
百
枚
も
の
エ

プ
ロ
ン
や
カ
バ
ー
類
の
間
で
は
異
質
で
、
何
の
反
響
も
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
私
と
し
て
は
気
に
入
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
作
品
の
テ
ー
マ
は
「
平
和
」
。
五
年
生
同
様
、
六
年
生
も
展
覧
会
に

は
共
同
作
品
を
出
す
こ
と
は
決
め
て
い
ま
し
た
し
、
し
し
ゅ
う
の
作
品

に
す
る
こ
と
も
、
一
学
期
か
ら
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
テ
ー
マ

に
つ
い
て
は
な
か
な
か
具
体
的
に
な
ら
ず
、
夏
休
み
中
あ
れ
こ
れ
考
え

た
末
、
翌
年
（
入
六
年
）
　
「
国
際
平
和
年
」
を
控
え
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
こ
の
テ
ー
マ
に
し
た
の
で
し
た
。

　
二
学
期
が
始
ま
り
、
，
私
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
今
年
の
展
覧
会
は
、
六
年
生
全
員
で
一
ま
い
の
大
き
な
壁
掛
け
を
作

る
こ
と
に
し
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
卒
業
式
の
時
会
場
に
飾
り
た
い
な
あ

な
ん
て
思
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
作
り
方
は
ひ
と

り
一
ま
い
ず
つ
小
さ
な
布
に
し
し
ゅ
う
し
て
、
そ
れ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

（39）



る
の
。
そ
れ
で
ね
、
し
し
ゅ
う
の
テ
ー
マ
は
『
平
和
』
と
い
う
こ
と
に

し
た
い
わ
け
。
　
『
平
和
』
と
聞
い
て
、
あ
な
た
た
ち
は
ど
ん
な
イ
メ
ー

ジ
を
描
く
か
な
あ
。
　
『
平
和
』
と
聞
い
て
心
に
浮
か
ぶ
こ
と
を
ま
ず
絵

に
描
い
て
、
そ
れ
を
も
と
に
し
し
ゅ
う
を
す
る
こ
と
に
し
た
い
ん
だ
け

ど
ね
、
ど
う
で
す
か
」

　
ど
う
で
す
か
っ
て
言
わ
れ
た
っ
て
、
即
座
に
返
事
が
で
き
る
よ
う
な

内
容
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
ネ
。
子
ど
も
た
ち
は
、
半
分
ポ
カ
ー
ン
と
し

た
顔
で
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
、

「
急
に
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
た
っ
て
え
。
平
和
の
イ
メ
ー
ジ
な
ん
て
あ

ん
ま
り
考
え
た
こ
と
な
い
も
ん
ね
え
」

「
戦
争
な
ら
浮
か
ぶ
よ
な
」

「
し
し
ゅ
う
か
。
め
ん
ど
く
せ
え
」

　
ざ
わ
ざ
わ
ぶ
つ
ぶ
つ
。
私
の
方
で
は
、
八
月
目
い
う
月
の
世
間
の
話

題
や
ら
、
私
自
身
の
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
の
思
い
や
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
話
で
子
ど
も
た
ち
の
心
を
か
き
立
て
ま
す
。
話
し
て
い
く
う
ち
に
、

少
し
ず
つ
興
味
を
示
し
は
じ
め
る
子
も
出
て
き
て
、
何
と
か
な
り
そ
う

な
気
配
。
こ
ち
ら
は
こ
れ
以
外
に
案
が
な
い
の
で
す
か
ら
、
「
じ
ゃ
あ
、

来
週
ま
で
に
考
え
て
来
て
ね
。
来
週
は
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
も
ら
う
か

ら
ね
」
と
、
強
引
に
押
し
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
思
え
ば
全
く
乱
暴
な
話
で
す
。
自
分
だ
っ
て
平
和
の
イ
メ
ー
ジ
を

絵
に
描
け
な
ん
て
言
わ
れ
た
ら
困
っ
て
し
ま
う
。
せ
い
ぜ
い
ハ
ト
が
飛

ん
で
い
る
く
ら
い
の
こ
と
し
か
思
い
浮
か
ば
な
い
。
子
ど
も
た
ち
も
悩

ん
だ
よ
う
で
す
。

　
と
に
か
く
、
私
に
と
っ
て
も
生
ま
れ
て
初
め
て
の
経
験
で
す
か
ら
、

心
配
の
タ
ネ
は
つ
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
何
と
か
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ザ
イ
ン

も
決
ま
り
、
ひ
と
り
ふ
た
り
と
だ
ん
だ
ん
仕
事
が
進
ん
で
い
く
に
つ
れ

て
、
こ
れ
な
ら
う
ま
く
い
く
か
も
知
れ
な
い
な
と
思
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
一
ヶ
月
余
り
、
子
ど
も
た
ち
も
一
生
懸
命
で
し
た

け
れ
ど
、
私
も
必
死
で
し
た
。
と
に
か
く
一
五
一
人
全
員
が
完
成
し
な

い
こ
と
に
は
、
計
画
し
た
壁
掛
け
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
未
完
成
の

子
に
と
っ
て
は
、
他
に
出
品
す
る
作
品
は
な
い
わ
け
で
す
。
出
来
栄
え

よ
り
も
、
ま
ず
全
員
が
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
し
ょ
う
ね
と
、
励
ま
し
た

り
お
だ
て
た
り
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
展
覧
会
の
ほ
ぼ
一
〇
日
前
、
全
員
の
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。
た
て

一
一
枚
よ
こ
一
四
枚
に
並
べ
た
時
に
は
、
私
も
子
ど
も
た
ち
も
思
わ
ず

歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
予
想
以
上
に
す
て
き
で
し
た
。

　
何
よ
り
も
、
子
ど
も
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
の
豊
か
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

ハ
ト
が
飛
ん
で
い
る
く
ら
い
し
か
思
い
浮
か
ば
な
い
と
い
う
、
そ
ん
な

ひ
か
ら
び
た
感
性
で
は
、
と
て
も
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん

ね
。
そ
の
上
、
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
と
思
え
る
ほ
ど
の
根
気
。
今
の
子
は

根
気
が
な
い
な
ん
て
、
真
赤
な
ウ
ソ
と
ま
で
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
子
ど

も
の
ほ
ん
の
一
面
し
か
見
て
い
な
い
人
の
言
葉
。
こ
の
時
の
一
五
一
人

の
六
年
生
は
、
大
変
根
気
よ
く
取
り
組
み
ま
し
た
。
し
し
ゅ
う
と
い
う
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も
の
は
、
も
と
も
と
根
気
の
い
る
仕
事
。
逆
に
、
根
気
よ
く
や
り
さ
え

ず
れ
ば
、
不
器
用
な
子
で
も
か
な
り
に
見
栄
え
の
す
る
仕
上
が
り
に
な

る
も
の
で
す
。
以
前
、
障
害
児
学
級
を
担
任
し
た
時
、
子
ど
も
た
ち
の

作
業
学
習
に
ス
エ
ー
デ
ン
し
し
ゅ
う
を
取
り
入
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
私

は
そ
の
時
初
め
て
し
し
ゅ
う
の
お
も
し
ろ
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
知
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
し
し
ゅ
う
に
し
た
の
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
が
は
た
し
て
そ
の
根
気
強
さ
を
発
揮
し
て
く
れ
る
も
の
か
ど
う
か

不
安
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
な
ぜ
子
ど
も
た
ち
が
、
あ
の
細
か
い
し
し
ゅ

う
の
仕
事
に
あ
れ
だ
け
根
気
強
く
取
り
組
ん
だ
の
か
、
今
で
も
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
針
を
持
つ
の
が
好
き
な
子
も
、
嫌
い
な
子

も
、
男
の
子
も
女
の
子
も
、
自
分
の
作
品
に
精
魂
込
め
て
い
た
こ
と
は

確
か
で
す
。

　
さ
て
問
題
は
、
ど
う
や
っ
て
こ
の
一
五
一
ま
い
を
つ
な
げ
る
か
。
ミ

シ
ン
で
は
失
敗
の
確
率
が
高
い
な
と
思
っ
て
手
ぬ
い
に
し
ま
し
た
。
結

局
、
子
ど
も
た
ち
の
手
だ
け
で
は
間
に
合
わ
な
く
て
、
家
に
持
ち
帰
っ

て
の
夜
な
べ
仕
事
。
家
で
は
同
居
し
て
い
る
入
四
歳
の
私
の
母
も
、
大

い
に
力
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
日
頃
の
言
動
に
は
少
々
ボ
ケ
が
感
じ

ら
れ
る
も
の
の
、
昔
と
っ
た
何
と
や
ら
、
針
仕
事
な
ら
ま
だ
な
ん
と
か
。

い
つ
も
七
時
過
ぎ
に
は
寝
室
に
こ
も
る
の
で
す
が
、
こ
の
時
ば
か
り
は

九
時
一
〇
時
ま
で
娘
の
私
に
つ
き
あ
っ
て
く
れ
た
の
で
し
た
。
余
談
で

す
が
、
彼
女
は
展
覧
会
当
日
私
の
つ
れ
あ
い
に
手
を
引
か
れ
て
参
観
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
寄
っ
て
き
て
、

「
先
生
、
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
の
？

く
れ
た
の
」

私
た
ち
の
壁
掛
け
つ
な
い
で
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「
そ
う
な
の
よ
。
ど
う
？
　
い
っ
し
ょ
に
写
真
と
ら
な
い
？
」

な
ん
て
い
う
場
面
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
作
品
完
成
の
ま
と
め
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
自
分
の
作
品
に
つ
い

て
の
解
説
と
感
想
と
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
な
ぜ
こ
の
デ
ザ
イ
ン

に
し
た
の
か
、
　
「
平
和
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
文
章
で
も
表
し
て
も
ら
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
を
読
む
と
、
子
ど
も
達
の
や
わ
ら
か
な
み
ず
み
ず
し
い

感
性
が
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
か
、
ほ
ん
と
う
に
心
を
う
た
れ
ま
す
。

◇
子
ど
も
た
ち
の
解
説
と
感
想

●
ぼ
く
の
し
し
ゅ
う
は
お
茶
わ
ん
に
山
も
り
の
ご
は
ん
で
す
。
黒
い
点

点
は
ゴ
マ
し
お
で
す
。
ぼ
く
に
と
っ
て
の
平
和
は
、
ご
は
ん
が
腹
い
っ

ぱ
い
食
べ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
ア
フ
リ
カ
に
は
、
食
べ
物
の
な
い
子
が

い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
も
思
い
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。

●
ぼ
く
は
、
タ
イ
ガ
ー
ス
と
い
う
文
字
と
ミ
ス
タ
ー
タ
イ
ガ
ー
ス
掛
布

の
背
番
号
3
1
を
し
し
ゅ
う
し
た
。
ぼ
く
の
家
で
は
、
阪
神
が
巨
人
や
広

島
に
勝
つ
と
、
親
子
げ
ん
か
夫
婦
げ
ん
か
兄
弟
げ
ん
か
が
起
こ
ら
な
い

し
、
み
ん
な
が
き
げ
ん
よ
く
な
り
平
和
で
あ
る
。
自
分
で
は
わ
り
と
う

ま
く
出
来
た
と
思
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
み
ん
な
の
作
品
を
見
て
自
信
を

な
く
し
た
。
し
か
し
、
今
度
の
作
業
で
家
庭
科
ぎ
ら
い
が
直
っ
た
。

●
私
の
し
し
ゅ
う
は
う
さ
ぎ
で
す
。
野
う
さ
ぎ
を
飼
っ
て
い
て
、
戦
争

に
な
っ
た
ら
こ
の
う
さ
ぎ
の
え
さ
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
て
や

り
ま
し
た
。
白
い
糸
を
沢
山
使
う
の
で
何
度
も
買
い
に
行
き
ま
し
た
。

で
き
上
が
っ
た
時
は
目
が
痛
か
っ
た
。
　
（
村
田
注
－
原
則
と
し
て
布

も
糸
も
公
費
だ
が
、
こ
の
子
の
場
合
白
い
糸
を
沢
山
使
っ
た
の
で
私
が

用
意
し
た
も
の
で
は
間
に
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
）

●
こ
の
け
し
き
は
、
わ
た
し
が
平
和
だ
と
思
っ
た
け
し
き
。
広
い
野
原

に
一
つ
の
家
。
え
ん
と
つ
か
ら
は
け
む
り
。
窓
か
ら
部
屋
の
あ
か
り
が

も
れ
て
い
て
、
あ
か
り
の
も
と
で
家
族
が
く
つ
ろ
い
で
い
る
。
空
に
は

星
が
光
っ
て
い
る
。
自
分
で
は
す
ご
く
よ
く
で
き
た
と
思
う
。
袋
作
り

な
ど
と
ち
が
っ
て
す
ご
く
根
気
が
い
る
。
何
で
も
す
ぐ
い
や
に
な
っ
て

し
ま
う
あ
き
や
す
い
私
が
、
こ
こ
ま
で
で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

●
ぼ
く
は
こ
の
製
作
の
デ
ザ
イ
ン
を
ド
ラ
え
も
ん
に
し
ま
し
た
。
色
は

緑
で
グ
リ
ー
ン
・
ド
ラ
え
も
ん
。
豊
か
な
緑
を
願
う
気
持
ち
と
、
ド
ラ

え
も
ん
の
よ
う
に
、
明
る
く
何
事
に
も
あ
き
ら
め
ず
に
た
ち
向
か
う
性

格
が
、
平
和
を
作
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
ぼ
く
も
ド
ラ
え
も
ん
の
よ

う
な
性
格
に
な
り
た
い
で
す
。

●
平
和
H
美
し
い
自
然
と
思
っ
て
、
小
さ
な
生
き
物
や
草
花
を
大
切
に

す
る
こ
と
を
考
え
て
鳥
と
花
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
と
ち
ゅ
う
心
配

し
な
が
ら
や
っ
た
け
ど
、
う
ま
く
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

●
平
和
と
い
う
テ
ー
マ
で
と
い
わ
れ
て
な
か
な
か
思
い
つ
か
な
く
、
苦

労
し
ま
し
た
。
で
も
、
し
し
ゅ
う
に
と
り
か
か
る
と
楽
し
か
っ
た
。
私

の
は
海
で
す
。
平
和
は
、
広
く
雄
大
な
海
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

●
私
は
、
平
和
と
い
う
こ
と
を
豊
か
と
い
う
こ
と
と
合
わ
せ
ま
し
た
。

自
分
が
気
球
に
乗
っ
て
い
る
つ
も
り
で
気
球
を
大
き
く
、
下
の
方
に
は
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森
が
あ
り
雲
に
は
に
じ
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
美
し
い
自
然
、
気
球
の

旅
、
ゆ
め
が
広
が
り
、
と
っ
て
も
豊
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
作
っ
た
の
で
、
よ
く
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
苦

労
の
あ
と
を
見
る
人
に
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

○
ぼ
く
の
作
品
は
祭
と
い
う
字
の
し
し
ゅ
う
で
す
。
祭
は
古
く
か
ら
行

わ
れ
て
い
て
、
お
祭
を
す
る
こ
と
で
人
々
の
心
は
平
和
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
思
っ
て
い
た
よ
り
ょ
く
で
き
ま
し
た
。

●
ぼ
く
は
何
に
し
よ
う
か
と
迷
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
う

ち
に
、
平
和
と
は
世
界
の
人
々
み
ん
な
が
笑
い
あ
い
喜
び
あ
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
し
た
。
単
純
な
絵
の
方
が
や
り
や
す
い
と
思
っ
て
、
布
の
ど

ま
ん
中
に
笑
っ
て
い
る
人
の
顔
を
描
き
ま
し
た
。
軍
事
力
強
化
だ
と
か

核
兵
器
だ
と
か
言
っ
て
い
る
現
在
、
全
世
界
の
人
が
喜
び
あ
う
の
は
い

つ
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
願
い
を
こ
め
て
、
一
生
懸
命
作
り
ま
し
た
。

●
こ
れ
は
、
黒
人
と
白
人
が
握
手
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
平
和
、

平
和
と
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
地
球
の
周
り
を
み
ん
な
が
手
を
つ
な
い

で
い
る
絵
が
う
か
び
、
そ
れ
を
少
し
簡
単
に
し
て
、
こ
の
よ
う
な
絵
に

し
ま
し
た
。
今
は
黒
人
と
白
人
の
仲
が
悪
い
の
で
、
世
界
各
国
で
人
種

の
関
係
な
く
仲
良
く
平
和
に
暮
ら
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
私
の
作
品
は
C
O
N
S
E
R
V
A
T
1
0
N
（
自
然
保
護
）
を
ぬ
い

と
り
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
昔
か
ら
の
緑
を
ど
ん
ど
ん
破
か
い
し
、
工

業
地
帯
な
ど
ふ
や
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
に
き
っ
と
後
悔
す
る
時
が

来
る
と
思
っ
て
や
り
ま
し
た
。
白
い
ハ
ト
と
オ
リ
ー
ブ
の
葉
は
「
ノ
ア

の
箱
船
」
か
ら
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
ハ
ト
は
、
新
し
い
ゆ
め
の
島
を

さ
が
し
に
行
く
鳥
。
こ
の
鳥
は
、
私
た
ち
六
年
生
で
す
。
日
本
が
世
界

と
う
ま
く
調
和
し
、
戦
争
も
殺
人
も
な
い
世
の
中
に
な
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。

　
以
上
は
ほ
ん
の
一
部
。
一
五
一
人
全
員
の
感
想
文
を
載
せ
た
い
の
で

す
が
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
子
も
自
分
な
り
の
平
和
の
イ
メ

ー
ジ
を
絵
や
文
に
具
体
化
で
き
た
こ
と
、
立
派
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
方
の
感
想
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
　
「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
性
が

感
じ
ら
れ
、
し
か
も
全
体
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
作
品
に
な
っ
て
い
る
」

「
小
さ
な
物
を
み
ん
な
で
大
き
く
作
り
あ
げ
る
楽
し
さ
」
「
実
に
い
ろ
い

ろ
な
平
和
が
あ
る
ん
だ
な
ア
と
感
心
」
「
男
女
差
な
ど
感
じ
ら
れ
な
い
」

「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
モ
チ
ー
フ
が
連
な
っ
て
、
一
石
一
針
に
平
和
が
こ

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
」
な
ど
な
ど
、
か
な
り
割
引
い
て
聞

い
た
と
し
て
も
、
ま
ず
ま
ず
好
評
の
よ
う
で
し
た
。

　
日
本
国
憲
法
前
文
は
、
　
「
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち

に
生
存
す
る
権
利
」
を
人
権
保
障
の
根
底
に
す
え
て
い
ま
す
し
、
国
際

平
和
年
の
国
連
決
議
は
、
　
「
平
和
は
戦
争
や
暴
力
の
不
在
以
上
の
も
の

を
意
味
す
る
」
と
し
て
、
人
間
性
の
理
想
を
め
ぐ
る
多
く
の
課
題
を
論

じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
教
え
ら
れ
な
く
て
も
自
分
で
、
こ
う

し
た
諸
問
題
に
つ
い
て
多
様
な
願
望
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
表
現

し
て
み
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。
　
（
東
京
都
杉
並
区
立
高
井
戸
小
学
校
）
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新しい家庭科を創るために

　　　～中学校では一
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仕着せの制服」を

ていて
噛
着
被

1

服で何を学ぶの？

肇
ξ
ξ
ξ
餐
ξ
ξ
多
泌
神
経
質
に
な
。
て
い
る
の
に
比
べ

　
　
私
た
ち
は
、
衣
服
を
身
に
つ
け
て
生
活

悩　
し
て
い
る
。
布
は
何
で
で
き
て
い
る
か
、

鵬
　
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
、
ど
の
よ

悩
う
に
手
入
れ
す
る
か
。
こ
れ
ら
は
、
毎
日

撫
あ
董
削
に
行
わ
れ
て
い
て
気
に
・
め
る

b
こ
と
は
少
な
い
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
健

㎜
康
に
過
ゾ
・
す
た
め
の
衣
服
蓬
び
着
て
い

b
け
る
か
1
直
接
生
命
を
脅
か
す
食
物
に

悩
　
　
　
　
　
　
　
　
・
な
亙

と
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る
こ
と
か
。
授
業
で
も
、

類
の
教
材
は
何
か
、
悩
み
多
い
分
野
で
あ
る
。

2

中
学
生
に
必
要
な
衣

　
ま
ず
、
私
の
衣
に
関
す
る
か
か
わ
り
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

　
私
の
母
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
私
を
連
れ
て
離
婚
。
実
家
に
身
を

寄
せ
、
自
活
す
る
た
め
に
和
裁
の
技
術
を
取
得
し
た
。
私
は
、
小
さ
い

頃
か
ら
、
座
敷
に
座
り
せ
っ
せ
と
針
を
動
か
す
母
の
姿
を
見
て
育
っ

た
。
一
日
中
根
を
詰
め
て
縫
い
、
一
枚
仕
上
げ
る
の
に
二
、
三
日
か
か

り
、
縫
賃
は
わ
ず
か
。
そ
の
側
に
い
て
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
人
形
の
服

な
ど
を
手
縫
い
し
て
い
た
。
で
も
、
針
の
持
ち
方
や
姿
勢
な
ど
、
厳
し

く
教
わ
っ
た
記
憶
は
な
い
。
私
は
、
和
服
を
着
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
一
枚
の
長
い
布
か
ら
、
振
り
袖
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
着
物
が
で

き
上
が
る
行
程
を
、
感
嘆
と
共
に
目
に
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
ん

な
環
境
に
あ
り
な
が
ら
も
、
衣
に
対
す
る
関
心
は
薄
か
っ
た
。
衣
に
よ

っ
て
自
分
を
表
現
す
る
こ
と
な
ど
も
な
く
、
無
難
に
他
の
人
と
同
じ
よ

う
な
格
好
で
い
た
。

　
中
学
・
高
校
時
代
の
家
庭
科
は
、
製
作
】
辺
倒
で
あ
っ
た
。
も
と
も

と
縫
う
事
は
嫌
い
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
な
ぜ
作
る
の
か
な
ど
微
塵
も

疑
問
に
思
わ
ず
、
一
生
懸
命
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
大
学
は
教
育
学

部
。
家
庭
科
の
免
許
を
取
得
す
る
た
め
、
い
ろ
ん
な
分
野
の
単
位
を
取

っ
た
。
　
「
被
服
の
先
生
を
め
ざ
す
の
な
ら
、
四
年
間
で
三
十
枚
の
洋
服
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を
縫
う
こ
と
だ
ね
」
と
言
う
教
官
の
言
葉
通
り
に
、
製
作
す
る
こ
と
に

励
ん
で
い
た
。
サ
ー
ク
ル
の
ゼ
ミ
等
で
、
家
庭
科
と
は
何
だ
と
、
徐
々

に
啓
蒙
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
衣
に
関
し
て
は
、
流
行
に
関
心
を

持
つ
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
健
康
を
保
つ
た
め
に
着
る
と
か
、
文
化

を
受
け
継
ぐ
裁
縫
技
術
、
自
己
表
現
の
衣
と
い
う
よ
う
な
視
点
は
、
す

つ
ぼ
り
抜
け
て
い
た
と
思
う
。

　
衣
生
活
に
つ
い
て
考
え
は
じ
め
た
の
は
、
教
師
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

る
。
製
作
に
追
わ
れ
る
被
服
の
授
業
。
完
成
を
楽
し
み
に
し
て
い
て
も

途
中
の
行
程
の
む
ず
か
し
さ
や
、
時
間
の
か
か
る
こ
と
で
投
げ
出
し
、

嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
う
生
徒
た
ち
。
私
も
、
何
が
何
で
も
仕
上
げ
て
し

ま
う
こ
と
を
目
標
に
、
生
徒
た
ち
の
お
し
り
を
た
た
き
、
時
間
数
の
不

足
を
放
課
後
や
宿
題
で
カ
バ
ー
し
て
い
た
。
指
導
力
が
未
熟
だ
か
ら
、

生
徒
た
ち
が
い
や
い
や
な
が
ら
や
る
の
か
な
と
も
思
う
。
教
師
な
り
た

て
の
頃
に
、
母
か
ら
「
手
先
が
無
器
用
で
で
き
な
い
子
供
た
ち
に
こ

そ
、
よ
り
親
切
に
て
い
ね
い
に
教
え
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
」

と
言
わ
れ
た
言
葉
は
、
身
に
し
み
て
い
る
。

　
一
学
期
問
か
け
て
、
生
徒
た
ち
に
が
ん
ば
ら
せ
て
一
着
仕
上
げ
る
授

業
。
完
成
さ
せ
た
喜
び
は
味
わ
っ
て
、
そ
う
い
う
感
想
は
多
く
出
さ
れ

る
の
だ
が
、
私
と
し
て
は
何
か
物
足
り
な
い
。
こ
ん
な
に
苦
労
し
た
の

に
作
品
は
そ
の
ま
ま
押
し
入
れ
に
と
か
、
，
お
店
に
行
け
ば
ど
ん
な
物
で

も
売
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
ん
な
事
で
き
な
く
て
い
い
も
ん
と
投
げ

出
し
て
し
ま
う
子
も
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
ま
ず
私

が
、
衣
の
目
標
は
何
か
、
何
を
学
ば
せ
た
い
の
か
、
は
っ
き
り
さ
せ
る

事
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
改
め
て
自
分
の
衣
生
活
も
問
わ
れ
た
。

私
も
生
徒
と
同
じ
、
お
金
を
出
せ
ば
何
で
も
買
え
る
し
、
手
間
ひ
ま
か

け
て
手
作
り
す
る
な
ん
て
面
倒
な
こ
と
だ
と
。
し
か
し
、
裸
で
過
ご
す

人
が
い
な
い
以
上
、
い
ろ
い
ろ
と
衣
に
か
か
わ
っ
て
生
活
し
て
い
る
。

そ
の
か
か
わ
り
か
ら
始
め
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

　
　
　
　
3

　
さ
て
、
中
学
生
の
衣
生
活
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
物
が
豊
か
で
ど

の
よ
う
な
衣
類
も
買
え
る
現
代
。
流
行
を
追
う
事
に
熱
中
し
た
り
、
ブ

ラ
ン
ド
商
品
に
こ
だ
わ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ま
た
全
然
無
関
心
で
あ
る

か
の
両
極
端
で
あ
る
。

　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
数
年
前
、
京
都
方
面
へ
修
学
旅
行
へ
行
っ

た
時
で
あ
る
。
服
装
は
標
準
服
。
旅
館
で
く
つ
ろ
ぐ
時
の
服
装
は
自
由

で
あ
っ
た
。
制
服
か
ら
解
放
さ
れ
た
彼
ら
の
服
装
は
様
々
。
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
雑
誌
や
コ
ミ
ッ
ク
誌
か
ら
抜
け
出
し
て
き
た
よ
う
な
子
も
い
れ

ば
、
地
味
に
落
ち
着
い
た
服
も
あ
る
。
無
理
し
て
大
人
つ
ぼ
く
装
う
子

も
い
る
が
、
大
方
は
そ
の
子
ら
の
個
性
を
よ
く
表
し
て
い
て
ほ
ほ
え
ま

し
か
っ
た
。
表
情
も
い
つ
も
と
違
っ
て
い
て
、
旅
行
と
い
う
解
放
感
も

あ
り
と
て
も
楽
し
い
夜
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
翌
年
か
ら
室
内
着
は
学
校
指
定
の
体
育
着
と
な
っ
た
。
理

由
は
華
美
に
は
し
る
か
ら
。
教
師
間
の
論
議
も
あ
っ
た
し
、
生
徒
か
ら

（45）



の
抗
議
も
あ
っ
た
が
、
押
し
切
っ
た
。
毎
日
同
じ
服
を
着
て
い
る
の
だ

か
ら
せ
め
て
旅
行
の
時
ぐ
ら
い
、
そ
れ
も
室
内
だ
け
な
の
に
、
と
い
う

生
徒
た
ち
の
要
望
も
入
れ
ら
れ
ず
に
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
学
校
の
行

事
の
時
は
す
べ
て
制
服
学
校
指
定
の
体
育
着
と
い
う
の
が
恒
例
と
な
っ

た
。
不
満
が
あ
っ
て
も
口
に
出
す
事
が
少
な
く
な
り
、
み
ん
な
と
同
じ

だ
か
ら
い
い
や
と
い
う
ム
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。
少
し
で
も
違
っ
た
格

好
を
し
て
目
立
つ
事
に
最
大
の
努
力
を
は
ら
う
子
供
た
ち
も
い
る
の
だ

“
》
　
　
　
　
　
　
O

・
刀
一

　
次
に
紹
介
す
る
の
は
一
年
生
に
、
中
学
校
生
活
に
対
す
る
意
見
を
述

べ
よ
う
と
い
う
主
張
文
を
書
か
せ
た
も
の
の
中
か
ら
制
服
に
つ
い
て
の

意
見
で
あ
る
。

　
ぼ
く
は
、
小
学
校
六
年
生
ま
で
は
学
生
服
を
着
る
の
が
と
て
も

楽
し
み
で
し
た
。
は
じ
め
て
泉
屋
の
お
じ
ち
ゃ
ん
が
学
生
服
の
試

着
を
さ
せ
て
く
れ
た
。
い
よ
い
よ
中
学
だ
な
あ
と
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
。
で
も
い
ざ
中
学
に
な
っ
て
毎
日
毎
日
学
生
服
を
着
る
と

な
る
と
け
っ
こ
う
じ
ゃ
ま
な
も
の
だ
っ
た
。
カ
ラ
ー
が
あ
る
か
ら

下
が
あ
ん
ま
り
見
え
な
い
し
、
授
業
中
あ
る
と
と
て
も
が
さ
ば

る
。
逆
に
言
え
ば
、
冬
は
あ
れ
だ
け
で
は
と
て
も
さ
む
い
。
学
生

服
に
は
ま
だ
ま
だ
悪
い
所
が
あ
る
。
い
ち
い
ち
着
が
え
る
の
は
め

ん
ど
う
だ
し
、
家
に
帰
っ
て
母
に
「
き
ち
ん
と
ぶ
ら
さ
げ
て
お

け
」
と
言
わ
れ
る
。
ぼ
く
は
来
年
か
ら
で
も
い
い
か
ら
私
服
で
登

校
し
た
い
な
あ
と
思
う
。
　
（
飯
田
・
男
）

　
入
学
し
て
か
ら
、
何
ヶ
月
か
た
ち
ま
し
た
。
こ
う
し
た
今
、
私

に
は
ど
う
し
て
な
ん
だ
ろ
う
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
中
学
に

は
、
服
そ
う
も
決
ま
っ
て
い
て
、
頭
の
か
み
の
長
さ
も
決
ま
っ
て

い
て
、
ス
カ
ー
ト
の
た
け
、
ゴ
ム
の
色
と
、
ど
う
し
て
き
ま
り
が

あ
る
の
か
な
あ
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
小
学
校
ま
で
自
由
だ
っ

た
の
が
、
ど
う
し
て
中
学
校
に
な
っ
た
ら
、
た
く
さ
ん
の
き
ま
り

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
多
分
、
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
だ
ら
し
な
い

の
で
、
り
っ
ぱ
な
中
学
生
に
見
せ
る
た
め
に
、
そ
う
い
う
き
ま
り

を
つ
く
っ
た
の
だ
と
私
は
思
う
。
初
め
て
制
服
を
身
に
つ
け
て
い

た
こ
ろ
は
う
れ
し
か
っ
た
。
今
は
い
や
で
す
。
で
も
、
み
ん
な
と

同
じ
と
思
え
ば
気
に
し
ま
せ
ん
。
三
年
後
に
な
る
と
、
制
服
が
小

さ
く
な
っ
た
り
し
て
…
…
。
　
（
蓮
見
・
女
）
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4

「
お
仕
着
せ
の
制
服
」
を
着
さ
せ
て
お
い
て
被
服
で
何
を
教
え
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。
教
師
に
な
っ
て
私
に
つ
き
つ
け
ら
れ
た
問
い
で
あ

る
。
そ
ん
な
あ
た
り
前
の
事
に
疑
問
を
ぶ
つ
け
た
っ
て
ダ
野
守
と
い
う

大
勢
の
声
と
、
自
分
の
良
心
と
の
間
で
揺
れ
て
い
る
。

　
古
い
話
に
な
る
が
、
私
の
学
ん
だ
当
時
の
中
学
校
は
、
制
服
が
決
ま



る
前
の
過
渡
期
で
あ
っ
た
。
山
村
の
貧
し
い
地
域
だ
っ
た
か
ら
、
一
枚

で
す
ま
せ
ら
れ
る
制
服
は
親
た
ち
の
要
望
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
で

も
私
服
の
人
は
何
人
も
い
て
、
制
服
を
着
る
も
着
な
い
も
選
択
で
き
た
。

着
る
物
で
貧
富
の
差
の
わ
か
る
地
域
だ
っ
た
か
ら
、
み
ん
な
と
同
じ
服

と
い
う
の
は
、
親
に
と
っ
て
も
子
供
に
と
っ
て
も
安
心
の
で
き
る
も
の

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
中
学
二
年
生
の
時
転
校
の
経
験
を
持
っ
て

い
る
が
、
そ
の
学
校
の
標
準
服
を
す
ぐ
購
入
し
た
。
大
勢
の
中
に
ま
ぎ

れ
こ
む
の
に
は
、
同
じ
服
が
一
番
で
あ
る
。
そ
こ
で
じ
っ
と
お
と
な
し

く
し
て
い
れ
ば
友
だ
ち
も
で
き
る
。
目
立
つ
事
の
き
ら
い
な
生
徒
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
あ
る
日
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
何
げ
な
い
い
た
ず
ら
で
制

服
に
ワ
ッ
ク
ス
を
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
時
、
私
は
、
制
服
で
な
い
と

学
校
へ
行
か
な
い
と
泣
き
わ
め
い
て
母
を
困
ら
せ
た
。
ほ
と
ほ
と
手
を

焼
い
た
母
は
、
新
し
い
制
服
を
買
っ
て
く
れ
た
。
み
ん
な
と
同
じ
で
な

け
れ
ば
、
学
校
生
活
に
な
じ
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
毎
日
着
用
し
て
登
校
し
て
い
く
う
ち
に
制
服
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味

を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、
今
も
昔
も
そ
ん
な
に
変
わ
っ
て
い
な

い
だ
ろ
う
。
　
「
服
装
の
乱
れ
は
、
心
の
乱
れ
か
ら
」
と
、
管
理
手
段
の

一
つ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
　
一
年
生
は
特
に
気
を
つ
か
う
。
先
生

の
目
よ
り
、
上
級
生
の
目
が
こ
わ
い
か
ら
で
あ
る
。

『
中
学
生
に
な
ぜ
制
服
か
』
　
（
三
一
書
房
）
の
編
者
久
世
礼
子
さ
ん
の

二
男
三
女
を
育
て
な
が
ら
の
制
服
を
着
な
い
た
た
か
い
は
、
強
烈
だ
っ

た
。
私
自
身
、
何
の
疑
問
も
持
た
ず
に
み
ん
な
と
同
じ
服
装
を
し
て
き

た
。
教
師
に
な
っ
て
大
勢
の
生
徒
た
ち
の
様
子
を
み
て
き
て
、
何
か
変

だ
な
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
改
め
て
わ
か
っ
た
。
人
間
は
一
人
一
人
違

う
こ
と
、
衣
服
は
、
自
分
で
選
ん
で
着
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

l
o

5

　
衣
領
域
の
授
業
で
は
、
次
の
点
を
基
本
と
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
現
実
を
よ
く
知
ら
せ
る
こ
と
。
制
服
の
良
い
点
も
悪
い
点
も

洗
い
出
し
て
い
ぐ
。
次
に
、
寒
暖
の
調
節
を
ど
う
す
る
か
等
の
着
用
の

方
法
。
衣
料
材
料
や
衣
生
活
の
問
題
も
考
え
る
。
製
作
を
通
し
て
は
、

用
具
を
ど
う
使
い
こ
な
し
て
い
く
か
、
先
人
の
知
恵
や
文
化
を
学
ぶ
。

こ
れ
ら
の
事
を
学
び
な
が
ら
、
衣
に
関
す
る
意
見
を
し
っ
か
り
言
え
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。
私
も
家
庭
科
を
教
え
る
人
間
と
し
て

黙
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
思
う
。
流
れ
流
さ
れ
て
い
け
ば
何
の

苦
労
も
な
い
時
代
だ
が
、
そ
の
ま
ま
流
れ
て
い
き
た
く
な
い
か
ら
。

　
中
学
生
に
と
っ
て
何
が
必
要
か
、
衣
領
域
の
基
本
と
な
る
も
の
は
何

か
、
ま
だ
明
確
に
と
ら
え
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
生
徒
と
の
実
践

の
中
か
ら
つ
か
ん
で
い
き
た
い
。
ど
の
よ
う
に
授
業
に
取
り
組
ん
だ
か

は
、
次
号
で
述
べ
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
宮
市
立
大
砂
土
中
学
校
）
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新しい家庭科を創るために

　　一高等学校では一

立山ちづ子

恥悩b悩悩㈹逼逼野望悩逼㎜悩㈹

凶
ξ
籠
ξ
餐
ξ
ξ
戸
豪
涜

男女共学履修に

向かって（上）

は
じ
め
に

一熊本県家庭科教師のあゆみ一

　
女
子
差
別
撤
廃
条
約
の
批
准
に
向
け

て
の
い
ろ
い
ろ
な
運
動
に
よ
っ
て
、
よ

う
や
く
家
庭
科
の
男
女
共
学
履
修
が
実

現
し
た
。
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は

ま
だ
課
題
が
残
り
そ
う
で
あ
る
が
、
一

定
の
前
進
で
は
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
熊
本
県
立
の
高
校
で
は

こ
れ
ま
で
「
家
庭
一
般
」
の
共
学
履
修

校
（
選
択
も
含
む
）
が
1
7
校
、
家
庭
に
関
す
る
科
目
の
共
学
履
修
校

（
選
択
も
含
む
）
が
1
5
校
あ
る
。
商
業
科
課
程
を
有
す
る
学
校
で
は
体

育
の
必
修
単
位
が
男
子
9
、
女
子
7
で
そ
の
差
が
2
単
位
の
た
め
、
共

学
履
修
が
組
み
や
す
く
、
現
在
ほ
と
ん
ど
実
現
し
て
い
る
。
男
女
共
学

校
で
あ
る
の
に
実
施
で
き
て
い
な
い
の
は
市
部
に
存
在
す
る
進
学
中
心

の
普
通
高
校
1
2
校
、
ま
た
農
業
・
水
産
・
工
業
の
男
女
別
学
的
な
高
校

18

Z
で
あ
る
。
大
学
受
験
教
育
が
家
庭
科
の
男
女
共
学
履
修
を
大
き
く

阻
ん
で
い
る
。
そ
の
老
え
方
の
根
っ
こ
に
「
ま
だ
貧
し
い
の
だ
か
ら
生

活
の
質
よ
り
ま
ず
食
う
こ
と
が
先
だ
」
　
「
国
際
競
争
に
負
け
な
い
よ
う

に
」
　
（
学
習
会
で
の
男
性
教
師
の
発
言
）
の
発
想
が
厳
然
と
あ
る
。

　
さ
て
、
保
守
王
国
熊
本
で
、
家
庭
科
の
男
女
共
学
履
修
を
京
都
や
長

野
に
つ
い
で
多
く
の
学
校
が
実
現
し
て
き
た
理
由
は
何
で
あ
っ
た
の

か
。
縁
あ
っ
て
私
が
「
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会
」
の
熊
本

県
の
世
話
人
を
発
足
当
時
か
ら
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
熊

本
県
の
家
庭
科
男
女
共
学
履
修
へ
の
あ
ゆ
み
を
た
ど
る
こ
と
に
し
た
。

男
女
共
学
授
業
実
践
、
第
1
号

　
〈
男
子
の
家
庭
科
学
習
を
指
導
し
て
〉
　
甲
佐
高
校
教
諭
　
緒
方
都

ω
家
庭
経
営
を
女
子
だ
け
が
履
修
し
て
い
た
時
は
、
　
「
こ
れ
は
女
子
だ

　
け
で
な
く
、
男
子
も
共
々
に
学
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
意

　
見
を
持
ち
つ
づ
け
て
い
た
が
、
実
施
し
て
み
て
、
一
層
男
女
共
学
の

　
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。

（48）



②
実
施
は
教
育
課
程
編
成
の
都
合
で
昭
和
4
4
年
ま
で
の
二
ヶ
年
で
研
究

　
不
充
分
な
ま
ま
に
ふ
み
き
っ
た
。
実
施
に
当
た
っ
て
考
え
た
こ
と

　
は
、
　
「
高
校
の
年
齢
に
魅
力
を
感
じ
、
人
生
の
岐
路
に
あ
る
彼
等
と

　
共
に
視
点
を
家
庭
経
営
に
お
い
て
、
私
達
を
と
り
ま
く
問
題
や
将
来

　
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
。
そ
の
中
か
ら
彼
等
は
自
分
な
り
に
生
き

　
る
目
標
を
持
ち
生
き
る
姿
勢
や
態
度
を
培
っ
て
い
く
糸
口
を
見
つ
け

　
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

㈲
生
徒
の
授
業
参
加
の
状
況
は
よ
い
。
男
女
共
に
興
味
を
も
っ
て
学
習

　
に
の
ぞ
ん
で
い
る
。
身
近
な
教
材
で
興
味
深
い
教
科
で
あ
る
。

ω
問
題
に
な
る
こ
と
は
、
古
い
考
え
の
残
っ
て
い
る
環
境
が
偏
見
を
つ

　
く
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
解
決
し
て
い
く
こ
と

　
こ
そ
学
習
で
あ
り
、
生
き
た
教
材
で
も
あ
る
。

　
④
学
習
に
の
ぞ
む
際
に
少
し
抵
抗
を
感
じ
た
生
徒
も
い
た
よ
う
だ
。

　
A
君
の
質
問
を
き
っ
か
け
に
（
A
君
”
先
生
、
高
校
は
中
学
と
ち
が

　
う
ん
で
す
ね
。
T
鱒
ど
う
ち
が
う
の
で
す
か
。
A
君
鱒
高
校
に
は
家

　
庭
経
営
な
ん
て
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
）
、
小
学
校
か
ら
の
家
庭

　
科
の
流
れ
を
説
明
し
、
一
問
一
答
し
て
、
　
「
男
子
が
家
庭
科
を
履
修

　
す
る
こ
と
は
少
し
も
唐
突
な
こ
と
で
は
な
い
。
男
女
と
も
に
学
習
し

　
て
こ
そ
真
の
意
味
の
個
人
の
幸
福
も
、
社
会
の
一
単
位
と
し
て
の
家

　
庭
づ
く
り
も
で
き
る
」
と
結
論
を
出
し
た
。

　
◎
家
計
簿
記
学
習
で
、
B
君
の
「
こ
ぎ
ゃ
ん
こ
つ
は
女
の
す
る
こ
つ

　
で
す
」
の
言
葉
を
き
っ
か
け
に
話
し
合
っ
た
こ
と
は
、
　
二
家
の
運

　
営
に
あ
た
り
家
務
の
分
担
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
個
性
が
あ
ろ
う
。

　
男
子
が
担
当
し
な
く
て
も
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
だ
し
、
そ
の
能
力

　
が
な
く
て
よ
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
（
◎
～
㊦
は
省
略
）
（
『
熊
本
の
家
庭
科
教
育
』
創
刊
号
、
6
9
年
二
月

号
発
行
、
態
本
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
家
庭
部
会
編
、
5
2
頁
）

　
こ
の
実
践
は
、
就
職
コ
ー
ス
2
組
（
男
子
2
0
名
・
女
子
3
2
感
冒
5
2
名
。

男
子
2
1
名
・
女
子
3
2
名
爵
5
3
名
）
に
6
7
年
度
か
ら
と
り
く
ま
れ
た
。
当

時
家
庭
科
男
女
共
学
を
「
現
代
的
課
題
の
一
つ
」
と
し
て
と
ら
え
、
積

極
的
に
家
庭
科
教
師
た
ち
に
提
起
し
て
い
た
緒
方
和
子
、
虎
口
正
子
、

中
山
ソ
ミ
、
林
葉
子
、
そ
し
て
前
述
緒
方
都
の
各
氏
は
、
連
名
で
前
述

誌
に
「
男
女
共
学
家
庭
科
に
つ
い
て
」
の
研
究
論
文
を
書
い
て
い
る
。

そ
の
ま
え
が
き
に
、
　
「
昭
和
4
8
年
度
か
ら
の
高
等
学
校
指
導
要
領
改
訂

に
あ
た
り
、
現
場
の
要
望
と
し
て
」
共
学
履
修
を
出
し
て
い
っ
た
こ

と
、
し
か
し
、
県
教
育
委
員
会
は
、
　
「
全
国
指
導
主
事
会
で
も
提
出
さ

れ
た
。
現
実
に
は
家
庭
科
教
師
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
実
施
は
無
理
だ

と
結
論
が
出
た
。
た
っ
て
の
要
望
で
あ
れ
ば
具
体
的
な
案
を
提
出
し
て

欲
し
い
」
と
答
え
た
た
め
、
　
「
ま
だ
不
充
分
で
は
あ
る
が
、
私
た
ち
の

考
え
と
、
甲
佐
高
校
の
実
践
例
」
を
示
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。　

こ
の
論
文
の
な
か
で
、
「
男
女
共
学
の
ね
ら
い
」
は
、

「
ω
家
庭
科
教
育
の
本
質
に
立
っ
て
1
教
育
は
、
平
和
で
民
主
的
社

会
を
形
成
す
る
人
間
作
り
に
あ
る
が
、
人
間
生
活
の
一
単
位
と
し
て
の
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家
族
集
団
・
集
団
の
生
活
を
営
む
中
で
、
人
間
尊
重
・
男
女
平
等
の
立

揚
か
ら
、
家
族
全
員
が
協
力
し
あ
う
家
庭
生
活
を
意
欲
的
に
創
造
す
る

意
識
や
態
度
を
養
う
こ
と
が
家
庭
科
の
本
質
で
あ
ろ
う
。
本
質
に
そ
っ

た
教
育
を
進
め
る
た
め
に
は
、
男
女
に
履
修
さ
せ
ね
ば
真
に
民
主
化
さ

れ
た
家
庭
を
協
力
の
姿
勢
で
創
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
中
略
）
こ

の
よ
う
な
生
活
実
態
の
中
で
、
社
会
科
学
、
自
然
科
学
を
生
活
に
密
着

さ
せ
、
実
態
に
即
し
た
中
か
ら
、
人
間
ら
し
い
生
活
の
場
を
改
編
し
、

創
造
す
る
意
欲
と
、
男
女
協
力
の
姿
勢
の
中
に
育
て
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ω
普
通
教
育
と
し
て
の
一
般
教
養
と
い
う
観
点
で
、
小
・
中
・
高
の

一
貫
性
に
立
っ
て
と
ら
え
る
。

　
㈲
高
校
教
育
正
常
化
の
中
に
と
ら
え
る
。
…
…
教
師
全
体
と
土
ハ
に
進

み
た
い
」

　
と
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
「
男
女
共
通
家
庭
一
般
の
目
標
と
内
容
」

も
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
緒
方
和
子
氏
の
回
想
メ
モ
（
7
8
年
、
皇
家
連
で
の
報
告
）
で
は
、
「
何

を
ど
う
教
え
る
か
、
学
校
に
適
し
た
実
習
ノ
ー
ト
や
資
料
集
を
作
っ
た

り
し
た
。
6
5
年
頃
か
ら
少
数
で
の
グ
ル
ー
プ
研
究
で
は
あ
っ
た
が
新
制

高
校
発
足
の
原
点
に
か
え
り
、
男
女
と
も
に
学
ぶ
家
庭
科
と
は
何
か
を

求
め
て
手
さ
ぐ
り
の
授
業
の
日
々
で
あ
っ
た
。
や
が
て
グ
ル
ー
プ
の
人

数
も
ふ
え
て
、
家
族
や
女
性
問
題
な
ど
を
自
主
編
成
す
る
な
か
で
、
一

方
で
は
理
論
的
な
基
礎
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
た
め
に
家
族
関
係
の

古
典
を
勉
強
し
は
じ
め
た
」
と
あ
る
（
註
、
　
「
家
族
史
研
究
会
」
と
称

し
、
研
究
誌
と
し
て
国
際
婦
人
年
の
7
5
年
よ
り
『
女
性
史
研
究
』
を
年

2
回
発
行
、
現
在
2
0
集
ま
で
刊
行
）
。

　
家
庭
科
の
男
女
共
学
を
志
向
さ
れ
た
先
輩
た
ち
は
、
新
し
い
憲
法
と

教
育
基
本
法
の
理
念
を
現
実
化
し
よ
う
と
努
力
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
は

っ
き
り
よ
み
と
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
当
時
決
し
て
一
部

の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
6
8
年
度
に
発
足
し
た
家
庭
科
主
任
会
（
県
教

委
主
催
）
で
司
会
を
し
た
田
渕
ツ
エ
氏
は
、
　
「
甲
佐
高
校
で
実
施
さ
れ

た
よ
う
に
男
子
の
生
徒
に
も
家
庭
科
を
履
修
さ
せ
家
庭
に
つ
い
て
男
子

に
も
理
解
さ
せ
る
必
要
が
大
い
に
あ
る
と
共
感
し
た
」
と
述
べ
て
い
る

（
前
述
誌
、
7
4
頁
）
。
ま
た
、
河
添
正
校
長
（
家
庭
部
会
会
長
6
0
～
6
3
年

度
）
も
、
「
将
来
の
社
会
構
造
を
考
え
る
と
き
、
家
庭
経
理
と
か
特
に
家

族
関
係
に
つ
い
て
の
正
し
い
あ
り
方
を
指
導
す
る
こ
と
が
こ
の
上
な
い

大
切
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
従
っ
て
私
は
男
生
徒
に
も
家
庭
科

の
一
部
を
履
修
さ
せ
る
こ
と
は
無
駄
な
こ
と
で
は
な
い
と
も
増
え
る
」

と
賛
成
意
見
を
表
明
し
て
い
る
（
前
述
誌
、
第
3
号
、
6
1
年
三
月
刊
）
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
7
3
年
に
向
け
て
の
教
育
課
程
改
訂
の
動
き
の
な
か

で
、
　
「
家
庭
科
が
は
ず
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
不
安
に
お
と
し

い
れ
ら
れ
た
家
庭
科
教
師
は
、
　
「
女
子
の
特
性
に
か
ん
が
み
…
…
『
家

庭
一
般
』
の
女
子
の
み
4
単
位
必
修
」
の
決
定
に
安
堵
す
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
第
三
回
家
庭
科
主
任
会
の
代
表
者
A
氏
は
、

「
広
く
世
界
に
展
げ
る
日
本
の
女
性
を
よ
り
よ
き
家
庭
経
営
者
と
し
て

育
成
す
る
こ
と
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
ま
す
。
」
（
前
述
誌
、
第
3

（50）



号
、
9
0
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
国
の
施
策
に
よ
っ
て
揺
れ
動
く
文
部
省

の
方
針
は
、
家
庭
科
教
師
を
し
て
、
家
庭
科
を
女
子
教
育
振
興
の
た
め

の
教
科
と
し
て
強
要
し
て
い
っ
た
、
そ
の
過
程
が
よ
く
う
か
が
え
る
。

家
庭
科
代
表
者
会
で
自
由
に
発
言

　
確
固
と
し
た
理
念
を
も
つ
先
輩
家
庭
科
教
師
た
ち
は
、
7
3
年
度
の
家

庭
科
主
任
会
の
場
で
、
翌
年
か
ら
家
庭
科
代
表
者
会
と
名
称
を
変
更

し
、
家
庭
部
会
々
員
は
主
任
以
外
で
も
自
由
に
参
加
し
、
内
容
も
自
分

た
ち
の
当
面
の
課
題
を
出
し
合
う
会
に
す
る
こ
と
を
、
出
席
者
の
多
数

で
決
め
た
。
こ
の
会
の
事
前
に
、
前
記
提
案
者
た
ち
が
中
心
と
な
り
、

家
庭
科
教
師
の
会
の
民
主
的
な
運
営
の
必
要
性
、
重
要
性
を
各
校
の
主

任
た
ち
に
訴
え
て
い
た
こ
と
が
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
第
二
回
代
表
者
（
7
5
年
七
月
）
で
は
、
家
庭
ク
ラ
ブ
や
技
術
検
定
に

つ
い
て
の
疑
問
も
参
加
者
は
自
由
に
発
言
し
て
い
る
。
教
科
内
容
で

は
、
自
主
編
成
の
必
要
と
男
女
共
学
履
修
実
施
の
4
校
の
状
況
、
私
学

（
女
子
校
）
で
意
識
調
査
を
し
て
、
共
学
賛
成
5
0
％
、
不
必
要
8
％
、

他
4
2
％
の
結
果
が
え
ら
れ
た
こ
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
話

し
合
い
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
「
新
し
い
時
代
の
生
き
た
家
庭
科
を
検

討
す
る
会
を
作
っ
て
は
」
と
の
提
案
が
あ
り
、
早
速
そ
の
年
の
一
〇
月

の
土
曜
の
午
後
、
有
志
1
7
校
2
5
名
が
集
ま
っ
た
。
指
導
内
容
研
究
会
と

称
し
て
、
今
後
の
会
の
あ
り
方
、
自
主
編
成
授
業
実
践
報
告
（
立
山
）
、

情
勢
報
告
（
中
山
ソ
ミ
“
家
庭
科
教
育
研
究
者
連
盟
第
一
〇
回
大
会
や

東
京
都
高
教
組
・
長
野
や
京
都
で
の
男
女
共
学
へ
の
と
り
く
み
の
状
況

と
資
料
集
の
紹
介
、
故
市
川
房
枝
氏
と
永
井
道
雄
文
相
と
の
質
疑
応
答

の
内
容
な
ど
）
が
あ
っ
た
。

　
ち
な
み
に
故
市
川
氏
は
「
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会
」
の

世
話
人
で
あ
っ
た
が
、
学
校
教
育
に
お
け
る
家
庭
科
の
女
子
の
み
必
修

が
男
女
差
別
を
温
存
・
助
長
し
て
い
る
と
、
教
育
現
場
の
声
を
市
川
氏

に
紹
介
し
た
の
は
女
性
史
の
研
究
の
た
め
に
面
会
し
た
緒
方
和
子
・
中

山
ソ
ミ
の
両
氏
で
、
7
3
年
夏
の
こ
と
で
あ
る
。
翌
年
の
一
月
に
、
賛
同

者
多
数
を
え
て
、
全
国
に
呼
び
か
け
る
「
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す

め
る
会
」
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
会
が
年
四
回
発
行
す
る
ニ
ュ

ー
ス
の
一
部
を
増
刷
し
て
、
そ
の
後
、
県
の
家
庭
科
関
係
の
会
合
で
啓

発
資
料
と
し
て
し
ば
し
ば
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
7
5
年
八
月
の
家
庭
部
会
講
演
会
で
は
、
半
田
た
つ
溢
美
に
「
家
庭
科

教
育
の
今
日
と
明
日
」
と
題
し
て
、
男
女
共
学
の
必
要
性
、
家
庭
科
内

容
を
新
し
く
創
っ
て
い
く
こ
と
の
課
題
を
や
さ
し
く
示
唆
し
て
い
た
だ

い
た
。

　
翌
年
の
第
三
回
代
表
者
会
で
は
、
参
加
者
が
ω
普
通
科
に
お
け
る
家

庭
科
の
問
題
点
　
②
家
庭
科
内
容
の
再
検
討
　
㈲
技
術
教
育
推
進
上
の

問
題
点
の
三
分
科
に
別
れ
て
協
議
。
ω
ω
の
分
科
会
で
は
、
　
「
家
庭
科

を
男
女
共
修
に
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
見
を
有
志
が
積
極
的
に
発

言
、
最
後
に
「
家
庭
科
内
容
を
男
女
共
修
に
た
え
る
も
の
で
、
2
単
位

で
具
体
的
に
考
え
て
い
こ
う
」
と
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
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家
庭
部
会
に
研
究
部
を
設
置

　
と
こ
ろ
で
、
7
1
年
四
月
に
中
学
校
に
赴
任
し
た
私
は
、
町
内
四
中
学

校
の
毎
月
一
回
の
授
業
研
究
会
で
、
家
庭
科
の
男
女
共
学
の
必
要
性
、

生
徒
の
実
態
を
み
つ
め
た
自
主
編
成
の
授
業
の
大
切
さ
を
他
校
の
先
輩

た
ち
か
ら
教
え
ら
れ
た
（
後
で
わ
か
っ
た
が
当
時
県
下
で
も
数
少
な
か

っ
た
男
女
共
学
賛
同
者
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
）
。

　
翌
年
高
校
に
転
勤
、
こ
こ
で
、
年
輩
の
小
柴
マ
サ
氏
が
中
山
ソ
ミ
氏

ら
と
同
じ
学
習
サ
ー
ク
ル
で
毎
月
の
例
会
に
参
加
し
て
い
た
の
で
私
も

加
わ
っ
た
。
ま
た
、
組
合
主
催
の
県
教
育
研
究
会
に
授
業
実
践
を
持
っ

て
参
加
し
、
先
輩
た
ち
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
の

会
を
通
じ
て
、
家
庭
科
に
対
す
る
思
い
を
同
じ
く
す
る
人
々
と
の
つ
な

が
り
が
深
ま
っ
た
。
校
内
（
家
庭
科
教
師
四
人
）
で
は
、
瓢
年
頃
よ
り

学
習
会
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
相
互
の
実
践
を
検
討
し
あ
っ
た
。
校
外

で
は
、
県
の
南
端
か
ら
北
端
ま
で
広
が
っ
て
い
る
仲
間
た
ち
な
の
で
土

曜
の
午
後
だ
け
で
な
く
、
春
・
夏
・
冬
の
長
期
休
暇
中
に
は
宿
泊
研
修

で
、
授
業
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
資
料
の
紹
介
、
教
科
理
論
に
．

関
す
る
論
文
の
学
習
な
ど
を
積
み
重
ね
た
。
た
と
え
ば
、
7
7
年
度
の
校

内
研
究
会
で
は
、
　
『
家
庭
科
研
究
』
　
『
家
庭
科
教
育
』
　
『
年
報
・
家
庭

科
教
育
研
究
』
『
婦
人
展
望
』
な
ど
の
定
期
刊
行
物
の
ほ
か
に
、
村
田

泰
彦
編
『
現
代
家
庭
科
の
基
礎
理
論
』
を
テ
キ
ス
ト
に
、
各
論
文
を
メ

ン
バ
ー
が
分
担
し
て
ミ
ニ
ゼ
ミ
を
毎
月
一
回
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

学
習
会
は
家
庭
科
の
新
し
い
理
念
を
培
う
の
に
役
立
ち
、
仲
間
と
と
も

に
学
び
合
う
お
も
し
ろ
さ
を
体
得
さ
せ
て
く
れ
た
。

　
仲
間
た
ち
は
家
庭
科
教
師
の
会
合
で
、
ま
た
各
豊
凶
で
自
分
た
ち
の

思
い
を
積
極
的
に
発
言
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
そ
の
友
だ
ち
も
協
調

す
る
空
気
が
し
だ
い
に
で
て
き
た
。
こ
ん
な
な
か
で
7
7
年
五
月
、
私
た

ち
は
、
　
「
家
庭
科
を
考
え
る
会
」
と
し
て
家
庭
部
会
役
員
会
に
文
書
で

部
会
の
機
構
の
一
部
に
、
　
「
研
究
部
」
を
設
置
す
る
よ
う
、
具
体
的
な

改
善
案
、
ま
た
資
料
と
し
て
半
田
た
つ
子
筆
「
家
庭
科
共
修
を
す
す
め

る
運
動
と
現
状
」
（
『
教
育
の
森
』
7
7
年
3
月
号
）
も
添
付
し
て
要
望
し

た
。　

六
月
の
部
会
総
会
で
私
た
ち
の
案
を
そ
の
ま
ま
提
案
す
る
揚
が
設
け

ら
れ
、
私
が
会
を
代
表
し
て
、
　
「
今
ま
で
の
受
身
の
研
修
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
の
手
で
調
査
・
研
究
・
討
議
を
進
め
る
段
階
に
き
て
い
る
」

な
ど
の
問
題
意
識
と
具
体
的
な
改
善
案
を
説
明
し
た
。
そ
の
後
、
七
月

中
代
表
者
会
で
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
研
究
部
設
置
原
案
作
成
委
員
会
の

設
置
と
そ
の
構
成
員
が
決
ま
っ
た
ゆ
そ
し
て
、
二
回
の
委
員
会
（
部
会

副
会
長
3
名
と
県
下
3
地
区
と
私
学
の
代
表
1
興
ず
つ
、
提
案
者
〈
立

山
〉
）
で
、
研
究
部
を
三
本
の
柱
の
一
つ
に
す
え
た
新
し
い
機
構
を
作

っ
た
。
翌
年
の
部
会
総
会
で
そ
の
原
案
が
承
認
さ
れ
、
学
校
単
位
所
属

で
三
部
門
の
い
ず
れ
か
で
研
究
す
る
体
制
が
で
き
た
。
さ
ら
に
続
く
代

表
者
会
で
研
究
の
大
テ
ー
マ
を
「
人
間
形
成
を
め
ざ
す
家
庭
科
教
育
を

す
す
め
る
に
は
」
　
（
中
山
ソ
ミ
氏
案
）
と
賛
成
多
数
で
決
定
、
各
部
門
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の
サ
ブ
テ
ー
マ
を
調
査
研
究
部
「
男
女
共
修
を
め
ざ
し
た
家
庭
一
般
の

内
容
の
検
討
」
、
指
導
研
究
部
「
男
女
共
学
を
め
ざ
す
家
庭
一
般
の
内

容
研
究
」
、
実
習
ノ
ー
ト
研
究
部
「
人
間
形
成
を
め
ざ
す
家
庭
科
の
技

術
教
育
実
践
の
た
め
の
ノ
ー
ト
の
研
究
」
と
、
そ
の
部
門
の
参
加
者
の

提
案
で
決
め
て
い
っ
た
。
こ
の
後
、
旅
費
・
会
場
費
の
個
人
負
担
や
勤

務
時
間
な
ど
を
度
外
視
し
て
、
会
合
が
重
ね
ら
れ
た
。
年
齢
や
地
域
を

こ
え
て
の
人
間
関
係
が
深
ま
っ
た
と
い
う
声
が
よ
く
き
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
二
年
後
に
各
部
門
で
の
研
究
成
果
を
発
表
し
合
う
場
が
部
会
主
催
で

行
わ
れ
た
。
当
時
の
部
会
事
務
局
は
、
　
「
民
主
的
な
家
庭
づ
く
り
と
基

本
的
人
権
に
お
け
る
男
女
平
等
の
実
現
を
め
ざ
し
て
の
研
究
を
し
な
が

ら
、
　
『
家
庭
一
般
』
の
男
女
丁
丁
の
必
要
性
を
今
更
な
が
ら
痛
感
す

る
。
各
地
区
の
研
究
中
間
発
表
に
努
力
の
跡
が
は
っ
き
り
み
ら
れ
た
」

（「

F
本
の
家
庭
科
教
育
」
第
1
2
号
、
8
1
年
三
月
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
れ
以
後
、
「
熊
本
の
家
庭
科
教
育
」
（
家
庭
部
会
機
関
誌
）
に
は
そ

の
年
度
の
各
部
門
、
各
地
区
の
研
究
の
経
過
や
概
要
が
記
載
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
全
会
員
の
参
加
の
研
究
の
軌
跡
を
記
録
に
残
し
て
い
く

こ
と
は
、
部
会
々
員
を
前
向
き
に
歩
ま
せ
て
い
く
大
き
な
力
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
次
号
に
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
本
県
立
甲
佐
高
等
学
校
）

窪

窪
菜

羽生槙

詩集野

野
菜
の
詩
2
9
篇

　
菜
の
花
・
さ
や
え
ん
ど
う

　
・
い
ち
ご
・
新
ご
ぼ
う
・

　
ピ
ー
マ
ン
・
お
く
ら
・
菜

　
っ
ぱ
・
大
根
な
ど

は
た
け
の
日
記

　
一
九
八
六
年
一
月
、
五
月
、

　
八
月
、
十
一
月

お
申
し
こ
み
は
お
近
く
の
書
店
あ
る

い
は
想
像
発
行
所
へ

発行・想像発行所
〒223横浜市港北区下田町6－14－33
　　　羽生方　振替横浜6－11130
発売・新宿書房
〒102千代田区九段南4－6－13－702
　　　二言舌03－263－2610
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経
済
の
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

生
活
サ
イ
ド
か
ら
み
た
経
済

貿
易
摩
擦
⑦
円
高
差
益

福
島
　
澄
香

　
電
力
九
社
と
ガ
ス
三
社
は
、
今
年
六
月
か
ら
来
年

三
月
ま
で
円
高
・
原
油
安
に
よ
る
差
益
の
一
部
を
消

費
者
に
還
元
し
て
い
る
。
そ
の
算
定
基
礎
は
、
原
油

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ト

価
格
一
バ
レ
ル
（
約
靭
廻
）
瞳
1
9
ド
ル
、
為
替
相
場

が
一
ド
ル
ー
1
m
円
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
現
状
は
四
月
～
七
月
の
原
油
平
均
一
バ

レ
ル
釜
師
ド
ル
（
踊
ド
ル
安
）
、
一
ド
ル
工
船
（
1
0

円
の
円
高
）
な
の
で
、
電
力
九
社
は
原
油
ー
ド
ル
安

で
嵩
物
億
円
、
1
円
の
円
高
で
約
9
0
億
円
の
年
間
差

益
に
な
り
予
想
以
上
に
収
益
が
増
え
て
い
る
。

　
日
本
生
協
連
の
計
算
で
は
、
円
高
・
原
油
差
益
の

約
四
割
の
6
兆
3
0
0
0
億
円
が
石
油
会
社
の
懐
に

入
り
一
ド
ル
閥
爪
冠
、
原
油
｝
バ
レ
ル
闘
1
5
ド
ル
で

試
算
す
る
と
灯
油
1
8
£
缶
の
昨
年
最
低
価
格
㎜
円
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

り
蜘
円
安
い
㎝
円
灯
油
が
実
現
で
き
る
は
ず
と
い

賢
つ
。

　
寒
さ
に
向
か
っ
て
電
気
・
ガ
ス
・
灯
油
は
も
ち
ろ

ん
、
ガ
ソ
リ
ン
・
航
空
・
電
車
の
運
賃
な
ど
も
庶
民

の
生
活
に
差
益
を
還
元
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
世
界
の
原
油
需
要
（
日
量
畑
万
バ
レ
ル
〉
の
一
割

を
消
費
す
る
日
本
は
、
わ
が
国
の
輸
入
総
額
の
約
四

割
を
占
め
る
。
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
石
油
は
、
産

油
国
で
の
生
産
か
ら
日
本
へ
の
輸
送
・
精
製
・
販
売

ま
で
エ
ク
ソ
ン
、
シ
ェ
ブ
ロ
ン
、
モ
ー
ビ
ル
、
テ
キ

サ
コ
（
以
上
米
）
、
シ
ェ
ル
（
英
蘭
）
な
ど
外
国
の

多
国
籍
企
業
の
息
が
色
濃
く
か
か
っ
て
い
る
。

　
日
本
の
石
油
（
精
製
）
会
社
の
資
本
構
成
さ
え
、
エ

ッ
ソ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
モ
ー
ビ
ル
な
ど
m
％
の
在

日
子
会
社
だ
け
で
な
く
外
資
が
5
0
％
の
日
本
石
油
、

紛ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

剛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
9

ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔦

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
う

格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

洲原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2

ドル／ハーレル）

40r
3

2

邑

。　Frrr
i｝48　49　SO　5t

東
亜
燃
料
、
ゼ
ネ
ラ
ル
，
昭
和
、
興
亜
石
油
な
ど
外

国
資
本
が
強
く
根
を
張
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　
前
回
、
米
国
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
誌
に
よ
る
8
5
年
度
世

界
大
企
業
の
ベ
ス
ト
ー
0
中
六
企
業
が
石
油
メ
ジ
ャ
ー

（
米
国
四
社
）
中
で
も
米
国
の
エ
ク
ソ
ン
は
8
5
年
度
こ

そ
二
位
で
あ
っ
た
が
、
第
一
次
石
油
危
機
の
7
4
年
以

来
、
7
9
年
の
第
二
次
石
油
危
…
機
を
含
め
て
8
4
年
ま
で
、

ず
っ
と
売
上
げ
、
利
益
と
も
世
界
一
位
で
あ
っ
た
。

エ
ク
ソ
ン
の
年
間
売
上
総
額
は
、
ス
イ
ス
一
国
の
G

N
P
（
世
界
2
1
位
）
を
越
え
る
大
き
さ
（
8
1
年
）
。
世

界
鵬
ヶ
国
に
進
出
し
「
進
出
先
の
あ
ら
ゆ
る
政
府
と

パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
み
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と

を
信
条
と
す
る
」
エ
ク
ソ
ン
は
、
米
国
内
の
油
田
、

カ
ナ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
な
ど
膨
大
な
埋
蔵
量
を
所
有
し
、

英
国
の
北
海
油
田
や
世
界
一
の
埋
蔵
量
を
有
す
る
中

東
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
利
権
4
0
％
と
、
生
産
の
操

業
か
ら
販
売
ま
で
他
の
米
国
3
社
と
共
に
握
っ
て
い

る
。
石
油
メ
ジ
ャ
ー
は
膨
大
な
利
益
を
上
げ
続
け
て

い
る
が
、
そ
の
中
に
私
た
ち
か
ら
儲
け
た
大
き
な
利

益
と
還
元
さ
れ
な
い
多
額
の
差
益
分
が
ど
の
位
含
ま

れ
て
い
る
の
か
、
ぜ
ひ
知
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
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研究ノート

女と男の違いはどこにあるのか？

認自

差

性
性

シリーズ2

（4）

女と男の関係を考える会

　
は
じ
め
に

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
性

差
は
受
精
時
の
性
染
色
体
に
よ
り
無
条

件
に
完
全
に
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

出
生
前
の
段
階
で
性
分
化
が
完
了
す
る

わ
け
で
も
な
い
。
出
生
後
の
環
境
的
要

因
が
、
性
差
を
つ
く
る
の
に
多
少
な
り

と
も
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
。
今
月

は
、
既
成
の
〈
女
〉
と
く
男
〉
の
枠
に
は
ま

ら
な
い
人
達
の
例
を
取
り
上
げ
、
性
差

と
は
何
か
、
私
達
は
子
ど
も
を
性
差
別

す
る
こ
と
な
く
、
い
か
に
育
て
て
い
け

ば
よ
い
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
女
と
男
の
区
別

　
私
達
の
社
会
で
は
性
は
〈
女
〉
と
く
男
〉

の
二
項
対
立
で
と
ら
え
ら
れ
、
そ
の
中

間
的
存
在
は
認
め
て
い
な
い
。
と
こ
ろ

が
実
際
に
は
〈
女
〉
と
も
く
男
〉
と
も

判
断
し
か
ね
る
事
例
が
稀
な
が
ら
も
存

在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
女
子
選
手

が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
国
際
競
技
大
会

に
出
場
す
る
時
に
は
、
必
ず
セ
ッ
ク
ス

・
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
ひ
っ
か
か
り
出
場
停
止
に
な
る
選
手

が
い
る
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
医
学
用
語
で
は
く
問
性
〉
と
呼
ん
で
い

る
が
、
こ
れ
は
、
出
生
前
の
性
分
化
の
過
程
で
様
々
な
異
常
が
起
こ
る

た
め
で
あ
る
。
表
1
は
、
こ
う
し
た
間
性
の
事
例
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
が
、
性
染
色
体
構
成
の
異
常
、
性
別
判
定
困
難
な
性
腺
、
さ
ら
に

は
〈
半
陰
陽
〉
と
呼
ば
れ
て
い
る
人
の
よ
う
に
、
卵
巣
と
精
巣
を
共
に

内
蔵
し
て
い
た
り
、
内
性
器
と
反
対
の
性
の
外
性
器
を
所
有
し
て
い
る

場
合
な
ど
あ
る
。

　
私
達
の
社
会
で
は
く
女
〉
か
く
男
〉
の
二
つ
の
性
し
か
認
め
て
い
な

い
の
で
、
こ
う
し
た
人
達
は
人
為
的
に
（
通
常
は
出
生
時
の
外
性
器
の

形
態
か
ら
）
、
〈
女
〉
か
く
男
〉
か
に
ふ
り
分
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
ふ
り
分
け
が
当
事
者
に
と
っ
て
、
不
都
合
な
事
態
が
時

々
生
じ
る
。
た
と
え
ば
、
半
陰
陽
の
場
合
、
成
長
と
共
に
最
初
に
認
定

さ
れ
た
性
別
と
反
対
の
性
の
特
徴
が
表
面
化
し
、
性
を
変
更
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
性
の
再
認
定
」
と
呼
ば
れ
、
二

歳
か
ら
三
歳
半
頃
ま
で
に
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
子
ど
も
は
新
し
い
性
役

割
に
適
応
し
て
成
長
し
て
い
く
が
、
再
認
定
が
そ
れ
以
降
に
な
る
と
、

心
理
的
混
乱
に
陥
り
精
神
異
常
に
な
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
と
報
告

さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
再
認
定
の
成
功
・
不
成
功
に
年
齢
的
要
因
が
深

く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
性
自
認
の
臨
界
期
は
言

語
獲
得
期
と
同
じ
頃
（
三
歳
ぐ
ら
い
）
で
あ
り
、
性
自
認
は
一
旦
確
立

さ
れ
た
な
ら
ば
最
後
、
反
対
の
性
に
変
え
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
か
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出生前の性分化のトラブル表1

性分化
ﾌ段階

ト　ラ　ブ　ル
性染色体
¥　　成

症　　　　　　　　状 症　状　名

染
色
体

性染色体の欠失 XO 生殖巣は未分化のまま残るので卵
モﾍなく不妊、身体は女性

ターナー症候群

1

性染色体の過剰 XXY 精巣の発達が妨げられ、不妊の男
ｫとなる。身体は男性

クラインフェル
^ー症候群

生殖巣に対するXYから
ﾌ伝令ミス XY 完全な精巣に分化しない。アンドロ

Qン分泌が不充分（発現しやすい）

生殖巣に対するXXから
ﾌ伝令ミス

XX 卵巣の中に精巣組織が混じる卵精
モﾆなる（発現しにくい）

真性の
@　半陰陽

I
I

性
　
　
　
　
　
腺

〃 XX 卵巣とならずに精巣となる（めっ
ｽに発現しない） 半

陰
陽

／
〃 XX 個体の片方に卵巣、もう1方に精巣

ｪできる（最も発現しにくい状態〉

真性の完全に左右

ﾎ称の半陰陽

ミュラー管抑制ホルモン

ｪ作用しない場合
XY

男性型内部性器に加え、機能は果
ｽさないが、本物の子宮と卵管が
ｶ在、これが精巣の下降を防げる
ﾌで不妊症になりやすい

III

輸
　
　
管
　
　
系

アンドロゲンに対して反
桙ｵない場合 XY

精巣は存在、しかし、ウォルフ管、

~ュラー管ともに未発達身体は女
ｫ、子供はできないが正常な女性
ﾆして生活できる

アンドロゲン不
ｴ症候群

w
外
性
器

過剰のアンドロゲンや合
ｬプロゲステロンの影響 XX

内性器は女性だが、過剰のアンド
鴻Qン（副腎のトラブルが原因）
竅A合成プロゲステロン（以前流
Y防止用として使用）にさらされる
ｱとにより、外性器が男性化する

副腎性器症候群

ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
私
達
の
社
会
は
〈
女
〉
と
く
男
〉
の
二
つ
の

性
し
か
認
め
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
女
と
男
は
ス
ペ
ク

ト
ル
の
よ
う
に
連
続
帯
上
に
存
在
し
て
い
る
の
に
、
か
つ
て
イ
ン

ド
で
は
く
問
性
〉
の
存
在
が
社
会
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
そ
う

だ
。
こ
の
疑
問
は
こ
の
原
稿
を
書
き
な
が
ら
も
心
の
中
で
く
す
ぶ

り
つ
づ
け
て
い
る
。

　
変
性
症

　
間
性
は
身
体
的
レ
ベ
ル
の
男
女
の
性
差
の
形
成
に
関
連
し
て
い

た
が
、
こ
の
世
に
は
、
身
体
的
次
元
で
は
完
全
に
〈
女
〉
ま
た
は

〈
男
〉
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
性
自
認
と
い
う
心
．
理
的
次
元

が
身
体
の
性
と
異
な
る
人
達
が
存
在
す
る
。
こ
れ
を
医
学
で
は

く
変
性
症
〉
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
人
達
は
自
分
の
身
体
的

性
を
転
換
し
、
性
自
認
の
性
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
望
む
傾
向
に
あ

る
。
日
本
で
は
カ
ル
ー
セ
ル
麻
紀
が
有
名
で
あ
る
が
、
国
内
に
現

在
五
〇
〇
〇
人
前
後
の
変
性
者
が
伏
在
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
ま

た
、
八
対
一
の
割
合
で
圧
倒
的
に
「
男
か
ら
女
へ
」
が
多
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
な
ぜ
、
こ
う
し
た
身
体
と
意
識
の
間
に
食
い
違
い
が

生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
よ
く
掲
げ
ら
れ
る
理
由
に
親
の
養
育
態

度
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
女
の
子
を
望
ん
で
い
た
の
に
男
の
子
が

生
ま
れ
る
。
両
親
は
そ
の
子
に
女
の
子
ら
し
い
服
を
着
せ
、
男
の
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子
ら
し
い
乱
暴
な
遊
び
に
は
よ
い
顔
を
せ
ず
、
あ
た
か
も
女
の
子
で
あ
、

る
か
の
ご
と
く
に
扱
っ
て
い
た
と
す
る
。
そ
の
結
果
、
そ
の
子
は
「
自

分
は
女
の
子
だ
」
と
い
う
性
自
認
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
変

性
症
に
は
男
性
が
圧
倒
的
に
多
い
事
実
は
こ
う
し
た
家
庭
環
境
要
因
だ

け
で
は
説
明
で
き
な
い
。

　
渡
辺
恒
夫
は
そ
れ
を
生
物
学
的
要
因
か
ら
解
い
て
い
る
。
マ
ネ
ー
の

ア
ダ
ム
原
則
を
支
持
し
、
人
間
の
基
本
型
は
女
性
で
あ
り
、
脳
で
さ
え

男
性
ホ
ル
モ
ン
が
作
用
し
な
い
と
女
性
型
の
脳
の
ま
ま
生
ま
れ
る
点
を

あ
げ
、
女
性
へ
の
傾
斜
は
す
で
に
出
生
前
に
体
質
的
に
準
備
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
男
性
は
異
性
か
ら
生
ま
れ
、
異
性
の
乳
房
を
吸
っ
て
育

つ
と
い
う
く
生
物
学
的
宿
命
〉
を
原
因
に
あ
げ
て
い
る
。
男
の
子
の
場

合
は
母
と
の
共
生
状
態
を
脱
し
て
、
　
〈
母
へ
の
対
象
愛
・
父
へ
の
同
一

化
〉
と
い
う
経
過
を
た
ど
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
一
方
、
女
の
子
の
場

合
は
最
初
か
ら
、
母
へ
の
同
一
化
の
原
型
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
男
の

子
は
同
一
化
の
対
象
を
母
か
ら
父
へ
変
更
す
る
、
と
い
う
女
の
子
に
な

い
一
段
階
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
男
性
の
性
自
認
を
身
に
つ
け
る
こ

と
は
女
の
子
に
比
べ
て
よ
り
困
難
で
あ
る
と
す
る
。
渡
辺
は
ボ
ー
ヴ
ォ

ア
ー
ル
の
名
言
を
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
し
、
　
「
人
は
す
べ
て
女
と
し
て
生
ま

れ
る
。
し
か
る
後
、
男
は
男
に
つ
く
ら
れ
る
の
だ
」
と
主
張
し
て
い

る
。　

女
か
ら
す
べ
て
の
男
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
生
物
学
的
宿
命
と
し
て

も
、
現
在
は
哺
乳
ビ
ン
も
あ
り
、
男
が
保
育
に
全
面
的
に
関
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
場
合
に
も
、
こ
の
理
論
が
妥
当
性
を
も
つ
か
は
疑
問
の
残
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
異
性
装

　
次
に
紹
介
す
る
〈
異
性
装
〉
者
は
、
変
性
症
の
よ
う
に
身
体
の
性
そ

の
も
の
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、
外
観
だ
け
を
変
え
、
つ
ま
り
異
性
の

服
装
を
身
に
つ
け
、
異
性
の
態
度
を
装
う
人
を
い
う
。
異
性
に
変
身

し
、
女
と
男
の
間
を
わ
た
り
歩
く
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
男
性
に
圧
倒

的
に
多
く
、
ま
た
近
年
増
加
し
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
女
装
の
男
が
多
く
な
っ
て
い
る
理
由
と
し
て
、
女
の
場
合
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
が
飛
躍
的
な
広
が
り
を
み
せ
、
ひ
と
蒔
田
ま
で
男
の
も
の
と
さ

れ
て
い
た
ズ
ボ
ン
や
ジ
ャ
ン
パ
ー
ま
で
も
女
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
に

組
み
込
ま
れ
た
こ
と
。
ま
た
女
性
に
は
社
会
的
活
動
の
場
が
開
か
れ
て

き
て
い
る
た
め
に
、
異
装
癖
の
必
要
性
が
薄
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、

男
性
の
場
合
、
服
装
は
限
定
さ
れ
、
ス
カ
ー
ト
を
は
い
た
だ
け
で
も

“
変
態
”
の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
年
〈
男
性
役
割
〉
に
負
担

を
感
じ
る
男
性
が
増
加
し
、
時
々
女
装
す
る
こ
と
で
「
女
に
な
っ
た
」

と
い
う
感
覚
を
味
わ
い
、
　
〈
男
〉
で
あ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
ス
ト
レ
ス

を
解
消
す
る
必
要
性
が
以
前
に
も
増
し
て
出
て
き
て
い
る
。

　
人
は
誰
で
も
異
性
へ
の
あ
こ
が
れ
、
変
身
願
望
を
多
少
な
り
と
も
抱

い
て
い
る
。
多
く
の
人
は
そ
れ
を
抑
圧
あ
る
い
は
、
仮
装
パ
ー
テ
ィ
や

劇
（
宝
塚
や
歌
舞
伎
な
ど
）
を
通
じ
、
昇
華
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

服
装
に
よ
る
性
の
区
別
は
歴
史
的
流
動
的
な
も
の
で
あ
り
、
古
代
ギ
リ
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シ
ャ
で
は
男
も
ス
カ
ー
ト
を
は
い
て
い
た
。
ま
た
、
女
が
ズ
ボ
ン
を
は

き
だ
し
た
時
、
異
性
装
と
し
て
、
社
会
的
抵
抗
に
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
現
代
の
文
化
が
そ
れ
を
“
異
常
”
と
判
断
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

の
で
あ
る
。

　
結
び
に
か
え
て
－
子
育
て
と
性
自
認

　
以
上
の
よ
う
に
、
　
〈
女
〉
と
く
男
〉
は
、
一
般
に
思
わ
れ
て
い
る
ほ

　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
や

ど
生
物
学
的
に
明
確
に
区
別
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
異
性
装

の
存
在
は
心
理
的
レ
ベ
ル
で
は
両
性
具
有
（
ア
ン
ド
ロ
ジ
ニ
i
）
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
た
。
最
後
に
、
私
達
は
性
差
別
の
再
生
産
の
担

い
手
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
子
育
て
を
し
て
い
け
ば
よ

い
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
女
性
な
ら
ば
誰
で
も
「
女
だ
か
ら
×
×
し
て
は
い
け
な
い
」
と
性
に

よ
っ
て
わ
け
へ
だ
て
さ
れ
、
ニ
ガ
ニ
か
し
い
思
い
を
し
、
自
分
が
子
ど

も
を
育
て
る
揚
合
に
は
“
そ
ん
な
わ
け
へ
だ
て
は
し
ま
い
”
と
心
に
誓

っ
た
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
実
は
私
（
善
積
）
も
そ
の
一
人
で
あ

る
が
、
い
ざ
自
分
が
子
育
て
の
役
回
り
を
演
じ
る
と
な
る
と
、
そ
の
こ

と
は
と
て
も
む
つ
か
し
い
。

　
私
の
娘
が
四
歳
の
頃
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
な
ど
い
わ
ゆ
る
男
の
子
の
マ

ン
ガ
に
心
酔
し
、
そ
れ
の
つ
い
た
男
の
装
用
の
半
ズ
ボ
ン
を
買
っ
て
く

れ
と
ね
だ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
瞬
躊
躇
し
た
も
の
の
、
服
装
で

男
女
差
を
つ
け
る
必
然
性
は
な
い
と
思
い
直
し
て
買
っ
た
。
そ
れ
以

後
、
帽
子
か
ら
靴
に
い
た
る
ま
で
男
の
子
マ
ン
ガ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商

品
で
身
を
包
む
こ
と
に
な
っ
た
。
保
育
所
に
子
を
迎
え
に
行
く
と
、
他

の
子
ど
も
が
私
の
も
と
に
や
っ
て
き
て
、
　
「
お
ば
ち
ゃ
ん
、
な
ん
で
ゆ

う
き
ち
ゃ
ん
は
男
の
子
の
服
を
着
て
る
の
？
」
と
よ
く
質
問
し
て
く

る
。
そ
の
つ
ど
私
は
「
女
の
子
も
男
の
子
も
自
分
の
着
た
い
服
を
着
た

ら
え
え
ん
と
違
う
か
な
ア
。
男
の
子
も
着
た
か
っ
た
ら
、
ス
カ
ー
ト
は

い
て
も
え
え
ん
や
で
」
と
答
え
て
い
た
が
、
い
つ
も
子
ど
も
は
び
っ
く

り
目
玉
で
あ
っ
た
。
そ
の
娘
も
、
小
学
校
に
入
る
頃
に
は
、
　
（
社
会
的

抵
抗
に
屈
し
て
？
）
、
ス
カ
ー
ト
を
は
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　
女
の
子
は
赤
・
ピ
ン
ク
、
男
の
子
は
黒
や
青
。
女
の
子
に
は
人
形
、

男
の
子
に
は
乗
り
物
と
生
活
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
性
別
の
コ
ー
ド
化
が

進
み
、
幼
児
の
頃
か
ら
そ
れ
を
身
に
つ
け
て
い
く
。
と
こ
ろ
で
こ
の
性

別
の
コ
ー
ド
化
を
打
ち
破
ろ
う
と
す
る
時
の
困
難
性
は
、
こ
う
し
た
周

囲
の
も
の
か
ら
の
抵
抗
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
下
手
を
す
る
と
子
ど
も

の
性
自
認
の
混
乱
を
も
た
ら
す
点
に
あ
る
。

　
私
の
友
人
で
常
々
「
男
女
に
と
ら
わ
れ
ず
に
育
て
た
い
」
と
考
え
、

そ
れ
を
実
行
に
移
し
て
い
る
人
が
い
る
。
そ
の
子
ど
も
が
幼
稚
園
に
入

園
し
、
先
生
が
、
女
の
子
の
列
、
男
の
子
の
列
に
分
け
て
並
ば
そ
う
と

し
た
時
、
友
人
の
子
は
ど
ち
ら
の
列
に
自
分
が
並
ぶ
べ
き
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
。
「
女
だ
か
ら
」
「
男
だ
か
ら
」
と
い
う
発
言
で
子
ど
も
の
伸
び

や
か
さ
を
失
い
た
く
な
い
。
既
成
の
枠
に
閉
じ
こ
め
た
く
な
い
と
い
う

親
の
思
い
が
、
子
ど
も
の
性
自
認
の
獲
得
を
遅
ら
せ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
性
自
認
は
、
「
あ
な
た
は
女
（
男
）
の
子
で
す
ヨ
」
と
言
わ
れ
る
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こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
く
。
現
在
日
本
で
は
、
性
教
育
は
た
ち

遅
れ
、
性
自
認
の
獲
得
は
身
体
的
男
女
の
差
を
通
じ
て
よ
り
も
、
服
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

・
し
ぐ
さ
・
言
葉
づ
か
い
と
い
っ
た
性
差
の
文
化
の
回
路
を
通
じ
て
多

く
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
性
差
の
文
化
を
否
定
し
て
い
く
行

為
は
、
ヘ
タ
を
す
る
と
子
ど
も
の
性
自
認
の
獲
得
を
妨
げ
る
危
険
性
を

は
ら
ん
で
い
る
。

　
女
の
子
は
産
む
性
を
、
男
の
子
は
妊
娠
さ
せ
る
性
を
も
つ
。
私
達
は

こ
う
し
た
生
物
学
的
性
差
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
現
在
の
性
差

別
文
化
の
枠
に
子
ど
も
を
は
め
こ
ま
ず
、
し
か
も
性
自
認
を
獲
得
さ
せ

て
い
く
に
は
、
年
齢
に
応
じ
た
性
教
育
を
む
し
ろ
積
極
的
に
や
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
と
同
時
に
、
生
物
学
的
性
差
と
文
化
に
よ
っ
て
造
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

れ
た
性
差
・
性
役
割
を
明
確
に
区
別
し
、
性
差
が
性
差
別
に
結
び
つ
か

な
い
よ
う
に
、
絶
え
ず
自
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
楠
崎
ル
リ
コ
・
善
積
京
子
）

　
　
　
　
資
料

ω
熱
田
恵
美
子
「
染
色
体
の
ミ
ス
ー
男
に
な
り
き
れ
な
い
人
た
ち
1
実

　
例
研
究
」
『
婦
人
公
論
』
8
5
年
九
月
号

ω
渡
辺
恒
夫
『
脱
男
性
時
代
ー
ア
ン
ド
ロ
ジ
ナ
ス
を
め
ざ
す
文
明
学

　
1
』
勤
草
書
房
8
6
年

㈹
ジ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
、
バ
ト
リ
シ
ア
・
タ
ッ
カ
ー
著
［
、
朝
山
新
一
訳

　
『
性
の
署
名
－
問
い
直
さ
れ
る
男
と
女
の
意
味
』
人
文
書
院
8
2
年

ω
川
上
正
澄
著
『
男
の
脳
と
女
の
脳
』
紀
伊
國
屋
書
店
8
4
年

＠
⑫
＠
㊥
＠
＠
②
⑤

か
わ
い
い
お
婿
さ
ん
に

　
　
な
れ
る
か
な
？

　
十
一
～
二
歳
の
女
の
子
が
、
キ
ャ

ン
バ
ス
に
向
か
っ
て
絵
を
描
い
て
い

る
。
キ
ャ
ン
バ
ス
の
中
か
ら
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
姿
の
女
が
踊
り
出
て
く
る
。

「
は
や
く
大
人
に
な
り
た
い
な
」
と

い
う
女
の
子
の
声
に
続
い
て
、
男
の

声
で
「
か
わ
い
い
お
嫁
さ
ん
に
な
れ

る
か
な
？
」
。
女
の
子
「
な
り
た
い

な
一
、
ウ
フ
フ
フ
フ
」
。
こ
こ
数
回

放
映
さ
れ
て
い
る
結
婚
式
場
「
玉
姫

殿
」
の
C
M
で
あ
る
。

　
男
の
子
に
対
し
て
「
か
わ
い
い
お

婿
さ
ん
に
な
れ
る
か
な
？
」
と
問
わ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
　
「
お
嫁
さ
ん
を

も
ら
う
」
　
（
ヤ
マ
ハ
エ
レ
ク
ト
ー
ン

の
C
M
な
ど
）
と
い
う
言
葉
は
使
わ

れ
る
。
　
「
お
嫁
さ
ん
に
な
る
」
と
い

う
言
葉
は
、
自
分
の
人
生
を
男
に
委

ね
る
没
主
体
の
受
身
的
な
用
語
で
あ

る
。

り
吉
田
清
彦

　
こ
う
い
う
考
え
方
が
小
さ
い
時
か

ら
女
の
子
に
（
そ
し
て
男
の
子
に
も
）

植
え
つ
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
は
と
て

も
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た

ら
、
東
北
地
方
で
は
同
じ
く
結
婚
式

場
の
コ
半
安
中
」
が
、
二
十
歳
…
前
後

の
女
に
「
宣
誓
！
　
私
は
良
い
妻
、

良
い
母
と
な
り
、
料
理
、
洗
濯
に
精
を

出
し
、
パ
；
ト
な
ど
に
出
て
家
計
を

助
け
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
言
わ
せ
る
C
M
が
流

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
。

「
玉
姫
殿
」
と
「
平
安
閣
」
の
C
M

を
ひ
と
つ
な
ぎ
に
す
る
と
、
（
女
が
）

大
人
に
な
る
”
お
嫁
さ
ん
に
な
る
腫

良
い
妻
、
良
い
母
に
な
る
、
と
い
う

固
定
的
な
性
役
割
思
想
が
見
事
な
ま

で
に
図
式
化
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
あ
か

ら
さ
ま
に
言
わ
れ
る
と
、
反
対
に
「
結

婚
っ
て
何
だ
ろ
う
」
と
考
え
る
女
が

増
え
る
の
で
は
、
と
考
え
る
の
は
楽

観
的
に
す
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。
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教
育
の
な
か
の

心
理
学

牧子小沢

　
こ
れ
は
、
私
た
ち
す
べ
て
の
大
人
の
怠
慢
の
ゆ
え
で
あ
る
。

　
こ
の
怠
慢
に
対
し
て
、
　
「
学
校
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
ち
ゃ
ん
と
見
て
よ
！
」
と
い
う
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
必
死
の
訴
え

の
ひ
と
つ
が
、
登
校
拒
否
で
あ
る
。
こ
の
つ
き
つ
け
に
よ
っ
て
親
は
は

じ
め
て
、
　
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
い
う
一
言
で
か
ん
た
ん
に
す
ま

せ
て
い
た
そ
の
学
校
と
、
自
分
た
ち
大
人
の
中
の
“
学
校
信
仰
”
や

“
学
校
教
”
の
問
い
直
し
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
．

登
校
拒
否
（
4
）

　
子
ど
も
は
学
校
へ
行
く
の
は
当
た
り
前
、
行
か
な
い
の
は
心
の
病
気

だ
と
い
う
思
い
こ
み
は
実
に
根
づ
よ
い
。
世
の
人
々
、
教
師
、
　
「
心
の

専
門
家
」
、
そ
し
て
当
事
者
で
あ
る
苦
し
む
子
ど
も
や
親
も
、
こ
の
思

い
こ
み
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
至
難
で
あ
る
。
子
ど
も
と
い
え
ば
学

校
、
と
い
う
疑
う
余
地
の
な
い
か
の
よ
う
な
図
式
、
そ
し
て
学
校
へ
行

か
な
い
子
な
ど
本
来
あ
り
得
な
い
の
だ
と
い
う
安
易
な
き
め
つ
け
が
、

あ
ま
り
に
も
長
く
続
い
て
き
た
か
ら
だ
、
そ
し
て
言
い
か
え
れ
ば
、
「
子

ど
も
が
学
校
へ
行
く
の
は
当
然
だ
」
と
い
う
問
答
無
用
の
そ
の
図
式
こ

そ
が
、
学
校
ど
い
う
場
を
粛
止
め
な
く
蝕
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
行
く
の
が
当
た
り
前
、
と
さ
れ
て
い
る
そ
の

　
　
　
　
カ
　
　
ぬ
　
　
ミ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

学
校
が
、
ど
の
よ
う
な
学
校
な
の
か
が
問
わ
れ
な
い
ま
ま
に
子
ど
も
た

ち
を
押
し
つ
ぶ
し
て
い
っ
た
か
ら
だ
。

　
親
た
ち
が
知
を
共
有
し
、
支
え
合
う
こ
と
こ
そ

　
夏
休
み
の
始
ま
っ
た
あ
る
目
、
私
の
住
む
川
崎
市
多
摩
区
で
、
母
親

た
ち
の
小
さ
な
集
ま
り
が
ひ
ら
か
れ
て
い
た
。
地
域
の
親
と
教
師
で
学

　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
そ
だ

校
と
教
育
を
考
え
る
「
共
育
ち
の
会
」
の
月
例
会
で
あ
る
。
私
も
一
メ

ン
バ
：
と
し
て
こ
の
会
に
参
加
し
て
き
た
。
こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
二
つ

あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
「
通
信
簿
・
評
価
」
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
登
校
拒

否
の
小
学
生
を
も
つ
M
さ
ん
の
悩
み
を
い
っ
し
ょ
に
考
え
あ
う
こ
と
だ

っ
た
。

　
M
さ
ん
の
坊
や
は
小
学
二
年
生
で
あ
る
。
数
ヶ
月
つ
づ
い
て
い
る
不

登
校
に
、
お
母
さ
ん
は
す
っ
か
り
疲
れ
切
っ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
私
の
育
て
方
が
悪
か
っ
た
の
じ
ゃ
な
い
か
、
愛
情
不
足
だ

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
毎
日
悩
ん
で
し
ま
う
の
位
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
わ
か
ら
な
く
て
」

　
こ
の
日
の
会
に
は
、
一
年
前
や
は
り
登
校
拒
否
を
し
て
い
た
四
年
生

（60）



の
女
の
子
の
お
母
さ
ん
K
さ
ん
も
出
席
し
て
い
た
。
今
日
の
大
切
な
発

言
者
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
。
K
さ
ん
は
、
同
じ
学
校
で
自
分
た
ち

親
子
と
同
じ
悩
み
に
出
会
っ
て
い
る
M
さ
ん
の
こ
と
を
聞
き
及
ん
で
、

か
つ
て
の
自
分
の
体
験
が
き
っ
と
役
に
立
つ
と
思
う
か
ら
、
と
自
発
的

に
参
加
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
K
さ
ん
は
語
る
。

「
M
さ
ん
の
い
ま
の
気
持
が
、
私
に
は
よ
一
く
わ
か
る
よ
う
な
気
が
す

る
の
。
自
分
の
育
て
方
が
悪
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
甘
や
か
し
て
弱

い
子
に
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
き
び
し
く
し
て
学
校
へ
出
し
た
方
が
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
あ
れ
こ
れ
と
思
い
め
ぐ
ら
し
て
、
私
も
は
じ
め
は

ほ
ん
と
に
辛
か
っ
た
の
」
　
「
子
ど
も
は
と
て
も
く
た
び
れ
て
い
て
、
と

て
も
学
校
へ
行
っ
た
り
お
手
伝
い
を
し
た
り
す
る
力
は
な
い
の
よ
。
じ

一
つ
と
、
病
気
の
猫
み
た
い
に
こ
た
つ
に
も
ぐ
っ
て
ね
、
た
だ
そ
う
し

て
疲
れ
た
心
身
を
癒
し
て
い
た
み
た
い
。
学
校
へ
行
き
つ
づ
け
る
こ
と

で
そ
ん
な
に
参
っ
て
い
た
の
を
知
ら
な
い
で
、
私
は
気
軽
に
“
が
ん
ば

り
な
さ
い
ね
”
な
ん
て
言
っ
て
い
た
の
。
休
ん
で
力
が
で
て
き
た
ら
、

自
分
で
動
き
始
め
る
わ
よ
。
自
分
か
ら
お
手
伝
い
も
自
然
に
す
る
よ
う

に
な
る
し
、
静
か
に
し
て
お
く
し
か
な
い
の
よ
」

「
自
分
ひ
と
り
で
か
か
え
こ
ん
で
は
だ
め
だ
と
思
う
の
。
専
門
家
の
と

こ
ろ
に
親
子
で
通
い
つ
め
て
い
る
よ
り
、
近
く
の
人
た
ち
に
助
け
て
も

ら
う
こ
と
を
考
え
る
と
い
い
の
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
あ
ら
、
学
校
行
か

な
い
の
、
ど
う
し
た
の
？
　
な
ん
て
聞
か
れ
て
も
平
気
で
、
え
え
、
い

ま
行
っ
て
な
い
の
、
っ
て
い
う
具
合
に
。
そ
し
た
ら
、
小
犬
が
生
ま
れ

た
か
ら
見
に
お
い
で
、
と
か
皆
親
切
に
し
て
く
れ
て
、
子
ど
も
も
、
学

校
へ
行
か
な
い
悪
い
子
だ
っ
て
い
う
気
持
か
ら
解
放
さ
れ
た
み
た
い
」

「
と
に
か
く
、
学
校
で
が
ん
ば
る
、
っ
て
い
う
気
持
を
大
人
の
側
が
乗

り
こ
え
る
こ
と
だ
と
思
う
の
」
　
「
辛
い
と
き
は
い
つ
で
も
電
話
し
て
み

て
ね
。
学
校
を
変
え
て
い
く
こ
と
も
一
緒
に
や
り
ま
し
よ
う
」

　
会
を
終
え
て
皆
と
帰
る
M
さ
ん
の
表
情
は
、
ま
る
で
人
が
変
わ
っ
た

よ
う
に
明
る
く
、
仲
間
た
ち
を
得
た
心
強
さ
に
輝
い
て
み
え
た
。

　
心
理
学
の
専
門
性
を
ど
う
考
え
る
か

　
登
校
拒
否
に
つ
い
て
の
話
題
を
今
回
で
ひ
と
ま
ず
終
え
る
。
こ
の
テ

ー
マ
の
中
で
と
く
に
考
え
た
か
っ
た
こ
と
は
、
心
理
学
は
苦
し
む
子
ど

も
や
親
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
か
と
い
う
疑

問
で
あ
る
。
心
理
学
は
、
学
校
の
現
状
を
変
え
る
た
め
に
発
言
し
て
き

た
だ
ろ
う
か
？
　
そ
う
で
は
な
く
て
、
こ
の
荒
ん
だ
現
状
に
適
応
す
る

た
め
の
技
術
や
知
識
を
提
供
し
て
、
学
校
の
困
っ
た
現
状
を
補
完
し
て

き
た
歴
史
を
も
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
　
そ
し
て
何
よ
り
も
、
問

題
を
親
の
育
て
方
に
帰
し
て
、
親
た
ち
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
、
と
く
に
母

親
を
ソ
フ
ト
に
責
め
、
責
任
を
押
し
つ
け
て
は
こ
な
か
っ
た
だ
ろ
う

か
？

　
私
は
、
ひ
と
り
の
親
と
し
て
の
立
揚
に
固
執
し
な
が
ら
、
次
回
か
ら

の
シ
リ
ー
ズ
で
、
　
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
っ
て
み

た
い
。
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教室 の

窓
㈱
　
”
母
”
と
出
会
う

植
垣
一
彦

い
っ
か
年
月
の
ま
に
ま
に

冬
過
ぎ
春
来
て
諸
国
の
天
女
も
老
い
る
。

　
i
永
瀬
清
子
「
諸
国
の
天
女
」
部
分
一

　
人
は
だ
れ
で
も
人
の
子
で
あ
る
以
上
、
親

と
の
固
有
の
出
会
い
と
い
う
の
を
持
っ
て
い

よ
う
。

　
先
日
、
夜
間
中
学
を
つ
く
る
運
動
に
長
い

あ
い
だ
関
わ
っ
て
き
た
人
（
S
さ
ん
と
し
て

お
こ
う
）
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
私

の
属
す
る
研
究
会
で
お
呼
び
し
た
の
だ
っ

た
。　

奪
わ
れ
た
文
字
を
一
つ
ひ
と
つ
覚
え
て
ゆ

く
た
び
に
、
　
「
や
っ
と
人
間
に
な
っ
て
い
く

よ
う
な
気
が
す
る
」
と
吐
露
し
た
と
い
う
五

十
代
の
在
日
朝
鮮
人
の
母
親
－
。
s
さ
ん

は
、
夜
間
中
学
で
読
み
書
き
を
学
ぶ
人
た
ち

の
辛
苦
の
体
験
を
、
あ
り
あ
り
と
語
っ
て
く

れ
た
。

　
そ
の
S
さ
ん
の
お
母
さ
ん
も
実
は
、
小
学

校
二
年
生
ま
で
し
か
出
て
お
ら
れ
な
い
と
の

こ
と
。
穏
や
か
な
語
り
口
と
は
裏
腹
に
、
S

さ
ん
は
、
「
口
惜
し
い
」
「
時
代
に
復
し
ゅ
う

し
て
や
り
た
い
」
と
言
う
。
も
ぎ
取
ら
れ
た

お
母
さ
ん
の
筆
を
、
公
然
た
る
夜
間
中
学
を

行
政
に
作
ら
せ
る
と
い
う
形
で
、
奪
回
し
よ

う
と
す
る
S
さ
ん
。

　
そ
ん
な
話
に
胸
を
打
た
れ
て
い
た
ら
、
詩

人
の
一
さ
ん
が
、
　
「
う
ち
の
オ
フ
ク
ロ
も
、

実
は
、
文
字
を
知
ら
な
い
ん
だ
よ
ね
」
と
、

ふ
い
を
突
く
よ
う
に
告
げ
た
の
だ
っ
た
。

　
や
や
あ
っ
て
、
　
「
教
え
て
あ
げ
よ
う
と
は

思
わ
な
か
っ
た
の
？
」
と
私
が
愚
問
を
発
す

る
と
、
彼
は
、
　
「
子
と
親
の
関
係
は
、
そ
ん

な
ん
じ
ゃ
な
い
。
親
が
読
み
書
き
で
き
な
い

と
い
う
の
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
、
　
“
教
え

よ
う
”
と
動
く
よ
り
も
、
　
“
恥
ず
か
し
い
”

と
い
う
リ
ア
リ
テ
ィ
の
方
が
先
行
す
る
も
の

な
ん
だ
よ
。
実
際
、
高
校
の
時
の
三
者
面
談

で
、
オ
フ
ク
ロ
に
は
来
て
も
ら
い
た
く
な
く

て
、
オ
ヤ
ジ
に
来
る
よ
う
に
注
文
付
け
た
く

ら
い
だ
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
オ
フ
ク
ロ
が
ね

…
…
」
と
、
い
う
。
彼
は
ひ
と
呼
吸
置
い
て

話
を
続
け
た
。

「
俺
が
大
学
の
時
、
　
”
不
可
”
ば
っ
か
り
の

と
ん
で
も
な
い
成
績
通
知
が
、
大
学
の
方
か

ら
直
接
い
な
か
の
実
家
に
郵
送
さ
れ
ち
ゃ
っ

て
ね
、
あ
わ
て
ふ
た
め
い
た
オ
フ
ク
ロ
か
ら
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速
達
の
手
紙
が
来
た
ん
だ
よ
。
初
め
て
見
る

オ
フ
ク
ロ
の
手
紙
だ
っ
た
…
…
。
よ
く
言
う

ミ
ミ
ズ
の
這
っ
た
よ
う
な
字
で
ね
、
何
書
い

て
あ
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
読
め
な
く
っ
て
さ
…

…
。
か
ろ
う
じ
て
判
読
し
た
け
ど
ね
。
ガ
キ

の
頃
、
読
み
書
き
で
き
な
い
オ
フ
ク
ロ
の
こ

と
を
、
恥
ず
か
し
い
な
ん
ぞ
と
思
っ
た
り
も

し
た
も
の
だ
け
ど
…
…
、
さ
す
が
に
（
そ
の

手
紙
は
涙
な
し
に
は
読
め
な
か
っ
た
ね
一
」
。

　
コ
ト
バ
に
い
の
ち
を
吹
き
込
む
詩
人
の
彼

は
、
そ
の
時
以
来
、
母
親
と
い
う
も
の
を
、

無
条
件
に
い
た
わ
る
べ
き
存
在
と
み
な
し
て

来
た
か
の
よ
う
に
、
い
か
に
も
い
と
お
し
く

語
る
の
だ
っ
た
。

　
私
は
、
　
「
あ
あ
、
い
い
話
だ
な
あ
」
と
、

胸
中
う
っ
と
り
し
て
聞
き
入
っ
た
。

　
そ
し
て
、
　
「
実
は
僕
に
も
…
…
」
と
切
り

出
し
た
。

　
私
が
、
初
め
て
“
母
”
に
出
会
っ
た
と
い

う
の
は
、
や
は
り
大
学
の
時
で
あ
っ
た
。

　
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
の
帰
り
の
夜
道
。
大
き

な
風
呂
敷
包
み
を
背
負
っ
た
お
ば
さ
ん
と
す

れ
違
っ
た
。
私
は
、
は
っ
と
し
て
思
わ
ず
振

り
返
っ
た
。
前
か
が
み
で
疲
れ
た
よ
う
に
歩

く
そ
の
姿
は
、
ま
さ
し
く
、
私
の
母
の
そ
れ

で
あ
っ
た
。

　
窮
乏
の
底
に
あ
っ
た
時
、
母
は
、
一
時
間

ほ
ど
離
れ
た
N
市
の
問
屋
を
仕
入
れ
先
に
し

て
、
衣
類
や
下
着
の
行
商
を
し
て
回
っ
た
。

背
中
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
い
風
呂
敷
包
み

を
背
負
っ
て
、
家
々
を
売
り
歩
い
て
い
た
。
幼

い
私
は
、
そ
ん
な
母
の
格
好
を
、
恥
ず
か
し

い
と
思
っ
た
。
遊
び
仲
間
の
連
中
と
い
っ
し

ょ
に
見
る
の
が
イ
ヤ
で
、
物
陰
に
隠
れ
て
、

母
の
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
っ
た
。
ど
う
し
て

も
っ
と
裕
福
な
家
に
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
と
、
幾
度
と
な
く
わ
が
境
遇
を
呪
っ
た

り
し
た
も
の
だ
っ
た
。
む
ろ
ん
、
家
族
の
逼

迫
を
い
っ
し
ん
に
背
負
う
母
の
労
苦
な
ど
、

分
か
ろ
う
は
ず
も
な
か
っ
た
。

　
そ
し
て
、
ず
い
ぶ
ん
の
時
間
と
場
所
を
隔

て
て
、
あ
ま
り
に
酷
似
す
る
見
ず
知
ら
ず
の

お
ば
さ
ん
に
出
会
っ
た
夜
、
私
は
初
め
て

“
母
”
に
出
会
っ
た
。
下
宿
ま
で
の
道
す
が

ら
、
骨
身
を
削
る
よ
う
に
し
て
家
族
を
支
え

て
来
た
遠
い
母
の
姿
は
、
に
じ
み
を
増
し
な

が
ら
も
、
私
の
中
で
確
か
な
像
を
結
ん
だ
。

私
は
、
そ
ん
な
母
に
、
素
直
に
感
謝
の
念
を

抱
い
た
の
だ
っ
た
。

　
さ
て
、
研
究
会
の
数
日
後
、
忘
れ
な
い
う

ち
に
と
思
っ
て
、
私
は
こ
の
ふ
た
つ
の
話
を

わ
が
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
達
に
伝
え
た
。
彼
ら

の
多
く
は
「
何
を
突
然
…
…
」
と
い
う
表
情

だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
と

私
は
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
つ
い
で
に
、

「
ど
ん
な
時
に
い
ち
ば
ん
う
れ
し
く
親
を
意

識
し
た
か
」
尋
ね
て
み
た
。

　
・
4
0
度
の
熱
の
時
、
ね
む
り
に
つ
く
ま
で

お
母
さ
ん
が
い
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た

（
山
本
く
ん
）
・
か
ぜ
の
時
に
薬
が
な
く
て
、

急
い
で
お
母
さ
ん
が
買
っ
て
来
て
く
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
（
桐
生
さ
ん
＞
1
と
、
ほ
と

ん
ど
の
子
が
、
身
体
を
媒
介
に
し
て
親
の
存

在
と
あ
り
が
た
さ
を
認
識
し
て
い
る
。
こ
の

子
ら
が
、
観
念
を
媒
介
に
し
て
、
本
当
に
親

と
出
会
う
の
は
い
つ
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
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轍で
まv

ele

暢子仲野

健
康
っ
て

何
だ
ろ
う

　
八
月
は
教
師
に
と
っ
て
貴
重
な
充
電
の
季
節
だ
。
思
考
の
断
片
を
つ

な
げ
、
知
識
を
広
げ
、
旅
や
研
修
会
で
の
出
会
い
に
心
を
弾
ま
せ
る
。

　
こ
こ
二
、
三
年
来
そ
の
研
修
会
開
催
の
責
任
を
負
う
立
場
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
正
直
言
っ
て
重
い
。
禁
煙
教
育
を
始
め
た
と
き
は
、
目
の

前
の
生
徒
の
状
況
を
見
か
ね
て
、
自
分
一
人
の
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
気
持

ち
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
か
ら
み
る
と
、
日
本
の
た
ば
こ
事
情
も
か
な
り

変
わ
っ
た
と
同
時
に
、
複
雑
に
も
な
っ
て
き
た
。
　
「
喫
煙
と
健
康
」
に

関
す
る
情
報
に
世
の
関
心
が
向
い
て
き
た
と
は
い
っ
て
も
、
な
に
せ
成

人
男
子
の
六
〇
％
以
上
が
歩
く
間
も
た
ば
こ
を
離
さ
ず
、
女
子
も
二
十

代
は
増
加
傾
向
で
、
二
〇
％
に
近
付
い
て
い
る
。
政
府
出
資
号
の
「
日

本
た
ば
こ
産
業
K
K
」
が
危
機
感
を
高
め
て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
作
戦
に

努
め
る
だ
け
で
な
く
、
　
「
喫
煙
と
健
康
問
題
で
W
H
O
や
厚
生
省
が
動

き
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
国
会
議
員
を
動
か
す
な
ど
相
当
な

覚
悟
で
た
ば
こ
業
界
の
総
力
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
　
（
業
界

紙
「
た
ば
こ
産
業
」
よ
り
）
と
、
あ
く
ま
で
た
ば
こ
の
害
は
無
視
し
国

内
消
費
と
輸
出
拡
大
に
執
念
を
燃
や
し
て
い
る
。
困
っ
た
こ
と
に
、
既

に
ニ
コ
チ
ン
に
理
性
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
ス
モ
ー
カ
ー
タ
レ

ン
ト
な
ど
が
「
大
袈
裟
過
ぎ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
真
似
ば
か
り
し
て
自
己

主
張
ば
か
り
す
る
な
。
健
康
に
悪
い
ん
だ
っ
た
ら
、
デ
ブ
を
禁
止
し
て

追
放
す
り
ゃ
い
い
ん
だ
。
迷
惑
と
い
う
な
ら
、
禁
バ
バ
ア
車
・
や
禁
ガ
キ

車
も
作
れ
」
　
（
週
刊
ポ
ス
ト
八
六
、
五
、
三
〇
）
と
か
相
も
変
わ
ら
ず

宣
伝
ピ
エ
ロ
を
買
っ
て
出
て
い
る
。

　
一
方
た
ば
こ
の
害
を
知
ら
せ
る
情
報
は
何
か
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た

時
と
い
う
ぐ
ら
い
で
、
意
図
的
、
系
統
的
に
は
流
れ
て
い
な
い
。
厚
生

省
が
来
年
の
「
喫
煙
と
健
康
世
界
会
議
」
の
開
催
国
と
し
て
や
っ
と

「
た
ば
こ
の
害
白
書
」
の
作
成
に
踏
み
切
り
、
文
部
省
も
重
い
腰
を
上

げ
て
「
禁
煙
教
育
の
手
引
き
」
小
学
校
版
を
作
っ
た
。
今
年
六
月
全
国

の
小
学
校
に
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
一
冊
ず
つ
配
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ

だ
け
で
は
現
場
が
動
き
出
す
も
の
で
は
な
い
。
テ
レ
ビ
の
た
ば
こ
C
M

と
同
量
以
上
の
「
た
ば
こ
の
害
P
R
」
を
流
し
、
各
地
域
で
害
の
情
報

を
行
き
渡
ら
せ
て
非
喫
煙
者
や
子
ど
も
を
守
る
環
境
を
作
り
、
そ
し
て

学
校
で
「
健
康
教
育
」
を
十
分
行
わ
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
世
の
中
の

意
識
、
ま
し
て
や
行
動
を
変
え
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

　
気
付
い
た
人
た
ち
が
繋
が
り
、
学
習
し
合
っ
て
運
動
も
し
て
い
か
な
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け
れ
ば
と
「
禁
煙
教
育
を
す
す
め
る
会
」
を
作
っ
た
。
と
い
っ
て
も
専

従
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
　
「
温
れ
る
熱
意
、
惜
し
ま

ぬ
労
力
」
だ
け
が
合
言
葉
の
や
り
繰
り
算
段
。
で
も
全
国
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
る
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
い
ざ
と
い
う
時
、
学
問
的
、
理
念

的
に
最
高
の
方
々
が
協
力
し
て
く
だ
さ
る
お
か
げ
で
、
今
年
三
回
目
の

内
容
豊
富
な
夏
期
研
修
会
を
開
く
こ
と
が
出
来
た
。
サ
ワ
リ
を
ご
紹
介

し
よ
う
。

　
国
立
公
衆
衛
生
院
の
浅
野
博
士
か
ら
は
「
喫
煙
は
呼
吸
器
、
循
環

器
、
消
化
器
、
泌
尿
器
な
ど
全
身
ほ
と
ん
ど
の
臓
器
を
冒
し
、
癌
死
の

運
命
を
も
た
ら
す
が
、
若
者
や
生
徒
に
遠
い
将
来
の
健
康
状
態
に
関
心

を
持
た
せ
る
の
は
難
し
い
。
む
し
ろ
喫
煙
が
生
体
に
直
ち
に
与
え
る
生

理
的
な
機
能
変
化
の
証
拠
を
示
す
こ
と
が
効
果
的
」
と
い
う
観
点
か
ら

数
々
の
実
験
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
紹
介
さ
れ
る
。

　
東
京
衛
生
病
院
の
林
院
長
の
、
依
存
症
的
喫
煙
者
に
対
す
る
禁
煙
講

習
の
永
年
の
経
験
と
研
究
を
経
た
心
理
的
分
析
、
愛
知
県
癌
セ
ン
タ
ー

の
小
川
主
任
研
究
員
か
ら
は
依
存
症
に
な
り
や
す
い
条
件
の
調
査
に
基

づ
い
て
、
生
活
習
慣
の
転
換
、
社
会
規
範
、
禁
煙
空
間
拡
大
、
マ
ス
コ

ミ
の
勇
気
付
け
、
禁
煙
者
の
数
、
価
格
等
が
あ
げ
ら
れ
、
特
に
禁
煙
教

育
で
は
学
校
と
家
庭
、
子
ど
も
と
親
の
交
流
が
強
調
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
の
行
き
届
い
た
禁
煙
教
育
事
情
を
、
ス

ラ
イ
ド
や
教
材
の
実
物
を
示
し
て
紹
介
す
る
の
は
大
阪
成
人
病
セ
ン
タ

ー
日
山
調
査
係
長
、
百
芳
教
育
研
究
所
の
河
津
所
長
。

　
実
践
面
で
は
東
大
川
畑
研
究
室
の
小
学
校
禁
煙
授
業
の
記
録
の
ほ
か

に
、
私
た
ち
会
員
に
よ
る
中
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
実
践
報
告
、
養
護

教
諭
が
行
う
禁
煙
教
育
、
高
校
の
禁
煙
授
業
と
教
師
用
喫
煙
室
設
置
経

過
報
告
、
そ
し
て
た
ば
こ
の
害
実
験
用
器
具
の
製
作
e
t
C
…
…
。

　
中
で
も
多
く
の
参
加
者
の
共
感
を
呼
ん
だ
の
が
、
国
立
公
衆
衛
生
院

の
星
医
師
に
よ
る
「
健
康
作
り
と
禁
煙
」
だ
っ
た
。

　
そ
の
内
容
は
「
健
康
と
は
単
に
病
気
で
な
い
と
い
う
狭
い
意
味
の
他

に
、
意
欲
を
も
っ
て
社
会
参
加
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
な
ど
の
広
い
意

味
が
あ
り
、
た
と
え
障
害
を
も
っ
て
い
よ
う
と
、
病
気
を
も
っ
て
い
よ

う
と
、
　
『
自
己
実
現
を
含
む
健
康
の
維
持
増
進
』
は
そ
れ
自
体
目
的
と

考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
喫
煙
は
将
来
の
展
望
が
暗
い
生
徒
が
始
め
や

す
い
傾
向
も
あ
り
、
健
康
教
育
は
人
間
が
前
向
き
に
生
き
て
い
く
た
め

に
必
要
だ
。
戦
後
目
本
人
の
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
、
結
核
・

肺
炎
な
ど
の
感
染
症
は
死
因
の
下
位
に
下
が
り
、
癌
・
脳
血
管
障
害
・

心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
が
上
位
に
進
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
専
門
家
主

導
型
の
伝
染
予
防
か
ら
、
個
人
の
日
常
生
活
習
慣
と
深
い
関
係
の
あ
る

健
康
習
慣
型
の
発
生
予
防
へ
の
移
行
を
意
味
す
る
」
。

　
子
ど
も
た
ち
に
望
む
こ
と
は
、
　
「
自
己
実
現
」
に
他
な
ら
な
い
。
十

年
先
、
二
十
年
先
に
必
ず
実
る
健
康
習
慣
（
禁
煙
だ
け
で
は
な
い
。
飲

酒
の
け
じ
め
、
自
然
な
食
物
、
適
度
な
運
動
・
睡
眠
等
）
な
す
べ
き
健

康
習
慣
を
自
分
で
作
り
出
し
、
社
会
に
働
き
か
け
な
が
ら
意
欲
的
に
生

き
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
を
目
指
し
て
私
の
教
育
、
土
ハ
育
は
あ
り
た
い
。
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学
習
の
主
人
公
た
ち

費

こ
ん
な
家
庭
科
な
ら
い
い
な

八
尾
市
立
竜
華
中
学
校
三
年
の
生
徒
た
ち

　
本
校
で
は
一
、
二
年
は
完
全
共
学
で
、
被
服

（
ス
モ
ッ
ク
）
、
木
工
（
一
枚
板
に
よ
る
自
由
作

品
）
、
食
物
、
木
工
（
折
り
た
た
み
い
す
）
を

学
び
、
三
年
一
、
二
学
期
だ
け
男
女
に
分
か

れ
、
機
械
・
電
気
、
被
服
（
。
ハ
ジ
ャ
マ
）
、
食

物
、
三
学
期
は
共
学
で
保
育
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
山
悦
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
淑
寛

　
僕
は
、
技
術
で
い
す
を
作
っ
た
時
や
、
家
庭
科
で

調
理
実
習
を
し
た
時
は
時
間
が
少
な
か
っ
た
と
思

う
。
技
術
で
は
、
必
死
に
い
す
を
作
っ
て
い
た
ら
ア

ッ
と
い
う
問
に
終
わ
る
し
、
片
付
け
る
の
に
も
手
間

が
か
か
る
。
家
庭
で
は
、
早
く
作
っ
て
早
く
食
べ
な

い
と
い
け
な
い
か
ら
お
い
し
く
出
来
な
い
し
、
味
わ

っ
て
食
べ
れ
な
い
。
だ
か
ら
も
っ
と
多
く
時
間
が
あ

っ
た
ら
い
い
と
思
う
。

母田H田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
上
　
清
美

　
私
は
も
う
少
し
、
自
分
た
ち
で
考
え
た
形
の
ス
モ

ッ
ク
を
作
り
た
か
っ
た
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
を
み
ん
な

で
意
見
を
出
し
合
っ
て
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
で
作
る
と

か
、
料
理
の
時
は
、
お
母
さ
ん
に
何
か
お
し
え
て
も

ら
い
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
て
決
め
る
、

と
い
う
よ
う
に
、
も
う
少
し
生
徒
の
意
見
と
先
生
の

意
見
と
を
合
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
っ
た
り

し
て
楽
し
く
し
て
い
っ
た
ら
い
い
と
思
う
。
そ
し
て

も
っ
と
発
表
会
な
ど
も
多
く
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
陽
道

　
ぼ
く
は
、
も
っ
と
お
も
し
ろ
い
よ
う
に
や
っ
て
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

れ
ば
い
い
と
思
う
。
電
気
な
ら
、
こ
わ
れ
た
電
器
製

品
を
あ
つ
め
て
、
そ
の
部
品
か
ら
新
し
い
物
を
作
り

だ
し
て
み
た
り
、
機
械
で
は
、
車
一
台
の
分
解
す
る

の
を
見
学
し
た
り
し
た
ら
い
い
と
思
う
。
木
材
で
は
、

丸
太
の
木
か
ら
、
い
す
の
材
料
を
切
り
出
し
て
い
す

を
つ
ぐ
っ
た
り
、
食
事
で
は
、
魚
の
さ
ば
き
方
、
野

菜
の
読
み
方
や
、
物
の
数
え
方
な
ど
も
し
た
ら
い
い

と
思
う
。
保
育
で
は
、
保
育
所
に
見
学
に
行
っ
た
り

保
母
さ
ん
の
話
を
き
い
た
り
す
れ
ば
い
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
本
有
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
三
年
に
な
る
と
な
ぜ
か
知
ら
な
い
け
ど
男
女
で
別

れ
て
す
る
。
や
っ
ぱ
り
男
女
い
っ
し
ょ
の
方
が
楽
し

い
か
ら
、
三
年
ま
で
は
い
つ
し
ょ
の
方
が
い
い
。

　
三
年
は
パ
ジ
ャ
マ
じ
ゃ
な
く
て
、
パ
ジ
ャ
マ
入
れ

と
か
、
か
わ
い
い
バ
ッ
グ
と
か
何
を
作
っ
て
も
い
い

よ
う
に
で
き
た
ら
な
あ
i
。
そ
し
て
わ
か
ら
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
一

こ
ろ
は
先
生
が
教
え
て
く
れ
た
ら
最
高
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
あ
と
は
も
っ
と
し
し
ゅ
う
と
か
編
物
と
か
教
え
て

ほ
し
か
っ
た
な
あ
i
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
上
　
　
博

　
家
庭
科
は
他
の
教
科
と
違
っ
て
憂
苦
し
く
も
な
い

し
、
割
と
自
由
な
感
じ
な
の
で
特
に
希
望
す
る
こ
と

も
な
い
で
す
。
ぼ
く
は
も
と
も
と
不
器
用
な
の
で
ス

モ
ッ
ク
作
り
や
細
か
い
作
業
な
ど
が
う
ま
く
で
き
な

い
事
が
多
く
不
愉
快
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ

ど
い
っ
か
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
、
栄
養

に
つ
い
て
の
学
習
な
ど
も
日
常
生
活
に
関
係
し
て
い

る
の
で
関
心
が
持
て
ま
し
た
。
残
り
の
分
も
ど
ん
な



の
か
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膏
笹
妙
子

　
私
が
望
む
こ
と
は
、
た
っ
た
一
つ
、
　
「
グ
ル
ー
プ

で
勉
強
す
る
こ
と
を
や
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
個
人
で
す
る
方
が
気
楽
で
い
い
で
す
。
も
し

班
わ
け
な
ど
す
る
に
し
て
も
、
い
つ
つ
も
ワ
ン
パ
タ

ー
ン
で
、
出
席
番
号
だ
し
…
。
そ
ん
な
の
だ
と
学
校

が
イ
ヤ
に
な
る
か
ら
、
で
き
る
だ
け
、
グ
ル
ー
プ
で

…
っ
て
の
は
、
な
く
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
　
宏
行

　
一
、
二
年
に
は
、
も
ん
く
は
な
い
が
、
三
年
の
一

学
期
は
や
る
気
が
わ
か
な
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
か

ら
思
っ
た
こ
と
は
、
ず
ば
り
一
つ
だ
け
だ
。
実
習
の

時
間
を
も
っ
と
増
や
す
。
こ
れ
し
か
な
い
。
机
に
向

か
っ
て
、
ム
ズ
カ
シ
イ
話
を
聞
く
よ
り
、
ホ
ン
モ
ノ

を
見
た
り
さ
わ
っ
た
り
す
る
ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど
い

い
。
全
部
は
無
理
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
一
時
間
で
も

実
習
を
増
や
す
。
ぼ
く
の
希
望
は
こ
れ
だ
け
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
田
　
　
史

　
私
は
、
男
子
と
女
子
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
食

事
を
作
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
み
ん
な
で
た
の
し
み

な
が
ら
食
べ
た
い
な
と
何
回
か
思
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
男
女
で
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス

を
作
っ
た
り
、
自
分
の
マ
フ
ラ
ー
を
編
ん
だ
り
、
マ

ス
コ
ッ
ト
を
作
っ
た
り
し
た
い
な
と
今
も
思
っ
て
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
朗
嗣

　
ぼ
く
は
、
二
時
間
の
授
業
を
週
二
日
で
技
術
と
家

庭
を
一
日
ず
つ
や
っ
て
い
っ
て
、
一
学
期
ご
と
に
各

教
科
一
個
作
品
を
完
成
さ
せ
て
、
三
学
期
は
、
そ
の

総
ま
と
め
と
し
て
、
そ
の
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と

を
応
用
し
て
、
技
術
と
家
庭
の
作
品
を
ミ
ッ
ク
ス
さ

せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
つ
く
っ
た
り
し
た
ら
い

い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
家
庭
の
料
理
は
、
月
に
一
度

や
っ
て
、
そ
の
月
々
に
ぴ
っ
た
り
と
マ
ッ
チ
し
た
料

理
を
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
地
知
容
子

　
私
達
の
作
っ
た
も
の
は
生
活
に
役
立
つ
も
の
ば
か

り
な
の
で
、
家
で
も
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

以
前
新
聞
で
読
ん
だ
の
で
す
が
、
あ
る
学
校
で
は
技

術
で
機
織
り
機
を
作
り
、
家
庭
科
で
簡
単
な
布
を
織

っ
た
そ
う
で
す
。
な
か
な
か
ユ
ニ
ー
ク
だ
と
思
い
ま

し
た
。
料
理
で
は
、
ク
ッ
キ
ー
や
ケ
ー
キ
も
作
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

を
学
習
．
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
川
　
浩
和

　
二
年
間
、
家
庭
科
を
や
っ
て
き
て
一
番
楽
し
か
っ

た
の
は
調
理
実
習
だ
っ
た
。
男
で
も
わ
り
と
楽
し
ん

で
い
た
と
思
う
。

　
家
庭
科
で
、
本
を
使
っ
て
や
る
よ
り
も
、
実
技
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

や
る
方
が
い
い
と
思
う
。
利
く
つ
よ
り
も
実
際
に
経

け
ん
す
る
ほ
う
が
た
め
に
な
る
と
思
う
。

　
何
よ
り
も
楽
し
く
で
き
れ
ば
い
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
洋
子

　
私
は
今
ま
で
の
、
ス
モ
ッ
ク
作
り
や
パ
ジ
ャ
マ
作

り
は
、
み
ん
な
で
教
え
合
い
、
協
力
し
合
っ
て
作
っ

た
か
ら
、
楽
し
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
、
ク
ラ
ス
全
員
で
と
か
ニ
ク
ラ
ス
全
員
で

と
か
で
何
か
一
つ
大
き
な
物
を
作
っ
た
ら
お
も
し
ろ

い
だ
ろ
う
な
あ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
で
作
る
の
だ

か
ら
、
上
手
な
人
は
他
の
人
に
教
え
て
あ
げ
て
、
下

手
な
人
ほ
上
手
に
し
ょ
う
と
努
力
す
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
が
出
来
上
が
っ
た
ら
、
自
分
一
人
の
も
の
が
出

来
上
が
っ
た
時
よ
り
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
澤
　
　
基

　
調
理
実
習
ば
っ
か
り
で
男
子
は
な
に
も
せ
ん
と
、

食
え
る
だ
け
な
ら
い
い
な
あ
と
思
う
。

　
高
級
な
も
ん
ば
つ
．
か
り
や
り
た
い
と
思
う
。
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橋
本
　
百
合

　
私
は
、
今
の
家
庭
科
で
お
も
し
ろ
い
と
思
う
。
一

・
二
年
ま
で
は
男
女
い
っ
し
ょ
な
の
は
、
男
子
に
も

女
子
に
も
い
い
勉
強
に
な
る
と
思
う
。
私
が
一
番
好

き
な
の
は
や
っ
ぱ
り
料
理
の
分
野
で
す
。
で
も
二
年

の
と
き
男
子
が
さ
ぼ
っ
て
た
の
が
イ
ヤ
だ
っ
た
ゆ
男

子
に
も
料
理
で
き
る
こ
と
は
必
要
だ
と
思
う
。
一
学

期
に
作
っ
た
パ
ジ
ャ
マ
は
で
き
た
と
き
す
ご
く
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
何
か
作
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
島
　
輝
男

　
調
理
実
習
の
と
き
の
材
料
を
、
自
分
ん
ち
で
買
い

に
い
っ
た
ら
、
先
生
が
時
間
内
に
で
き
そ
う
な
料
理

や
、
料
理
の
苦
手
な
者
に
も
で
き
る
よ
う
な
も
の
を

い
く
つ
か
あ
げ
て
も
ら
っ
た
中
か
ら
、
自
分
た
ち
の

班
で
、
つ
く
り
た
い
も
の
や
、
で
き
そ
う
な
も
の
を

え
ら
ん
で
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
の
を
、
二
年
生
の

調
理
実
習
で
一
回
や
三
回
ぐ
ら
い
い
れ
て
や
れ
ば
い

い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
晃
代

　
国
語
や
数
学
と
違
っ
て
、
家
庭
科
は
先
生
の
数
を

増
や
し
て
ほ
し
い
。
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
と
ま
で
は
い
か

な
く
て
も
、
生
徒
二
人
に
対
し
て
】
人
、
も
し
四
〇

人
の
ク
ラ
ス
な
ら
最
低
で
も
二
〇
人
は
ほ
し
い
。
そ

し
て
徹
底
し
て
教
え
て
も
ら
う
q
先
生
が
一
、
一
〇
人
い

る
と
教
室
は
狭
い
の
で
、
こ
の
際
普
通
教
室
三
つ
分

位
の
ス
ペ
ー
ス
を
さ
く
。
そ
れ
だ
け
だ
と
場
所
が
余

る
の
で
被
服
室
に
は
ミ
シ
ン
を
、
調
理
室
に
は
オ
ー

ブ
ン
e
t
C
を
そ
れ
ぞ
れ
四
五
台
程
度
お
き
、
そ
れ

か
ら
…
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田
雄
一
郎

　
僕
は
、
今
の
ま
ま
で
、
良
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ

男
子
は
、
さ
い
ほ
う
や
料
理
が
あ
ま
り
う
ま
く
な
い

か
ら
、
な
る
べ
く
易
し
い
物
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ

か
ら
、
家
庭
科
の
実
習
と
か
は
、
し
ゃ
べ
っ
て
や
っ

て
も
い
い
事
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
野
亜
衣
子

　
私
は
、
男
子
が
作
る
よ
う
な
も
の
は
し
た
く
な

い
。
た
と
え
ば
、
木
で
何
か
つ
く
っ
た
り
、
ラ
ジ
オ

を
つ
く
っ
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と
女

の
子
が
つ
く
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
い
で
す
。
ウ
ン

ピ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
り
、
ナ
ウ
イ
服
を
造
り
た
い
で

す
。
好
き
に
デ
ザ
イ
ン
も
し
た
い
な
あ
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
務
　
寛
之

　
も
っ
と
時
問
を
多
く
し
て
、
調
理
す
れ
時
間
を
多

く
し
て
ほ
し
い
。
調
理
す
る
の
は
、
簡
単
な
も
の
か

ら
難
し
い
も
の
．
ま
で
段
階
を
つ
け
て
、
例
え
ば
ホ
ッ

プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
み
た
い
に
し
て
し
た
ら

お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
か
な
あ
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西
　
祥
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
私
は
、
男
子
の
や
っ
て
い
る
機
会
や
電
気
も
や
っ

て
み
た
い
。
ラ
ジ
オ
を
作
る
み
た
い
だ
け
ど
、
こ
れ

を
作
っ
て
み
た
い
な
。
家
庭
科
の
家
の
手
伝
い
な
ど

を
す
る
こ
と
が
一
番
勉
強
に
な
る
と
思
う
。
だ
か
ら

授
業
で
洗
た
く
や
そ
う
じ
の
正
し
い
し
方
と
か
、
身

近
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
実
習
で
し

て
み
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
邦
隆

　
僕
は
、
家
庭
科
の
授
業
が
、
あ
ま
り
好
き
じ
ゃ
な

い
の
で
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
け
ど
、
や

っ
ぱ
り
、
ス
モ
ッ
ク
な
ど
を
作
る
よ
り
か
は
、
調
理

マ
マ自

習
の
ほ
う
が
い
い
で
す
。
そ
れ
も
、
自
分
達
で
用

意
し
て
、
好
き
な
も
の
を
作
れ
た
ら
い
い
で
す
。
ど

う
せ
そ
ん
な
に
し
て
も
、
女
子
と
い
っ
し
ょ
の
班
だ

っ
た
ら
作
っ
て
も
ら
う
と
思
う
け
ど
、
ま
あ
い
い
と

思
い
ま
す
。

（68）



学
習
の
主
人
公
た
ち

曾

こ
ん
な
家
庭
科
な
ら
い
い
な

宮
城
県
仙
台
西
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち

　
本
校
は
新
設
四
年
目
の
学
校
で
す
。
学
力
の

面
で
も
う
一
歩
、
生
活
指
導
に
追
わ
れ
て
い
る

日
々
で
す
。
家
庭
科
に
つ
い
て
の
関
心
も
も
う

少
し
欲
し
い
所
で
す
が
、
来
年
度
、
選
択
「
食

物
」
に
男
子
の
希
望
者
が
あ
り
、
講
座
が
は
じ

め
て
成
立
し
そ
う
で
す
。
が
ん
ば
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
板
沢
郁
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
千
秋

　
私
は
、
男
女
一
緒
に
勉
強
す
る
の
な
ら
、
保
育
を

重
点
に
お
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
将
来
、
誰
で
も
子
供
を
育
て
る
時
が
く
る
と
思
う

の
で
、
男
子
に
も
勉
強
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
非
行
問
題
も
幼
児
期
の

教
育
が
要
点
に
な
っ
て
い
る
み
た
い
な
の
で
、
男
女

一
緒
に
勉
強
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

櫓脚跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
利
　
祐
紀

　
小
学
校
の
時
に
少
し
料
理
と
か
し
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
時
は
女
子
が
作
る
役
で
男
子
が
食
べ

る
役
と
い
う
よ
う
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
高
校
生
に
な
っ
て
も
家
庭
科
を
す
る
の
は
、
あ
ま

り
気
が
す
す
み
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う
授
業
だ
っ
た

ら
い
い
な
あ
と
思
う
の
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、

時
間
に
束
縛
さ
れ
な
け
れ
ば
い
い
と
思
う
。
時
間
が

き
め
ら
れ
て
い
る
と
、
食
べ
る
時
間
が
な
く
な
っ
た

り
、
次
の
授
業
に
さ
し
つ
か
え
た
り
す
る
の
で
、
い

や
で
す
。
班
は
、
好
き
な
人
ど
う
し
が
い
い
。
先
生

は
や
さ
し
い
人
で
、
成
績
は
つ
け
な
い
で
ほ
し
い
。

　
こ
の
く
ら
い
を
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
家
庭
科

の
授
業
が
と
て
も
楽
し
く
明
る
く
仲
よ
く
で
き
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
　
由
利

私
は
調
理
・
被
服
な
ど
の
実
習
が
い
い
と
思
い
ま

す
。
大
人
に
な
っ
て
も
男
の
人
が
こ
う
い
う
こ
と
も

で
き
れ
ば
い
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
光
祥

　
家
庭
科
な
ん
か
小
学
校
の
と
き
以
来
や
っ
て
い
な

い
け
ど
、
そ
の
時
嫌
だ
っ
た
こ
と
を
書
き
ま
す
。

　
小
学
校
の
時
一
番
き
ら
い
だ
っ
た
の
が
、
さ
い
ほ

う
で
し
た
。
自
分
は
、
指
先
が
器
用
で
な
く
、
細
か

い
こ
と
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
の
で
き
ら
い
だ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

た
。
今
度
、
男
女
一
し
ょ
の
家
庭
科
な
ら
絶
体
さ
い

ほ
う
だ
け
は
別
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ふ
み
江

　
家
庭
科
は
将
来
の
た
め
に
男
子
も
女
子
も
必
要
な

の
で
、
一
緒
に
や
れ
ば
い
い
と
思
う
。

　
家
庭
一
般
の
事
を
広
く
全
て
を
や
れ
ば
い
い
と
思

う
。
そ
う
す
れ
ば
、
男
子
も
家
事
の
大
切
さ
、
大
変

さ
を
身
を
も
っ
て
わ
か
る
と
思
う
。
だ
か
ら
、
授
業

よ
り
も
実
習
を
多
く
す
れ
ば
い
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宍
戸
　
裕
次

　
自
分
の
筋
合
は
、
死
ん
で
も
こ
ん
な
こ
と
し
た
く

な
い
。
こ
ん
な
教
科
が
で
き
た
ら
サ
ボ
つ
た
り
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
男
が
家
庭
科
な
ぞ
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
男
が
で
き
な
い
こ
と
を
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女
が
し
て
、
女
が
で
き
な
い
こ
と
を
男
が
す
る
の
だ
。

ど
こ
か
の
お
ば
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
か
っ
て
に
決

め
た
こ
と
に
な
ぜ
し
た
が
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
ろ
う
。
こ
ん
な
こ
と
考
え
た
く
も
な
い
。
こ
ん
な

い
ら
ん
こ
と
ば
か
り
決
め
て
る
か
ら
、
日
本
が
だ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
も

に
な
る
の
だ
よ
。
（
こ
れ
は
ま
じ
め
な
意
見
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
晴
恵

　
男
子
も
、
お
お
い
に
家
庭
科
に
参
加
し
て
ほ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

と
思
う
。
女
子
は
、
電
機
や
機
械
の
こ
と
は
、
苦
手

な
の
で
、
男
子
と
い
っ
し
ょ
に
勉
強
す
れ
ば
い
い
と

思
う
。
い
く
ら
男
と
い
え
ど
も
、
今
ま
で
女
の
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

と
さ
れ
て
き
た
、
料
理
や
、
裁
い
物
な
ど
、
今
は
男

子
も
や
ら
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
時
代
と
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宍
戸
　
良
一

　
家
庭
科
が
あ
る
と
し
た
ら
男
女
別
々
に
し
た
方
が

い
い
と
思
う
。
家
庭
科
と
い
っ
て
も
服
を
作
っ
た
り

す
る
の
は
に
が
て
な
人
も
い
る
と
思
う
。
生
徒
が
好

き
な
分
野
を
選
択
し
て
や
れ
る
よ
う
に
し
た
ら
い

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
泰
子

中
学
校
・
高
校
と
家
庭
科
は
女
子
だ
け
習
っ
て
い

る
が
、
男
の
人
だ
っ
て
今
の
時
代
家
庭
科
が
必
要
だ

と
思
う
。
家
庭
科
を
楽
し
い
と
思
う
に
は
、
や
は
り

好
き
に
な
る
し
か
な
い
と
思
う
が
、
慣
れ
る
う
ち
に

度
胸
が
つ
い
て
料
理
で
も
阻
ん
で
も
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
思
う
。
家
庭
科
は
楽
し
ん
で
や
り
た
い
も
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
　
　
徹

「
家
庭
科
」
直
接
男
に
は
関
係
な
い
。
女
の
将
来
の

た
め
の
も
の
だ
と
思
う
の
は
、
今
現
在
の
家
庭
科
の

授
業
と
い
う
も
の
を
見
て
み
る
と
、
あ
た
り
ま
え
だ

と
い
え
よ
う
。

　
男
女
い
っ
し
ょ
に
や
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
男
も

女
も
全
く
同
じ
作
業
を
す
る
と
い
う
こ
と
と
み
将
来

家
庭
を
も
つ
う
え
で
の
最
低
限
必
要
な
こ
と
を
学
ん

で
、
楽
し
く
授
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舛
谷
　
容
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
ま
ず
食
物
や
被
服
よ
り
も
電
気
・
器
械
を
や
っ
た

方
が
い
い
と
思
う
。
女
子
も
一
通
り
は
そ
れ
を
や
り

そ
れ
か
ら
食
物
・
被
服
を
や
り
た
い
。
男
子
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

は
逆
に
な
る
が
、
ま
ず
私
の
意
見
は
電
気
・
器
械
を

さ
き
に
や
り
た
い
。
造
花
な
ん
て
い
い
な
あ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
美
彦

　
調
理
実
習
を
中
心
と
し
た
も
の
な
ら
楽
し
く
で
き

る
と
思
う
。
女
だ
け
の
家
庭
科
と
い
う
考
え
は
捨

て
、
男
女
の
家
庭
科
も
い
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
原
　
　
歩

　
私
は
や
っ
ぱ
り
調
理
の
多
い
方
が
い
い
と
思
い
ま

す
。
み
ん
な
で
協
力
し
あ
っ
て
つ
く
っ
て
食
べ
る
の

は
と
て
も
楽
し
い
こ
と
だ
と
思
う
し
、
男
子
が
入
れ

ば
ま
た
変
わ
っ
た
授
業
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
光
明

力
鷹
難
難
蕪
駆
難
…

点
的
に
や
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
辰
也

　
ぼ
く
は
不
器
用
な
の
で
家
庭
科
は
大
嫌
い
で
あ

る
。
し
か
し
ど
う
し
て
も
家
庭
科
を
や
れ
と
い
う
な

ら
や
る
。
実
習
な
ど
　
男
女
お
互
い
に
助
け
合
う
な

ら
ぼ
く
は
い
い
と
思
う
し
、
そ
の
よ
う
に
な
れ
ば
家

庭
科
も
好
き
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。



日報の負

◆
集
会
◆
　
家
庭
科
の
男
女
三
図
を
ず
す
め
る
会

　
　
－
語
り
合
お
う
！
1

・
テ
ー
マ
　
共
修
を
ど
う
す
す
め
る
か
　
文
部
省
の

　
狙
い
と
私
た
ち
の
願
い
　
教
課
審
の
中
間
ま
と
め

　
を
受
け
て

・
講
師
牧
野
カ
ツ
コ
　
（
横
浜
国
大
）

・
日
時
1
0
月
2
5
日
㈹
隅
－
時
半
～
4
時
半

・
所
　
婦
選
会
館
（
国
電
新
宿
下
車
）

・
連
絡
先
ウ
イ
書
房
（
置
O
ω
－
認
①
山
ω
。
。
O
）

◇
例
会
◆
　
第
2
回
「
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

　
地
域
計
画
に
関
す
る
共
同
研
究
」

・
日
時
　
1
0
月
1
2
日
㈲
叫
1
時
半
～

・
所
　
金
谷
宅
（
ル
ー
ム
Σ
）
〒
獅
大
阪
市
旭
区
大

　
宮
3
1
1
2
－
7
E
8
め
罎
6
　
は

・
連
絡
先
　
安
東
尚
美
　
〒
限
八
幡
市
八
幡
土
井
m

！
5
冠
。
甲
σ
。
。
b
。
－
㊤
§

◆
ぐ
る
一
ぷ
赤
か
ぶ
委
嘱
学
級
◆
．
新
し
い
「
家
族
」

　
の
か
た
ち
を
さ
ぐ
る

・
第
3
回
・
1
0
月
1
8
日
ω
脚
2
時
～
5
時

　
「
世
界
の
家
族
・
日
本
の
家
族
」
ビ
ヤ
ネ
ー
ル
多

　
美
子
〈
所
〉
駒
込
社
会
教
育
会
館

・
第
4
回
・
1
1
月
8
日
陶
脚
2
時
～
5
時

　
「
新
し
い
人
間
関
係
の
た
め
に
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
集
『
家
族
』
よ
り
」
江
崎
泰
子
〈
所
〉
南
大
塚
社

　
会
教
育
会
館

・
連
絡
先
　
ぐ
る
一
ぷ
赤
か
ぶ
　
〒
珊
豊
島
区
北
大

　
塚
3
1
2
0
1
1
7
　
冠
O
ω
－
O
お
よ
叙
㊤

◇
実
践
的
女
性
学
講
座
◆
　
7
エ
ミ
ニ
ズ
ム
ー
日
本

　
の
運
動
の
こ
れ
か
ら

・
問
題
提
起
　
上
野
千
鶴
子
（
平
安
女
学
院
短
大
）

・
日
時
1
0
月
1
9
目
㈲
脚
－
時
半
～
6
時

・
所
　
渋
谷
勤
労
福
祉
会
館
（
国
電
・
地
下
鉄
渋
谷

　
下
車
、
パ
ル
コ
前
）

・
主
催
行
動
す
る
着
た
ち
の
会
　
〒
m
新
宿
区
荒

　
木
町
2
3
中
沢
ビ
ル
3
F
「
ジ
ヨ
キ
」
内

　
観
O
ω
－
ω
罵
－
㊤
α
密
（
火
湿
土
の
午
後
の
み
）

◇
お
と
こ
の
寺
小
屋
◆
　
第
3
期
・
男
の
現
在
を
問

　
う
1
性
別
分
業
打
破
の
突
破
口
に
な
る
か
ん
男
女

　
家
庭
科
共
修
を
め
ぐ
っ
て
”
1

・
講
師
柴
崎
和
恵
・
ま
す
の
き
よ
し

・
日
時
・
1
1
月
9
日
㈲
卿
－
時
～
4
時

・
所
東
中
野
地
域
セ
ン
タ
ー
（
国
電
東
中
野
下
車
）

・
連
絡
先
　
星
建
男
（
冠
O
お
。
。
－
。
。
〒
①
ら
。
b
。
『
）

◇
講
演
会
◆
　
　
「
今
な
ぜ
平
和
憲
法
か
！
1
平
和
・

　
軍
拡
の
意
味
を
福
祉
、
教
育
、
経
済
、
財
政
と
の

　
関
係
か
ら
考
え
る
一
」

・
講
師
杉
原
泰
雄
（
一
橋
大
）

・
目
時
1
1
月
－
日
㈹
脚
2
時
～
4
時

・
所
　
田
無
市
芝
久
保
公
民
館

・
連
絡
先
　
姫
野
（
借
O
合
劇
ふ
下
り
b
。
。
。
ら
〉

’
◆
お
近
く
の
方
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
◇

　
「
児
玉
澄
子
講
演
会
」

・
目
時
n
月
1
5
日
卿
7
時
～

・
所
　
浜
松
市
大
橋
公
会
堂

・
連
絡
先
　
三
輪
（
面
O
O
㎝
ω
ら
一
①
同
一
切
Q
o
㊤
『
）

◇
傍
聴
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
◇

　
「
女
性
に
よ
る
一
問
教
育
審
議
会
」
公
開
審
議
会

・
1
1
月
4
日
㈹
脚
6
時
～
8
時
半
　
・
テ
ー
マ
「
大

　
学
改
革
に
つ
い
て
」
　
・
所
東
京
都
教
育
会
館

　
　
（
地
下
鉄
神
楽
坂
下
車
5
分
）
　
・
問
合
せ
先

　
譜
O
Q
。
－
ト
コ
①
Q
。
漏
㊤
α
◎
。
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ぞ
レ
冷
ボ
ー
ト

今
、
評
価
を
問
い
直
す竹

　
見
　
智
恵
子

「
点
数
序
列
の
な
い
学
校
を
つ
く
る
会
」
の
第
四
回
集
会
が
、
八
月
二

十
三
・
二
十
四
日
に
早
稲
田
奉
仕
園
で
開
か
れ
た
。
今
年
の
集
会
は

『
今
、
教
育
に
お
け
る
評
価
を
問
い
直
す
』
と
い
う
も
の
で
、
集
ま
っ

て
き
た
の
は
、
教
育
に
関
心
を
持
つ
教
師
や
父
母
、
一
般
市
民
約
六
十

人
。
新
聞
の
情
報
欄
を
見
て
初
め
て
参
加
し
た
と
い
う
教
育
学
専
攻
の

学
生
も
ま
じ
っ
て
い
る
。

　
第
一
日
目
の
ゲ
ス
ト
は
茨
城
大
の
今
橋
盛
勝
さ
ん
。
教
育
法
が
専
門

で
子
ど
も
の
人
権
問
題
に
く
わ
し
い
今
橋
さ
ん
は
、
成
績
の
悪
い
こ
と

が
い
じ
め
や
体
罰
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
お
か
し
さ
を
指
摘
す
る
。
今

橋
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
例
で
は
、
テ
ス
ト
の
点
数
が
七
〇
点
以
下
の
生

徒
に
対
し
て
五
点
き
ざ
み
に
ビ
ン
タ
の
数
を
増
し
て
い
っ
た
例
、
答
案

を
返
す
時
に
六
〇
点
以
上
は
手
渡
す
が
、
六
〇
点
以
下
だ
と
床
に
投
げ

捨
て
る
例
、
生
徒
が
描
き
上
げ
た
絵
を
、
あ
ら
か
じ
め
示
唆
し
た
イ
メ

ー
ジ
に
合
っ
て
い
な
い
と
言
っ
て
他
の
生
徒
の
目
前
で
作
品
を
破
り
捨

て
た
例
な
ど
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
教
師
た
ち
の
仕
打
ち
は
、
テ

ス
ト
の
成
績
が
悪
い
こ
と
や
絵
が
下
手
な
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
人
間
が

劣
等
で
あ
る
と
い
う
歪
ん
だ
人
間
観
を
子
ど
も
た
ち
に
植
え
つ
け
る
こ

と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
や
、
評
価
の
問
題
は
、
い
じ
め
や
体
罰

同
様
に
子
ど
も
の
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ

る
よ
う
だ
。

　
二
日
目
の
ゲ
ス
ト
は
、
学
園
闘
争
が
燃
え
上
が
っ
た
一
九
七
〇
年

に
、
教
科
書
不
使
用
、
指
導
要
領
逸
脱
、
所
定
の
テ
ス
ト
を
行
わ
ず
一

律
評
価
を
つ
け
た
等
を
理
由
に
懲
戒
免
職
処
分
を
受
け
た
元
伝
習
館
高

校
三
教
師
の
ひ
と
り
茅
嶋
洋
一
さ
ん
。
茅
野
さ
ん
は
、
＝
ハ
年
た
っ
た

今
も
、
処
分
取
消
し
を
求
め
て
最
高
裁
で
係
争
中
だ
。

　
当
時
社
会
科
を
担
当
し
て
い
た
茅
嶋
さ
ん
は
、
毎
日
授
業
で
向
き
会

う
高
校
生
た
ち
に
、
飼
い
な
ら
さ
れ
、
ひ
た
す
ら
お
と
な
の
敷
い
た
レ

ー
ル
上
を
走
っ
て
い
る
馬
車
馬
の
よ
う
な
姿
を
見
て
愕
然
と
す
る
。
そ

こ
で
茅
野
さ
ん
の
授
業
は
、
眠
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
高
校
生
た
ち
の
主

体
性
に
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
教
科
書
は
い
っ
さ

い
使
わ
な
い
。
魯
迅
の
作
品
を
徹
底
し
て
読
む
。
討
論
を
た
い
せ
つ
に

し
て
グ
ル
ー
プ
学
習
を
さ
か
ん
に
行
っ
た
。

　
こ
う
し
た
授
業
形
態
だ
と
、
テ
ス
ト
も
必
然
的
に
レ
ポ
ー
ト
形
式
に

な
る
。
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
は
、
各
生
徒
の
受
け
と
め
方
の
差
こ
そ
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あ
れ
、
優
劣
は
つ
け
が
た
い
。
茅
嶋
さ
ん
は
学
期
末
テ
ス
ト
で
全
員
に

六
〇
点
と
い
う
点
を
つ
け
た
。

　
全
員
六
〇
点
の
反
響
は
大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。
　
「
な
ぜ
六
〇
点
な
の

か
。
一
〇
〇
点
で
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
い
に
茅
嶋

さ
ん
は
こ
う
答
え
て
い
る
。
　
「
六
〇
点
と
い
う
点
数
に
は
何
の
根
拠
も

な
い
。
し
か
し
、
現
状
の
テ
ス
ト
感
覚
か
ら
い
く
と
、
一
〇
〇
点
と
い

う
こ
と
だ
と
生
徒
た
ち
は
も
う
こ
れ
で
い
い
、
す
べ
て
マ
ス
タ
ー
し
た

と
と
る
だ
ろ
う
。
三
〇
点
と
か
四
〇
点
で
も
よ
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ

れ
だ
と
落
第
点
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
。
ま
あ
、
合
格
点
を
ク
リ
ア

し
た
六
〇
点
が
妥
当
な
と
こ
ろ
」
と
い
う
わ
け
だ
。
一
〇
〇
点
満
点
主

義
の
虚
を
つ
い
た
よ
う
な
、
教
育
評
価
の
あ
り
よ
う
に
対
す
る
痛
烈
な

皮
肉
で
は
な
い
か
。
管
理
職
の
教
師
や
親
た
ち
の
お
わ
て
ふ
た
め
く
様

子
が
目
に
見
え
る
よ
う
だ
。

　
し
か
し
、
こ
の
結
果
は
教
育
委
員
会
へ
の
投
書
と
な
り
、
立
ち
入
り

検
査
の
強
行
と
な
っ
て
、
社
会
科
三
教
師
懲
戒
処
分
へ
の
道
が
踏
み
か

た
め
ら
れ
て
い
く
。
教
育
内
容
の
統
制
が
強
め
ら
れ
て
い
く
な
か
で
、

は
じ
め
て
学
習
指
導
要
領
違
反
を
問
わ
れ
た
ケ
ー
ス
だ
っ
た
。

　
集
会
二
日
目
の
も
う
ひ
と
り
の
話
し
手
は
、
　
「
点
数
序
列
の
な
い
学

校
を
つ
く
る
会
」
の
代
表
で
も
あ
り
、
昨
年
開
校
し
た
自
由
の
森
学
園

の
校
長
で
も
あ
る
遠
藤
豊
さ
ん
。
　
『
点
数
主
義
を
ど
う
越
え
る
か
』
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
ま
ず
点
数
主
義
の
歴
史
的
な
背
景
が
語
ら
れ
た
。
日

本
の
近
代
教
育
制
度
は
、
人
材
養
成
を
大
き
な
柱
と
し
て
い
た
だ
け
に
、

そ
の
ス
タ
ー
ト
時
点
で
す
で
に
選
別
の
思
想
を
内
在
し
て
い
た
。
そ
れ

が
、
第
二
次
大
戦
敗
戦
を
契
機
に
大
き
く
改
変
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
ふ

た
た
び
経
済
成
長
に
と
も
な
っ
て
、
競
争
原
理
、
点
数
万
能
主
義
が
は

び
こ
っ
て
く
る
。
遠
藤
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
戦
後
の
民
主
的
な
時
期
で
さ

え
、
子
ど
も
の
成
長
を
語
る
の
に
「
能
力
」
と
か
「
適
性
」
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
た
。
子
ど
も
の
側
か
ら
見
る
な
ら
、
「
可
能
性
」
と
か
「
願

望
」
と
い
う
言
葉
で
語
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
ど
う
や
ら
そ

の
時
点
で
、
学
校
教
育
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
産
業
経
済
界
に
引
き
渡

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
と
い
う
。
お
そ
ら
く
こ
れ
と
時
を

同
じ
く
し
て
、
教
育
評
価
の
も
の
さ
し
の
目
盛
り
が
、
産
業
界
の
要
請

に
見
合
っ
た
人
物
か
ど
う
か
を
は
か
る
基
準
に
ピ
タ
リ
と
合
わ
さ
れ
た

こ
と
だ
ろ
う
。

　
続
い
て
遠
藤
さ
ん
か
ら
「
子
ど
も
の
内
面
に
働
き
か
け
、
そ
の
内
な

る
リ
ア
リ
テ
ィ
を
引
き
出
す
た
め
に
、
教
師
た
ち
は
授
業
の
中
で
ど
の

よ
う
な
も
の
を
差
し
出
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う
問
題
提
起
が
出
さ
れ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
夕
星
さ
ん
が
、
「
パ
ス
カ
ル
、
デ
カ
ル
ト
以
来
“
理

性
こ
そ
人
界
の
性
質
”
“
発
達
こ
そ
善
”
と
す
る
思
想
が
近
代
教
育
を

貫
い
て
き
た
。
　
“
教
育
す
る
以
前
の
子
ど
も
は
人
間
で
な
い
”
と
す
る

子
ど
も
観
そ
の
も
の
を
問
わ
な
く
て
は
」
と
返
し
た
こ
と
は
、
教
育
の

本
質
、
ひ
い
て
は
評
価
の
持
つ
根
源
的
な
意
味
を
考
え
る
上
で
興
味
深

い
。
な
ぜ
子
ど
も
は
心
身
と
も
に
発
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

理
性
を
身
に
つ
け
な
い
と
、
ほ
ん
と
う
に
人
間
と
し
て
生
き
ら
れ
な
い
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の
だ
ろ
う
か
i
。

教
育
と
は
何
か
、
評
価
と
は
何
か
を
問
い
直
し
つ
つ
集
っ
た
二
日
間

は
、
こ
う
し
た
大
き
な
疑
問
に
ぶ
つ
か
っ
た
会
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
先

は
参
加
者
ひ
と
り
ひ
と
り
が
答
を
探
す
作
業
を
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

潔
キ
レ
冷
ポ
ー
ト

家
庭
科
の
中
身
を
ど
う
作
る
？

一
「
み
ん
な
で
思
い
つ
き
り

　
　
家
庭
科
し
よ
う
か
い
」
を
終
え
て
一

宮
　
崎
　
世
津
子

　
　
　
　
　
　
　
　

　
新
し
い
家
庭
科
V
の
会
（
愛
知
）
の
仲
間
で
、
九
月
六
日
に
右
の
よ

　
　
　
　
　
　
へ

う
な
集
会
を
開
い
た
。
地
元
紙
に
大
き
く
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
仲
間
う
ち
の
予
想
を
は
る
か
に
こ
え
て
、
男
性
五
二
を
ふ
く
め
四

〇
名
ほ
ど
が
参
加
を
し
た
。
比
較
的
若
い
人
が
多
く
、
家
庭
科
の
教
員

が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
は
っ
き
り
し
な
い
の
は
、
住
所
・
氏
名
を

聞
い
た
の
み
で
、
年
齢
・
職
業
を
聞
き
忘
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
な
に
し
ろ
わ
た
し
た
ち
の
会
で
集
会
を
開
く
の
は
初
め
て
で
、
う

っ
か
り
ミ
ス
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

　
二
年
半
ほ
ど
前
に
市
民
運
動
と
し
て
産
声
を
あ
げ
て
以
来
、
集
ま
っ

た
仲
間
が
す
な
わ
ち
会
員
で
あ
り
、
そ
の
場
の
カ
ン
パ
で
た
よ
り
を
だ

す
と
い
う
し
く
み
で
続
け
て
き
た
会
で
あ
る
。
こ
の
と
こ
ろ
学
習
会
を

数
人
で
月
毎
に
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
ら
あ
た
り
で
何
か
集

会
を
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
男
性
も
い
っ
し

ょ
で
家
庭
科
を
し
ょ
う
と
話
が
ま
と
ま
っ
て
、
七
月
ご
ろ
か
ら
準
備
に

と
り
か
か
っ
た
。
当
日
の
会
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
て
お
こ
な
っ
た
。

　
〈
そ
の
一
、
牛
乳
か
ら
世
界
が
み
え
る
？
〉

　
テ
ー
マ
が
大
き
す
ぎ
た
感
じ
で
あ
る
が
、
中
身
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
で
の
牛
乳
の
汚
染
や
L
L
牛
乳
な
ど
の
話
題
を
ま
じ
え
な
が

ら
、
生
ク
リ
ー
ム
か
ら
バ
タ
ー
を
つ
く
る
授
業
で
あ
る
。
集
ま
っ
た
人

が
手
を
動
か
し
な
が
ら
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
と
、
も
っ
と
多
く
の

人
に
こ
の
題
材
を
知
ら
せ
て
共
通
の
財
産
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
か

ら
選
ん
だ
。
四
ヶ
所
で
わ
い
わ
い
が
や
が
や
や
り
な
が
ら
の
バ
タ
ー
づ

く
り
、
で
き
あ
が
っ
た
バ
タ
ー
を
さ
っ
そ
く
パ
ン
に
つ
け
て
口
を
も
ぐ

も
ぐ
。
恥
の
会
の
仲
間
は
み
な
さ
っ
そ
く
に
こ
に
こ
。

　
〈
そ
の
2
、
紙
芝
居
も
ど
き
家
庭
科
ど
う
な
る
の
？
〉

　
と
か
く
固
く
な
り
が
ち
な
話
は
紙
芝
居
に
す
る
に
限
る
と
、
新
聞
紙

大
の
紙
に
絵
を
書
き
会
話
を
考
え
、
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
お
こ
な
っ
た
二

人
の
仲
間
。
度
胸
満
点
で
会
場
は
ぐ
垂
ん
と
盛
り
あ
が
っ
た
。

　
〈
そ
の
3
、
男
の
子
育
て
か
ら
何
が
み
え
る
〉
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男
女
共
修
の
家
庭
科
。
当
然
子
育
て
も
男
も
女
も
い
っ
し
ょ
だ
。
そ

こ
で
男
性
で
子
育
て
奮
闘
中
の
人
の
話
を
聞
く
こ
と
に
し
た
。
机
を
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
は
ず
し
車
座
に
い
す
を
な
ら
び
か
え
、
W
の
会
の
仲
間
の
一
入
が
聞

き
出
し
役
を
買
っ
て
で
て
始
ま
っ
た
。
　
「
ど
う
し
て
家
の
こ
と
を
ほ
ぼ

半
々
に
や
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？
」
「
か
み
さ
ん
に
『
男
と
女

は
平
等
で
し
ょ
。
だ
っ
た
ら
育
児
も
半
々
で
し
ょ
』
と
つ
め
よ
ら
れ

て
。＊ひと＊

耀

な
に
し
ろ
洗
い
場
に
食
器
が
う
ず
高
く
た
ま
っ
て
、

、
《
～
～

や
ら
ざ
る
を

「
政
治
の
目
」
の

酒
井
和
子
さ
ん

驚
　
欝
’

謬
べ

　
妊
娠
、
出
産
の
折
、

保
育
園
が
豊
島
区
に
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
知

り
、
保
育
園
の
近
く
に

ア
。
ハ
；
ト
を
捜
し
、
そ

の
後
ず
っ
と
豊
島
区
に
住
み
つ
い
た
酒
井
さ
ん
。
来

年
四
月
で
四
年
目
を
迎
え
る
豊
島
区
議
で
も
あ
る
。

　
三
九
歳
、
全
共
闘
世
代
、
団
塊
世
代
、
反
戦
、
安

保
…
…
闘
士
だ
っ
た
。
し
か
し
、
妊
娠
、
出
産
、
子

育
て
は
酒
井
さ
ん
の
目
を
変
え
さ
せ
た
。
学
校
、
地

域
の
問
題
が
見
え
て
き
た
。
議
会
を
傍
聴
し
て
も
委

員
会
に
は
女
性
が
一
人
も
い
な
い
。
女
の
生
活
の
声

え
な
い
で
す
よ
」
。
会
場
か
ら
男
性
の
体
験
談
が
で
た
り
、
出
産
の
揚

に
家
族
が
立
ち
あ
う
内
容
の
絵
本
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
賛

否
両
方
の
意
見
が
だ
さ
れ
た
り
し
て
、
な
か
な
か
充
実
し
た
時
を
も
つ

こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
こ
ま
で
書
き
進
め
て
き
て
、
テ
ー
マ
の
「
家
庭
科
の
中
身
を
ど
う

作
る
」
に
そ
っ
て
な
い
気
が
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
次
回
に
深
め
る
こ

と
に
し
て
ペ
ン
を
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

が
反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
と
思
う
。
優
生
保
護
法
改
悪

反
対
で
共
に
運
動
し
た
仲
間
と
“
な
ら
ち
ょ
っ
と
や

っ
て
み
よ
う
よ
”
と
、
地
盤
、
看
板
、
カ
バ
ン
何
一

つ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
か
え
っ
て
気
楽
に
立
候
補
。

　
行
政
に
か
か
わ
っ
て
何
か
や
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
。

　
今
、
よ
う
や
く
全
体
が
お
ぼ
ろ
げ
に
見
え
て
き

た
。
議
員
は
情
報
収
集
が
で
き
や
す
い
。
行
政
で
や

っ
て
い
る
こ
と
も
知
り
や
す
い
。
し
か
し
、
酒
井
さ

ん
が
知
る
限
り
、
た
い
て
い
の
議
員
は
、
そ
の
特
権

を
自
分
の
利
権
の
た
め
に
利
用
し
て
い
る
と
。

　
地
方
自
治
の
中
で
変
え
ら
れ
る
の
は
少
な
い
。
国

は
国
家
予
算
の
カ
ッ
ト
な
ど
で
し
め
つ
け
て
く
る
か

ら
だ
。
豊
島
区
は
自
由
に
使
え
る
お
金
が
三
割
の
三

割
自
治
と
。

　
酒
井
さ
ん
は
ぐ
る
一
ぷ
赤
か
ぶ
を
拠
点
に
議
会
活

動
と
住
民
運
動
を
ご
し
ゃ
ご
し
ゃ
に
し
な
が
ら
行
政

の
中
に
切
り
こ
ん
で
い
る
。

　
息
子
さ
ん
が
小
さ
い
こ
ろ
、
ひ
き
つ
け
を
起
こ

し
、
治
療
に
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
た
。
大
発
作
が
起
き

嫉
難
矯
縁
鎚
蕊
縁
勤
個

部
捨
て
て
も
こ
の
子
と
や
っ
て
い
こ
う
と
決
意
し
て

し
ま
っ
た
ら
、
気
が
楽
に
な
っ
た
と
。

　
遊
び
友
達
の
い
と
こ
が
筋
ジ
ス
だ
っ
た
こ
と
も
あ

る
の
か
、
自
然
に
街
の
中
で
障
害
者
に
目
が
い
き
、

つ
き
合
い
が
始
ま
る
。
今
、
マ
リ
子
さ
ん
の
介
護
に

行
く
が
、
の
び
の
び
し
て
遊
び
に
行
っ
て
い
る
感
じ

で
楽
し
い
と
。

　
来
春
二
期
目
を
目
ざ
す
酒
井
さ
ん
。
「
女
性
も
ど

ん
ど
ん
議
員
に
進
出
し
て
ほ
し
い
」
　
「
普
通
の
言
葉

で
政
治
を
話
さ
な
け
れ
ば
ダ
メ
」
と
。
ほ
ん
と
に
ほ

ん
と
に
そ
う
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馬
場
）



　　く：｝N8

輪
に

な
ん
で
も

言
お
う

な
ん
で
も

聞
こ
う

◆
夏
の
増
刊
号
、
美
し
い
表
紙
と
目
次
の
編
集
の
美

し
さ
が
ま
ず
第
一
印
象
。
文
章
は
、
最
初
の
企
画
意

図
の
「
小
学
校
高
学
年
か
ら
…
…
」
と
い
う
の
に
は

少
し
難
し
い
も
の
と
し
て
で
き
上
が
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
も
っ
と
も
教
科
書
を
読
む
よ
う
に
、
ゆ

っ
く
り
学
べ
ば
、
十
分
読
解
で
き
る
の
で
し
ょ
う
け

れ
ど
。
こ
の
増
刊
号
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

娘
、
藤
原
久
実
と
と
も
に
確
認
し
あ
え
た
こ
と
は
、

小
学
校
高
学
年
を
読
者
対
象
と
し
て
書
い
て
は
じ
め

て
、
大
人
で
あ
る
誰
が
読
ん
で
も
わ
か
る
文
章
に
な

る
の
だ
な
ア
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
で
、
や
っ
と
ど
う

に
か
】
人
よ
が
り
の
文
章
か
ら
抜
け
出
ら
れ
る
の
だ

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
ど
の
文
章
も
、
は
じ
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
。
ゆ
っ

く
り
読
み
ま
し
た
。
高
二
と
中
三
の
娘
を
は
じ
め
、

地
域
の
子
ど
も
文
庫
や
、
高
校
の
図
書
室
へ
贈
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
（
長
岡
京
・
金
森
順
子
）

◆
夏
の
増
刊
号
、
評
判
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
子

ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
集
と
い
っ
た
色
彩
が
強

く
な
り
、
自
分
史
的
な
要
素
が
薄
れ
た
の
は
残
念
で

す
が
、
入
江
一
恵
さ
ん
、
杉
原
美
津
子
さ
ん
の
文
章

は
、
と
く
に
印
象
的
で
す
。
学
生
た
ち
に
も
、
本
誌

と
と
も
に
こ
の
増
刊
号
を
す
す
め
た
の
で
す
が
、
ど

う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
東
北
大
の
生
協
で
は
、
よ

い
場
所
に
お
い
て
あ
り
ま
す
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仙
台
・
長
谷
川
公
こ

◆
『
若
い
い
の
ち
の
像
』
と
て
も
興
味
深
く
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
例
が
生
き
生
き
し
て
い
て

児
玉
さ
ん
と
生
徒
の
深
い
人
間
関
係
（
信
頼
さ
れ
て

い
る
）
に
感
動
し
な
が
ら
、
ど
ん
ど
ん
読
み
続
け
ま

し
た
。
今
ど
き
の
都
会
の
高
校
生
の
問
題
、
岐
阜
で

も
共
通
点
は
あ
り
ま
し
よ
う
が
、
と
て
も
気
に
な
り

ま
す
。
表
現
力
が
乏
し
く
て
、
う
ま
く
言
葉
で
書
け

ま
せ
ん
が
、
「
E
N
V
Y
（
羨
望
）
の
昇
華
」
、
こ
の

部
分
と
て
も
ほ
の
ぼ
の
と
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
何
よ
り
も
感
心
し
た
の
は
、
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
．
ラ

ッ
セ
ル
の
「
幸
福
論
」
を
教
材
に
扱
っ
て
お
ら
れ
る

こ
と
、
と
て
も
深
み
の
あ
る
授
業
ぶ
り
、
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。
生
徒
は
幸
せ
だ
な
あ
と
羨
し
く
も
思

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
岐
阜
・
掛
布
禮
子
）

◆
鞭
に
連
載
さ
れ
て
い
る
時
か
ら
、
非
常
に
興
味
深

く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
本
も

い
っ
き
に
二
日
間
で
読
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も

ま
た
、
何
度
も
繰
り
返
し
読
み
た
い
な
あ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
大
学
時
代
、
児
童
心
理
学
ゼ
ミ
に
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
心
理
テ
ス
ト
を
し
て
み
た
り
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
に
も
興
味
を
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
先
生

か
ら
「
ち
ょ
っ
と
心
理
学
を
知
っ
て
い
る
か
ら
と
い

っ
て
、
教
師
に
な
っ
て
も
．
い
い
加
減
な
気
持
ち
で

そ
れ
を
す
ぐ
使
お
う
と
し
な
い
方
が
い
い
よ
」
「
と
言

わ
れ
、
私
も
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
す
る
だ
け
の
力
量

を
も
っ
て
い
な
い
と
、
自
分
自
身
わ
か
っ
て
い
る
つ

も
り
で
し
た
。

　
し
か
し
、
学
校
現
場
で
の
「
指
導
」
と
い
う
も
の

が
、
い
か
に
ひ
ど
い
も
の
か
知
る
に
つ
れ
、
専
門
の

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
な
れ
な
く
て
も
、
せ
め
て
生
徒
の

声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
教
師
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
「
人
は
誰
で
も
、
自

分
の
言
う
こ
と
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
人
の
存
在
を

望
ん
で
い
る
」
。
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私

も
そ
う
だ
か
ら
。

　
こ
の
本
の
中
で
は
特
に
、
5
5
ペ
ー
ジ
の
S
さ
ん
の

話
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
・
浅
井
由
利
子
）

◆
最
近
読
ん
だ
本
の
中
で
、
最
も
心
に
し
み
入
る
本

で
し
た
。
謄
連
載
中
に
も
読
ん
で
い
ま
し
た
が
、
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単
行
本
と
し
て
読
む
と
ま
た
新
た
な
深
い
ゆ
さ
ぶ
り

を
感
じ
ま
す
。
共
学
校
の
担
任
を
し
て
三
年
目
、
毎

年
新
た
な
体
験
と
発
見
が
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
昨

年
の
悪
戦
苦
闘
（
？
・
）
を
経
た
今
年
の
お
だ
や
か
さ

は
、
受
け
持
つ
生
徒
た
ち
が
変
わ
っ
た
た
め
だ
け
で

は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
昨
年
の
悪
戦
苦
闘
で
ひ
と
り
も
が
い
て
い
た
時
、

学
年
の
同
僚
（
女
性
）
か
ち
、
　
「
そ
ん
な
に
や
る
こ
と

な
い
。
彼
ら
は
今
の
彼
ら
で
し
か
な
い
し
、
い
っ
か

自
分
で
わ
か
る
時
が
く
れ
ば
わ
か
る
し
、
自
分
で
切

り
開
く
し
か
な
い
ん
だ
か
ら
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
時
は
、
何
と
冷
た
い
と
、
う
ら
め
し
く
も
思

い
ま
し
た
が
、
今
は
、
肩
の
カ
を
抜
い
て
素
直
に
あ

る
が
ま
ま
を
受
け
と
め
て
い
け
る
こ
と
が
う
れ
し
い

気
持
で
す
。
彼
女
か
ら
学
ん
だ
こ
と
も
大
き
か
っ
た

ん
だ
な
と
い
う
思
い
で
す
。

　
と
て
も
児
玉
さ
ん
に
は
及
び
も
っ
か
な
い
私
で
す

が
、
で
も
「
受
容
」
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
り
つ
づ

け
て
い
る
児
玉
さ
ん
の
文
が
ひ
し
ひ
し
と
身
に
し
み

て
い
る
の
で
す
。
教
師
と
生
徒
で
な
く
、
人
間
と
人

間
と
し
て
対
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
少
し
は
実
感
と

し
て
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
時
に
、
こ
の
本
に

出
会
え
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
人
間
関
係
っ
て
、
何
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ん
だ
ろ

う
と
、
そ
し
て
長
い
ス
パ
ン
で
見
て
ほ
し
い
自
分
だ

か
ら
こ
そ
、
相
手
も
そ
の
よ
う
に
と
心
か
ら
強
く
思

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
思
い
惑
っ
て
い
る
時
期
の
私
で

す
が
、
筆
を
と
り
た
く
て
：
：
：
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
調
布
・
芦
谷
薫
）

◆
夢
中
に
な
っ
て
読
み
ま
し
た
。
何
度
も
こ
れ
か
ら

く
り
返
し
て
読
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
と
生
徒

の
あ
れ
こ
れ
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
読
み
ま
し
た
。

　
一
人
一
人
を
ま
る
ご
と
受
容
す
る
…
…
こ
れ
が
ど

れ
程
困
難
な
こ
と
か
…
…
と
書
か
れ
て
い
る
の
を
、

こ
の
方
に
し
て
そ
う
な
ら
ば
…
…
と
、
私
は
も
っ
と

も
っ
と
苦
し
み
、
自
己
変
革
し
な
け
れ
ば
…
…
と
思

い
ま
す
。

　
私
に
も
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
ほ
し
い
三
：
．
私
も
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
た
い
程
で
す
。

　
ま
た
絶
え
ず
こ
ん
な
思
想
に
ふ
れ
て
い
な
い
と
、

現
場
で
は
す
ぐ
見
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
私
も

今
、
と
て
も
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
思
想
に
ひ
か
れ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
狭
山
・
柴
田
栄
子
）

◆
私
も
今
、
専
門
学
校
の
学
生
さ
ん
と
、
ど
う
対
応

し
て
い
こ
う
か
、
異
邦
人
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い

若
者
の
行
動
に
、
た
だ
目
を
み
ひ
ら
い
て
い
る
と
い

う
有
様
で
、
“
も
う
、
い
や
！
”
と
言
い
続
け
て
は
、

で
も
、
私
の
方
が
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か

…
…
と
試
行
錯
誤
の
毎
日
で
す
。
こ
ん
な
時
だ
っ
た

の
で
、
こ
の
本
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
筆
者
の

と
り
く
み
に
、
淡
々
と
し
た
文
章
の
陰
の
筆
者
の
生

き
ざ
ま
に
、
今
は
声
も
な
く
打
た
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
井
・
山
崎
京
子
）

◆
十
月
号
、
思
わ
ず
一
息
に
読
み
通
し
ま
し
た
ゆ
よ

く
あ
れ
だ
け
多
く
の
方
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
集
め
ら

れ
ま
し
た
ね
。
お
一
入
お
一
人
の
心
か
ら
の
願
．
い
や

期
待
が
痛
い
ほ
ど
わ
か
る
だ
け
に
、
全
国
の
堅
焼
の

先
生
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
の
中
に
思
い
が
け
な
く
、
池
田
悠
子
さ
ん
の

お
名
前
が
あ
っ
て
、
そ
れ
も
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
本
当
に
新
し
い
家
庭
科
へ
の
心
意
気
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
て
、
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
十

一
月
号
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
十
・
十
」
月

号
を
機
に
、
ま
た
ま
わ
り
の
方
に
お
す
す
め
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
京
都
・
森
幸
枝
）

◆
十
月
号
、
途
中
ま
で
読
み
ま
し
た
。
家
庭
科
男
女

共
音
の
意
味
す
る
も
の
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
が
ス
ッ

と
胸
に
入
っ
て
き
て
、
す
ば
ら
し
い
一
冊
だ
と
思
い

ま
し
た
。
読
む
の
を
途
中
で
や
め
た
の
は
、
7
3
頁
の

文
を
読
ん
だ
か
ら
で
す
。
書
き
た
い
思
い
が
強
く
起

こ
り
ま
し
た
。
　
“
平
和
”
に
つ
い
て
の
思
い
は
、
言

っ
て
も
言
っ
て
も
言
い
足
り
な
い
程
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
関
連
し
て
教
育
へ
も
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
無
・
姫
野
順
子
）
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片
方
の
目
玉
を
え
ぐ
り
と
ら
れ
た
黒
猫
は
、
や
が
て
傷
も
癒
え
、
目
玉
の
な

く
な
っ
た
お
そ
ろ
し
げ
な
眼
窩
を
そ
の
ま
ま
に
い
ま
ま
で
ど
お
り
あ
る
き
ま
わ

る
が
、
主
人
公
が
近
づ
く
と
、
極
度
に
お
そ
ろ
し
が
っ
て
に
げ
る
。

「
か
つ
て
わ
た
し
が
愛
し
た
動
物
が
、
こ
ん
な
に
わ
た
し
を
き
ら
っ
て
い
る
の

を
見
る
と
、
最
初
は
む
か
し
の
心
が
の
こ
っ
て
い
て
か
な
し
み
に
う
た
れ
た
が
、

そ
う
し
た
気
持
ち
も
、
す
ぐ
い
か
り
に
圧
倒
さ
れ
、
い
こ
じ
な
精
神
が
つ
い
に

と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
破
滅
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
」
。

　
こ
の
「
い
こ
じ
な
精
神
」
の
衝
動
的
発
現
に
身
を
裏
か
せ
て
、
　
「
わ
た
し
」

は
、
あ
る
朝
、
　
「
し
ず
か
な
気
持
ち
で
」
猫
の
首
に
縄
を
か
け
、
庭
の
木
の
枝

に
こ
れ
を
吊
す
。
な
み
だ
を
な
が
し
な
が
ら
、
心
の
な
か
で
ふ
か
い
後
悔
の
惰

を
感
じ
な
が
ら
吊
す
。
　
「
猫
が
わ
た
し
を
愛
し
て
い
た
こ
と
を
し
っ
て
い
た
か

ら
、
…
…
こ
う
し
た
こ
と
を
す
る
の
は
罪
悪
だ
と
い
う
こ
と
を
し
っ
て
い
た
か

ら
、
わ
た
し
の
不
死
の
た
ま
し
い
を
一
も
し
そ
ん
な
も
の
が
あ
る
な
ら
ば

一
大
慈
大
悲
の
神
の
無
限
の
み
め
ぐ
み
さ
え
も
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ
へ
、
お

と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
極
悪
の
罪
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
わ
た

し
は
猫
を
つ
る
し
た
の
だ
。
」

　
こ
こ
ま
で
読
ん
で
く
る
と
、
教
室
の
子
ど
も
た
ち
は
す
っ
か
り
蒼
ざ
め
て
し

ま
い
ま
す
。
猫
が
「
わ
た
し
」
を
愛
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ

吊
す
？
　
極
悪
の
罪
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
吊
す
？
　
人
間
の

精
神
に
ひ
そ
む
不
可
思
議
な
闇
。
子
ど
も
た
ち
は
か
ん
が
え
こ
み
ま
す
。
こ
こ

は
お
そ
ら
く
く
キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
絶
対
的
支
配
と
、
人
間
の
精
神
の
自
由
へ

の
希
求
と
の
格
闘
V
と
い
っ
た
角
度
か
ら
説
明
さ
れ
る
べ
き
な
に
か
が
ひ
そ
ん

で
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、
私
の
手
に
あ
ま
り
ま
す
。
し
か
た
な
し
に
私
は
、
こ

ん
な
思
い
つ
き
を
子
ど
も
た
ち
に
し
ゃ
べ
り
ま
し
た
。

「
い
こ
じ
な
精
神
」
一
と
。
た
と
え
ば
、
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
た
矢
先
に
、

勉
強
し
な
さ
い
と
お
母
さ
ん
に
い
わ
れ
て
、
と
た
ん
に
や
る
気
が
な
く
な
る
、

意
地
で
も
勉
強
な
ん
か
し
て
や
る
か
と
思
う
、
そ
ん
な
と
き
の
気
持
ち
。
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
に
立
っ
て
い
て
電
車
が
ゴ
ー
ッ
と
は
い
っ
て
く
る
と
、
な
ん
と
な

く
逆
に
す
い
よ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
、
あ
の
と
き
の
気
持
ち
。
で
な
け
れ

ば
、
え
え
と
、
た
と
え
ば
ぼ
く
は
ち
ょ
っ
と
高
所
恐
怖
症
み
た
い
な
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
、
高
い
所
か
ら
下
を
み
る
と
背
筋
が
ス
ー
ツ
と
冷
た
く
な
る
。
そ
し
て

な
ん
だ
か
飛
び
お
り
て
し
ま
い
た
く
な
る
ん
だ
け
ど
、
お
れ
は
、
高
い
所
が
こ

わ
い
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
高
い
所
に
の
ぼ
る
と
飛
び
お
り
た
く
て
し
か
た

な
く
な
る
そ
ん
な
自
分
が
こ
わ
い
と
い
っ
た
方
が
正
確
な
よ
う
な
気
が
す
る
。

恐
怖
の
意
味
が
逆
な
ん
だ
よ
、
ど
う
も
。
わ
か
っ
た
？
　
わ
か
ら
な
い
か
。
ま

あ
、
い
い
や
。
先
に
す
す
も
う
。

　
黒
猫
を
殺
し
た
そ
の
晩
、
火
事
に
よ
っ
て
「
わ
た
し
」
の
家
は
崩
れ
、
唯
一

残
っ
た
仕
切
り
壁
の
白
い
表
面
に
大
き
な
猫
の
像
が
浮
か
び
あ
が
る
。
首
に
縄

を
か
け
た
姿
で
。

　
そ
れ
か
ら
数
か
月
た
っ
た
あ
る
晩
、
酒
場
で
「
わ
た
し
」
は
プ
ル
ー
ト
ー
そ
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つ
く
り
の
、
た
だ
し
胸
の
ほ
と
ん
ど
が
被
い
毛
に
お
お
わ
れ
て
い
る
点
だ
け
が

プ
ル
ー
ト
ー
と
は
ち
が
う
一
匹
の
黒
猫
を
見
出
す
。
黒
猫
は
「
わ
た
し
」
の
あ

と
を
つ
い
て
家
に
は
い
り
こ
み
、
す
ぐ
に
妻
に
も
ひ
じ
ょ
う
に
気
に
入
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、
　
「
ど
う
し
て
だ
か
わ
か
ら
な
い
が
、
猫
が
わ
た
し
を
す
い
て

い
る
こ
と
が
わ
た
し
を
く
る
し
め
、
…
…
強
い
に
く
し
み
に
か
わ
っ
た
」
。

　
ま
た
し
て
も
あ
の
「
い
こ
じ
な
精
神
」
の
発
現
！

「
だ
が
わ
た
し
が
猫
を
き
ら
え
ば
き
ら
う
ほ
ど
、
猫
の
ほ
う
で
は
ま
す
ま
す
わ

た
し
を
好
き
に
」
な
る
よ
う
で
、
　
「
人
に
は
理
解
で
き
な
い
し
っ
こ
さ
で
」
つ

い
て
く
る
一
。

　
こ
こ
ま
で
読
ん
だ
と
き
、
わ
た
し
は
突
然
、
中
学
生
の
と
き
の
あ
る
経
験
を

思
い
出
し
、
こ
ん
な
話
を
と
っ
さ
に
挿
入
し
ま
し
た
。

　
ぼ
く
が
中
学
生
の
と
き
、
ク
ラ
ス
に
桜
井
君
と
い
う
子
が
い
て
ね
、
み
ん
な

か
ら
猛
烈
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
子
は
い
じ
め
ら
れ
て
も
反
抗
な
ん
か

し
な
い
で
、
か
か
と
を
ふ
ん
だ
ズ
ッ
ク
の
く
つ
を
ひ
き
ず
り
な
が
ら
、
な
ん
と

も
い
え
な
い
う
ら
め
し
そ
う
な
目
で
相
手
を
見
る
だ
け
。
　
「
君
た
ち
は
ど
う
生

き
る
か
」
　
（
吉
野
源
三
郎
）
の
浦
川
歪
み
た
い
な
も
の
さ
。
で
、
み
ん
な
は
ま

す
ま
す
い
じ
め
る
。
ぼ
く
は
そ
れ
が
い
や
で
ね
。
や
め
ろ
よ
、
な
ん
て
、
そ
の

つ
ど
桜
井
君
を
か
ば
っ
て
た
の
さ
。
ぼ
く
は
か
ら
だ
は
小
さ
か
っ
た
け
ど
勉
強

が
で
き
た
し
、
そ
れ
に
野
球
な
ん
か
も
け
っ
こ
う
う
ま
か
っ
た
か
ら
、
み
ん
な

ぼ
く
の
い
う
こ
と
に
一
目
置
い
て
く
れ
て
い
た
ん
だ
ね
、
き
っ
と
。

　
す
る
と
、
そ
の
う
ち
に
、
桜
井
君
が
ぼ
く
を
味
方
と
思
っ
た
の
か
、
こ
の
黒

猫
み
た
い
に
べ
た
っ
と
こ
っ
ち
に
く
っ
つ
い
て
く
る
の
さ
、
す
り
よ
る
と
い
っ

た
感
じ
で
。
ほ
ん
と
う
に
そ
れ
は
「
人
に
は
理
解
で
き
な
い
し
っ
こ
さ
」
な
ん

だ
。
そ
れ
が
ぼ
く
に
は
ま
た
、
た
ま
ら
な
く
い
や
で
ね
。
桜
井
君
に
は
わ
る
い
．

ん
だ
が
、
な
ん
か
ぞ
く
ぞ
く
っ
と
す
る
ほ
ど
い
や
で
ね
、
ず
い
ぶ
ん
苦
し
ん
だ

こ
と
が
あ
る
ん
だ
。
君
た
ち
、
そ
ん
な
経
験
、
な
い
か
な
。

　
す
る
と
ひ
と
り
の
女
の
子
が
こ
っ
ち
を
み
て
、
し
き
り
に
、
う
ん
、
あ
る
あ

る
と
い
っ
た
感
じ
で
う
な
ず
い
た
の
で
す
。
自
分
だ
け
か
と
思
っ
た
ら
先
生
に

も
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
。
自
分
だ
け
が
そ
ん
な
変
な
こ
と
を
感
じ
て

い
る
の
か
と
心
配
し
て
い
た
ら
、
そ
れ
を
う
ま
く
い
い
あ
ら
わ
し
て
も
ら
っ

た
。
あ
あ
、
わ
か
る
、
わ
か
る
、
そ
の
気
持
ち
。
そ
の
よ
う
に
、
そ
の
子
は
う

な
ず
い
た
の
で
し
た
。
そ
の
と
き
私
は
、
あ
あ
、
も
う
こ
の
子
の
こ
の
う
な
ず

き
方
を
み
た
だ
け
で
、
そ
れ
だ
け
で
、
　
「
黒
猫
」
を
子
ど
も
た
ち
と
読
ん
だ
甲

斐
が
あ
っ
た
。
そ
の
子
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
う
な
ず
い
て
く
れ
た
だ
け
で
も
う

い
い
。
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
た
の
で
し
た
。

　
六
年
生
の
と
き
か
ら
教
室
に
か
よ
い
は
じ
め
た
そ
の
子
は
、
実
に
元
気
の
よ

い
、
素
直
な
感
じ
の
女
の
子
だ
っ
た
の
で
す
が
、
中
学
に
は
い
っ
た
と
た
ん
に
、

他
の
小
学
校
か
ら
き
た
子
ど
も
た
ち
、
あ
る
い
は
上
級
生
た
ち
と
の
ご
た
ご
た

に
ま
き
こ
ま
れ
て
、
ち
ょ
っ
と
様
子
が
沈
み
が
ち
に
、
　
　
別
の
言
い
方
を
す
れ

ば
子
ど
も
か
ら
脱
皮
し
て
少
女
へ
と
、
大
人
へ
と
苦
し
げ
な
道
を
た
ど
っ
て
い

る
の
を
こ
の
｝
年
強
は
だ
ま
っ
て
見
て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
そ
の
日
、
そ

う
い
う
う
な
ず
き
方
を
し
た
と
き
、
私
は
、
や
っ
と
霧
が
晴
れ
た
よ
う
な
、
よ

う
や
く
一
つ
の
山
を
こ
え
た
な
、
こ
の
子
も
と
い
う
感
じ
が
瞬
間
に
き
て
、
な

ん
だ
か
肩
を
た
た
い
て
あ
げ
た
い
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

　
無
邪
気
で
、
素
直
で
、
お
そ
ら
く
小
学
生
の
と
き
は
す
べ
て
の
面
で
「
優
等

生
」
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
そ
の
子
は
、
一
年
間
の
中
学
校
生
活
の
な
か
で
、

自
分
や
他
人
の
心
の
う
ち
に
思
い
も
か
け
な
い
闇
の
部
分
が
あ
る
ら
し
い
と
い

う
こ
と
に
傷
つ
き
気
づ
き
、
そ
の
眸
の
色
を
一
気
に
深
め
て
い
っ
た
に
ち
が
い

な
い
、
よ
し
、
F
さ
ん
、
乾
杯
だ
。
私
は
ひ
そ
か
に
そ
う
思
っ
た
の
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）
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「同和」は「同化」と

よく似ている

荊冠の幡羅

子和田吉

　
被
差
別
部
落
の
こ
と
を
、
　
「
同
和
地
区
」

と
言
う
人
が
増
え
た
。
　
「
同
胞
一
和
」
あ
る

い
は
、
　
「
同
胞
融
和
」
か
ら
「
同
和
」
と
い

う
言
葉
に
な
っ
た
と
聞
く
。
官
製
用
語
・
行

政
用
語
で
あ
る
。
被
差
別
の
地
区
「
同
和
地

区
」
。
差
別
を
な
く
し
て
い
く
教
育
「
同
和
教

育
」
と
い
っ
た
言
葉
か
ら
、
　
「
同
和
」
が
被

差
別
部
落
を
さ
す
言
葉
と
し
て
定
着
し
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た

ま
っ
た
よ
う
だ
。
時
々
「
同
和
の
方
」
と
い

う
奇
妙
な
言
葉
を
聞
く
。
　
「
被
差
別
部
落
の

人
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
　
「
部
落
」
と
い

う
差
別
を
孕
ん
で
い
る
言
葉
の
ス
ト
レ
ー
ト

さ
を
避
け
て
、
自
信
の
な
さ
か
ら
好
意
を
装

い
、
遠
慮
が
ち
に
言
う
人
の
中
に
、
こ
ん
な

奇
妙
な
言
葉
が
多
い
。
お
上
が
保
障
す
る

「
同
和
」
の
方
が
、
「
部
落
」
よ
り
相
手
を
傷

つ
け
な
く
て
す
む
と
思
い
、
　
「
人
」
と
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た

よ
り
少
し
て
い
ね
い
な
「
方
」
と
配
慮
し
た

つ
も
り
だ
ろ
う
。

　
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
は
後
に
譲
る
と
し

て
、
　
「
同
和
」
が
被
差
別
部
落
を
さ
す
言
葉

と
し
て
普
遍
化
し
て
い
る
証
拠
な
の
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
悪
意
を
も
っ
て
部
落
や
そ
こ
に
住
む
人
間
に

つ
い
て
語
ら
れ
る
時
に
は
、
　
「
同
和
」
で
は
な
く
な
る
。
本
音
が
む
き

だ
し
に
な
っ
た
と
た
ん
に
、
封
建
制
度
下
の
賎
民
を
あ
ら
わ
す
呼
称
に

な
り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
罵
署
雑
言
を
並
べ
た
て
、
ま
だ
飽
き
た
り
な

い
と
い
う
風
で
あ
る
。
な
ぜ
な
の
か
。
思
い
や
り
あ
る
「
同
和
の
方
」

と
い
う
言
い
回
し
の
裏
に
、
腫
れ
も
の
に
触
る
よ
う
な
偏
見
が
感
じ
ら

れ
て
な
ら
な
い
。
言
葉
に
い
く
ら
て
い
ね
い
の
意
味
を
こ
め
て
も
、
人

間
に
対
す
る
尊
敬
の
こ
も
ら
な
い
て
い
ね
い
さ
が
、
か
え
っ
て
そ
の
言

葉
の
本
質
を
む
き
だ
し
に
す
る
か
ら
だ
。

　
あ
る
集
会
で
、
行
政
関
係
者
の
挨
拶
が
あ
っ
た
時
、
隣
に
座
っ
た
年

寄
り
が
、
「
カ
タ
ガ
タ
て
何
や
ね
ん
。
頭
か
し
こ
い
人
の
言
う
こ
と
は
、

さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
ん
わ
。
ペ
ラ
ペ
ラ
と
口
よ
う
ま
わ
る
け
ど
、
何
言
い

た
い
の
ん
か
訳
わ
か
ら
ん
な
」
と
私
に
同
意
を
求
め
た
。
彼
ら
の
高
級

な
挨
拶
、
上
等
な
て
い
ね
い
さ
は
、
年
寄
り
に
は
通
じ
な
い
。
年
寄
り

た
ち
は
、
そ
の
上
界
も
厳
し
く
見
抜
い
て
い
る
。
「
同
和
」
は
「
同
化
」

と
よ
く
似
て
い
る
。
一
方
が
高
み
か
ら
自
分
の
立
っ
て
い
る
足
場
の
価

値
観
、
そ
の
土
壌
へ
の
同
和
を
押
し
つ
け
る
。
ム
ラ
人
が
自
ら
を
「
同

和
」
と
言
わ
な
い
よ
う
に
。
同
和
さ
れ
る
べ
き
は
、
差
別
抑
圧
を
強
い

る
側
な
の
だ
か
ら
と
、
こ
む
ず
か
し
い
挨
拶
に
は
、
頑
と
し
て
聞
く
耳

も
た
ぬ
姿
勢
で
抵
抗
し
て
み
せ
る
年
寄
り
の
気
骨
が
頼
も
し
い
。

　
　
　
　
　
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
活
動
委
員
）
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〈7＞

　
明
治
維
新
政
府
は
、
初
期
の
混
乱
を
一
応

平
定
し
た
後
、
一
方
に
お
い
て
先
進
西
欧
諸

国
に
追
い
つ
く
た
め
の
文
明
開
化
的
諸
改
革

を
進
め
な
が
ら
、
他
方
封
建
遺
制
的
諸
要
素

を
内
蔵
し
た
ま
ま
、
天
皇
絶
対
制
的
中
央
集

権
体
制
を
着
々
と
整
え
て
い
っ
た
。
こ
の

間
、
政
府
政
策
に
不
満
な
旧
下
級
武
士
や
庶

民
達
に
よ
る
明
治
十
年
前
後
の
反
政
府
運
動

は
武
力
鎮
圧
さ
れ
、
ま
た
先
進
諸
国
か
ら
輸

入
さ
れ
て
来
た
自
由
民
権
思
想
や
そ
の
運
動

も
、
十
年
代
中
頃
の
政
府
に
よ
る
強
行
弾
圧

や
主
導
者
へ
の
懐
柔
策
に
よ
っ
て
挫
折
さ
せ

ら
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
保
守
反
動
化
し
た
明
治
十
年

代
の
政
府
姿
勢
は
、
女
子
教
育
、
殊
に
官
公

立
系
女
子
教
育
へ
も
影
響
せ
ず
に
は
い
な
か

っ
た
。
明
治
五
年
の
「
学
制
」
発
布
に
際

し
、
　
「
人
間
ノ
道
男
女
ノ
差
ア
ル
事
ナ
シ
」

と
し
て
、
女
子
の
就
学
推
進
を
小
学
を
興
す

「
第
一
義
ト
ス
」
と
ま
で
重
視
し
た
こ
と
は
、

前
回
既
に
述
べ
た
が
、
そ
の
後
数
年
経
た
ず

し
て
、
各
地
の
公
立
小
学
校
で
男
女
別
学
制

や
、
教
育
内
容
の
男
女
差
別
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、

明
治
九
年
の
東
京
府
小
学
教
則
改
正
に
お
い
て
、
男
児
に
教
え
ら
れ
る

万
国
史
、
万
国
地
理
、
化
学
、
公
用
文
及
び
記
事
論
説
文
、
級
数
対
数

等
が
女
児
に
は
除
か
れ
、
代
わ
り
に
倹
約
訓
、
小
児
養
育
談
、
書
簡
文
、

裁
縫
等
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
文
部
省
第
三
年
報
）
。
同
様
な

措
置
は
他
県
で
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
が
、
　
「
学
制
」
制
定
時
、
他
県

に
先
ん
じ
て
熱
烈
な
女
学
奨
励
の
告
諭
を
出
し
た
山
梨
県
で
も
、
明
治

十
一
年
の
高
等
小
学
教
則
に
お
い
て
、
男
子
用
の
内
外
歴
史
、
物
理
化

学
、
人
身
窮
理
、
経
済
、
農
商
業
科
目
等
が
女
子
に
省
か
れ
、
代
わ
り

に
女
大
学
、
家
政
要
旨
、
保
育
科
目
等
が
指
定
さ
れ
た
（
文
部
省
日
誌
）
。

　
中
等
教
育
課
程
に
お
い
て
も
、
明
治
十
二
年
の
「
教
育
令
」
及
び
十
三

年
の
「
改
正
教
育
令
」
で
男
女
別
学
が
明
示
さ
れ
る
や
、
中
学
校
か
ら

女
生
徒
は
追
放
さ
れ
、
さ
ら
に
明
治
十
五
年
の
文
部
省
通
牒
に
よ
り
、
高

等
女
学
校
教
則
は
、
中
学
校
課
程
よ
り
英
語
、
代
数
、
三
角
、
経
済
学
、

本
邦
法
令
等
を
削
除
し
、
代
わ
り
に
修
身
、
礼
法
、
習
字
、
和
漢
文
を

増
加
し
、
裁
縫
、
家
事
経
済
、
女
礼
式
、
音
楽
等
を
加
え
、
つ
い
で
女

子
に
「
順
良
適
実
ノ
教
育
ヲ
主
眼
」
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
明
治
十
年
代
の
文
部
省
日
誌
や
年
報
に
よ
る
と
、
し
ば
し
ば
「
女

大
学
」
「
女
四
書
」
「
病
弊
」
「
烈
女
伝
」
等
、
封
建
時
代
の
女
訓
書
の
復

活
が
見
ら
れ
、
和
順
、
貞
淑
等
、
往
昔
の
女
徳
の
涌
養
が
指
示
さ
れ
、

か
く
て
官
公
立
系
女
子
教
育
は
、
旧
来
の
修
身
斉
家
的
ワ
ク
に
押
込
ま

れ
、
後
日
の
「
良
妻
賢
母
主
義
教
育
」
へ
の
道
を
用
意
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
8
・
9
月
号
8
0
頁
下
段
1
8
行
目
「
助
け
る
女
↓
助
け
子
女
」
に
訂
正
し
ま
す
） （81）



食
卓

　
初
夏
　
み
ょ
う
が
が
出
る
の
を
心
待
ち
し
て
　
土

の
ひ
び
割
れ
か
ら
み
ょ
う
が
を
さ
ぐ
っ
て
と
っ
て
く

る
　
そ
の
み
ょ
う
が
を
小
口
切
り
に
し
て
　
ご
は
ん

に
の
せ
　
庭
か
ら
と
っ
て
き
た
青
じ
そ
の
葉
を
ち
ぎ

っ
て
の
せ
　
焼
き
の
り
に
ち
ょ
っ
と
し
よ
う
ゆ
を
つ

け
て
　
し
そ
と
み
よ
う
が
の
ご
は
ん
を
く
る
ん
で
食

べ
る

　
　
　
　
＊

　
朝
起
き
ぬ
け
に
若
い
ピ
ー
マ
ン
を
と
っ
て
く
る

ぶ
ら
ぶ
ら
と
　
つ
や
つ
や
と
実
っ
て
い
る
　
続
々
と

若
い
実
が
つ
づ
き
　
花
が
つ
づ
い
て
い
る
　
へ
た
を

と
り
　
二
つ
に
切
り
　
油
を
し
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
で

焼
く
　
裏
返
し
て
焼
く
　
ふ
た
を
し
な
い
で
焼
い
て

色
が
変
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
で
塩
を
パ
ラ
ッ
と
ふ
っ
て

羽
生
槙
子

朝
の
野
菜
だ

　
　
　
　
＊

　
と
う
も
ろ
こ
し
は
若
す
ぎ
る
と
味
が
な
い
し
　
夏

の
晴
天
に
は
た
け
に
お
き
す
ぎ
る
と
実
が
カ
サ
カ
サ

に
な
る
か
ら
　
ち
ょ
う
ど
実
っ
た
と
こ
ろ
　
水
分
い

っ
ぱ
い
の
と
こ
ろ
を
と
っ
て
た
だ
ち
に
ゆ
で
あ
げ
る

　
　
　
　
＊

　
お
く
ら
を
小
口
切
り
　
み
ょ
う
が
は
縦
の
う
す
切

り
　
火
に
か
け
た
み
そ
汁
が
ふ
わ
っ
と
し
て
き
た
と

こ
ろ
に
　
お
く
ら
と
み
よ
う
が
と
か
ま
ぼ
こ
一
人
二

切
れ
を
入
れ
　
ふ
た
を
し
　
一
息
し
て
火
を
と
め
る

切
る
と
き
ぷ
り
ぷ
り
し
て
い
た
お
く
ら
は
と
ろ
り
と

し
　
み
ょ
う
が
は
か
お
り
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＊

　
な
す
を
縦
半
分
に
切
る
　
断
面
を
う
す
く
塩
を
し

切
り
口
を
上
に
ぬ
か
み
そ
に
漬
け
る
　
晩
ご
は
ん
の

た
め
に
　
昼
に
漬
け
る
の
を
営
々
と
つ
づ
け
る
夏

食
卓
の
用
意
が
と
と
の
っ
て
か
ら
出
し
　
洗
い
　
切

り
　
ガ
ラ
ス
小
鉢
に
入
れ
る

　
　
　
　
＊

　
な
す
は
縦
二
つ
に
切
る
　
皮
目
の
方
に
斜
め
格
子

に
切
り
め
を
入
れ
て
　
油
で
焼
き
　
皿
に
の
せ
　
お

ろ
し
し
ょ
う
が
を
の
せ
　
し
ょ
う
ゆ
を
か
け

　
　
　
　
＊

　
に
ら
は
　
株
の
端
の
方
か
ら
順
に
刈
っ
て
は
若
芽

が
出
て
い
る
　
に
ら
を
三
セ
ン
チ
長
さ
に
切
り
　
も

や
し
と
い
っ
し
ょ
に
強
火
に
妙
め
て
塩
味
だ

　
　
　
　
＊

　
精
進
揚
げ
に
は
必
ず
青
じ
そ
の
葉
を
つ
ん
で
き

て
　
葉
の
裏
面
だ
け
こ
ろ
も
を
つ
け
　
葉
の
緑
鮮
や

か
に
パ
リ
パ
リ
に
揚
げ
る

　
　
　
　
＊

　
ご
ぼ
う
は
と
き
ど
き
掘
る
　
に
ん
じ
ん
と
太
め
の

せ
ん
切
り
に
し
　
ご
ま
油
を
ち
ょ
っ
と
加
え
た
油
で

妙
め
て
き
ん
ぴ
ら
だ
　
そ
の
上
に
競
り
ご
ま
を
ふ
り

か
け

　
　
　
　
＊

　
に
ん
じ
ん
の
創
り
た
て
を
皮
を
む
き
　
う
す
切
り

に
し
　
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
あ
え
た
小
さ
い
一
皿

　
　
　
　
＊

　
干
椎
茸
を
も
ど
し
て
そ
ぎ
切
り
　
若
い
れ
い
し
を

う
す
い
輪
切
り
　
熱
し
た
油
に
み
じ
ん
切
り
の
し
ょ

う
が
と
ね
ぎ
と
一
片
の
に
ん
に
く
を
入
れ
て
か
お
り

が
た
つ
ま
で
待
ち
　
に
ん
に
く
を
と
り
出
し
　
椎
茸

れ
い
し
　
も
や
し
の
順
に
強
火
で
妙
め
な
が
ら
パ
ラ

リ
と
塩
を
し
　
酒
と
し
ょ
う
ゆ
と
砂
糖
を
合
わ
せ
た

も
の
を
一
気
に
入
れ
　
あ
お
り
青
め
て
テ
ー
ブ
ル
の

ま
ん
中
の
皿
に
と
る

　
　
　
　
＊

　
ピ
ー
マ
ン
を
切
る
　
プ
チ
と
ま
と
を
皮
を
湯
む
き

に
し
て
二
つ
に
切
っ
て
種
を
出
し
　
ピ
ー
マ
ン
を
さ

っ
と
妙
め
　
ピ
ー
マ
ン
と
プ
チ
と
ま
と
が
た
っ
ぷ
り

は
い
っ
た
　
オ
ム
レ
ツ
の
朝

（83）



剃酬の／お／弁／当廊小林ヵッ代

イカの唐揚げとト商業こんぶ

　
私
の
子
ど
も
の
頃
に
見
か
け
な
か
っ
た
も
の
の
ひ
と

つ
に
“
ロ
ー
ル
イ
カ
”
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
あ
ん

な
肉
質
の
厚
い
、
大
味
な
も
の
な
か
っ
た
で
す
よ
。
た

い
て
い
は
2
0
セ
ン
チ
位
に
切
っ
て
、
く
る
り
と
巻
い
た

の
が
ス
ー
バ
r
な
ど
で
売
っ
て
ま
す
が
、
あ
れ
、
原
型

は
さ
ぞ
や
で
っ
か
い
ん
で
し
ょ
う
ね
エ
。

　
で
も
、
こ
の
ロ
ー
ル
イ
カ
、
お
べ
ん
と
う
に
は
な
か

な
か
い
い
で
す
。
大
味
な
の
で
、
と
り
の
唐
揚
げ
の
よ

う
に
、
下
味
を
つ
け
て
唐
揚
げ
す
る
と
お
い
し
く
な
り

ま
す
。
煮
た
り
す
る
の
は
ど
う
も
ね
、
あ
ま
り
や
り
た

く
あ
り
ま
せ
ん
な
。

ロ
ー
ル
イ
カ
の
唐
揚
げ

　
ロ
ー
ル
イ
カ
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
適
当
に
切
り

水
気
を
ふ
き
ま
す
。
そ
こ
へ
し
ょ
う
ゆ
適
当
に
入
れ
、

し
ょ
う
が
を
す
り
お
ろ
し
て
汁
も
少
々
加
え
ま
す
。
そ

れ
を
手
で
キ
ュ
ッ
キ
ュ
ッ
と
も
ん
で
（
前
夜
か
ら
下
ご

し
ら
え
す
る
な
ら
た
だ
ま
ぜ
る
だ
け
）
か
ら
片
栗
粉
と

小
麦
粉
を
半
々
位
適
当
に
加
え
ま
す
。

　
片
栗
粉
だ
け
で
も
い
い
の
で
す
が
、
小
麦
粉
も
加
え

る
と
香
ば
し
く
な
り
ま
す
。
も
し
ウ
ズ
ラ
卵
で
も
冷
蔵

庫
に
残
っ
て
い
た
ら
、
一
個
加
え
て
ま
ぜ
る
と
ふ
わ
っ

と
し
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
れ
を
油
で
揚
げ
る
だ
け
。
そ
の
時
つ
い
で

に
“
さ
つ
ま
い
も
”
も
揚
げ
る
ん
で
す
。
皮
の
ま
ま
一

口
大
に
切
っ
て
水
気
を
ふ
き
、
油
が
ぬ
る
い
う
ち
か
ら

入
れ
て
お
く
と
、
ロ
ー
ル
イ
カ
が
揚
が
る
頃
ち
ょ
う
ど

い
い
で
し
ょ
う
。
あ
と
何
か
緑
の
野
菜
、
蛋
白
質
が
足

り
な
い
と
心
配
な
ら
さ
っ
と
作
っ
た
卵
の
お
か
ず
か
無

添
加
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
ゆ
で
た
の
で
も
加
え
た
ら
？

　
そ
し
て
ご
は
ん
の
上
に
と
ろ
ろ
こ
ん
ぶ
を
た
っ
ぷ
り

の
せ
る
の
。
も
し
き
ら
い
で
な
け
れ
ば
ね
。

c　＝＝　：，

堵（
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＠＠＠＠＠＠・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…：

　
久
し
振
り
に
、
マ
リ
子
さ
ん
の
家
に
介
護
に
行
っ

た
。
マ
リ
子
さ
ん
は
脳
性
マ
ヒ
の
障
害
者
、
夫
の
守
君

と
五
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
荒
志
君
と
三
人
で
都
営
住

宅
に
住
ん
で
い
る
。

　
こ
の
日
は
、
朝
九
時
す
ぎ
に
荒
園
君
を
保
育
園
に
連

れ
て
い
く
マ
リ
子
さ
ん
の
介
護
か
ら
始
ま
っ
た
。
介
護

と
い
っ
て
も
電
動
車
イ
ス
な
の
で
、
私
は
荒
志
君
と
手

を
つ
な
い
だ
マ
リ
子
さ
ん
の
後
か
ら
つ
い
て
い
く
だ
け

で
あ
る
。
車
イ
ス
は
小
回
り
も
き
く
が
、
少
し
で
も
段

差
が
あ
る
と
ヨ
ッ
コ
ラ
シ
ョ
と
重
い
車
イ
ス
を
持
ち
上

げ
な
い
と
先
に
進
め
な
い
。
保
育
園
に
着
く
と
、
マ
リ

子
さ
ん
の
周
り
に
子
ど
も
達
が
寄
っ
て
き
て
車
イ
ス
に

さ
わ
っ
た
り
の
ぞ
き
込
ん
だ
り
し
て
賑
や
か
だ
。

　
保
育
園
を
出
た
後
、
近
く
の
つ
い
最
近
堰
き
た
ば
か

り
の
東
京
都
障
害
者
総
A
ロ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
案
内

し
て
も
ら
っ
た
。
温
水
プ
ー
ル
や
卓
球
・
テ
ニ
ス
な
ど

障
害
者
と
そ
の
介
護
者
は
無
料
で
利
用
で
き
る
の
だ
。

　
電
動
車
イ
ス
だ
と
、
介
護
が
な
く
て
も
自
由
に
動
け

る
よ
う
に
ス
ロ
ー
プ
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
、
目
の

不
自
由
な
人
の
た
め
に
は
手
す
り
が
付
け
ら
れ
、
自
動

ド
ア
の
開
閉
に
は
チ
ャ
イ
ム
が
な
る
。
公
衆
電
話
も
受

付
も
す
べ
て
車
イ
ス
の
利
用
を
考
え
て
低
く
な
っ
て
い

る
。
温
水
プ
ー
ル
は
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
ま
で
車
イ
ス
で

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
し
、
プ
ー
ル
の
壁
は
｝
部

ス
ロ
ー
プ
で
入
り
や
す
そ
う
だ
。

　
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ
と
隅
か
ら
隅
ま
で
回

っ
て
マ
リ
子
さ
ん
は
使
い
易
さ
を
調
べ
て
み
た
。
確
か

に
新
し
く
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
機
械
を
駆
使
し
た
便
利

さ
は
随
所
で
感
じ
る
の
だ
が
、
ど
う
も
冷
た
い
感
じ
が

す
る
。
女
子
用
の
更
衣
室
の
入
口
に
、
黄
色
い
テ
ー
プ

が
貼
っ
て
あ
っ
て
何
か
文
字
を
か
く
し
て
あ
る
。
近
よ

っ
て
見
る
と
、
　
「
男
性
介
護
者
も
お
入
り
下
さ
い
」
と

あ
っ
た
。
女
性
障
害
者
の
抗
議
で
あ
わ
て
て
か
く
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
欠
け
て
い
る
の
は
こ
の
辺
の
視
点
だ
な

と
思
っ
た
。
　
「
こ
こ
は
隔
離
さ
れ
て
る
み
た
い
。
プ
ー

ル
だ
っ
て
普
通
の
プ
ー
ル
に
入
れ
る
方
が
い
い
よ
」
と

マ
リ
子
さ
ん
が
い
う
。
確
か
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

内
も
外
も
障
害
者
と
介
護
者
だ
け
、
他
に
は
誰
も
見
当

ら
な
い
と
い
う
の
は
異
常
な
風
景
だ
。

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
出
て
、
荒
志
君
の
お
迎
え
に

行
く
と
、
途
中
で
出
会
っ
た
小
学
生
の
女
の
子
が
、

「
お
ば
さ
ん
、
私
、
一
緒
に
お
迎
え
に
行
っ
て
あ
げ
る
」

と
マ
リ
子
さ
ん
に
声
を
か
け
て
き
た
。
や
っ
と
町
の
中

に
も
ど
つ
た
気
が
し
て
ホ
ッ
と
し
た
。

（85）



家
庭
科
の
授
業
行
脚
、

始
ま
り
始
ま
り
…
…
…

半
田
た
つ
諸

「
新
し
い
家
庭
科
」
を
模
索
し
て
苦
闘
す
る
方
々
を
尋
ね
る
旅
に
出
よ
う
、
と

決
心
し
た
。
十
月
は
熊
本
、
十
｝
月
は
高
知
、
日
も
学
校
も
決
ま
っ
た
。
自
由

の
森
学
園
の
人
間
生
活
科
の
授
業
も
見
せ
て
い
た
だ
け
そ
う
だ
。
楽
し
み
な
行

脚
プ
ラ
ン
は
、
九
月
八
日
、
梶
原
公
子
さ
ん
を
御
殿
場
高
校
に
訪
う
こ
と
で
、

「
始
ま
り
始
ま
り
・
：
…
」
。

　
梶
原
さ
ん
か
ら
は
事
前
に
、
次
の
よ
う
な
計
画
を
う
か
が
っ
て
い
た
。

　
家
政
科
三
年
生
四
十
七
名
「
保
育
」
週
四
時
間
の
授
業
。

　
一
学
期
は
児
童
観
（
ル
ソ
ー
・
フ
レ
ー
ベ
ル
な
ど
に
力
を
入
れ
る
）
、
そ
の

後
副
読
本
を
使
っ
て
「
性
」
の
問
題
に
入
り
、
ほ
ぼ
三
〇
時
間
。
男
女
の
性
と

性
意
識
の
違
い
の
項
で
、
生
徒
た
ち
は
男
性
の
性
に
つ
い
て
の
認
識
が
な
い
の

で
び
っ
く
り
し
た
様
子
。
夏
休
み
に
三
目
間
、
保
育
園
実
習
の
課
題
を
出
す
た

め
、
そ
の
準
備
の
た
め
に
も
相
当
の
時
間
を
使
う
。

　
二
学
期
は
「
生
命
を
育
て
る
能
力
」
を
、
保
育
実
習
で
の
実
態
と
性
の
問
題

を
結
び
つ
け
て
ま
と
め
る
。
そ
の
後
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
と
児
童
文
化
へ
。

　
三
学
期
は
「
生
き
る
こ
と
と
働
く
こ
と
」
。
育
児
と
女
性
の
生
き
方
ー
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
の
考
え
な
ど
を
中
心
に
。
卒
業
直
前
の
彼
女
た
ち
が
、
将
来
を
考
え

る
上
で
の
手
が
か
り
を
得
る
た
め
に
。

　
い
よ
い
よ
そ
の
日
、
八
時
四
〇
分
開
始
の
授
業
に
間
に
合
う
よ
う
、
始
発
の

東
名
高
速
バ
ス
に
乗
る
。
事
故
の
た
め
の
渋
滞
で
三
〇
分
遅
れ
、
あ
た
ふ
た
と

教
室
に
か
け
込
ん
だ
時
、
梶
原
さ
ん
は
生
徒
た
ち
に
自
分
な
り
の
人
生
設
計
を

持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
て
い
た
。

　
き
ち
ん
と
整
っ
た
服
装
、
落
ち
つ
い
た
授
業
態
度
の
生
徒
た
ち
。
教
室
の
隅

に
は
七
夕
飾
り
の
大
笹
が
。
後
の
黒
板
に
は
、
近
づ
く
文
化
祭
に
「
今
の
遊
び

・
昔
の
遊
び
」
を
調
べ
て
発
表
し
よ
う
。
有
志
で
バ
ン
ド
演
奏
し
よ
う
と
の
呼

び
か
け
が
。
二
月
前
の
七
夕
が
ま
だ
放
置
さ
れ
、
文
化
祭
の
催
し
が
「
有
志
」

で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
ふ
っ
と
い
ま
の
高
校
生
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
表
面
的
に
は

い
つ
に
変
わ
ら
ぬ
教
室
風
景
で
あ
る
。
昔
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
す
れ
ば

そ
れ
は
、
板
書
が
語
る
授
業
の
内
容
だ
。
二
時
間
続
き
の
そ
の
概
要
は
、
板
書

の
写
し
で
つ
か
ん
で
い
た
だ
こ
う
（
左
頁
参
照
）
。
実
教
出
版
『
た
し
か
な
青
春

の
日
々
を
1
人
間
の
性
と
母
性
の
健
康
』
を
サ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
使
っ
て
い
る
。

　
文
部
省
は
「
保
育
」
で
何
を
教
え
よ
、
と
言
っ
て
い
る
の
か
。
高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
「
保
育
」
の
目
標
は
、
　
「
乳
幼
児
の
保
育
に
関
す
る
知
識
と
技
術

を
習
得
さ
せ
、
望
ま
し
い
児
童
観
を
育
成
し
、
子
供
の
健
全
な
成
長
を
図
る
能

力
と
態
度
を
育
て
る
」
。
内
容
は
、
ω
児
童
観
の
変
遷
㈲
育
児
と
母
性
㈹

乳
幼
児
の
発
育
の
特
徴
　
ω
乳
幼
児
の
生
活
と
健
康
　
㈲
乳
幼
児
の
精
神
発
達

と
精
神
衛
生
　
⑥
乳
幼
児
の
遊
び
と
児
童
文
化
　
ω
乳
幼
児
の
福
祉
で
あ
る
。

　
梶
原
さ
ん
が
生
徒
を
い
ざ
な
お
う
と
し
て
い
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
思
想
は
も

と
よ
り
、
生
活
設
計
と
結
ん
だ
妊
娠
・
避
妊
な
ど
、
文
部
省
版
「
保
育
」
の
ど

こ
に
も
な
い
。
母
親
に
な
る
た
め
の
準
備
教
育
と
し
て
の
「
保
育
」
で
あ
る
。

歴
史
的
な
視
点
を
通
し
て
、
高
校
生
自
ら
が
妊
娠
（
あ
る
い
は
避
妊
）
を
真
正
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面
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
を
願
っ
て
、
彼
女
た
ち
の
い
ま
に
か
か
わ
る
学
習
を
構

成
し
て
い
る
梶
原
さ
ん
に
共
感
す
る
。

　
し
か
し
、
生
徒
た
ち
の
消
極
的
な
姿
勢
が
気
に
な
っ
た
。
し
っ
か
り
準
備
さ

れ
た
授
業
で
あ
り
、
導
入
に
は
河
野
美
代
子
氏
の
「
さ
ら
ば
悲
し
み
の
性
、
そ

の
後
－
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
け
な
か
っ
た
1
9
歳
の
“
母
”
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
生

徒
た
ち
は
、
こ
れ
を
読
ん
で
衝
撃
を
受
け
た
と
聞
く
。
と
こ
ろ
が
、
梶
原
さ
ん

が
何
を
問
い
か
け
て
も
、
打
て
ば
響
く
カ
は
弱
い
。
自
分
に
問
題
を
つ
き
つ
け

ら
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
の
か
、
考
え
る
の
が
お
っ
く
う
な
の
か
。
内
職
を

し
て
い
る
人
こ
そ
、
一
人
も
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
。

　
男
女
が
共
に
学
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
家
庭
科
の
中
身
を
作
る
こ
と
こ
そ
、
こ
れ

か
ら
の
最
重
点
課
題
と
し
た
私
は
、
そ
の
出
発
点
で
新
し
い
課
題
に
ぶ
つ
か
っ

た
。
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
内
容
で
も
、
生
徒
と
う
ま
く
噛
み
合
わ
な
か
っ
た

ら
、
空
し
い
。
高
校
生
に
噛
み
合
う
授
業
を
創
る
た
め
に
は
、
学
校
教
育
の
中

で
、
彼
ら
が
既
に
身
に
つ
け
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
あ
き
ら
め
、
失
わ
さ
せ
ら

れ
て
し
ま
っ
た
意
欲
、
潰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
積
極
性
…
を
先
ず
回
復
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
勉
強
が
で
き
る
子
が
よ
く
考
え
ら
れ
る
の
．
で
は
な
い
。
　
「
で
き

る
」
と
も
て
は
や
さ
れ
て
き
た
子
は
、
意
欲
も
積
極
性
も
無
傷
、
大
切
に
保
護

さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
考
え
る
の
を
あ
き
ら
め
て
い
な
い
だ
け
な
の
だ
。

　　　　　　一梶原さんの板書一

第五章　生命を育てるための能力

　「母親になる」コ生む　自然　容易
　「母親である」＝育てる　困難→本能ではない
第三節　避妊を学ぶ意味

　人問が自律的妊娠ができるまでの歴史

　妊娠をコントロールできる｛　自分の人生をコントロールできる
生活設計→できる

A自律的妊娠ができなかった時代
　有史以降一戦前，20世紀前半
　自分の人生を自ら決められなかった
①性＝結婚（生殖）の時代，妊娠したらすべて

　　生む一肉体的要素

　　避妊することができなかったのは
　　・道具がなかった
　　・妊娠・避妊のメカニズムがわからなかった
　　多産起死　乳児死亡率高い
　　　　　　　子だくさんのための生活苦，間引
　　　　　　　き，子消し（こけし）

　　女性の人生一子生み・子育ての人生
　②性が宗教や儒教に縛られていた時代一精神的
　　要素
　　「男女七歳にして席を同じうせず」自由な恋愛

　　・結婚の禁止
　　家父長制封建社会

　　男尊女卑の思想
B自律：的妊娠ができる時代

　戦後，20世紀後半（1960年位）から
①性＝結婚ではない時代

　　・避妊法が発達した→家族計画
　　・医学の進歩，科学技術の発達
②性が宗教や儒教に縛られなくなった

　　なぜそうできるようになったか

　
で
も
、
も
し
男
女
机
を
並
べ
て
、
こ
の
授
業
を
受
け

て
い
る
と
し
た
ら
？
　
男
女
で
生
活
設
計
を
、
妊
娠
を

避
妊
を
語
り
合
う
と
し
た
ら
？
　
教
室
内
は
大
波
小
波

で
揺
れ
動
き
、
ど
よ
め
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
家
政
科
の
準
備
室
に
は
り
出
さ
れ
た
年
間
行
事
予
定

表
。
家
政
科
独
自
の
行
事
の
他
に
、
校
内
家
庭
ク
ラ
ブ
、

県
連
家
庭
ク
ラ
ブ
、
技
術
検
定
、
P
T
A
家
政
部
会
、

家
政
科
後
援
会
、
家
政
科
教
育
研
究
会
、
講
話
ブ
ロ
ッ

ク
。
先
生
方
が
忙
し
い
忙
し
い
を
口
癖
に
し
て
い
る
正

体
が
こ
こ
に
あ
る
。
昨
年
ま
で
踏
襲
し
て
き
た
行
事
の

中
に
、
今
年
バ
ッ
サ
リ
切
り
捨
て
て
よ
い
も
の
が
あ
り

は
し
な
い
か
。
最
も
大
切
な
こ
と
に
カ
を
注
ぐ
な
ら
。

　
家
庭
科
の
中
身
を
創
る
た
め
の
行
脚
、
そ
の
第
一
歩

で
気
づ
い
た
の
は
、
家
庭
科
以
前
の
問
題
を
掘
り
起
こ

す
必
要
性
で
あ
っ
た
。
優
秀
な
先
生
が
練
り
上
げ
た
授

業
を
す
れ
ば
よ
い
時
代
は
、
既
に
遠
く
に
去
っ
た
」
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り

令
た
よ
一

端
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
挽
岐
阜
の
会
〉

◆
残
暑
の
八
月
三
十
日
、
な
ず
な
学
園
の
尾
藤
先
生

（
読
者
会
生
み
の
親
）
の
墓
参
も
兼
ね
て
、
半
田
さ

ん
が
岐
阜
の
読
者
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
会

場
は
県
婦
人
生
活
会
館
。

　
講
演
・
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
現
揚
の
家
庭
科

の
交
流
・
電
信
家
庭
科
に
望
む
こ
と
の
協
議
等
、
び

っ
し
り
つ
ま
っ
た
日
程
の
中
で
、
な
ず
な
学
園
の
バ

ザ
ー
と
書
籍
販
売
（
ウ
イ
書
房
と
民
教
審
発
行
の

本
）
も
実
施
し
た
。
世
話
係
は
て
ん
て
こ
ま
い
の
忙

し
さ
で
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
た
が
、
お
か
げ
で
、

小
・
中
・
高
・
大
学
の
教
育
関
係
者
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
内
容
の
濃
い
充
実
し
た

会
に
な
っ
た
。
家
庭
科
の
男
女
共
修
が
決
定
し
た
こ

と
で
、
関
心
の
高
ま
り
も
幸
い
し
た
が
、
半
田
さ
ん

の
講
演
「
新
し
い
時
代
を
迎
え
た
家
庭
科
一
そ
の
意

義
と
課
題
」
の
魅
力
が
四
十
名
以
上
（
男
性
学
名
）

も
の
参
加
者
を
得
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
読
者
候
補
生

も
％
程
で
、
次
回
へ
の
期
待
も
大
き
い
。

　
講
演
の
中
で
、
学
校
の
制
度
が
男
女
差
別
を
作
っ

て
い
る
こ
と
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
が
批
准
さ
れ
た

結
果
、
男
女
共
修
が
決
定
し
た
の
だ
が
、
本
当
の
意

味
で
の
家
庭
科
の
男
女
共
学
必
修
の
ね
ら
い
は
、

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

「
生
命
と
生
活
を
い
と
お
し
む
家
庭
科
」
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
印
象
深
か
っ
た
。
「
血
と
な
り
肉
と
な

　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヨ
　
　
　
へ

る
生
活
の
思
想
が
日
本
で
は
育
っ
て
い
な
い
。
そ
の

思
想
こ
そ
家
庭
科
の
め
ざ
す
も
の
」
と
強
調
さ
れ
た

点
に
共
鳴
す
る
。
　
つ
ま
り
、
「
男
女
で
学
ぶ
に
ふ
さ

わ
し
い
家
庭
科
の
内
容
」
が
、
今
後
の
大
き
な
課
題

と
な
る
。
京
都
・
長
野
・
熊
本
等
の
貴
重
な
実
践
か

ら
学
び
つ
つ
、
親
と
し
て
、
お
と
な
と
し
て
、
望
ま

し
い
内
容
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
中
学
・
高
校
の
家
庭
科
が
充
実
す
る
た
め
に
も
、

小
学
校
の
低
学
年
か
ら
（
五
年
生
か
ら
で
は
遅
い
）

子
ど
も
の
生
活
に
関
わ
り
を
も
つ
総
合
的
な
学
習
を

位
置
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
話
、
誠
に
今
の
教
育

に
欠
け
て
い
る
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
て
、
同
感
す
る

こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
岐
阜
の
現
場
に
は
、
実
践
に
困
難
な
こ
と
が
多
い

が
、
家
庭
科
の
担
当
の
先
生
方
は
よ
く
が
ん
ば
っ
て

お
ら
れ
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で

の
交
流
が
で
き
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
今

ま
で
の
よ
う
な
家
事
技
能
的
家
庭
科
の
考
え
方
を
打

破
し
て
実
践
し
て
お
ら
れ
る
姿
が
と
て
も
う
れ
し

い
。
楽
し
く
な
つ
か
し
い
出
会
い
の
一
日
置
あ
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
掛
布
禮
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
晩
埼
玉
の
会
〉

◆
九
月
七
日
、
脇
さ
ん
宅
で
開
か
れ
た
読
者
会
。
遅

刻
し
た
私
は
小
さ
く
な
り
な
が
ら
も
、
脇
さ
ん
の
本

場
仕
込
み
の
手
造
り
ピ
ロ
シ
キ
を
ま
ず
頬
張
り
ま
し

た
。
や
は
り
お
い
し
い
。

　
参
加
十
一
名
。
「
こ
の
夏
を
ど
う
過
ご
し
た
の
？
」

を
テ
ー
マ
に
脱
線
し
な
が
ら
進
行
。
三
主
も
が
海
外

旅
行
を
実
行
、
お
国
が
韓
国
の
天
野
さ
ん
も
初
参
加

さ
れ
、
大
変
国
際
的
で
し
た
。

　
村
岡
さ
ん
ご
紹
介
の
天
野
さ
ん
は
、
米
国
留
学
中

に
日
本
人
男
性
と
結
婚
さ
れ
た
方
。
日
本
の
学
校
教

育
に
つ
い
て
、
ま
た
周
囲
に
と
ら
わ
れ
が
ち
な
日
本

の
母
親
の
行
動
に
つ
い
て
、
又
安
易
に
キ
ー
セ
ン
観

光
に
行
く
日
本
人
男
性
の
多
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
点
も
日
本
の
教
育
の
在
り
方

が
根
本
で
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
錦
さ
ん
は
バ
リ
島
旅
行
。
時
間
に
追
わ
れ
な
い
バ

リ
の
民
族
性
、
や
さ
し
さ
な
ど
文
化
の
根
源
に
触
れ

た
感
動
が
私
た
ち
に
も
伝
わ
り
ま
し
た
。

　
平
尾
さ
ん
は
マ
レ
ー
シ
ア
へ
単
身
赴
任
さ
れ
て
い
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る
お
つ
れ
あ
い
の
も
と
へ
。
原
地
の
風
習
や
、
原
地

の
人
と
お
子
さ
ん
と
の
触
れ
合
い
の
感
動
を
。

　
脇
さ
ん
は
ナ
ホ
ト
カ
へ
。
そ
れ
も
東
京
‡
ナ
ホ
ト

カ
を
三
泊
四
日
の
船
旅
。
“
速
い
こ
と
は
い
い
こ
と

だ
”
的
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
私
は
、
三
人
の

お
話
に
共
通
す
る
“
ゆ
と
り
”
“
や
さ
し
さ
”
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
二
次
大
戦
直
後
、
多
く
の
日
本
人
が
ナ
ホ
ト
カ

ま
で
辿
り
着
い
て
、
対
岸
の
故
郷
に
思
い
を
馳
せ
つ

つ
力
尽
き
た
人
々
の
墓
地
の
話
な
ど
は
、
日
常
忘
れ

か
け
て
い
る
問
題
で
、
私
た
ち
の
生
き
方
に
も
関
わ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
話
題
は
恥
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
児
玉
澄

子
さ
ん
の
講
演
が
実
体
験
に
基
づ
い
た
迫
力
あ
る
も

の
で
、
そ
の
行
動
力
や
力
強
さ
に
感
銘
を
受
け
た
こ

と
。
そ
こ
か
ら
現
実
の
職
場
で
の
話
に
な
り
、
柴
田

さ
ん
は
接
し
て
い
る
生
徒
に
何
度
も
裏
切
ら
れ
て
い

る
が
、
生
徒
を
受
容
す
る
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
、
生
徒
に
何
の
期
待
も
持
た
ず
に
受
容
す
る
こ

と
は
本
当
に
で
き
る
の
か
な
ど
の
問
題
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
深
い
追
究
は
時
間
切

れ
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
回
は
十
一
月
三
十
日
（
日
）
飯
能
の
天
野
さ
ん
宅

に
て
。

〈
追
伸
〉

　
先
日
、
映
画
「
カ
ラ
ー
パ
ー
プ
ル
」
を
膨
ま
し
た
。

非
常
に
感
動
し
ま
し
た
。
夫
に
な
ぶ
ら
れ
な
が
ら
生

き
て
い
る
黒
人
女
性
が
入
間
と
し
て
生
き
る
よ
う
に

な
る
過
程
を
描
い
た
も
の
で
す
。
必
見
の
映
画
だ
と

思
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仲
西
　
香
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
挽
さ
が
み
の
会
V

◆
恥
と
い
う
雑
誌
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
耳
だ
け
で

知
っ
て
い
た
私
で
あ
っ
た
が
、
様
々
な
先
生
の
御
好

意
に
よ
り
、
九
月
六
日
、
初
め
て
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
“
性
”
を
テ
ー
マ
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ
く
半
田
編
集
長
の
お
話
、
更
に

は
自
己
紹
介
を
兼
ね
た
参
加
者
各
々
の
性
に
関
す
る

生
徒
と
の
関
わ
り
等
々
、
時
間
を
延
長
し
て
の
熱
の

こ
も
っ
た
話
し
合
い
が
続
け
ら
れ
た
。

　
会
を
通
し
て
実
感
を
強
め
た
こ
と
は
、
現
代
の

中
・
高
生
が
、
あ
ふ
れ
出
る
性
情
報
の
中
で
、
正
確

な
知
識
を
得
る
よ
り
ど
こ
ろ
の
な
い
ま
ま
、
少
し
の

期
待
と
大
き
な
不
安
を
抱
え
、
悶
々
と
し
て
い
る
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
私
に
つ
い
て
も
小
学
校
五
年
生
だ
っ
た
幼
い
目
、

女
子
だ
け
が
「
室
に
集
め
ら
れ
、
女
子
の
生
理
の
し

く
み
を
女
の
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
あ

の
時
感
じ
た
“
こ
の
事
は
女
子
だ
け
の
秘
密
”
と
い

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
や

っ
た
、
性
を
秘
め
事
と
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
感
覚
が

性
の
出
発
点
で
あ
る
限
り
、
真
の
性
教
育
な
ど
あ
り

得
な
い
よ
う
に
思
う
。
小
学
校
低
学
年
の
児
童
に
、

わ
か
り
易
い
絵
本
で
“
生
”
の
誕
生
を
教
え
、
成
長

に
応
じ
て
男
女
「
緒
に
そ
れ
ぞ
れ
の
生
理
を
、
母
性

を
、
愛
を
語
っ
て
い
く
こ
と
が
、
今
、
真
に
求
め
ら

れ
る
べ
き
性
教
育
の
姿
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
今
回
の
集
い
の
顔
ぶ
れ
が
、
単
な
る

家
庭
科
教
師
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
教
科
・
職
種

で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
大
い
な
る
意
義
を
感
じ

る
。
家
庭
科
の
男
女
共
修
も
、
家
庭
科
の
教
師
だ
け

の
問
題
で
な
く
、
教
科
を
越
え
、
職
種
を
越
え
、
み

ん
な
が
働
き
か
け
て
こ
そ
、
本
当
に
意
味
を
成
す
の

だ
と
い
う
考
え
を
強
め
た
、
大
事
な
一
日
で
あ
っ
　
9
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
里
加
）

〈
恥
の
読
者
会
カ
レ
ン
ダ
ー
＞

10

E
2
6
（
日
〉
大
阪
　
1
時
～
　
阪
急
岡
町
、
福
祉

　
　
会
館
　
連
絡
先
・
岩
瀬
（
E
O
㌣
。
。
心
ω
鳥
ミ
ω
）

11

E
8
（
土
）
さ
が
み
　
2
時
～
　
　
相
原
高
校

　
　
児
玉
澄
子
さ
ん
の
話
を
聞
く
　
連
絡
先
・

　
　
福
島
冠
（
O
島
『
－
鵡
－
O
ω
ω
ご

11

E
2
0
（
木
）
田
無
　
1
0
時
～
　
田
無
中
央
公
民
館

　
　
連
絡
先
・
姫
野
（
五
〇
お
膳
よ
甲
8
ω
劇
）

（
城
北
・
1
1
月
は
お
休
み
し
、
次
は
1
2
月
に
開
き
ま
す
）



お

た

く

し

◆
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
く
ら
す
よ
う
に
な
る
前
に
、
大

西
麻
里
子
さ
ん
の
住
所
を
電
話
で
問
い
合
わ
せ
た
者

で
す
。
そ
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の

は
間
瀬
中
子
さ
ん
で
し
た
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
そ
の
後
当
地
へ
来
て
か
ら
大
西

さ
ん
と
連
絡
が
と
れ
、
さ
い
わ
い
家
が
わ
り
あ
い
近

く
、
ど
ち
ら
も
同
じ
年
ご
ろ
の
男
の
子
三
人
を
持

ち
、
家
庭
状
況
が
似
て
い
る
…
…
な
ど
の
条
件
も
手

伝
っ
て
、
八
月
上
旬
に
大
西
一
家
が
帰
国
す
る
ま
ぎ

わ
ま
で
、
何
度
も
お
互
い
の
家
に
出
入
り
し
て
、
時

間
の
た
つ
の
を
忘
れ
て
話
し
こ
む
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。　

ま
た
わ
た
し
に
と
っ
て
は
“
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
暮
ら

し
の
コ
ツ
”
を
教
わ
る
の
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
大

西
さ
ん
チ
の
居
間
に
す
わ
り
こ
ん
で
、
か
ね
て
気
に

な
っ
て
い
た
雑
誌
”
馳
の
バ
・
ク
ナ
ン
バ
ー
を
本

棚
か
ら
引
き
出
し
、
子
ど
も
そ
っ
ち
の
け
で
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
こ
と
が
、
ひ
と
つ
の
楽
し
み
で
し
た
。
彼

女
は
七
月
号
を
一
部
ゆ
ず
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
れ
ま
で
も
”
W
”
を
手
に
と
っ
て
読
む
機
会
は

あ
っ
た
の
で
す
が
、
購
入
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
す
。
す
ぐ
手
元
に
な
く
て
も
、
手
を
伸
ば
せ
ば
届

が

》
ら

協
な
・
た

く
位
置
に
”
輪
”
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
わ
た
し
は

挙
々
の
質
・
量
と
も
に
豊
か
な
東
京
に
住
ん
で
い
ま

し
た
し
、
好
み
の
タ
イ
プ
（
あ
え
て
こ
う
書
き
ま
す
）

の
雑
誌
は
ほ
か
に
も
あ
っ
た
し
、
知
り
た
い
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
へ
　
　
　
う

知
る
、
学
び
た
い
こ
と
を
学
ぶ
（
と
同
時
に
あ
そ
ぶ
）

場
も
〃
選
べ
る
ほ
ど
”
、
自
分
の
時
間
が
も
っ
と
あ

れ
ば
、
と
ど
ん
な
に
か
思
う
ほ
ど
あ
り
…
…
と
い
う

晴
況
で
し
た
か
ら
。

　
と
こ
ろ
が
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
何
で
も
手
に
入
る

と
こ
ろ
」
と
聞
か
さ
れ
て
“
安
心
し
て
”
こ
ち
ら
へ

移
っ
て
き
て
三
か
月
、
そ
し
て
大
西
麻
里
子
さ
ん
が

日
本
に
帰
っ
て
し
ま
っ
て
一
か
月
の
い
ま
…
…
わ
た

し
は
、
正
直
言
っ
て
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
な
ん
と
、

ほ
し
い
も
の
が
手
に
入
ら
な
い
不
便
な
と
こ
ろ
」
と

一
も
っ
と
正
確
に
言
う
な
ら
「
“
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
中
の
日
本
”
の
い
び
つ
さ
」
を
感
じ
始
め
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
な
に
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
限
ら
ず
、
外
国
で
あ
れ

ば
（
も
し
か
し
た
ら
日
本
国
内
に
お
い
て
さ
え
）
ア

ッ
タ
リ
マ
エ
の
あ
た
り
ま
え
、
今
ご
ろ
気
づ
く
の
が

ニ
ブ
す
ぎ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
一
（
日
本
に

関
す
る
）
情
報
が
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
（
ま
る

社
倉

で
あ
る
種
の
意
図
が
あ
る
か
の
よ
う
に
）
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。

　
こ
こ
周
辺
に
目
本
の
本
を
扱
う
店
は
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
が
、
ど
れ
を
の
ぞ
い
て
み
て
も
、
ま
る
で
こ

の
周
辺
に
住
む
日
本
人
（
正
確
な
人
数
は
知
り
ま
せ

ん
が
、
か
な
り
多
い
は
ず
）
の
志
向
を
は
じ
め
か
ら

決
め
て
か
か
っ
て
い
る
よ
う
な
、
雑
誌
は
「
文
芸
春

秋
」
と
「
婦
人
公
論
」
と
「
ミ
セ
ス
」
と
、
そ
れ
に

せ
い
ぜ
い
「
暮
し
の
手
帖
」
だ
け
供
給
す
れ
ば
、
そ

れ
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
、
と
で
も
思
っ
て
い
る
か
の
よ
う

で
す
。

　
雑
誌
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
並
べ
ら
れ
た
本
の

背
を
ひ
と
と
お
り
見
渡
す
だ
け
で
“
い
び
つ
さ
”
を

感
じ
て
し
ま
う
の
は
、
わ
た
し
の
方
が
む
し
ろ
“
偏

向
し
て
”
い
る
の
か
な
と
思
っ
た
り
…
…
。
た
だ
し

都
心
の
大
書
店
に
行
け
ば
、
も
っ
と
“
公
平
に
”
供

給
し
て
い
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
行
っ

た
こ
と
が
な
い
の
で
す
が
、
な
に
し
ろ
“
世
界
に
冠

た
る
大
都
会
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
”
で
す
か
ら
。

　
な
ん
だ
か
、
長
す
ぎ
る
前
置
き
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
見
当
ち
が
い
の
こ
と
を
書

い
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ほ
ん
と
う
は

（90）



ま
だ
言
葉
が
足
り
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
に
か
く
用
件
を
申
し
ま
す
と
「
”
W
”
を
購
読
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
。

　
　
　
　
　
　
　
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
小
松
久
子
）

◆
当
時
と
し
て
は
一
般
的
だ
っ
た
父
と
母
の
関
係
か

ら
、
社
会
を
思
う
よ
う
に
な
り
、
母
を
乗
り
越
え
よ

う
と
し
て
生
き
て
、
男
と
女
の
関
係
に
こ
だ
わ
り
続

け
て
い
ま
す
。

「
あ
ん
た
た
ち
の
時
代
は
、
女
も
外
に
出
る
よ
う
に

な
る
よ
。
し
っ
か
り
ネ
」
と
、
私
が
十
歳
の
時
、
縁

側
で
母
が
言
い
ま
し
た
。
私
は
今
三
十
八
歳
、
女
の

子
は
い
な
い
の
で
す
が
、
息
子
二
人
に
何
か
を
引
き

継
ぎ
た
い
。

〈
会
　
話
〉
あ
一
　
そ
う
か

小
6
男
子
：
お
母
さ
ん
、
結
婚
式
し
な
い
遍
い
る
の

　
　
9
・

母
親
：
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
は
、
式
は
し
て
な
い

　
　
よ
。
皆
で
顔
合
わ
せ
を
し
て
や
っ
た
け
ど
楽
し

　
　
か
っ
た
よ
。

父
親
：
お
母
さ
ん
は
、
式
を
や
り
た
か
っ
た
の
か
ナ

　
　
：
●
：
・
o

小
3
男
子
：
何
と
か
殿
で
や
る
の
が
、
結
婚
式
じ
ゃ

　
　
な
い
ん
や
で
…
…
。
何
、
考
え
て
る
の
ん
。
そ

　
　
れ
は
、
す
る
と
こ
ろ
の
専
門
店
だ
け
や
。
ど
こ

　
　
で
や
る
か
は
か
ん
け
い
な
い
よ
。

小
6
男
子
：
結
婚
し
ま
す
ー
ー
”
っ
て
い
う
の
が
、
ぼ
く

　
　
が
言
う
て
る
結
婚
式
や
ね
ん
。

母
親
：
あ
一
　
そ
う
か
。
自
分
が
い
い
と
思
っ
た
方

　
　
法
で
や
る
の
が
一
番
だ
ね
。

〈
会
　
話
〉
な
ん
で
や
ろ
…
…

　
食
事
時
、
子
供
た
ち
は
友
達
と
の
こ
と
を
色
々
話

し
て
い
る
。

父
親
：
A
君
は
、
学
童
（
留
守
家
庭
児
童
会
）
に
は

　
　
行
っ
て
な
い
の
？

小
3
男
子
：
A
君
の
お
母
さ
ん
、
働
い
て
な
い
ね

　
　
ん
。
お
家
の
用
事
し
て
は
る
の
。

父
親
：
あ
一
　
そ
う
か
。

小
3
男
子
：
お
父
さ
ん
！
　
お
ば
ち
ゃ
ん
が
仕
事
行

　
　
っ
て
い
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
家
に
い
て
る
と

　
　
こ
ろ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
な
い
な
あ
…
…
。

　
　
な
ん
で
や
ろ
…
…
？
？
？
　
お
か
し
い
ナ
。

父
親
：
あ
っ
て
も
え
え
の
に
な
あ
。

小
3
男
子
：
ウ
ン
？
？
？
？
　
ウ
ー
ン
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
・
西
山
あ
か
ね
）

（
西
山
さ
ん
、
ご
住
所
教
え
て
下
さ
い
　
編
集
部
）

◆
毎
月
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
　
「
季
節
の
お
べ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

と
う
」
で
す
が
、
W
に
料
理
記
事
は
合
わ
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
内
容
が
他
の

料
理
雑
誌
と
は
違
っ
て
い
て
、
こ
れ
な
ら
私
も
や
れ

る
な
あ
と
、
実
際
に
や
り
ま
し
た
。

　
肉
牛
弁
当
、
し
そ
弁
当
な
ど
、
高
い
材
料
も
香
辛

料
も
そ
れ
ほ
ど
使
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
に
時
間

も
か
か
ら
な
い
し
。
子
ど
も
が
夏
休
み
の
間
は
、
学

童
へ
弁
当
を
持
っ
て
い
く
の
で
、
大
い
に
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
ペ
ー
ジ
を
切
り
と
っ
て
、
厚
紙
に
貼
っ
て
活

用
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
三
鷹
・
藤
原
良
子
）

◆
日
経
新
聞
「
男
の
家
庭
科
」
特
集
に
、
「
こ
れ
か
ら

は
男
と
か
女
と
か
性
差
が
な
く
な
り
、
家
庭
も
多
様

化
し
て
い
く
。
そ
の
時
に
子
ど
も
を
育
て
た
り
、
老

い
を
看
取
る
仕
事
が
、
職
業
と
同
等
の
価
値
を
持
つ

た
め
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
男
性
も
家
庭
科
を
」

と
い
う
主
旨
の
投
稿
し
ま
し
た
が
、
掲
載
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
女
性
の
社
会
進
出
や
単
身
赴
任
、
核
家

族
で
妻
が
病
気
に
な
っ
た
時
の
た
め
に
男
も
家
庭
科

を
、
と
い
う
も
の
や
、
ひ
ど
い
の
で
は
女
性
の
家
事

の
価
値
を
知
る
た
め
に
男
も
家
庭
科
を
と
い
う
、
性

分
業
を
肯
定
す
る
よ
う
な
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
私
の
文
章
が
下
手
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う

が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
今
の
マ
ス
コ
ミ
に
は
少
し
腹

を
立
て
て
い
ま
す
。
良
識
で
動
い
て
い
る
か
ら
と
い

う
の
も
あ
い
ま
い
で
す
が
、
家
族
制
度
の
温
存
に
躍

起
に
な
っ
て
い
る
政
府
か
ら
圧
力
で
も
か
か
る
の
で

は
、
と
疑
う
の
は
行
き
過
ぎ
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
・
安
東
尚
美
）
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十
字
路

■
北
海
道
　
岐
路
に
立
つ
“
通
知
票
の
な
い
学
校
”

　
（
朝
日
7
／
2
8
）

　
札
幌
市
東
区
の
市
立
丘
珠
小
（
児
童
六
百
三
十
一

人
）
は
道
内
で
た
だ
一
校
の
通
知
票
の
な
い
学
校
。

学
級
を
超
え
た
弾
力
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
、
通
知

票
の
廃
止
、
「
個
に
応
じ
た
創
造
的
な
学
校
教
育
」

を
め
ざ
し
た
「
オ
ー
プ
ン
教
育
の
学
校
」
と
呼
ば
れ

て
き
た
が
、
教
師
の
負
担
な
ど
の
問
題
も
抱
え
、
十

四
年
目
で
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
。
安
味
校
長
は
、
「
子

供
た
ち
が
伸
び
伸
び
し
て
い
る
」
と
ユ
ニ
ー
ク
な
教

育
の
プ
ラ
ス
面
を
上
げ
な
が
ら
も
、
「
真
剣
に
や
れ

ば
や
る
ほ
ど
先
生
の
仕
事
が
ハ
ー
ド
に
な
る
の
が
問

題
」
と
い
う
。
来
年
秋
、
同
意
は
十
五
年
目
の
区
切

り
の
研
究
発
表
会
を
開
く
。
「
開
か
れ
た
教
育
」
　
の

精
神
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
は
大
き
な
課
題
だ

が
、
ど
ん
な
形
か
は
と
も
か
く
、
「
通
知
票
」
が
作
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
　
（
高
橋
芳
恵
）

■
千
葉
　
自
主
夜
間
中
学
、
満
3
歳
（
毎
日
8
／
1
0
）

　
松
戸
市
に
夜
間
中
学
校
を
つ
く
る
市
民
の
会
が
、

手
づ
く
り
の
授
業
を
続
け
こ
の
八
月
遅
三
周
年
を
迎

え
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
小
中
学
校
に
行
け
な
か

っ
た
人
た
ち
の
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
き
た
が
、
ど

ん
な
に
学
ん
で
も
中
学
卒
の
資
格
は
と
れ
な
い
。
公

立
の
夜
長
中
学
は
東
京
都
内
の
八
号
を
は
じ
め
、
全

国
に
三
十
四
校
。
県
内
で
は
五
十
七
年
半
で
き
た
市

川
市
立
大
洲
中
学
校
だ
け
。
同
会
の
藤
田
恭
平
代
表

は
「
字
の
読
み
書
き
や
計
算
が
で
き
な
い
人
や
、
中

学
卒
業
の
資
格
が
な
い
た
め
に
理
・
美
容
師
、
調
理

師
の
免
許
が
取
れ
な
い
入
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
一

日
も
早
く
、
公
立
の
夜
間
中
学
校
を
開
設
し
て
ほ
し

い
」
と
。
　
　
　
　
　
　
　
（
木
田
直
子
）

■
東
京
　
テ
レ
ビ
の
中
の
性
差
別
（
毎
日
8
／
2
6
）

　
視
聴
者
の
視
点
か
ら
テ
レ
ビ
番
組
と
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
の
調
査
分
析
を
し
て
い
る
「
子
ど
も
の
テ
レ
ビ
の

会
」
（
代
表
・
鈴
木
み
ど
り
さ
ん
）
が
、
「
テ
レ
ビ
と

女
性
の
性
役
割
固
定
」
に
つ
い
て
の
討
論
会
を
開
い

た
。
雇
用
均
等
法
の
施
行
で
「
男
は
仕
事
、
女
は
家

庭
」
と
い
う
性
別
役
割
分
業
の
考
え
方
に
反
省
と
意

識
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
に
、
テ
レ
ビ

は
相
変
わ
ら
ず
型
に
は
ま
っ
た
女
性
像
を
描
い
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
、
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
の
が
討
論
会
の
ね
ら
い
。
（
福
井
晴
江
）

■
神
奈
川
　
被
爆
体
験
。
ソ
連
に
向
け
放
送
（
朝
日

　
8
／
6
）

　
藤
沢
市
藤
沢
で
洋
服
店
を
経
営
し
て
い
る
土
田
康

さ
ん
（
六
九
）
の
被
爆
体
験
を
吹
き
込
ん
だ
テ
ー
プ

が
、
六
日
、
N
H
K
の
国
際
放
送
「
ラ
ジ
オ
・
ジ
ャ

。
ハ
ン
」
で
ソ
連
に
向
け
て
放
送
さ
れ
た
。
テ
ー
プ
作

り
を
始
め
た
の
は
被
爆
四
十
周
年
を
迎
え
た
昨
年
夏

か
ら
。
体
験
記
を
も
と
に
原
稿
を
ま
と
め
る
の
に
ま

ず
三
カ
月
、
「
日
本
だ
け
で
な
く
、
核
兵
器
を
作
り

持
っ
て
い
る
国
の
人
た
ち
に
聞
か
せ
な
く
て
は
い
け

な
い
」
と
考
え
、
英
語
・
ロ
シ
ア
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・

中
国
語
、
さ
ら
に
ド
イ
ツ
語
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
と

外
国
語
努
力
国
語
の
も
の
も
作
っ
た
。
A
面
に
は

「
山
月
六
日
の
ヒ
ロ
シ
マ
」
、
B
面
は
「
そ
の
後
の
被

　
　
　
　
ゐ
　
　
　
も
　
　
　
し

爆
者
」
。
「
そ
の
後
を
語
る
こ
と
は
今
に
つ
な
が
る
た

め
、
口
を
開
く
の
に
は
覚
悟
が
必
要
だ
っ
た
が
、
と

ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
核
兵
器
競
争
、
増
強
一

途
の
県
内
の
基
地
な
ど
を
見
て
い
る
と
、
も
う
恥
も

外
聞
も
な
い
。
そ
こ
ま
で
語
ら
な
い
と
核
兵
器
は
な

く
な
ら
な
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
里
子
）

■
福
井
「
男
子
も
家
庭
科
必
要
」
（
福
井
9
／
2
3
）

　
福
井
市
の
藤
島
高
で
は
、
今
年
の
学
校
祭
の
全
体

会
テ
ー
マ
に
「
男
の
家
庭
科
」
を
選
ん
だ
。
約
千
二

百
人
の
生
徒
が
十
人
前
後
の
小
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、

ま
ず
男
子
の
家
庭
科
履
修
の
必
要
性
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
グ
ル
ー
プ
で
「
男
子
に
も
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必
要
」
と
い
う
結
論
に
な
り
、
理
由
と
し
て
・
「
共
働

き
が
多
く
な
り
、
男
も
料
理
が
で
き
な
い
と
不
便
が

多
い
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
女
子
だ
け
が

家
庭
科
を
履
修
す
る
の
は
男
女
差
別
か
と
い
う
質
問

に
は
、
「
世
の
中
、
平
等
が
進
ん
で
い
る
し
、
男
子

も
や
る
べ
き
」
「
男
子
も
下
宿
な
ど
す
れ
ば
必
要
性

を
感
じ
る
の
で
は
」
と
肯
定
的
な
意
見
に
対
し
て
、

「
男
の
人
に
は
も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
し
た
仕
事
が
あ
る
。

そ
の
方
に
カ
を
入
れ
る
べ
き
」
と
い
っ
た
女
子
生
徒

の
発
言
も
あ
っ
た
。
雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行
で
、

改
め
て
男
女
平
等
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る

中
、
男
子
の
家
庭
科
履
修
問
題
を
話
し
合
い
な
が

ら
、
男
女
平
等
問
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
よ
う

と
い
う
ね
ら
い
に
、
「
男
子
の
本
音
の
意
見
も
出
て

よ
か
っ
た
が
、
男
女
平
等
問
題
に
ま
で
話
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
ず
、
出
来
は
半
分
ぐ
ら
い
」
と
、
全
体

会
委
員
長
の
男
子
の
言
。
　
　
　
　
　
（
山
崎
京
子
）

■
新
潟
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
授
業
始
ま
る
（
新
潟
日

　
報
7
／
1
2
）

　
県
内
で
は
初
め
て
、
市
立
日
新
中
学
で
正
規
の
授

業
に
C
A
I
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
支
援
に
よ
る
教
育
）

が
組
み
込
ま
れ
た
。
同
中
学
で
は
、
各
教
科
教
師
の

代
表
か
ら
な
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
委
員
会
を
設
置

し
、
当
面
は
キ
ー
ボ
ー
ド
に
慣
れ
る
た
め
、
各
単
元

終
了
後
に
ド
リ
ル
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用

し
て
い
く
が
、
自
前
の
ソ
フ
ト
の
作
成
や
職
員
の
研

修
計
画
も
検
討
し
て
い
る
。
市
教
委
で
は
、
年
内
に

小
学
校
一
、
二
心
に
導
入
の
予
定
。
　
（
山
口
久
子
）

■
長
野
　
泊
ま
り
込
み
で
話
し
合
い
（
信
毎
8
／
2
4
）

　
県
高
教
組
が
呼
び
か
け
た
「
高
校
父
母
教
職
員
の

集
い
」
が
二
日
間
の
日
程
で
長
野
市
内
で
、
県
下
各

地
か
ら
約
百
六
十
人
が
参
加
し
、
基
調
報
告
な
ど
の

後
、
分
散
会
で
意
見
交
換
を
し
た
。
父
母
と
教
師
が

泊
ま
り
込
み
で
率
直
に
意
見
を
ぶ
つ
け
合
い
教
育
問

題
を
考
え
よ
う
、
と
い
う
目
的
で
、
こ
と
し
で
三
回

目
。
父
母
側
か
ら
は
、
学
校
に
入
り
や
す
い
雰
囲
気

づ
く
り
を
求
め
る
意
見
が
出
た
。
ま
た
、
父
母
も
参

加
し
て
教
育
研
究
集
会
を
開
き
成
果
を
あ
げ
て
い
る

こ
と
や
、
授
業
参
観
日
を
設
け
て
教
師
と
父
母
が
話

し
合
い
を
す
る
計
画
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
島
久
枝
）

■
愛
知
　
全
国
初
の
「
授
業
試
験
」
（
毎
日
9
／
4
）

　
小
学
校
教
員
の
受
験
者
が
実
際
の
教
壇
に
立
つ

「
授
業
場
面
試
験
」
を
導
入
し
た
県
教
委
の
採
用
試

験
が
四
日
、
県
内
の
七
十
五
小
学
校
を
会
場
に
行
わ

れ
た
。
い
じ
め
や
非
行
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
、
“
先
生
の
資
質
”
が
問
わ
れ
る
中
、
同
県
中
等

教
育
問
題
研
究
協
議
会
（
会
長
、
飯
島
宗
一
・
名
大

学
長
）
が
打
ち
出
し
た
全
国
で
初
の
試
み
。
同
試
験

は
わ
ず
か
十
分
間
。
「
そ
ん
な
短
時
間
の
授
業
を
み

て
、
資
質
が
判
断
で
き
る
か
ど
う
か
」
の
批
判
も
あ

る
が
、
「
児
童
・
生
徒
に
魅
力
的
な
教
員
資
質
は
、

児
童
の
反
応
が
わ
か
る
授
業
を
し
て
も
ら
う
の
が
一

番
目
と
県
教
委
が
導
入
し
た
。
受
験
生
は
、
こ
の
目
．

の
試
験
に
つ
い
て
、
「
四
年
間
、
教
師
に
な
る
た
め

に
一
生
懸
命
勉
強
し
て
き
た
。
教
育
は
や
っ
ぱ
り
、

教
師
と
生
徒
が
お
互
い
に
よ
く
知
っ
て
い
な
け
れ
ば

本
物
じ
ゃ
な
い
が
、
　
（
教
員
と
し
て
の
資
質
を
）
十

分
間
で
判
断
さ
れ
ち
ゃ
あ
…
…
」
「
先
生
に
な
る
試

験
な
の
だ
か
ら
こ
う
い
う
の
は
い
い
と
思
う
。
ち
ょ

っ
と
緊
張
し
た
け
れ
ど
も
う
ま
く
で
き
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
」
な
ど
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
本
の
り
こ
）

■
京
都
「
日
の
丸
」
掲
揚
強
行
に
抗
議
（
朝
日
8
／

　
2
2
）

　
府
教
委
が
二
十
日
か
ら
府
立
校
な
ど
で
「
日
の
丸
」

掲
揚
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
に
対
し
、
府
立
高
教
組
の

代
表
が
二
十
一
日
、
府
教
委
を
訪
れ
、
「
こ
の
よ
う

な
暴
挙
に
対
し
て
断
固
抗
議
し
、
中
止
を
強
く
申
し

入
れ
る
」
と
の
申
し
入
れ
書
を
手
渡
し
た
。
ま
た
、

同
紙
九
月
一
日
付
で
は
、
導
入
に
反
対
す
る
教
師
・

父
母
ら
に
よ
る
「
許
せ
へ
ん
『
君
が
代
・
目
の
丸
』

市
民
集
会
」
が
三
十
一
日
、
市
民
ら
約
百
人
の
参
加

で
北
区
の
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
と
報
じ

ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
塚
崎
美
和
子
）
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◆初の女性党首誕生◆

　社会党員約86，000人による委員長選挙は，

9月6日開票の結果，土井たか瓜蝿委員長
（57）が8割以上を得票する勢いで，上田哲

・元教宣局長（58）を破って当選した。こ

れにより，日本の大政党では初の女性党首

が誕生することになった。土井氏の圧勝は，

党内のほぼ全派閥・議員集団の支援による

もので，選挙結果は，今年1月の党大会で

満場一致採択された西欧型社会民主主義政

党をめざす「新宣言」を挙党態勢で推進す

る方向が改めて確認された格好だ。

　　　　　　　　　　　　（朝日，9・6）

　土井新委員長の新体制づくりは急テンポ

で進み，女性国会議員を全面的に登用する

方針となった。副委員長4人のうち，女性
に割り当てる入には金子みつ代議士の起用

が決まった。　　　　　　　　（同，9・8）

◆「原発ノー」女性切実◆

　原子力発電に対する国民の考え方が推進

から反対へ大きく変動していることが，朝

日新聞の世論調査で明らかになった。原発

に反対してきた人たちによると，変化の兆

はチェルノブイリ事故直後からあったとい

う。反原発運動全国連絡会事務局には，昨

年の5，6倍の講演依頼が寄せられ，その
多くは若い母親たちの小さな集まりからだ。

作家の広瀬隆さんは「日本の国民は，一方

的に原発を押しつけられてきただけで，一

度もきちんと選択していません。一刻も早

く国民投票の形で賛否を問うべき」と語る。

　　　　　　　　　　　（朝日，8・29）

◆ナショナリズムも論議　臨教審◆

　臨時教育審議会は9月3日の総会で来春
の第三次答申に向け，秋季（9月）入学，

教科書検定制度，国公立大の設置形態，公

立小・中学校の通学制などについて検討す

マ
㌔

・

．
・
’
・

詐
．

窓
越

ることを確認し，覧たにナショナリズム
（国家主義）のあり方や日の丸，君が代に

ついても論議する方針を決めた。

　　　　　　　　　　　　（朝日，9・4）

◆小・中・高’92年か‘ら5日制　教課審◆

　教育課程審議会は，9月3日の総会で小，

中，高校の「学校5日制」について討議し，

①隔週ごとに土曜を休みにする②休んだ目

の授業時間は他の曜日に振り当てることで

意見が一致した。新しい学習指導要領が実

施される’92年から変則的な形ながら学校

5日制がスタートする見通しになった。ま

た中学校の教科編成について，3年生を中

心に，必修時間を弾力的に扱い，同一教科

の中でも子どもの能力などによって時間，

内容が異なる「個人差に応じた教育」を盛

り込む方針も決まった。これに伴い，賛否

両論のある「英語の時間増」に向かいそう

だ。しかし，選択枠の拡大は，生徒の振り

分けを助長する恐れがあり，義務教育のあ

り方とともに論議を呼びそうだ。

　　　　　　　　　　　　（朝日，9・4）

◆新学習指導要領は4本柱　教課審◆

　教育課程審議会は9月19目の総会で「改

定のねらい」として，「心」の重視▽国民

として必要な基礎・基本の重視▽「個性」

を生かす▽文化と伝統の尊重などを内容と

した4項目を決めた。新しい学習指導要領

はこの4本柱をもとに作られるが，「ゆとり

と充実」を掲げる現在の学習指導要領に比

べ，個人差に応じた教育をうたい，「心」や

「伝統」を前面に押し出し，日本人として

の自覚，責任を求めている点が特徴だ。

　　　　　　　　　　　　（朝日，9・20）

◆初任者研修，30県市で◆

　文部省は’87年度予算の概算要求をまと
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め，自民党文教制度調査会などの了承を得
た。一般会計で総：as45，　788億円（今年度比

0．15％増）。初任者研修は試行期間の初年

度にあたり，全国30県単の新玉教員のうち

2，190人を対象に，うち800人を海外派遣，

1，390人に国内合宿の研修を受けさせる。

この研修費として約37億円，「道徳教育振

興会議」を設置する予算4600万円，その他

独創的，先端的な基礎科学研究費の充実
451億円，加速器科学・核融合・宇宙科学

等重要基礎研究の推進に約480億円などを

盛り込んでいる。　　　　（朝日，8・23）

◆初任者研修もう始まった！？◆

　臨教審の答申に織り込まれた「初任者研

修制度」が実地試験という形で始まってい

る。早いところは夏休み前からで現在，徳

島，長崎，岐阜，京都，栃木，静岡，香川，

山口の八府県。香川を除き元校長が指導教

員を務める。その特色は①マンツーマンに

徹する②春まで休みなく続ける。

　この制度について，全国連合小学校二会

が「原則として賛成」，文部省寄りの教員組

織全日教連も「評価する」と。
　大学の教育学研究者らでっくる全国教員

養成問題連絡会は「責任を持たされ，同僚

らの指導で伸びる今の制度の方がいい」，

日教組は「国定教師づくりの第一歩」と真

向から反対している。　　（朝日，9・11）

◆いじめ，中学で急増◆

　東京都内の児童，生徒の「いじめ」は，

昨年4月から1年間に10，719件で，前年よ

り12．4％も増えていた。集団で弱い子をい

じめる傾向は変わらず，長期化したいじめ

は減少した。前年に比べて中学校では19．3

％増の4，197件。小学校は11．4％増の6，071

件。高校では22．7％減の398件。盲・ろう・

養護学校も3．6％減の53件。いじめ方は「な

ぐる・ける」といった暴力よりも，心理的

苦痛を与える「おどし，いやがらせ」「冷や

かし，からかい」が上位を占めた。いじめ

の動機は「面白半分に」　「欲求不満のうっ

ぷん晴らし」など。　　　（朝日，8・22）

◆噴き出す学校不信の声　全P研◆

　全国PTA問題研究会（代表＝室俊司立
教大教授）は8月25，26日，いじめ，体罰

を中心にした「子どもの人権を守るPTA」

というテーマの全国大会を開いた。大会は

15回貝。昨年までは「子どもの未来のため

に」のようなテーマで「学校との連携」が

語られてきたが，今年は「学校・先生批判

が出るだろうが，わが子が直面する問題を

考えると避けて通れない」とこのテーマを

選んだという。節約400人が参加し，一般
参加者たちから，批判の域を超え，学校と

教師に対する不信の声が次々に噴き出し
た。　　　　　　　　　　（朝日，8・27）

◆ハイテク汚染　初の共同調査◆

「クリーン産業」といわれる先端技術産業

でも，製造工程では大量の溶剤や特殊ガス

などの有害化学物質が使われており，労働

者への健康影響や環境汚染が心配されるた

め，環境庁と通産，労働，厚生の4省庁が

東北から九州までの10ヵ所の主なIC工場
で労働現場や周辺環境への排ガス，排水状

況や産業廃棄物の処理実態などの総合調査

を9月から共同で実施する。　「ハイテク汚

染」問題で関係省庁が共同調査をするのは
初めて。　　　　　　　（朝目，8・28）

◆男性失業率3％超す◆

　総務庁統計局の労働力調査によると，7

，月の完全失業率は2．9％で，昨年12月，今

年4月に続いて1953年の調査開始以来最高

水準を記録した。このうち男性の完全失業

率は季節調整値で3．1％と初めて3％を超

え，雇用情勢の悪化が浮き彫りになった。

労働省は円高不況の進行や企業の設備投資

の手控えなどが響いていると見ており，政

府は警戒信号と受けとめている。

　　　　　　　　　　　　（朝日，8・29）

◆首相，藤尾文相を罷免◆

「日韓併合は韓国側にも責任がある」など，

藤尾文相の「文芸春秋」誌上での発言問題

は，9月8日韓国政府が「極めて遺憾」と
日本政府に正式に抗議，10日から開く日韓

外相会議が延期の見通しになるなど，外交

上深刻な局面を迎えた。政府，自民党は文

相自身の辞表提出によって収拾を図ろうと

したが，藤尾氏は拒否の態度を変えなかっ

たため，中曽根首相が閣僚罷免権を発動し

てひとまず決着した。後任は塩川正十郎氏。

　　　　　　　　（朝目・読売，9・8～9）
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鮎
EDITOR’S　NOTE

〈衷紙のことば一加藤由英子〉

　時折みぞれまじりの雨も降

って来ます。11月の空を描こ

うとして思い浮かぶ色は，切

り株だけが残っている田んぼ

に映った空の鉛色。晴れた青

空の11月も知っているのに，

やっぱり鉛色なのは，故郷が

北陸だからでしょうか。

★Weバックナンバーのご案内★

〈vol．1＞〈vol・2＞（品切れ）

〈vol・3＞4月号．　PTAって何

6月号　地域に生きる

7月号　少年・少女たち

8・9月号“遊ぶ”ということ

10月号　支え合いつつ　ひとり立つ

lt月号　“病む”ということ

84年増　自分らしさをこそ

1月号学び・教えるとは
2・3月号“育てる”ということ

〈voL　4＞4月号性をどう語る

5月号結婚の風景
6．月号家族，その人間関係

7月号離婚と子どもたち
8・9月号法津と私たち

85年夏増　働き続けるために

10月号　いま，熱く女の時代

11月号みのりの秋に
12月号　人間と土を生かす

85年冬増　自分らしさをこそH

1月号　くらしの文化を探る

2・3月二水はいのちの泉

〈vol・5＞4月号幼い日一大人は忘れ

　　　　　　てしまった
5月号子ども一大人の勝手な思い込み
6月号　“いじめ”一その根っこには何が？

7月号　性一華・中・高校生は何を思う？

86年累増　こどもたちヘー大人になる旅

8・9号号　親一いま，学校に何ができる？

10月号家庭科一いま新しい地平に立つ
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一Weの取り扱い店一覧

川
幌
松
牧
二
二
森
岡
三
沢
台

　
　
　
小

旭
札
島
苫
伊
函
重
量
花
水
遅

筆栄堂書店

北東八八書店

矢野書店

熊谷書店

新生堂
神田書店

成田本店
東山堂、みみずく書房

誠山房

松田書店
こどもの本の店

プーの家、八重洲書店、萩書

房、高山書店、千追書店

古
泉
秋
横
組
山

沢
岡
島
山
松
延
岡
橋
条
宮
戸
浦
和
口

花
　
餐
　
之
都

尾
鶴
福
郡
会
保
藤
前
中
田
水
土
浦
川

越．

東松山
和
狭
蓮
大

飯

入
新
渡
船

川　高山書店

　　ホビット館
田　加賀屋書店

手　金木商事

田　八文字屋
形　高陽堂書店

　　ぼんべい
　　鈴木書店

　　阿部久書店
　　岩瀬書店、西沢書店

　　松文堂
　　ニシザワ
　　木村書店
　　川島朝日堂
　　アルプス祉、善書館、換乎堂

　　島村書店

　　杉山書店

ノ＝　ツルやB．C

浦　白石書店

和訳寸書唐、須原屋
口　新井書店
　　ブックスサトウ

谷　白野屋書店

　　比企文化社
団　山屋
山　楓書房

田　マスダ書店
宮　阿皇書房

　　球ンギン書房
能　めいわ良う
～安藤芳文堂

間　ヤマトウ書店

座みやかわ南口店
主　鴻文堂

橋前原かっぱ、西武
　B．C、はつらつ書房

松　　戸　元山書店

津田沼大和屋書店
鎌ケ谷　岡田書店

佐
市
浦
館
君

原
川

安

山　中島書店
津　杉浦書店
　　ブックスさかさい

　　井上書店
京〈千代田〉ピッピ、

多田屋

大杉書店、千里堂

最勝書店

東葛飾郡

大原町
東

　日成堂、書騨アクセス、

　三省堂本店、書芸グランデ

お近くの書店に、ぜひお声をかけて下さい（9月19日現在）

東京堂、八重洲ブソクセン

ター〈豊島〉池袋書店、紀

文堂書店く杉並〉木畜舎、新

愛書店、プラサード書店、た

つみ書房、西荻書庫結く新

宿〉紀伊國屋書店、模索舎、

風書房、伊野屋書店、図南

書店〈渋谷〉すべ一す・2いが

　さいく葛飾〉宏二二、中村

書店、稲田書店、大和書店

く世田谷〉やまべ書店、江

崎書店、桜文堂〈北〉愛京堂

く大田〉三州堂〈荒川〉昌栄’

堂〈板橋〉裕弘堂、アスカ

書店〈江東〉吉田書籍部、

　ブックロード〈品川〉シグ

マ図書、雄文堂く吉祥寺〉

　ウニタ書房〈三鷹〉第九書

房、たべもの村〈武蔵野〉

　いがらし書店〈調布〉神代

書店〈小金井〉かごや書店、

緑町大洋堂〈府中〉国府書

店会、一二三書房〈国分寺〉

吉野書店〈国立〉増田書店

富士見台店く立川〉オリオ

　ン書房、泰明堂〈小平〉和

　中書店、明文堂書店〈清瀬〉

マルオカ書店、飯田書店
〈町田〉久美堂〈八王子〉小

沢書店、〈秋川〉増進堂書店

横浜文教堂、有隣堂、
　栄松堂、ともだち書店、

　有文堂、みどり書房
川　　崎　北野書店、早川

　書店、大塚書店

相模原　中村書房
鎌．@倉　たらば書房
　　　　　大船書房
相模大野　相模書房

藤　　沢　東松堂
厚　　木　内田屋書房
綾　　瀬　藤美堂
奏　　野　榎本書店

茅ケ崎　文泉堂
小田原． ﾉ勢治書店
　　　　　平井書店
平　　塚　サクラ書店

海老名サンコー書店
甲
静
磐
浜
浜
沼

上
下
焼

名古屋
日比野泰文堂、谷口正文

府　太洋山
岡吉見書店、森上書店

田　あつみ書店

北　谷島屋書店
松遠州堂、稲勝書店
津　マルサン書店

　　ランケイ天
水　戸田書店

田　村上書店
津　谷島屋書店
宮　文正堂書店

　　資同型書店
　　ウニタ書店、

　館書店、白樺書房西店、

　白揚書店、竹中書店、中
　日書房、きたやま書店、

　丸山書店、岡崎書房、ナ

　ガオ正文堂、豊川堂、ち
　くさ正文館、兼松書店

江　　南　青雲堂
豊　　橋　文教書店、耕文堂

豊　　田　鈴彦書店

岡　崎カマクラ文庫
尾張旭　活人尾
瀬　戸三浦書店、春骨堂
愛知郡　日進書房

谷
阜
潟
．
津
宵
越
尾
山

刈
岐
新
新
長
上
栃
富

岡
谷
本
野
田
田

高
岡
松
長
上
飯

信濃町
金　　沢
　ルスセンター、北国書林

福井ひまわり書店、
　じっぷじっぷ、品川書店、

　勝木書店
敦　　賀　海光堂
天　　理　海老山書店
三　　重　別所書店

大　阪紀伊國屋書店、
　ユーゴー書店、樋口書籍、

　米原十六堂、藤川書店、学

　の友、西坂書店、呼文堂、

　もり、富士原文信堂、飯田

　集英館、川口文堂堂、坂ロ

　書店、北村書店

東大阪ヒバリヤ、栗林書房

酒井日進堂
文光堂書店
栗山書店、万松堂

盲進堂

覚張書店

春陽館

稲副書店

清明堂書店

友信日
清文堂、イソップ屋

笠原書店
新光堂書店

平安堂

英文堂

平安田

植楽書店

うっのみやセー

和　　泉　かつらぎ
豊　　中　昌文堂、豊文堂
高　槻コーベフヲクス西武

吹田アミーネ江坂本店
池　　田　春江

堺ワールド、西村書店
　清城堂、三教堂、登美屋

枚方立川書店
岸和田　斉藤書店
京　都松香堂書店、オデッ
　サ書房、中島書院、山城書店、

　洛陽書店
宇　　治　大久保京都書院

　　　　　井田書店

長岡京恵文社神足店
亀　　岡　亀岡書房

舞　　鶴舞鶴堂、北浦愛文堂

和歌山宇治書店、紀勢堂書
　店、有馬書店

神　 戸流量書房、ヒカリ書
　店、日進堂、文闘堂書店、アイ

　ヨ書店、幾久書店

西宮イカロス書房
　　　　　塚新西武B．C
尼　　崎　宣文堂書店、塚新西

　武B．C

姫　　路　姫路丸善
　　　　　浅野八代書店

石
岡
子
取
西

明
笠
米
鳥
出

津和野
松　　江
　ブックス文化の友

広島やまびこ書店、
　いつみ書店、紀伊國屋書店

竹　　原　草間書店

尾　道花本書店、啓文社
福　　山　岡田書店

観音寺タカハシ書店
高　　松　松岡書店
　　　　　みやたけ書店
徳　　島　雄徳堂徳野書店

　　　　　ブックスエミール

土佐山田　依光書店
北九州北九州書店、白石書店、

　　　　　黒崎ひとつりわB，C

福岡金文堂、積日館、金
　進堂、丸山書店

二日市丸山スコーレ店
直方みやはら書店
大牟田　金野堂
筑　　後　吉田書店

大川山口書店
粕屋町尾崎堂書店
唐　　津　まつら書店
佐　　賀　金華堂

長崎好文堂、童話館
佐世保　金明堂
熊本教育文化用品KK、
　　　　　三章文庫
延　　岡　池田書店
大　　分　引書堂、今村書店

志布志スズキ書店
鹿児島　加世田書店
大学生協

　帯広畜産大学、東北大学、岩
　手大学、福島大学、新潟大学、

　群馬大学、宇都宮大学、茨城
　大学、埼玉大学、芝浦工大学、

　日本女子大学、東京大学、東
　京家政大学、成践大学、横浜

　国立大学、山梨大学、愛知教

　育大学、信州大学、金沢大学、

　大阪市立大学、立命館大学、

　宮崎大学、高知大学、香川大

　学、鳴門教育大学、琉球大学

学友書房

池田成章堂

今井MC本店
富士書店

武田書店
金山文．具店

大学前園山書店、

読者の皆様へ　上記の取り扱い店以外の全国各地の書店でも、本読は書店購入ができます。

　お近くの書店てお求めの際は、「地方小出版流通センター」経由とこ指定のうえ、こ注文下さい。


